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神戸市広級印刷物豆録 平成 6 年度第201 号—5（広報印刷切紐A-1碩）

；璽§蒼幌麗鼠量履角唇履層且喜旦翫[11五
自次

2ベージ 家・の鱗体撤去、ガレキ処遷、住宅の応急修環、応急危険度判定

3ベージ 一時使用住宅など、住宅1111遍融資、這築行為事前届出、り災証明

4ベージ 見冥金、援謹金弔慰金、災害撞讚資金、義I置金、市民相酸

5ベージ 税金、中小企業、共同仮設店舗、仮設賃賃工場、各種問い合わせ先

6ページ 保健所、医療、入浴、福祉事務所、こみ収集、稟遷讐察署、広韓

7~8ベージ 東瀾区社会福祉協讚会から

本号に渇雹の洞緩は3月17曰現在のもので可。同い合わせ先などの中
には3月末をもって変更・終了1こなるものもあります。ご了承ください。

3月20日号
1995年（平成7年）

神戸市災害対策本部云322-5117~5122

兵庫県災害対策本部 云360-2430~2433

県東灘地区救護対策現地本部 tt441-4780 

神戸市役所 ff331-8181 

東灘区役所 ff841-4131 

兵庫県庁 云341-7711

神戸市配 暉 闘緊怠整鵡灸例（甲成7年2月16巳厖行） 宅、公c、送路なとの整鑓を進める地域です。合◎は全市

！こ荏づき、「ll!:点復潤地該Jガ指定されましだ。こmエ、層 で24地区、うち榮濁区内では森南、深江、JR住吉駅周辺、
災により廷物ガ（母れだり況Iプたりするなと被害を受17た地 六甲（瀾区を含む）の4地環が落定され芸しだ (3月17己
ぽの一日も早い碩巽を目笛して、特に緊念的、雷点的に庄 舌示）。

区内の■点 置 舅 蜻 鰭 一 貫 （地域名、 整瀬目標、 区域）

森南 生活中心としての拠点の形成及び良好な住宅市街地の胃生

[＇駅前広場、生活差盤となる匹路及び公園の竪燐．

・共同化及び協調化の促這。

問い合わせ先

＊都市計画局

（森閉地区担当）

0360-3620 

区 域 1東漬区森1BJl丁目-3丁目｀本山中ll!JI丁目の一郎（本山第三小学校の東側の迫路から東） （約IBha)

深江→ 活の藍傭並びにまちづくり協罐会との遍携による住宅及び住環墳の整傭

［・阪神函鉄の和架化。駅証紐9こよる生活砿凶の形成．区画呻等の笠漏．

・共向化及び協閃化の促進．

問いeわせ完

＊都市計画后

アー／1ン？ザイン室
で242-7735

区域Ill!潟区本庄町 1~3丁目深江北町 1-5丁目、深江本町 l-4T自、深江問IBJ1-4丁目 （約IIOha)

炉 I兌碑 I幻辺一―→も舌都心にふさわしい機能の導入及び聞点の形成並ひに住環環の聾傭

｛臼叩1；；よる生活砿らの形成。

・駅閲辺の土地の高度利用。共同化及び協閃化の促速．

問い合わせ完

＊都市計画局

民閾再開発輝

nZ42・777B 

区 域 l榮濶区 住吉衷町5丁目、住石宮町4丁目．住吉本町 1丁目の一部（シーアの北側の逍路から南） （約10na)

i＼甲•―-ll!部副都心因辺への住宅の·点供給

［晨槃臨設の整漏等と併せた庄宅の洪給。

・多様で良好な都市型住宅の早明の大量供給。共同化及び該閲化の促違．

問い合わ咋

＊住宅濁

住環境整傭諌

1!1'242-6008 

区 域l束潤区 御影塚町 1~4丁目(I・ 3丁目は闊港地区を除く） 潤区（台路） （約？97ria)

資
料

・
区
民
広
報
紙

大
地
震
翌
日
（
一
月
十
八
日
）
の
東
田
第
二
工
区
に
あ
け
る

L

P
G
（
液
化
石
泊
ガ
ス
）
タ
ン
ワ
カ
ら
の
ガ
ス
漏
れ
客
改
に
全
る

避
難
勤
告
で
は
多
く
の
皆
憬
に
不
自
由
を
お
ガ
け
し
ま
し
た
。

問
題
の
タ
ン
ク
の

L
反
9
に
つ
い
て
は
、
他
の
安
全
な
タ
ン
ク

に
移
送
を
完
了
し
て
あ
り
、
今
後
兵
庫
只
の
摺
導
こ
墨
づ
さ
、
タ

ン
ク
の
全
面
的
な
点
揆
ガ
行
わ
れ
る
予
定
で
b
.

ま
だ
、
通
産
省
に
あ
い
て
も
阿
門
家
吝
ガ
ら
な
る
潤
歪
委
員
会

に
よ
る
群
細
な
原
因
究
明
ガ
進
め
ら
れ
て
お
り
、
調
百
結
果
に
堕

づ
き
、
合
後
の
防
災
対
策
ガ
潰
じ
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
界

p
•

安
全
で
安
心
な
さ
ち
づ
く
り
の
に
め
、
将
釆
と
も
関
心
を
冷
ち

読
け
て
い
く
必
翌
ガ
あ
る
と
思
い
ま

b°（東
遍
区
災
害
対
策
本
田
）

こ
の
た
び
の
阪
神
淡
路
大
冥
災
に
よ
り
亡
く
な
ら

れ
た
多
く
の
方
々
に
対
し
．
心
よ
り
お
憤
や
み
中
し

上
げ
ま
す
．
ま
た
．
け
が
を
さ
れ
た
方
、
大
切
な
家

展
や
財
殺
を
失
わ
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
巾

し
上
げ
ま
す
．

東
瀾
区
役
所
で
は
．
こ
の
ニ
カ
月
閃
．
各
種
の
旗

災
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
．

あ
ま
り
に
も

大
き
な
嫉
災
の
た
め
、
長
期
間
手
統
き
を
お
待
ち
い

た
だ
い
た
り
．
手
絞
さ
場
所
が
各
所
に
分
敗
し
た
り

す
る
な
ど
．
多
く
の
行
様
に
ご
迷
感
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
て
お
り
ま
す
こ
と
に
つ
い
て
、
お
わ
び
中

し
上
げ
ま
す
．

こ
れ
か
ら
も
｀

一
B
で
も
早
く
区
民
の
皆
様
の
生

活
が
安
定
す
る
よ
う
、
ま
た
．
安
心
し
て
住
む
こ
と

が
で
さ
る
束
灘
以
前
に
増
し
て
文
化
の
薫
り
あ
ふ

れ
る
束
灘
の
創
迅
を
目
指
し
て
、
皆
様
と
共
に
力
を

合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．
ど

う
ぞ
．
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

六
甲
大
髯
及
び
取
り
因
け
遥
路
に
つ
い
て

は
、
誓
の
祖
ガ
あ
り
ま
可
ガ
、
応
急
復
旧

信
、
上
路
、
下
路
名

2,＇
っ
て
供

胄
一
叫
叩
叫
詞
い

て
あ
り
ま
せ
Ivo

（
東
瀾
区
役
所
）

ュ二
●

a
 

り＜
 

づちま暉復氏震r
 

は細詳すで日2
 

月3
 

は過問の話電の先せわ合問各豪

東
這
区
災
書
対
策
＊
郎
長
（東
漏
区
長
）

金

治

勉

゜

1321 j 



地璽1こより固壊のおそれのある家旦などの鱗体撤去の手続きは次のとおりです．

ー

L
 

0
両
に
よ
る
解
体
撤
去
（
受
付
中
）

―

,
．
丁

i
'

，
1

写
続
き
）

①
願
出
書
、
関
係
者
の
同
意
書
を
そ
る
え
て
、
区
の

災
害
対
策
本
田
に
申
し
込
み

甲
込
場
所
1
区
役
所
閉
仮
殷
事
務
所
1
洒

9
る

317る

Ol
（
土
．

8
は
休
み
）

裔
に
よ
る
解
は
蒙
去
（
作
棄
は
自
硲
隊
ま
た
は
市

ガ
契
約
し
た
霙
壱
）

窟

ガ
雙
者
に
費
用
を
国
接
支
払
い

棗
識
員
ガ
現
地
調
百
の
う
え
公
共
性
・
緊
急
性
の
高
さ

を
判
断
し
、
優
先
度
ガ
高
く
、
関
保
者
の
同
意
も
得
ら

れ
た
と
こ
る
ガ
ら
解
体
憲
去
を
行
っ
て
い
ま
可
。
関
係

者
の
同
意
・
は
建
物
所
育
者
ガ
賣
任
を
も
っ
て
纂
め
て

く
だ
さ
い
。

嵐
東
潤
区
内
で
は
既
に
約
8
干
件
も
の
あ
甲
し
込
み
ガ

あ
る
た
め
、
全
郎
を
処
理
b
る
に
は
相
当
の
日
数
を
要

忍
見
込
み
で
す
。
な
お
、
他
の
手
段
に
よ
り
解
体
限

去
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
咀
0
に
は
、
既
に
行
わ
れ
た

甲
し
込
み
を
取
り
下
げ
て
い
だ
だ
さ
ま
b
含

お

願
い

い
だ
し
ま
b
.

が
叶
面
剃

ー1
-

解
体
撤
去
す
る
場
合
（

i

二
者
契
約
）

i

0
-一

ー

'|
l

ー

L

写
綱
竺

霧
育
者
ガ
嶼
体
榮
者
を
決
め
、
関
係
者
の
同
意
を

得
る

0
所
百
苔
ガ
区
の
災
害
対
策
否
世
に
登
録
し
、
説
明

●
と
願
出
鬱
、
契
約
霞

(
3通
）
を
受
け
取
る

翌
場
所
↓
区
役
所
前
仮
殷
事
務
m
1階

9
る

ooi17
"00
（土

・
日
は
休
み
）

窟
の
災
言
廃
棄
吻
対
策
室
に
契
り
ま
5
き
の
曰
を

電
話
予
約

予
約
電
防
↓

6
3
3
2
l
9
4
4
4

9

"
o
o
i
1
6
"
0
0（
エ•
8は
休
み
）

窟
約
し
た
白
に
所
有
者
、
解
体
霙
者
、
市
の

l

l

＿者

で
契
約
手
続
き

契
約
慮
所
1
8央
区
雲
井
過
立

自

サ
ン
バ
ル
の
5
階

畠
体
璽
者
に
よ
る
解
体
恵
云

窟
ガ
解
体
渠
壱
に
費
用
を
亘
接
支
払
い

棗
登
録
場
所
で
は
必
要
に
応
じ
て
解
は
業
者
の
紹
介
も

し
て
い
ま
P
.

嵐
契
約
額
は
標
準
単
価
の
範
囲
内
。
廷
へ
床
面
積
は
固

定
賣
産
評
価
証
明
●
上
の
面
積。

or
h
lし

写
続
き
】

①

人

で

集
者
に
発
注
し
解
体
撤
去

裔
の
災
害
廃
稟
物
対
策
至
分
至
に
清
算
手
続
き
の

・

日
を

n話
予
約

予
約
電
お
↓
0
?
4
11
ー
5
8
0

9
"00116
"
00
（
土
．

B
l
a休
み
）

0
予
約
し
た
日
に
濤
算
手
続
き

手
続
き
湯
所
↓
中
央
区
雲
井
通
5
丁
自

サ
ン
バ
ル
の
5
鰯

．

直
詳
細
は
手
続
き
の
場
で
団
別
に
こ
説
明
し
ま
b
.

濠
予
約
し
だ

aに
持
参
し
て
い
た
た
く
も
の

♦
賣
用
支
払
済
み
の
場
合
（
娃
物
所
有
者
こ
自
身
が

お
越
し
く
だ
さ
い
）

・
り
災
証
明
書

（
原
不
）

.
g収
書
念
宅
ヂ
）

夏
積
霧
、
契
約
霧
、
施
工
前
・

8
・
後
の
建
物

の
写
口
等

・
固
定
貴
産
評
価
証
明
霧
（
区
役
所
3
附
市
税
練

で
梵
行
｝

廼
窃
所
育
者
の
EO鑑

•
本
人
ガ
確
蕊
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

、

鐙

唇
険
証
な
ど
）

♦
費
用
未
払
い
の
湯
合
一
所
有
者
が
解
体
徽
去
処
瑾

業
者
を
同
件
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
）

函
収
書
を
除
く
も
の
言
類
を
ご
持
参
く
だ
さ

ー・

＇ 

（注
1
)
い
b
れ
の
湯
合
も
、
市
ガ
負
担
可
る
解
体
諏

去
の
範
囲
は
家
屋
の
墨
礎
の
上
ま
で
と
し
、
墨
礎
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
取
り
環
し
、
戴
云
は
含
み
ま
せ
ん
。
ま
だ、

門
、
さ
く
、
瞬
、
瓦
の
み
の
解
体
憲
去
は
お
受
け
し
て

い
ま
せ
ん
。

S
2
)
道
路
上
に
国
環
し
だ
家
の
処
理
に
つ
い
て

は
左
の
「
ガ
レ
キ
の
兄
理
J

を
ご
参
碗
く
だ
さ
い
。

（注
3
)
災
害
廃
稟
物
の
史
分
湯
専
へ
の
搬
＾
に
は
無

料
戴
入
劣
ガ
必
要
で
P
．
申
請
纏
所
は
左
の
と
お
り
で

b
（い
b
れ
も
市
役
所

3
m館
で
b
)．
り
災
証
明
●
の

写
し
、
り
災
者
・
解
体
稟
壱
の
印
鑑
（
認
め
印
）
を
ご

持
参
下
さ
い
。

峯

3
閂
25日
（
土
）
界
で

◆
木
追
家
屋
ガ
ら
発
生
し
た
屍
稟
物
↓
市

頭

撓

塁

殷
管
理
課

(0
3
2
2
|
5
2
0
/）

●
コ
ン
ク
リ
ー
ト
迄
霰
屋
等
な
ら
発
生
し
だ
冥
稟
物

↓
市
環
境
厩
災
雹
廃
棄
物
対
策
室

(e
3
2
2
1

5
29
3)
 

濠
3
月
27日
（
月
）

ガ
ら

●
い
b
れ
も
環
境
同
搬
入
努
窓
D
(
8
3
3
21
9

4
4
6
)へ。
「
り
災
湯
所
を
示
す
庄
宅
地
図
な
と

の
写
し
」
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

0
這
路
上
の
廃
材
・
ガ
レ
キ

市
ガ
諏
云
を
勁
要
と
判
断
し
た
場
合
、

寡
印
に
硯

地
に
「
お
知
ら
せ
」
の
褐
＿
ホ
な
と
を
行
い
、
所
有
者

か
ら
遠
硲
あ
よ
び
承
諾
を
祖
だ
後
、
順
双
撤
云
し
て

い
ま
す
。
甲
し
込
み
も
受
け
て
い
ま
す
。
甲
込
霧
類

は
区
役
所
3
階
総
務
課
に
も
璽
い
て
あ
り
ま
可
。

[
問
い
合
わ
せ
先
】
市
工
木
閤
榮
Bilエ
不
事
務
所

6
05
4
1
2
1
9
1
 

0
そ
の
他
の
場
所
（
宅
地
内
な
と
）
の
廃
村
・

ガ

レ

キ

撤
去
は
、
際
則
と
し
て
道
路
｀
河
川
な
と
に
囲
ま

れ
た
区

mご
と
に
市
が
行
い
ま
b
．
事
印
に
お
知
ら

せ
し
、

相
当
の
期
間
を
置
い
て
ガ
ら
実
施
し
ま
す
の

で
、
そ
の
間
に
賃
聾
品
の
嶽
出
な
ど
を
f
jっ
て
く
だ

さ
い
。
手
続
さ
な
ど
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
b
.

云問
い
合
わ
せ
き
市
棗
境
忠
災
害
冥
稟
切
対
策
室

6
3
2
1
l
3
4
4
3ガ
3
2
2
L
3
2
9
4

台
所
、
ト
イ
レ
、
塁
、
塵
根
に
つ
い
て

1
庄
宅
芯
万
5
干
円
の
範
囲
内
で
、

翌
応
急
璽
追
を
行
い
ま
す
（
現
金
で
の
嚢
骨
い
ま
せ
ん
）
．

｛
対
象
】

房

半
環
・
半
焼
し、

0
常
生
活
ガ
営
め
な
い
状
況
に
あ
り
、

経
済
的
理

由
（
震
災
に
よ
る
矢
雙
・
離
識
を
含
む
）
で
自
ら
修
理
で
き
b
、
次
の
い
す
れ

力
に
該
当
P
る
万

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
波
保
讀
者
、
要
保
讚
者

R
6年
震
市
民
説
の
非
課
悦
世
Ill

0
6年
度
市
民
説
ガ
均
専
割
の
み
の
世
帯

c

＠

の

震
災
で
失
集
し
①
ー
0
の
い
b
れ
力
に
該
当
ワ
る
こ
と
に
な
る
世

帯

東
既
に
修
理
し
た
も
の
、
公
営
庄
宅
、
公
社
・公
団
住
宅
｀

僭
家
は
対
象
外
（
だ

だ
し
、
惜
家
で
家
王
ガ
災
害
に
よ
り
自
ら
の
資
力
で
は
修
理
で
さ
b‘
修
理
な

し
で
は
唇
家
人
ガ
日
常
生
活
を
営
め
な
い
状
況
に
あ
る
場
合
は
、
家
主
の
修
理

四
憲
ガ
あ
れ
ば
対
象
）．

＿
申
し
込
み
】

急
役
所
で
配
布
中
の
甲
込
富
に
堡
喪●頑
を
添
え
て
鄭
送•
3

月
2
6日
ま

で
受
け
付
け
（
満
印
百
効
）
．

【
問
い
合
わ
せ
先
】

醤

宅

宅

応

急

絡

理

保

6
2
6
1
11
9
?
1
.
1
9
4
6

「
応
急
危
険
匡
判
定
」
と
は
余
震
の
読
く
な
ガ
で
共
同
庄
宅
を
中

心
に

「
そ
の
霞
物
に
近
づ
い
だ
り
立
ち
入
る
こ
と
」
の
危
険
度
を
と

り
あ
え
b
判
断
し
、
「
繰
ー
網
査
済
み
」
「
賓
ー
要
注
憲
」
「
赤
ー
危
険
J

e
 

-f
r

、
に
分
け
て
表
示
し
た
も
の
で
交
既
に
終
了
し
ま
し
だ
）
・
「
庄
め
る
、

"

[
住
め
な
い
」
に
関
可
る
法
的
な
強
制
刀
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
余
震
ガ

ビ•
-

あ
さ
ま
っ
だ
後
に
洞
修
し
て
住
宅
と
し
て
伎
え
る
力
否
力
を
判
定
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
り
災
証
明
書
の
認
定
（
全
環

・

疇咽
半
壊
•一m
隕
壊
）
と
は
通
動し
て
い
ま
せ
ん
。

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
本
格
的
な
謁
董

・
診
断
は
、
そ
の
建
物
の
建

藁
施
工
会
社
な
と
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
調
蒼
織
関
を
お
探
し
な
ら

q
 

ば
、
窯
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
復
四
相
談
セ
ン
タ
ー

(n
3
6
0
1
2

5
3
6
)
に
ご
相
餃
く
だ
さ
い
（

i
芭
木
ま
で
）
。

-P
建
て
住
宅
の
恋
急
移
断
あ
よ
び
ぽ
宅
復
18相
談
は
兵
犀
景
建
築

士
事
務
所
協
会
ガ
実
施
し
て
い
る
左
の
庄
宅
環
旧
相
談
セ
ン
タ
ー
に

こ
相
談
く
だ
さ
い

(
3月
末
ま
で
）
。

一
神
戸
】

中
央
区
下
山
手
逢
5
1
9古
河
ビ
ル
3
階

6
3
51
1
6
7
7
9
 

[
西
宮
一

塁
市
江
上
町
1
ー
20（
類
西
宮
総
合
戸
善
西
的
50m)

6
(
0
7
9
8
)
2
6
1
7
7
6
1
 

※
い
b
れ
も
1
0
{
o
o
i
1
6

公
B
（
西
宮
は
土•
B
は
休
み
）

． 
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市
住
宅
供
お
公
社
ガ
民
問
の
マ
ン
シ
ョ
ン
（
新
築

8
8-P
、
空
家
旧
戸
）
を
ぼ
り
上
げ
て
買
貸
し
ま
す。

一
定
期
間
、
市
ガ
家
霞
の
一
郎
を
碍
助
。
甲
込
害
は

3
月
3
0
mガ
ら
区
役
所
て
配
布
。
綿
切
は
4
月
7
日

（消
EO百
効
）
。
5
月
8
匂
入
居
予
定
。

｛
対
象
】

1
閂
1
7
日
当
時
、
市
内
に
在
ほ
し
、
次
の

可
ぺ
て
に
該
当
b
る
こ
と
。

習
本
曰
籍
力
外
更
登
録
を
し
て
い
る

習

宅

ガ

震
災
に
よ
り

m失
・
団
凛
し
、
居
住
ガ
困

籟
（
り
災
証
明
霞
心
翌
）

R
夫
始
ガ
親
子
を
王
体
と
可
る
家
朕

c
家
族
全
函
の
収
入
月
額
ガ
56万
6
干
円
以
下

面
い
合
わ
せ
先
一

市
住
宅
供
お
公
社
あ
じ
さ
い
庄

宅
男
柔
係
6
3
3
2
11
5
3
8

東印第4エ区の仮設庄宅

i琴嘩鰤嘩宅⑳
- R gg g目嘉g9斎塁 屡？爵被

璽
悶賃雰gg ？告喜互醤？ ？弓 翌置 ＇ぎ醤

主 tiii99二塁妻匿iiii蒼墾畜
d § i g i:`愚i贔}§言：

；ら昔普自 g i ; 
需塁g8 g ？窃臨
＇月§ §姜

1
3
4
戸

73戸磐

2
0
5
-
P
 

3
9
9
戸

2
7
0
-
P
 

2
、
0
9
？
戸

4
2』

資
料

・
区
民
広
報
紙

鴫t L•MI'り111IIr"＂刊JIし'" ,·µ』r.七M心置貪's......n賣1ゎゞ

（
融
賣
金
利
一

4
.
1
%
 

（
限
哀
頷
の
う
ち
特
別
加
算
分
に
つ
い
て
は
4
.
3%。

5
割
以
上
の
渡
言
を
受
ワ
ら
れ
だ
人
は
融
資
の
巳
ヵ
ら

3
年
間
は
3
.
0
%
。
碍
経
の
場
合
を
除
く
。
）

（
問
い
合
わ
せ
先
】

公
応
の
名
支
店
ま
た
は
否
江
く
の
公
閲
秦
務
取
扱
金
納

磯
関
へ

庄
宅
金
殿
＾
ム
庫
神
戸
相
駁
所

C
3
4
1ー
5
3
2
2

庄
宅
金
融
公
四
大
阪
支
店

6

(
0
6
)
？
8「

I
qう
7

0

減
只
に
よ
る
利
子
罰
給
い
％
に
つ
い
て
の
お
閻
い
合
わ

せ
ほ
需
廷
築
指
導
課
C
3
6
?
1
3
6
1
1
へ
。

〇
神
戸
市
災
●
直
霞
住
宅
特
別
鵬
賣
（
饂
人
住

宅
向
け
）

（
融
賣
条
件
】

金

利

＇属額

襲汀
●-K命3年問笈置さ（絡Illlil1年g)．．． この喝の金判は

年3.0%

褐 S 調入 ●設

整地 召転 i 金

尺gi 』: 地蜃金賢 土金陀取ill 得

建

i 疋

殷

資資 翼

金金 金
2、
i l i ; ! 1、！焚

｀ l 円 JIIi 
』』
i i 月i i 円 迄

0
住
宅
愈
鵬
ハ
ム
●
の
災
●
置
興
住
宅
賣
金
融
賣

一
融
資
限
度
額
】

融
漬
資
格
な
ど
詳
し
い
内
容

f

し
つ
い
て
は
、
名
窓
口

に
あ
既
い
合
わ
せ
を
．

棗
建
設
・
呵
入
の
湯
合
は
住
宅
金
屈
＾
ム
慮
の
融
資
を
利

用
可
る
こ
と
ガ
条
件
に
な
り
ま
可
．

至
付
期
閻
】

平
成
9
年
3
自
3
1
8ま
で
の
9
ぶ
3
i
1
5
o
o
o
o
（
エ
日

祝
を
除
く
）

(IBlい
合
わ
せ
先
一

市
住
宅
底
住
宅
洟
課
融
息
（
中
央
区
浜
辺
通
5
1

1
3
2、
サ
ン
平
↑
ル
？
陪
）

6
2
6
1
r
2

/
4
9
 

0
神
戸
市
厩
慮
宅
随
防
災
工
・
賃
付
愈
（
●
人

向
け
）

冠
象
工
事
一

漬
饂
も
し
く
は
搭
水
施
設
の
設
竃
ま
た
は
改
善
工
事

一駐
賣
条
件ー

工
事
費
の
範
囲
内
で
5
百
万
円
ま
で
。
金
利
は
"
%
。

【

rdlい
合
わ
せ
荏

ffi土
木
庖
宅
地
規
制
課
(
8央
区
浜
辺
通
5
1
1
ー
32、

サ
ン
1

ハ
ー
ハ
ル
9
磨
lJI唇
ホ
室
）

6
2
6
1
r
0
1
6
6
0
2
1
6
 

9
"
0
0
i
1
7
"
0
0
（
エ
日
祝
を
除
く
）

峯
住
宅
金
珀
公
国
に
も
宅
地
防
災
エ
出
資
金
融
資
籾
度

や
災
雹
復
闘
宅
芯
融
費
制
匿
（
新
設
）
ガ
あ
り
ま
b
°

〇
繕
＊
設
●
●
●
費
薫
利
子
賃
付

対
象
工
事
】

震
災
に
よ
り
被
笞
を
受
け
た
水
洗
ト
イ
レ
の
便
牲
や
関

迎
詞
具
の
経
理
お
よ

U
屏
水
詈
の
破
摂
絡
理
で
1
閂
”

日
力
ら
平
成
8
年
3
月
31日
ま
で
に
施
工

b
る
も
の

（
既
こ
実
施
し
た
工
事
に
つ
い
て
も
さ
力
の
ぼ
っ
て
適

用
し
ま
可
）
。

云
古
貴
条
件
】

1
エ
B
あ
た
り
50万
円
ま
で
。
無
利
子
。

【
申
し
込
み
包

修
巴
を
目
う
迎
戸
市
公
我
水
辺
・
下
水
追
工
事
渠
考

[
問
い
合
わ
せ
先
）

市
下
水
追
応
東
務
諌

n
2
4
1ー
8
?
7
7

0
そ
の
他
の
制
置

峯
厚
生
年
金
・
田
民
年
金
哭
者
に
は
「
年
金
災
さ
復

閂
庄
宅
R
金
胆
頁
制
位
」
ガ
あ
り
な
b
.
問
い
合
わ
せ

は
年
金
福
祉
事
芙
団
(
n

(
O
3
)
3
5
0
21
2

4

8
1
)
へ
。

豪

4
月
力
ら
は
窯
に
よ
る
「
U
ょ
う
ご
只
民
ぽ
宅
復
瞑

ロ
ー
ン
制
度
」
（
融
費
璧
菌
8
目
n
円
）
な
と
も
開
始

さ
れ
る
予
定
で
可
．
お
問
い
合
0
せ
ほ
栞
建
簗
搭
導
課

(
n
3
6
2
1
3
6
1
1)
へ。

栢 ，J
9F ・• t: ．^． 

[Ill求
完】

烹
g

芭
戸
市
吏
澱
区
住
吉
束
町
21
3
ー
28
東
潤
区
役
所
り
災
屈
祖
g

冒

：-
4
階
（

a潤
後
セ
ン
タ
ー
の
廷
物
）

て
手
続
き
を
行
っ
て
お
り
ま
P
ガ
、
鄭
送
で
も
騒
求
可
る
こ
と
11で
き
ま

q°
鄭
送
に
よ

る
場
合
に
は
、
便
せ
ん
な
ど
に
双
の
こ
と
を
必
b
記
入
し
、
宛
て
名
を
書
い
た
返
送
用
封

閻
を
同
封
し
て
、
下
記
の
訊
求
先
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
記
入
凛
隕
）

①
災
農
名
（
家
族
全
口
の
氏
名
と
ふ
ウ
ガ
な
）
、
認
め
印

翌
災
湯
所
（
隧
窃
の
庄
所
）

習
宅
・

非
住
宅
の
gIJ

＠
坦
家
（
自
打
ピ
ル
等
も
含
む
）
・
阻
家
（
テ
ナ
ン
ト
芍
も
含
む
）
の
別

腐

の

島

ola、
そ
の
所
吾
者
（
堅
土
）
の
氏
名
も
起
＾
し
て
く
だ
さ
い
。

◎

「以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
り
災
証
明
言
を
”
求
し
ま

p
.」
の
文
言

魯
駅
名
の
氏
名
、
翌
在
あ
住
ま
い
の
住
所
、
昼
間
に
遷
絡
の
つ
く
電
話
番
号
、
我
め
印

贔
送
槙
惑
力
の
発
送
状
況
等
に
つ
い
て
の
8
記
で
の
お
悶
い
合
わ
せ
ガ
非
常
に
多
い
た

め
事
務
に
支
障
を
来
し
て
あ
り
ま
b
．
少
し
で
も
速
く
送
め
る
た
め
、
あ
問
い
合
わ
セ
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
ま

b
よ
う
お
顕
い
い
た
し
さ

b
.

●
り
災
翡
書
は
1
世
洛
に
1
奴
し
な
発
行
し
ま
せ
ん
。
ど
こ
ガ
に
担
出
可
る
必
翌
ガ
あ

る
と
き
に
は
、
コ
ピ
ー
を
捉
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
り
災
証
明
鵞
は
家
歴
の
設
害
（
全
環
・
半
壊
・
一
田
巨
裳
）

に
つ
い
て
証
明
可
る
も
の

で
可
．
そ
の
他
の
も
の
（
家
切
な
ど
）
の
被
害
に
つ
い
て
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、

窓
歴
の
関
葦
ほ
既
に
U
と
と
否
り
終
え
て
あ
ウ
ま
2
ガ
、
謁
舌
内
容
（
判
定
祖
果
）
に
つ

い
て
巽
謀
の
あ
る
と
き
に
は
再
図
己
を
い
た
し
て
お
り
ま
10-・

• 

． 
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腐
妥
付
対
象
）

神
戸
市
内
に
庄
所
を
育
し
、
今
◎
の
震
災

云
ら
り
、
庄
改
ガ
全
環
・
全
棗
・
半
累
・
出

[
の
没
害
を
受
け
、
既
に
霞
援
金
を
受
け
取

れ
た
世
亮

交

E
金
額
】

函
・
全
―

半
環
・
半
焼

-

2万
円

1

9
 

（
申
訊
万
法
）

液
災
当
時
居
住
し
て
い
た
区
の
区
役
所

『．
に
｀
必
要
竃
類
を
鄭
送
可
る

（
原
則
と
し
て

世
帯
兎
人
）
。

見
霙
金
・
援
護
金
は
本
人
ガ
嬰
可
る
銀

行
口
座
へ
翠
り
込
み
な
可
（
記
梗
閤
へ
は
で

さ
ま
せ
ん
）
．

函
送
い
だ
だ
く
●
類）

・
甲
請
璽

(
4枚
複
写
の
う
ち
本
人
控
分
を

兵
Ill県
南
田
地
震
に
よ
り
き
し
い
被
否
を
受
け
ら
れ

た
世
洛
の
生
活
の
立
て
直
し
を
支
邊
b
る
た
め
、
ま
も

な
く
次
の
よ
う
な
貸
付
籾
度
ガ
始
ま
り
ま
可
。
相
談
窓

0
、
受
付
万
法
も
含
め
、
肛
細
は
3
月
下
回
頃
に
発
表

の
で
b°

＿買
付
対
象】

①
霞
養
に
要
可
る
期
間
あ
あ
む
ね
ー
カ
閂
以
上
の
負

露
を
さ
帯
主
ガ
し
た
場
合

〇
庄
居
又
は
家
財
の
低
額
の
あ
お
む
ね
3
分
の
1
以
上

の
被
害
を
受
け
た
攘
合

濠
住
居
の
液
吝
に
つ
い
て
は
、
住
家
の
全
半
環
（
醗
）

を
損
害
と
し
て
取
り
扱
い
ま
可
。
住
居
又
は
家
財
の
只

吝
は
、
居
住
者
ガ
所
有
可
る
ぽ
．
は
家
財
の
損
害
に

限
り
ま
b
.

【所
得
用
件
｝

そ
の
世
帯
に
置

p
る
万
の
所
得
を
合
算
し
た
額
ガ
、
次

の
額
未
潟
で
あ
る
こ
と

入

↓
？
2
0万
円
、
？
人
↓
3
9
且
n円、
3
人

↓
5
8
0万
円
、

4
人
↓
6
5立
旦
円
、

そ
れ
以
阻

は
1
人
増
可
ご
と
に

30万
円
加
算

ーうに ＾ 一送名配て ー名・ の ・除
口 天〇閤予つ消郎靡つを市い申田義 甲押ウ＜
8遍紐 い定い印 送めて 書 しま請縄人拭印 3 
4 区 合で て百に切く い て 可 ●置ガ者の へ 孜

i § g g刃Iさ包念 2笛羹はヽ 届厖g天忽I§ 
4対 而先 4 こぉ い 送 マ 援 区 布 で の も の
1策東一 月の求 ＾ 用 ゜ 金 役 ー き 預 の コ

i i i ！国〗 惰§り屈雇 嘉〗-f 

’! ！ ！ I g i ii [ツ:I
をたで ま宛 肇 菖

勢付
で

iコ万可 でてをい ・ き

·-•印"nilmm?. ー[19 直，．．． ．員・rr,"'-鴫9."'-匹紐量“公潟髯轟い天心` “....仕に“CS

嵐
た
だ
し
、
住
居
ガ
翌
失
し
た
場
合
は
1
2
7
0万
円

を
限
度
と
し
ま
b
．
所
谷
は
平
成
5
年
収
入
額
tJら
応

弓
控
除
を
行
っ
た
後
の
額
と
し
ま
す
。

【買
付
限
賓
瓢
）

①
世
帯
王
に
1
カ
月
以
上
の
負
磯
ガ
あ
る
竃
合

・
家
切
及
U
庄
居
に
損
害
の
な
い
湯
合

1
5
0万
円

・
家
財
に
お
お
む
ね
3
分
の
1
以
上
の
閲
笞
ガ
あ
り
、

ガ
つ
局
の
損
害
ガ
な
い
場
合

2
b
0万
円

．
易
ガ
半
霰
・
半
競
し
た
場
合

2
7
0万
円

・
庄
思
ガ
全
環
・
全

mし
だ
場
合

3
5
0万
円

〇
也
帯
王
の
負
傷
ガ
な
い
場
合

．
家
に
あ
あ
む
ね
3
分
の
1
以
上
の

m吝
ガ
あ
り
、

ガ
つ
住
の
損
菩
ガ
な
い
湯
合

1
5
且
只
T

・
庄
居
11半
環
・
半
成
し
だ
場
合

1
7
0万
円

・
任
居
ガ
主
環

・
全
哀
し
た
場
合

2
5
0万
円

・
住
居
ガ
全
環
・
全
現
と
だ
湯
合
（
破
古
ガ
あ
あ
む
ね

1
0
0％
の
湯
合
）

3
:
u万
円

【Jll
付
条
件
】

償

期

閤

は
10年
（
う
ち
泥
ill剛
問
5
年）．

利
率
は

3
%
（
蛤
四
期
関
中
は
無
利
子
）
・

『‘ぶ9,,,.. 
ゞ

曰
閉
闘
匹

【甲
訊
万
法
一

棗
潤
区
で
は
シ
ー
ア

m由
場
4
浩
（
史
潤
区
民
セ
ン

タ
ー
の
建
窃
）
で
り
災
証
明
と
切
せ
て
手
続
さ
8
で
可
．

餞
援
金
は
懃
送
に
よ
る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。
憑
隔
地

に
選
舅
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
地
区
の
日
本
赤

十
字
礼
の
窓
0
に
甲
謂
し
て
く
だ
さ
い
。

（
必
置
●
頚
】

殷円

演
義
援
金
の
二
次
以
降
Q
紀
分
万
針
に
つ
い
て
は
、
先

a‘
m杢
赤
十
字
打
ヵ
ら
発
表
ガ
あ
り
な
し
だ
ガ
｀
本

匹
で
の
異
竺
的
な
交
屈
紐
さ
は
況
在
の
と
こ
ろ
悉

で
b
.

開
a

磐
円

ヽ
撞癒巴
汲
配
習

9

閻

□

妄

応
対
象
と
な
る
遺
誤
の
範
囲

・
順
芭

兵
Q
棗
南
郎
地
震
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
神
戸
市
民
の

遺
族

（配
肉
者
・
子
・
父
田
・
孫
・
祖
父
田
）
．

も
の
遺
朕
の
中
で
閂

こ

計

者
を
優
先
し
、
そ
の
閉

g
は
①
配
隅
否

0
子
R
父
田
＠
孫
⑮
祖
父
田
と
し
ま

b
.
 

（
手
続
き
の
万
法
】

111
哩
P
市
に
ほ
民
登
録
、
外
田
人
登
緑
ガ
あ
り
｀

令
◎
の
霞
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
遺
族
で
、
災

吝
弔
応
金
を
受
お
可
ぺ
さ
万
ガ
隧
定
で
さ
る
場
合

は
、
本
市
ガ
｀
つ
鄭
便
で
あ
知
ら
せ
し
ま
b
.

{i
'

・災
奮
弔
慰
金
の
支
綸
ご

兵
知
焦
岡
OO地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
神
戸
市
民

2
船
便
ガ
届
刀
な
い
と
い
っ
だ
よ
う
な
万
や
上
記

の
遺
朕
に
対
し
て
災
害
弔
慰
金
を
支
后
い
た
し
ま
可
。
以
外
の
万
に
対
し
て
ほ
、
在
の
と
お
り
祖
絞
・
惰

神
戸
市
で
の
手
続
き
は
次
の
と
あ
り
で
可
。
報
提
供
を
受
け
付
け
る
窓
口
及
ひ
相
談
霜
話
を
開

妥

給
額
）

設
し
江
b
.

祠

堕

3
月
21日
（
火
）
1
4月
10日
（
芭
9
{
O
O

□
 

【交
旧
対
象
）

碑
戸
市
内
に
居
庄
し
｀
今
徊
の
震
災
に
よ
り
、
死
亡・

行
万
不
明
の
被
害
、
任
家
ガ
全
凛
・
半
頃

・
全
衰
・
半

焼
の
被
害
否
交
け
た
世
帯

【
交
円
金
額
）

•
本
人
を
確
認b
る
証
明
●

•
E
O雹

・
住
宅
被
害
に
つ
い
て
は
、
り
災
証
朋
●

・
死
亡
被
苔
に
つ
い
て
は
、
埋
火
葬
許
可
証
力
死
亡
診

断
霧
ガ
庄
民
票
唸
票

豪

2
月
中
匂
ガ
ら
、
震
災
当
時
に
袢
戸
市
内
に
住
民
双

ガ
な
い
湯
0
で
も
、
市
内
に
居
庄
し
て
い
だ
こ
と
t
J
E

明
で
き
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
だ
。
ま
た
、
死
亡
・

行
万
不
明
の
墟
合
の
給
求
壱
の
範
囲
に
つ
い
て
も
、
同

一
世
洛
、
同
一
住
所
、
同
一
生
計
で
な
く
て
も
、
記
費

者

・
子

・
父
田
・
孫

・
祖
父
田
で
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
．
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
iSOOの
言
頚
tJ必

要
に
な
り
ま
す
。
交
付
当
初
の
2
用
上
匂
に
説
明
を
受

け
ら
れ
た
万
は
ご
注
沿
く
だ
さ
い
。

棗糞区役所2陪に次の相談コーナーガあります。

〇法ぽ相談：用～金編

0エ・逹窃（翌記）相談：岳遵金騒

〇社会保険に関する相談 ：e還木讃

葦受付は正午より。相駁は13:00-18: 00.無哀。

葦相狡壱多数の湯色、 相談に応じられはい場合もありな11.

演法鑓相ぬI.:4月以縫ia還21llになる予定でマ（霞白未定）。

市
内
に
住
民
登
誌
・
外
田
人
登
線
を
さ
れ
て
い
た

g
g、
ご
澤
族
の
胴
百
を
い
た
し
て
あ
り
ま

＞
。
こ
の
閥
査
で
支
給
対
象
老
ガ
濯
定
で
さ
た
万

に
は
、
な
も
な
く
通
知
を
配
送
し
ま
可
の
で
、
心

要
芭
類

（紐
求
宣
究
口
座
振
込
依
頼
言

・
身
分
証

明
言
の
写
し
・
受
結
慮
園
益
任
訳
・
死
亡
診
断
鰐

の
写
し
）
を
同
封
の
封
悶
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

8

支
記
対
象
老
へ
の
送
知
は
伝
氏
登
録

・
外
国
人

翌
祓
上
の
住
所
地
あ
て
に
円
い
ま
＞
の
で
、
転

居
・
避
類
さ
れ
て
い
る
場
8
は
、
曲
b
郵
隧
局
へ

転
居
店
を
出
し
て
あ
い
て
く
だ
さ
い
。

〇
弔
慰
金
の
支
払
い
は
、
盗
覇
・
紛
矢
等
の
事
故

を
禾
然
に
防
止

ワ

た

め
、
支
応
対
象
者
名
霰
の

訳
行
預
金
口
座
に
四
接
振
り
込
み
ま
b
.

凶

受

応

さ
れ
る
万
の
身
分
柾
明
●
（
連
転
免
許
証
、

g
康
保
険
証
な
ど
）
の
写
し
を
提
出
し
て
い
だ
だ

さ
ま
可
の
て
、
紛
失
さ
れ
て
い
る
万
は
再
発
行
の

手
続
さ
を
あ
願
い
し
ま
b
.

iSl
神

戸

市

に

薩

至

・
外
国
人
登
録
を
さ
れ

て
い
な
く
て
亡
く
な
ら
れ
た
万
に
つ
い
て
は
、
胸

査
の
手
掛
か
り
と
い
た
し
ま
b
の
で
、

上
記
相
駁

窓
0
ま
で
あ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〇

震
災
後
、

傷
病
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た
万
の
湯

合
は
、
地
震
と
の
因
果
閲
係
を
置
認
b
る
の
に
相

・

当
の
閉
間
を
要
し
ま
b
の
で
ご
了
承
を
歪
躙
い
し

-
g. 

．
 

゜
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資
料
・
区
民
広
報
紙

0
市
醗
の
漏
免

冦
人
の
市
貧
民
税

l

震
災
に
よ
り
家
屋
や
家
財
に

一
定
の
漬
害
を
受
け
た

万
ガ
対
象
と
な
り
ま

p
（減
免
は
、
年
収
力
ら
必
菱
経

賣
を
引
い
た
所
得
ガ
ー
干
万
円
以
下
の
万
）
・

〇
雑
浅
控
除
（
頃
矢
額
を
所
符
か
ら
控
除
）

l
6年
中
ガ
7
年

cpの
所
符
ガ
対
象

〇
双
免
盆
面
の
一
定
割
合
を
経
双
〉

l
納
付
霞
で
納
め
て
い
る
万
は
6
年
起
4
剛
分
と

7
年
度
分
ガ
、
紀
弓
天
51さ
の
万
は

7
年
2
月

1
8年
5
月
分
ガ
対
象

♦
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
悦
籾
課

a
3
22
|
51
5
8ガ

区
役
所
市
税
諌

6
6
41
1
4
1
3
1

[
固
定
賣
産
税
・
都
市
計
画
税
l

濱
害
を
受
け
た
土
地
・
家
昼

（半
環
以
上
）
．
償
却
資

産
対
象

0
減
免

l
7年
1
月

i
8年
3
月
分
ガ
対
象

豪
因
定
資
産
台
恨
の
餃
貰
と
第
1
期
の
納
期
は
5
月

以
降
に
延
期
し
ま
可
。

◆
同
い
合
わ
せ
先

ffi役
所
固
定
頁
産
説
課
a
3
2
2ー
5
1
52
カ

区
役
所
市
説
烈
a
6
4
1
14
1
3
1

9
所
得
裏
の
遭
付

次
の
包
冽
の
う
5
と
ち
ら
か
翌
利
な
万
を
選
択
週
用

で
き
ま
P
.

英
書
澱
免
法
の
符
例
l

住
宅
又
は
家
財
の
半
分
以
上
に
潰
き
を
受
け
、
し
ガ

も
所
得
金
額
ガ
ー
千
万
円
以
下
の
万
は
、
平
成
6
年
分

の
所
得
金
額
に
応
じ
て
所
得
税
額
ガ
全
額
免
除
又
は

＿

印
姪
汲
さ
れ
ま
b
.

峯
紀
尻

得
だ
け
の
遍
合
は
、
年
収
1
2、
2
0
5、

2
6
4円
以
下
の
万
ガ
該
当
し
ほ
す
。

一
籟
損
控
除
の
特
例
l

住
宅
や
家
財
な
ど
の
損
失
額
ガ
、
原
則
と
し
て
所
得

金

の

10％
相
当
額
を
組
え
る
場
合
に
は
、
雑
損
掟
除

と
し
て
平
成
6
年
分
の
所
得
金
額
l
J
ら
控
除
さ
れ
さ

b
.
 

◆
問
い
合
わ
せ
先

芦
屋
説
務
薯

6
(
O
?
9
7)
319
?
1
3
1

[a説】
g)憑
災
さ

n相
当
期
悶
｀
〇
告
で
き
5
い
乃は、
甲
8
8
序
閑

白
雰
で
に
田
乞
し
て
い
E
だ
い
て
も
1
1
9い
迂
セ
ん
．

日＾ ◎甲ご嘉ぶ人告て
得房腐所は 双e

区g 百: マ・ g a 
雰当

？ 
での

の喜塁塁 品月
I i ! 8- ！悶

鳳汀l

（次のSを剛製とbることとしてい享P.）

法人説晒平成7年5月引白
追合害とは五^説`活人の目悦、＇問、祖一

一鵡悦．竃羹`g．法§●の塁尋をいい零P.
Uだし.鸞災されUことにより‘!53で

に8喜ガで色ない攀帽ガある曝合は喜には●に甲

IJIして．9←長の眉そ受ワること万でさab.

I ！ i i l H I i啓IlI I I ’I 薗RiIl i で| l̀ ’! スI : 
g l i i 

ふ

靡 1 ' . ” 
i努 象

i g 足！ 5 ! i i予i 界で．i 9 i、!

〇
申
告
な
ど
の
闊
隅

云
市
税
l

ゴ‘

I !i ’ ! 
”i和 a ... 
I' 'f 扇企

i I : ! 
色・

i 月§! i ”' l 叫-l -i 
． 

商
店
街
や
小
売
市
湯
の
復

mを
支
践
し

ま
可
，

対
象
団
体

l

全
半
環
・

全
半
競
し
宮
菜
不
能
に
陥
っ

て
い
る
ま
柔
主
を
5
人
以
上
百
b
る
商

巴
街
、
小
売
市
場
の
団
体

（
襦
助
対
象
｝

仮
設
店
鶉
の
①
建
設
ま
た
は
取
得
に
要

す
る
賛
用
（
設
僻
工
事

を
含
む
。
内
装
・
什
器

la刃
象
外
）

0
リ
ー
ス
方
式
な
ど
の
祖

り
受
け
に
要
す
る
費
用

（
襴
助
金
額
）

鴻
助
対
象
と
な
る
費
用
の
4
分
の
1

棗

限

屠
(1
団

g
あ
た
？
醤
・

面
摂
の
限
度
も
あ
り
ま

g

①
建
設
の
湯
合
は
1
千
万
円

0
リ
ー
ス
の
場
合
は
年
問
5
目
E
i

円

(
2年
問
）

る
申
講
受
け
付
け
｝

7
月
31日
ま
で
に
経
済
商
涵
雙
買

g
課

（
国
酋
1

篇
7
尼

n
3

gヽ
ー

5
3
3
6)

へ。

0
兵
庫
県
南
部
地
震
中
小
企
業
総
合
相
紐
所

裡
P
市
産
業
盆
匹
セ
ン
タ
ー
6
厖
に
開
設
さ
れ

て
い
ま
b
.
（
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
内
〉

p
3
6
0
1
3
21
1
 

10る

00117
ぷ
3
（田
B

）

棗
法
律
相
談
ー
自

盗

13ふ
3
s
1
6
ふ
3

説
務
相
談
1
唇

10
ぷ
3
1
1
7
ぷ
3

0
神
戸
市
中
小
企
業
震
災
窪
旧
特
別
融
資

①

復

旧
緊
急
汚
別
資
金

【
融
資
条
件
l

次
の
を
つ
な
籾
度
も
あ
り
ま
b
.

0
醤

照

息

唇

証

人

資

金

0
憲
朗
閲
の
廷
畏
制

a

魯

蓋

変

動
灼
策
資
金
ぬ
資

●
問
い
合
わ
せ
先

翌
戸
市
中
小
企
案
指
導
セ
ン
タ
ー

（和
戸
市
産
稟
后
瞑
セ
ン
タ
ー
6
陪）

C
3
6
0
1
3
2
0
6
 

0
そ
の
他
公
的
金
融
機
関
の
災
害
復
旧
融
資

●
閻
い
合
わ
せ
先

•

中
小
企
稟
金
随
公
艦

0
3
6
21
4
9
3
b
 

{
9民
金
融
ム^
輝

C
(0
7
9
8)
26
1
9
?2
0
 

・
商
工
組
合
中
央
金
爬

6
3
9
1
1
1
5
4
1
 

・
兵
繹
預
廷
エ
団
金
絹
波

6
3
4
1
1
77
1
1
 

＂＂＂諏 l神戸ハイテクバーワ （西区）、 西区高塚台計118戸 (170tt程虞）

（甲込●の配布）用役所1号詑7階経斎庖エ築授四課、徊戸市産築振瞑センター9店

904 ・ 005§室（→受因漏所を兼わます）、ケミカルシューズ産菜会瞑(-日祝休み）

（配布 ・受付期間l3月21巳（火）～3月27日（月） 10: 00-16 : 00 

（問い合わせ先l市経済悶エ棠振四衷n322-5332-3 

・1
・

●住宅に関する相餃は下記の窓口へ

呵て住宅の応急輯 ．．．．．……•神戸謂凜協刀会 D362啜91
ガわら工事・・・ー．．．． ，．．．．．． ． ． …．．．．．—-兵圏泉瓦工事稟協同組合 D391-2978 

家庭内の水道・下9.K沼修懇…•••神戸市琶工事彙協同組合 〇刃5-0961-3

弓1つほし•……・・・・・・……．．． ．．．．…·刃鰈トラック協会 D882-3369 
トランクルーU（家記の保宮） ・・・兵慮餓雹躙協会 D331-1339 
璽石なとの彪理 …………．．．．．．ー・・神戸市石朽集協向組合連合会 D961-1821 
家貫 ．叡金等の相ぬ ．．．．．．．．．．．．．．．嶋合缶宅相談所 D362-5219 

契” ・ 鱗約の相談 •….... ........—•消尺生活相談所 D361-6979 

● 悪賞商法に関する相狡窓口

閑立神戸主活科字センター... ••• •……•……·…………• ••Cお2-5614、 360-0999
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兵高只警察本al・・・・・・............................................................n371-9110 
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1%441-1793 

豪震災のため仮事務所に移つていま

可．

入

駈息
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（電力）関西~7J三宮宮震所

ff391ー即 1

（ガス） 大阪ガス兵国支打

ff360ー3100
ガス漏れ迎報 〇2:)1-00'23

復18の問い合わせ

n (06) 2ffi-8800 

CNTTJ 11>おの設置毬虹

C116（局番なし）

霜E5の激障専

ff113澤番なし）

(NHKJ神戸灰送随営戌印

ff222-37刃

フリーダイヤルG色料）

ff0120-155-008 
ノ） （受名相談）

ff0120-155---077 
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宮
町
に
建
設
中
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在
宅
福
祉
セ
ン
タ
ー

.. 
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.，
 

云
東
灘
保
健
所
の
事
業
】

偲
、
定
例
的
に
行
っ
て
い
る
保
蛭
所
事
東
（
乳
幼

児
鎚
診
、
予
防
接
祗
、
名
湿
教
空
な
ど
）
は
現
在
可
べ

て
中
止
し
て
あ
り
ま
P
。
平
成
7
年
度
事
業
に
つ
い
て

は
時
朋
ガ
未
定
で

p
.
}」了
承
を
あ
願
い
し
ま
す
s

な

あ
、
田
子
縫
環
手
¢
の
交
付
や
宮
契
杵
可
甲
訊
等
の
窓

0
事
務
は
平
常
と
お
り
行
っ
て
い
否
b
。
お
問
い
合
わ

せ
は
東
漏
保
健
所
（
6
8
41
9
4
1
3
1
)
へ。

荏
犬
病
予
防
集
合
注
射
｝

習
4
月
に
円
っ
て
お
り
ま
b
犬
の
毀
合
注
射
は
平

成
羞
度
に
つ
い
て
は
且
円
に
延
期
し
忠
b
。
詳
細
は

溢コ傘mm暉rとJ •●ーカッネ区匹 - n"ャが9平` がとぺ．疋軍以箪 I，む島Aがどr．如よ ・9

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
可
。
な
あ
、
神
戸
市
の
花
定
勤
窃

病
院
で
は
例
年
と
お
り
4
月
ガ
ら
実
施
し
ま
可
ガ
、
設

災
さ
れ
た
病
院
も
あ
り
ま
P
の
で
、

m前
に
忘
記
で
ご

況
認
く
だ
さ
い
。

【
こ
こ
ろ
の
領
康
相
談
l

思
い
ガ
げ
な
い
大
た
災
で
こ
こ
る
と
ガ
ら
だ
の
変
化

に
戸
惑
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
な

不
安
や
悩
み
を
ひ
と
り

で
抱
え
込
ま
b
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
Ill門
因
｀
ソ
ー
シ

ャ
ル
ウ
ー
刀
ー
な
と
の

g
門
家
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
鐙
所
内
の
「
こ
こ
る
の
相
談
窓
0
」
（
四
過
0
8
5
8

1
02
1
3
)
も
あ
り

H
P
.

【
陣
害
者
の
方
へ
】

次
の
よ
う
な
万
ほ
福
祉
事
務
m
(
0
8
4
1

ー
4
1
3
1
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
こ
の
震
災
で
身
体
障
害
雪
手
帳
2
療
百
手

憬
を
紛
失
さ
れ
、
手
娠
の
再
交
団
甲
騎
（
印

鑑
、
写
真
ガ
必
要
）
や
手
帳
所
持
証
咀
の
発

行
手
続
さ
（
印
男
必
要
）
を
さ
れ
だ
い
万

●
補
衰
臭
（
車
い
b
‘
碍
屁
紀
、
巨
人
安
全

杖
な
と
）
や
巳
常
生
活
用
呉
の
交
付

．
怪
珪

ガ
必
要
な
万

♦
躁
苔
者
ガ
入
浴
で
き
る
施
設
の
慣
惑
ガ
欲

し
い
万

●
障
屑
の
た
め
の
施
設
の
隅
綴
ガ
欲
し
い

万【
保
爾
所
関
係
】

区
内
14カ
所
の
保
育
所
の
う
ち
6
刀
所

Q
床

百
所
に
つ
い
て
は
、
建
物
隕
壊
や
避
難
所
利
用

に
よ
り
通
常
の
保
育
ガ
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
可
。平

成
7
年
1
月
ー
3
月
の
保
育
料
は
全
額
免

除
に
な
り
ま
b
.
4月
以
降
の
保
可
斑
は
通
常

の
保
育
料
を
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
さ
ま
b
.
た

だ
し
、
住
居
ガ
全
半
壊

（焼
）
さ
れ
た
万
に
対

し
て
は
、
全
顎
免
除
を
当
面
継
続
し
ま
b°

の
開
所
は
合
春
の
予
定
で
し
だ
ガ
、

震
災
の
た

め
大
幅
に
遅
れ
る
見
込
み
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
等
の
担
用
甲
し
込
み
は
あ
ん
し
ん
び
こ
や
カ

窓
0
で
仮
受
付
し
て
お
り
芸
b
.

住
唇
町
に
建
設
中
の
特
別
蓑
遷
老
人
ホ
ー

ム
は
4
月
中
に
問
所
す
る
ま
生
で
す
。
ま
た
、

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
建
設

g
の
特
別
霙
讀
老
人

ホ
ー
し
の
間
所
は
震
災
の
影
響
で
菩
干
遵
れ
、

夏

と
な
る
予
定
で
b
，
施
設
入
所
に
つ
い
て

ほ
あ
ん
し
ん
可
こ
や
ガ
窓
口
に
ご
相
談
を
．

あ
ん
し
ん
!t,rJ
や
ガ
窓
口
は
束
潤
福
祉
事
務

所

(C
B
4
1
ー
4
1
J
1
)
内
で
す
。

・"[東
喜
健
所
か
ら
と
箪
翠

喜

)

冨
全
潤
診
療
所
が

24時
間
診
療
）

要
市
民
病
院
付
墨
束
潤
診
顎
所
（
魚
筍
中
町
4
丁

目

6
4
1
1
1
?
0
1
2
)
で
は
次
の
と
お
り
診
際

を
目
っ
て
い
ま
す
（
以
下
の
的
間
は
5
閂
末
ま
で
の
予

定
｀
た
だ
し
団
科
診
際
は
3
月
末
ま
で
）
。

♦
内
科
ー

2
4時
関
体
制

♦
外
科
・
小
児
科

l
9

る
3
0
i
2
0
ぶ
3

◆

科

・
産
婦
人
科
・
耳
鼻
科
・
歯
科

↓

9
る

30¥17る

00

【
念
病
診
療
体
制
】

3
月
1
日
よ
り
「
叙
念
病
院
輌
番
制
」
ガ
再
間
さ
れ

て
い
る
ほ
力
、
紙
に
開
設
し
て
い
る
市
医
師
会
に
よ
る

「
急
病
診
療
所

(6
3
5
1
ー
1
/
2
2
)」
及
び
「
休

B
急
巧
岱
話
相
陸
m
（
東
灘
区
一
3
4
5
1ー
3
3
0

0
)」
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。詈

入
浴
で
さ
る
日
、
時
問
は
泡
設
ご
と
に
異
な
り
古
可

の
で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

kム
衆
浴
場
】

翌

福

温

泉

青

木

5

丁6
4
1
11
3
9
2
7
 

諮

丙

潟

深

江

北

町

3
丁
目

0
4
5
2ー

3
7
4
7

深

江

温

泉

深

江

本

町

3
丁
自

0
45
1
1
51
3
3
 

膏
次
の
と
こ
ろ
は
3
月
中
に
再
開
の
予
定

震
後
の
ご
み
の
収
虻
等
に
閃
し
な
し
て
は
、
道
路

事
楕
等
に
よ
り
特
に
被
害
の
大
き
力
っ
た
地
絃
で
こ
み

ガ
あ
ふ
れ
｀
市
民
の
巴
糀
に
ご
不
硬
を
B
ガ
け
し
よ
し

た
。
現
在
、
市
で
は
ご
み
の
収
霙
に
全
力
を
學
げ
て
あ

り
、
従
釆
ど
あ
り
収
梨
b
る
よ
う
に
努
め
て
あ
り
ま
＞
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
み
の
取
集
ガ

ー
日
も
早
く
決
め

ら
れ
た
日
に
規
則
正
し
く
で
き
ま
す
よ
っ
、
皆
襟
に
次

の
事
項
に
つ
い
て
ご
協
力
を
あ
顧
い
し
さ
b
.

●
ご
み
は
、
従
来
ど
あ
り
家
庭
ご
み
と
荒
ご
み
に
分
け

て
咤
定
収
集
巳
の
午
印
5
詫
力
ら
午
約
8
時
ま
で
の

間
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
従
米
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ガ
使
用
不
能
な
場
合
は
、
最

寄
り
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
以
外
の
場
所
に
は
、

絶
対
ご
み

を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
震
災
に
伴
う
廃
材
や
ガ
レ
キ
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
絶
対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
震
災
の
た
め
、
大
璽
の
元
ご
み
ガ
出
さ
れ
て
い
ま
b
.

荒
ご
み
を
出
し
て
い
だ
だ
く
際
に
、
何
＠
力
に
分
け

て
出
し
て
い
だ
だ
く
な
ど
、

●
の
抑
制
に
ご
囮
力
く

（
救
護
所

(
3月
末
ま
で
）
】

次
の
12カ
所
の
避
郭
所
内
で
は
榮
濁
区
医
師
会
医
箇

に
よ
る
叙
環
所
ガ
開
設
さ
れ
て
い
ま
可
。
診
疫
時
悶
は

13る

30ー
15る

30
で

b
2池
JJI
字
佼
は

14
ぶ
3

¥
1
6
る
3
)

．

史
驀
小

本

庄

8

本
山
第

一

小

本
山
第
二
小

本
山
菜
＿―-IJI

本
山
南
中
本
山
雨
小
福
池
小

魚

g
e
住
吉
小
田
詑
高
潤
影
小

祠
間
・
休
巳
歯
科
診
療
所
）

潤
影
公
会
堂

（
御
影
石
町
4
丁
目

6
0
3
0ー
5

9
8
1
1
8
8
9
)
で
は
東
濠
区
歯
科
医
国
会
床
師
に

よ
る
夜
向
・
休
巳
診
震
所
ガ
開
設
さ
れ
て
い
ま
b
.

含

閻
（
月
土
）

1
1
8
ふ
3
!
2
1る

00

●
休
日
・
祝
日

1
10
.00115い

00

【
区
内
の
医
療
機
関
）

現
在
区
内
で
鯰
痘
所
旧
力
所
、
病
院
4
カ
所
、
胄

診
療
所
乃
力
所
ガ
再
開
し
て
い
ぼ
す
。

♦
問
い
合
わ
せ
先

安
潤
保
紅
所
n
8
4
11
4
1
3
1

本

山

新

温

染

本

山

8
町
3
丁
目

6
4
1
1
1
2
3
0
8
 

第
二
日

ノ

出

湯

本
庄
町
？
丁
目

6
4
5
2
1
7
22
b
 

と

さ

わ

湯

御

影

本

町

8
丁
自

a
8
4
1ー

0
3
5
7

【
自
衛
隊
仮
設
屋
呂
）

榮

漏

小

字

佼

深

江

北

町

2
丁
自

U
4
1
1
1
0
5
5
6
 

本

庄

lJI
字

校

霜
木
4
了
自0

4
1
1ー

!

i

i

ill中
・
高
等
学
校
魚
吟
北
町
8
丁
自

6
4
1
1
_
72
3
4
 

だ
さ
い
。

•

カ
セ
ッ
ト
n
ン
ロ
の
使
用
済
み
ガ
ス
ポ
ン
ベは`

発

火
事
改
の
防
止
の
だ
め
｀
必
b
使
い
切
っ
て
、
｛
＾
を

開
け
て
ガ
ら
、
荒
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
空
缶
は
、
現
在
分
別
収
稟
ガ
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
保

菅
し
て
い
だ
だ
く
か
、
荒
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
店
綱
や
事
務
所
の
事
墨
糸
ご
み
に
つ
い
て
は
、
絶
灼

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
従
来

ど
お
り
神
戸
市
の
許
可
霙
壱
な
ど
に
依
類
し
て
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

一
問
い
合
わ
せ
匹

市
環
境
局
榮
瀾
事
業
所
6
8
4
1
1
0
1
6
1

． 
•一•

｀竺し

＾
品
、
復
興
に
向
け
て
区
民
の
皆
さ
ん
を
坦
つ
た

懸
員
な
眉
の
発
王
、
民
事
上
の
ト
ラ
プ
ル
ヘ
霙
R

団
ガ
介
入
b
る
こ
と
な
ど
ガ
予
想
さ
れ
ま
可
の
で
｀

皆
さ
ん
に
役
立
つ
防
犯
情
報
と
し
て
地
哀
安
全
二

ユ
ー
ス
「
地
震
対
策
特
茎
号
（
自
9
番）
」＂
を
発
行

し
ま
し
だ
。
「
自
身
呑
」
と
し
た
の
は
、
江
P
時
代
の

庶
民
の
自
警
拠
点
で
あ
っ
た
「
自
身
番
」
と
令
回
の

「地
震
」
を
ガ
げ
合
わ
せ
、
悪
貨
な
犯
罪
と
余
震
に

対
b
る
霞
成
心
を
高
め
て
い
た
だ
さ
、
安
心
し
だ
笠

活
を
送
っ
て
い
た
だ
さ
た
＜
名
勺
け
た
も
の
で
b
.

既
に
、
道
難
所
等
へ
は
配
付
し
て
あ
り
ま
す
ガ
、
ご

希
望
の
万
は
、
榮
潤
警
察
署
筈
右
安
全
課

O
E
5

4
1
0
11
0
)
へ
お
岡
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
震
か
ら
約
2
カ
月
ガ
経
過
し
さ
し

だ
．
こ
の
間
、
多
く
の
区
罠
の
万
ガ
ら

惰

ガ

伝
わ
っ
て
来
な
い
と
の
あ
し
カ

り
を
受
け
て
ま
い
り
在
し
た
。
遅
れ
ば

せ
な
ガ
ら
区
民
広
澱
紙
を
あ
宕
け
い
た

し
ま
b
．
だ
い
へ
ん
遅
く
な
り
な
し
だ

こ
と
を
あ
わ
び
い
だ
し
ま
ヴ
．

た
だ
、
今
後
も
区
民
広
隠
は
頓
繁

に
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
て
、
震
災
閲

遷
の
最
新
情
緻
は
随
時
発
行
の

「こ
う

ベ
地
震
災
宮
対
策
広
薇
」

に
よ
り
ご
確

認
い
だ
だ
さ
ま
P
よ
う
お
願
い
い
だ
し

ま
す
。
「
こ
う
べ
且

震

宮

翌
堕
腐
」

ほ
名
避
蔦
所
に
あ
送
り
し
て
い
る
ほ

カ
、
街
頴
や
区
内
の
鉄
道
名
駅
約
に
設

llし
た
掲
示
板
に
壼
り
出
し
て
あ
り
ま

b.
nー
プ
こ
う
べ
、
D
I
ソ
ン
、
さ

く
ら
銹
円
に
も
富
い
て
い
戸
ミ
た
い
て
お

り
ま
P
.

ま
だ
、
ら
避
鱈
所
に
は
区
役
所
入

手
し
だ
名
檀
情
報
も
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
万
々
の
こ
協

刀
に
よ
ウ
翌
届
け
い
U
し
て
あ
り
ま
b
．
問
辺
住
民

の
方
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

遠
隔
地
に
選
難
さ
れ
る
場
合
に
は
、

新
聞
名
砥
の

比
震
関
遷
帽
域

nー
ナ
ー
な
ど
を
注
憲
し
て
ご
覧
く

だ
さ
い
客
b
秀

お

願
い
申
し
上
げ
ま
b
．
神
戸
市

災
寄
関
連
情
フ
2
ク
ス
（
？
り
'
8i
J6
0
1

0
2
0
0)
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

゜

13261 



国祖：饂たより

n、ヽ（存だ`
窟字●社会福祉施没もとやま圏・園生

礁 祉情
-• — ー・ 一

ia ・2甚ばAで召？如

んすこやガ窓ロガら
芦 盗翌滋琺 年喜りの保纏や福祉の相麟をお受けします

ー・....,
；：ュ．」9．3
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所福祉係ガら
や子とものために

この震災て褐祉事籾釈環災し、部咄直棚ガ町れ、 ●類が紐した切厩で、

当初はあ年寄りの介讀相談などを受けることガできご、だいへんご迷惑をお力1フ

いたしましだ。 1月未力ら邸コを閂開することができ、徐々に施設や在宅の唱祉

サービスも回置してさておりま?1.窓Dでは、双のようなご相狡1こ恋じており界

す。お気にご利用下さい。

0お年雹りの介謹に困つておられる方のだめに

沼甦所や自宅において、未だ電気・ガス・水這などのライフラインガ寸断され、

不自由な生活を余懺なくされ、震たさりのお年寄りやそのご叡戻はだいへんあ困

りのことと思いま可。あんしん可こやガ窓口では、従来似祖冒虜の記匂笛喜ヘ

ルバーの派遍、8常生活用塁（電動ベッ・ドや甲いすなど）．のおけなどを紹介し、

必要に応じたサービスを提洪しておりぽ可。まだ、生活に必翌な情蛾も提伝マる

ことガでさまmのでご相駁ください。

〇造欝所生活1こ不安をもだれている一人暮らしのお年寄りのだめに

らも避璧所でだくさんの万ガ生活をされ、不鹿な思いをされておられることと

思います。特にあ年寄り'(])万は、階段の上り下りやトイレガ還いなどご芭労をさ

れてあられるようです。あんしんマこやか窓0では、老人ホームヘの緊急 OO保

讚、ヘル1←、ポランティアの派遍苓のサーピスの提供を行つていまマ。

その他、介廣入浴やデイサービスを希望される万、いるいるなお年寄りの介震

についてご相荻ガあウ歩しだら、福祉・鄭祈の「あんしんご＇こや力窓口」を譲訪

ねくださし1,,

ft桝1-4131 午前9時～午後5時（月～金）

ポランティ
、9 -幽囀‘“‘"”'9●●●11ヽ' 一9→訊曲

ー ナー--—---―̀rm""'-`』--」．＋ふ：此，，J93“‘'和 3ふよ

1 
ポランティア！
iのあなたもml,ませんか

転匹、竿8カ琴くさんの万ガポランテ・ィアに来られ、選雌所やご自宅を

＠つて、窃資や情報の提供、水くみや家・覆皿介璽サービスなど蠍々な活動を

活発1こ展開していただいております。また、地元のポランティアも活動を始めて

います。令磁「区民の生志其碑で支えていく」ことを自噸lこ、区民の皆禄の讚

極的なポランティア活動への鬱函ガ求められていまr,.
区内で活動中の4つのブ／1.,-プを紀介し雰マ（双ページ）。

ちょっと生活ガ落ち麓いだ区民のあなたも参OOしてみテせんか。

〇陣害者のだめに

11源寛障害琶の相狡窓口

/＼一ピー（阪神大震災視笈陽雹紐壱支援対策本81)

C (06)441-43年 4お？

面 1蜘午後5時（月～金）

12'繹力呻障害老の相駁窓D

袢戸ろうあハウス（神戸市兵闇区駅陪過5)

0521-0507 FAX訳9---0755

呵 1嗚～匹環 (:tEl可）

〇子どもたちのだめに

・東濃区子ども会遷合会は、 3月 2日配暉初のての役員会を開はし、合役の

還営について協讀しましだ。 7年度行事は流動的になるものの、子ともたち

ガしめる行事を工天していくことを確認しました。

・区内8ガ所の児童諮では、字童保訂を順双再開していまヮ。

偲い合わせ先0名児輩諮）

（市）北冑木児童99
(II)急 會 II 

(//)住之工 ” 
(9/）田中 ” 
(I/）溝磁合 “ 
(I1)1 匹鳳多 fl 

(II)本庄 Iヽ

(/／）向澤 II 

北冑木4- 6-31 

急嶋中町4-3- 16

住土・息貫r1-2-1s

日中町4-ll-24

溝諏古 1- 2-1

日影,$:8)'6-5-8

＊只町2- 5-1

｀洋町中6- 3 - 2

04S2--9278 

Z鷺453-2662

ff851-2769 

ff452-3182 

082l-ISOO 

U 811-•014 
てヽSl_6762

ft8'7-742I 

災害復興ポランティア
しました

ポランティアをしたい、ポランティ

アに来て1ましいといつだーポランティ

アに関可る様々な相談に邸じる総合窓

0を区社因に設冨しました。お完軽に

ご相説ください．

ロ841-6如 •841-4131 （区役所代

記窃9OO-T後5時炉～金）

所在地：史遍区役所分室2階

鳳

゜
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塩東灘地域助け合いネットワーク

私ちは、地元のポランティアグループと全田的な市民活動団体 <NPO)ガ

過して、阪神大震災被災地の震闘と新しい地域づくりを目指して活動するネッ

トワークです。 次の事稟を中心に活動していま可。お気軽1こご相談下さい。また、

特1こ区民の万の参加をあ願いします。 ーヽ”

・活動内琶

•生活関遷サービス提供 ・（洗濯． 7./(＜み ・ 荷物出し ・ 外出圏半なと）

• こころのふれあいのつとい（臨即駆理工iこよる）

・ホーl.,ステイ先の紹介 ・ガわら版の発行など

n843-叩29 所在地：束遷区役所中庭仮設事務所

（編稟印ー地元のポランティアワループのリーダー囁ガ核となつだグループ。地

威 1こ密疇した汚動を邑摺しておな区民の万は大歎迫だそうです。）

念廊援する市民の会（芦塵本部）

・活動内琶

・ポランティアコーデイネート活動 （ポランティアとポランティアを求める人

との胴蓋活動）

・被災地震費を応援するだめのプロジエワト実厖

（~J-営集しているお苫マップ•あ塁呂サービス）

・披災均にあける支援団体・ポランティア団体などの支痩活動

・区民の富讃ヘ

••私たちはポランティアとして、できる範囲で精一杯の応援活動を翻プ雰す。

ポランティアの応援ガ必要なとさはお気経にお竃話下さい。

・ポランティアとして参加しだいと思われましたか是非ご逼絡を下さい。

ff0797-,32ー 1300 云0797-32-1312

（編集田一大阪ポランデイア協会ガ中心となっだ組Illカのあるヴループです。）

怨情報センター

合＠の地震の夜災者こ対して、避難所を中心に、必要とする情域く食料 •生活

物資 ・ポランティアその他生活関森償飯）を磁洪することを王日としだグループ

です。私たちは、少しでも遠難生活が改善されることを願い、お互い［こ協力して

助け合うものです。異体的9こは、情報の収震 ・誓理、広毅配付、物襄殴送、ポラ

ンティアコーデイネート、外田団体交渉等の活動を行ってい客す。棗況区の四四

を担うのは、区民自身だと考えますので、長期にスタッフとして活勤していただ

ける区民の方の鬱加をお願いします。

ロtl11-2542 ft811-~763 
所在地： 東膏区役所内と住吉宮IIU3丁自2-4．ぽ設公需内

（疇饂田一苦壱tJ多いバワーと行動刀のあるグループです。地元の大字生舷迎だ

そうです。）

名Eコーフこうべ

住吉ポランティアセンター

ポランティア活動の支援のだめ、コープこうベガセンターを設田しましだ。 こ

んなポランティアガできま可。こんなことをして1ましいという声をお問ガせくだ

さい。

●活動例

庄宅訪問、地戚清掃・片付け手伝いなど

●対事池戚

榮 区・ 嚢区・芦屋市

a(078)451-4724午印9峙ユ百妥4時（月～エ）

社会福祉法人神戸市東遭区社会福祉協讀会は、社会福祉事霙法1こ星づいて殷 さくら銀行庄吉支店笞迎口座 3512448

咽讚関や医療搬関• 福祉施設・ポランティ，，団体などと遥携を図つて極々な ［口□〕屯幽 碑 芭 支 店 普 邁 口 座5::::: 立された宝叫の社会褐祉団体でマ。榮潤区役所地匹福祉課1こ事務渇を置さ、 寄付口座 またla:

社会福祉事薬・活動を行っていさ可。財源は共同募金配分金や市ガらの涌助金• に".↑999令．．ワ
「夏灘区社協ポランティア基金」

委託金等です。 ※全田のさくら銀行 又 は 兵閲銀行の名支店窓0で申し出ていただ1プれ
令後、災吝復費ポランティア活動の基盤整備や阪関なとさらに被災君の生活 ，

支媛の活動を百すめたいと考えてあウますガ、未曾育の災害のだめ1こ今後、 大

幅1こ財源ガ不足することガ予想され。このたUポランティア墨金を設富可るこ

とといだし客した。

王旨をご理解いたださ、広く区内外の面禄万の善意をあ願い申し上げま可。

峯あ問い合わせ先

束漬区社会福祉協議会総務田 （区役所地域福祉課内） ff841-4131

ば手数料は不要となります。

・法人の寄附金は一定の限度内で損金算 入 で きます

・砲人の寄附金は、所得控除の対象になっています

• 説金の申囲ここ・使用1こなる協合には、当会へ領収害をご紐求下

さい

•··· ·····•· ·········--·--·················· ···· ················ ·· ········ ······-··········· ·· --·...•.... 

R 
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区 民

東灘区雌震災害対策広報
神戸市広親印嗣物登録 平成 7 年艮第21~-1 （広磁印籾窃規硲A-1碩）

囀：発行：東灘区災害対策本部（東灘区役所）-ff(0l8J841-4131

広 報紙

軍躙ヨミっa
4月20日号

1995年（平成7年）

東灘区 （平成 7年 4'/'!1日現在）
♦人口： 180,692人 ．
●世書薮 ：72,763
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・
只
災
害
環
濃
金
の
8
お
に
つ
い
て

は
、
駆
送
で
の
受
け
付
け
を
3
月
31日
で
締
め
切
り
ま

し
た
ガ
、
船
送
で
甲
講
で
さ
な
ヵ
っ
た
方
に
つ
き
ま
し

て
la次
の
と
否
り
特
設
窯
0
で
8
詞
を
受
け
付
け
ま
可

（
既
に
虹
送
で
申
請
さ
れ
た
世
帯
は
対
象
外
で
b
の
で

ぁ
隅
違
え
の
な
い
よ
う
に
）
。

一
交
付
金
額
l

住
家
の
全
壊
・
全
只

庄
家
の
半
壊
・
半
焼

哀

付
対
象）

神
戸
市
に
住
所
を
閂
し
、

合
◎
の
震
災
に
よ
り
｀
ぽ

家
全
壊
・
全
競
・
半
凛
・
半
焼
の
被
害
を
受
け
、
回

合
回
の
震
災
に
よ
り
詈
し
い
被
冨
を
受
け
ら
れ
だ
也

帯
の
生
活
の
立
て
国
し
を
支
緊
P
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
貰
団
制
旦
が
あ
り
ま
可
。
惜
入
甲
込
●

●
脱
明
●
P

区
役
所
や
さ
く
ら
銀
行
の
市
内
各
支
店
で
配
布
し
て
い

ま
可
。
配
送
に
よ
り
受
け
付
け
て
い
ま
マ
ガ
、
麒
以
田

り
ガ
4
月
30日
（
消
印
育
効
）
と

aっ
て
い
ま
b
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
貸
付
対
象
】

①
療
贄
に
要

p
る
翔
問
ガ
お
あ
む
ね
ー
ガ
月
以
上
の
負

開
を
し
た
也
帯
王

魯
居
ま
た
は
家
財
の
価
顎
の
あ
お
む
ね

3
分
の
1
以

上
の
披
害
を
受
け
た
世
帯
の
也
帯
王

豪
住
居
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
庄
家
の
全
半
環
（
説
）

の
撮
吝
ガ
対
象
で
P°
住
居
ぼ
た
は
家
財
の
損
吝
は
、

居
庄
者
ガ
所
苗
可
る
住
居
ま
だ
は
家
切
の
損
害
に
限
り

H
P
.
 

浅
そ
の
世
帯
に
属
b
る
万
の
所
得
を
合
＂
し
た
額
ガ
、

次
の
額
来
澤
で
な
い
と
対
象
に
な
ウ
ま
せ
ん
。

1
人
↓
2
2
0万
円
、

2
人
↓
3
9
0万
円
、
3
人
↓

5
8
0万
円
、

4
人

;
§
:
i
n円
｀
そ
れ
以
隣
は
1
人

増
可
こ
と
に
田
万
円
加
算
。
た
だ
し
、
庄
居
ガ
潔
矢
し
だ

羞
合
は
1
2
7
0万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
所
得
は
平

成
5
年
収
入
額
の
絶
与
所
幻
控
除
後
の
額
と
し
ま
b
.

渾
速
帯
保
証
人
ガ
心
翌
で
b
.

云
貸
付
限
虔
額
】

に
観
環
金
を
鉛
け
取
ら
れ
た
也
惑

-B
g
 

也
帯
王
本
人
（
代
理
人
ガ
甲
店
P
る
編
合
に
は
委
任
訳

ガ
必
要
で
ワ
）

東
也
帯
主
ガ
死
亡

・5
万
不
明
の
場
合
は
同
一
也
帯
昂

刀
悶
一
生
酎
営
ガ
同
一
庄
所
ぢ
。

（
申
請
窓

OJ

シ
ー
ア
駐
王
場
厘
外
の
仮
設
テ
ン
ト

(BiEI2竺
沿
い
）

【
申
請
期
間
】

4
月
お
日
（
火
）
刀
ら
5
月
”
日
（
金
）
ま
で

エ
・
日
・
祝
日
は
休
み
で
b

（
甲
慎
時
に
持
参
い
た
だ
く
も
の
】

•
E
O鑑、
甲
魏
壱
本
人
を
置
認
で
き
る
●
頚

・ウ

災

翡
●

〈「
錢
裟
金
引
換
証
交
醤
」
の
押
印
の

あ
る
原
本
）

①
帯
王
に
1
カ
月
以
上
の
負
露
ガ
あ
る
纏
合

・
家
財
及
び

gに
損
苔
ガ
な
い
↓

1
5
0万
円

・
家
財
に
お
お
0
0
3分
の
1
以
上
の
隕
害
が
あ
る
が

悟
に
は
損
害
ガ
な
い
↓

2
5
0万
円

．
厖
ガ
半
襲
・

半
翫
し
た
↓

2
7
0万
円

・
住
努
全
壊
・

全
醗
し
た
↓

3
5
0万
円

0
世
帯
王
に
負
傷
t
J
な
い
更
。

・
家
財
に
あ
お
む
ね
3
分
の
1
以
上
の
阻
害
ガ
あ
り
、

カ
つ
住
居
に
漬
害
t
J
な
い
↓

1
5
0万
円

・
住
居
t
J
半
凛
・
半
慨
し
た
↓

1
7
0万
円

・
住
居
ガ
全
凛
・

全
既
し
た
↓

2
5
0万
円

・
庄
居
の
全
体
ガ
澱
失
し
た
↓

3
5
0万
円

一
賣
付
条
件
】

虞
還
期
間
は
切
年
（
う
ち
据
璽
期
閻
5
年）

利
率
は
年
3
%
（招
菖
期
間
中
は
無
利
子
）

[
貸
付
金
の
鰻
込
】

4
月
30白
の
甲
込
窮
切
の
後
、
菫
複
甲
込
・
遠
裕
保
証

人
の
帽
認
な
と
を
経
て
、
貸
付
決
定
通
知
を
頑
次
お
送

り
し
ま
b
。
そ
の
後
磨
用
霧
芍
を
提
出
い
た
だ
い
て
、

そ
の
1
ー
？
遺
閲
後
に
貸
付
金
の
娠
込
と
な
り
ま
可
。

祠
餃
窓
ロ
・
祖
駁
電
話
l

こ
う
べ
市
民
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
3
陪
（
中
央
区
碍
上

過
3
丁
自
）

0
（

2
4
2
)
2
9
51

軍

4
月
30臼
（
巳
）
ま
で
。
火
崖
日
は
休
み
で
可
。
既

配
場
は
あ
り
ま
せ
ん
．

災
喜
援
璽
金
賃
付

＼ 

み円
4
万
円

市
見
閏
金

費
援
護
金

愧
円

5
万
円

＼ー,.—,. -
令
回
の
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
万
の
火
葬
に
妥
し

た
費
用
を
、
次
の
と
あ
り
沼
算
し
て
い
ま
す
。
投
ウ

付
け
は
4
月
咎
合
月
）
邑
で
で
可
．

対

象
者
）

神
戸
市
内
で
震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
万
の
ご
遺

体
の
火
葬
を
行
わ
れ
、
＂
用
を
自
担
さ
れ
だ
遺
族

[
対
象
と
な
る
賣
用】

①
組
（
ひ
つ
ざ
）
代

忽

葬

n
（霊
さ

eう
稟
代
金
を
含
む
）

⑪
っ
ぼ
代

東
葬
磯
費
用
は
対
象
に
な
り
在
せ
ん
。

一
清
算
陵
度
額
）

m大
人

1
件
に
つ
さ
14万
9
干
円

0
子
供

(12痕
未
↓
2
)

1

件
に
つ
き
11万
9
干

g

写
観
竺

次
の
必
要
璽
煩
と
印
謳
を
持
つ
て
受
付
湯
所
へ
あ
惑

し
く
だ
さ
い
。
甲
摂
露
と
火
葬
穀
告
孟
呈
J

記
入
の

う
え
、

U
求
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
衣
可
。

【
必
要
●
躙】

①
払
っ
た
火
葬
費
用
の
証
犯
と
な
る
頷
収
竃
（
原

本
）
と
判
畠

〇

火

葬
許
可
証

R
運
転
免
位
や
健
唇
険
証
な
ど
身
分
の
確
認
ガ

で
さ
る
も
の

爾
金
通
凛
の
コ
ピ
ー
（
銀
行
名
＇
口
座
番
号
ガ
濯

認
で
さ
る
も
の
）

一受”Ill閾）

4
月
2
4
e
（
月
）
ま
で
（
土
・
巳
も
受
＂
付

17)

午
前

9
g
1午
後

5J時

忘
念
遍
所
】

神
市
産
集
娠
四
セ
ン
タ
1
9階
（
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド
の
オ
ー
ガ
ス
タ
プ
ラ
ザ
の
東
隣
）

C
(
3
6
0
)
8
3
3
8
i
u
 

[
問
い
合
わ
せ
先
l

衛
安
固
斎
園
課

6
(
3
2
2
)
5
2
4
9

一●
1

稟

4
月
24日
（
月
）
以
降
の
相
狡
窓
口

で
b
。
土

[
D
・
祝
B
は
休
み
で
b
.

り災証明書・麟援金

三□門

）
 

り
災
証
明
●
の
名
b
ぉ
£
U霞
環
金

の
第
一
次
記
分
の
申
請
は
原
則
と
し
て

4
閂
21日
（
金
）
ま
で
と
し
改
可
。
た

だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
こ

の
8
ま
で
に
申
鴻
で
き
な
ヵ
っ
た
万

は
、
次
の
窓
0
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

祠
餃
窓
口
】

シ
ー
ア
駐
至
湯
経
外
の
仮
設
―
プ
ン
ト

． 
移

B
歪
竿
字
社
な
ど
を
過
じ
て
全
8
ガ
ら
寄
せ
ら
・
~

父
子
。
な
あ
、
こ
の
対
象
世
帯
の
駐
細
に

~

れ
た
霞
援
金
の
亮
二
次
以
降
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
~

つ
い
て
は
、
市
町
と
協
議
し
て
決
定
す
~

塁

夏
集
委
只
会
で
網
整
中
で
b
．
具
体
的
な
支
応

i

る
。）
に
対
し
、
要
復
讀
家
窪
浪
四
金
と
し

i

g．
支
紀
時
期
は
決
改
っ
て
い
ま
せ
ん
。
早
く
て

i

て
1
世
帯
当
た
り
困

n円
を
支
給
忍
。

i

も
5

月
中
頃
以
経と
な
る
見
込
み
でb
.
]

イ
父
田
又
は
保
濯
苔
ガ
死
亡し
た
児溢
•
生

i

ご
参
考
き
で
に
、3
月
日
付
け
で
「
兵
庫
察
南
i
徒
に
対
し
て
、
被
災
児
童
写
特
別
教
口
資
金

~

晋
震
災
害
霞
霰
金
舅
築
詈
兵
会
」
ガ
ら
発
衰
ガ
あ
-と
し
て
児童
専
人
当
た
り
1
0
0
万
円
を

~

っ
た
鶴
援
金
の
合
後
の
暑
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
一
聾
本
に
哀
ざ
る
こ
と
と
し
、
合
後
、
貝
体

i

詈
え
方
忍
下
に
そ
の
竺
ま
渇
“
し
ま
b

.

i

的
な
蕊
竪

g等
に
つ
い
て
信
忍
。

「

`
 
．．．
．．．．． 

ii: 
•••••..
.. 
…

…
 

．．
．．．．．．．．．
．．．．．
．．．．．．．．．．
．．
．．
 

二

つ

庄

宅

に

つ

い

て

は

、

唸

g
g農
"

ア
次
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
巨
紀
対
象
の
把
＂

・

金
、
〇
持
ち
家
修
廻
助
成
金
、
〇
貫
貸
住
宅

i

．
羞
、
支
絶
時
期
等
に
つい
て
闘
闊

と
虜
~
~

入
篇
成
金
と
し
て
、1
世
帯
当
た
り
傍

~

~

整
の
う
え
、
で
き
る
だけ
早
期
に
配
分
マ
る
。

i

一
塁
嚢
忍
こ
と
を
憂
百
忍
ガ
、
件
・

i
賢
憾
に
点
？
＇
力
月
以
上
の
治憲
を
要
b

二

数
の
把
塁
の
問
忍
且
誓
~

~

る
者
に
対
し
｀
董
傷
各
見
霙
金
と
し
て
負·
[
り
組
み
も心
要
で
あ
る
た
め
、
次
回
の舅集

．

~

I
I
J
者
1

人
当
号

5

万
円
を
支
給
忍
.
:
 I

登
以
会
で
再
度
、
協
湿
忍
。

~

眉
嚢
頑
（
全
凛
・
全
筑
・
半
環
・
半g
)
i
i
エ
そ
の
他
の
配
分
対
象
（
令
後
、
應
見
ガ
出
[

i
の
被
害
の
あ
っ
た
要
援
震
也
帯
（
生
妥

L
i
れ
ば
）
に
つ
い
て
も
、
翌
の
舅
霙
委
棗
会

~

I
l
l
、
ね
た
き
り
老
人
、
ひ
と
り
●
ら
し
老

i
i
で
協
議
ワ
る
。

i

人
、
身
体
類
害
者
、
闊
神
濤
弱
者
、
田
子
・

~
~
：
：
9
．．．．
．．
 
：
 
...•••
...•.••••
••.•
•••••
•••••••••••••••

•••
••••••••

.. 

口
災
書
弔
憲
金
ー）

q
元

の
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
だ
神
戸
市
民
の
ご
遺

族
に
対
P
る
災
雹
弔
慰
金
の
支
紀
に
関
す
る
ご
相
談

は
次
の
と
こ
ろ
へ
．

祠
駁
窓

□・
相
談
電
話
]

こ
う
べ
市
民
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
3
陪

3
U
i柔＝

n
(
3,
7
3
0
5
エ
・
日
・
祝
日
は
休
み
。

長
期
に
わ
だ
っ
て
選
難
さ
れ
て
い
だ

り
、
仮
設
庄
宅
に
入
思
さ
れ
だ
り
P
る

場
合
に
は
、
お
知
り
合
い
の
万
に
移
Iii

先
を
逼
絡
し
た
り
、
近
所
の
万
に
移
転

先
を
伝
え
た
り
、
元
の
住
所
に
移
転
先

の
メ
モ
を
残
す
な
と
、
あ
貝
霊
な
ど
に

来
ら
れ
た
万
ガ
困
ら
な
い
よ
う
エ
天
を

お
願
い
し
ま
可
。

襲
援
金
の
合
後
の
配
分
は
調
整
中〗． 
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宅
云
応
急
措
璽
の
範
囲
一

腐

揖

水

工

資
料

・
区
民
広
報
紙

闘
の
選
難
所
に
適
難
さ
れ
て
い
る
万
を
対

．
 

象
に
、
北
区
鹿
の
子
台
に
あ
る
仮
設
庄
宅
の
入

居
笞
を
完
国
で
舅
柔
し
て
い
ぼ
b
．
抽
選
も

漫
先
順
位
も
あ
り
ま
せ
ん
。

【4
月
1
6
8硯
在
の
申
込
状
況
】

未
契
約
件
数

g
o9
戸

穴
唐
対
象
琶

寇
災
時
に
碑
戸
市
内
に
庄
Iv
で
い
て
、
現
在

も
市
内
の
避
鑽
所
に
避
難
し
て
い
る
世
帯
．
だ

だ
し
、
次
の
条
件
を
b
べ
て
活
だ
し
て
い
る
こ

゜
と醤

己
の
居
住
可
る
住
宅
ガ
現
失
注
だ
は
劉
環

し
て
居
庄
で
き
な
く
な
っ
た

〇
親
辰

・
知
人
等
の
住
宅
な
と
、
他
に
身
を
寄

せ
る
任
宅
ガ
な
い

0
庄
宅
を
店
り
た
り
、
関
入
し
だ
り
で
き
な
い

【
使
用
で
き
る
期
閏｝

入
居
後
6
か
月
以
内
。
た
だ
し
6
”
月
を
陸
度

[家
貫｝

無
料
（
光
熱
水
費

・
共
益
費
芍
は
入
居
者
負
担

と
な
り
ま
b
)

こ
更
新
て
き
ま
b
.

（
申
込
万
法
一

次
の
も
の
を
用
怠
し
て
、
匝
投
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド
の
裡
P
市
産
雙
叛
ロ
セ
ン
タ
ー
ヘ
あ
越
し
く

だ
さ
い
。
午
箭
時
力
ら
午
後
2
時
ま
で
受
け

匂
け
て
い
ま
b
。
た
だ
し
、
国
凶
．
況

qよ
つ

て
は
募
集
を
打
ち
切
る
こ
と
も

ilの

で
、事
印
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
本
人
で
あ
る
こ
と
を
置
認
で
き
る
雪
頚

〇
り
災
証
明
●
の

nピ
ー

R
入
居
壱
全
口
の
住
民
票

習

鑑

（
ほ
印
で
も
力
ま
い
ま
せ
ん
）

｛
悶
い
合
わ
セ
匹

一
時
使
用
庄
宅
係

0
(
3
9
2
)
9
B
6
0

令
回
の
震
災
で
被
害
を
受
け
た
宅
地

・
仏
丑

の
応
怠
摺
菖
を
次
の
を
つ
な
内
容
で
市
ガ
円
い

ま
b
．
ご
希
望
の
万
は
4
月

30日
（
日
）
ま
で

ロ
エ
不
愚
榮
田
土
不
専
務
所

(0
8
5
4
1
2

1
9
1
)
へ
あ
由
し
出
く
だ
さ
い
。

♦
宅
地
の
応
急
措
譴

【
対
象
と
な
る
舅
璧
専
l

宅
地
晨
等
規
糊
法
に
墨
づ
く
改
善
llJさ
・
改

酋
命
令
ま
た
は
改
善
要
訊
を
受
け
た
も
の
で
、

二
次
災
害
防
止
策
ガ
必
要
と
市
ガ
稔
め
る
も
の

[対
象
と
な
る
互

関
襦
利
者
の
厖
工
問
慈
を
得
ら
れ
る
⑬
人

資
た
だ
し
、
所
得
籾
限
ガ
あ
り
ま
b
.

魯

ェ

・
被
竪
震
翠
の
除
去
及
ひ
切
土

急
頃
防
止
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
エ

翌
の
う
、
シ
ー
ト
咲
り

0
H留
め
炉

峯
た
だ
し
亀
日
ち
に
本
塁
18工
事
の
心

要
な
所
や
施
工
困
鰭
な
所
は
除
き
ま
b
.

面
い
合
わ
せ
き

東
団
工
不
事
務
所
”
~

土
木
屈
防
災
団
宅
地
規
制
諫

p
(
2
7
2
)

8
4
9
.
u
X
5
0
 

.
私
道
の
応
急
措
震

（対
象
と
な
る
払
遍
ー

蝠
国
ガ
2
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、

不
符
定
多
数
の
庄
民
ガ
利
用
し

て
あ
り
、
関
係
櫂
利
者
の
誦
エ

承
記
及
び
合
後
も

一
駁
交
過
に

洪
用
可
る
Ii印
ガ
祖
ら
れ
る
も

の
冠
急
lll
璽
の
範
囲

l

仮
設
住
宅
の
常
時
募
集

＼ 

棗
秦
灘
区
役
所
力
ら

鹿
の
子
l
O
~
、

吏
遷区
ガ
ら
は
交
通
ガ
少
し

不
便
な
た
め
阪
遠
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
b
ガ
、

も
い
方
、
元
気
な
万
な
ど
は
思
い
切
っ
て
8
し

込
ま
れ
て
は
い
ガ
ガ
で
し
ょ
う
ガ
。

＝一
宮
万

面
・
大
阪
万
面
へ
は
約
1
時
問
て
通
え
翌
P
（最

5じ
ょ
う

寄
り
訳
は
神
戸
電
鉄
「
口
湯
南
口
駅
」
で
可
）
．

ま
た
、
仮
設
庄
宅
に
し
て
も
入
居
期
閲
は

1

年
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
ヲ
。
い
b
れ
は
仮
設
で

な
い
入
店
先
を
置
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

わ
け
で
す
ガ
ら
、

屈
初
ガ
ら
頑
張
っ
て
民
問
の

貫
貸
任
宅
な
と
を
探
さ
れ
る
の
も

ー
つ
の
手
で

b
。
た
だ
、
阪
碑
間
の
賃
貨
庄
宅
は
当
分
の
間

ia空
き
物
件
ガ
少
な
く
、
力
な
り
広
い
範
囲
で

探
b
必
要
ガ
あ
る
よ
う
で
可
。

①
面
上
の
琶
し
く
過
行
障
吝
と
な
る
も

の
の
除
云

．． 
8
法
面
の
崩
嗅
防
止
の
た
の
の
印
急
悉
璽

R
掛
水
鰻
能
の
＠
凜

稟
だ
だ
し
、
厖
工
困
鯛
な
所
は
除
さ
ま
可
。

面
い
合
わ
せ
先
）

東
郎
工
木
事
務
所
カ

土
木
局
道
路
郎
U
理
額

C
(2
?
2
)
5

0
1
1
、
5
0
1
2

瀾
茫

i

-
檬攀的な閏取り

書 1",.,.91....
．伽l"—•一一1●l,鼠---＇＂．．

家屋の再纏時には ） 倒蠣家屋の簾体撤去 ）
 

震
災
に
よ
ウ
苗
喋
の
あ
そ
れ
の
あ
る
家
屋
の
解
体
寓

去
は
原
則
と
し
て
市
ガ
発
注
し
て
行
い
さ
す
。
東
潤
区

で
は
、
区
役
所

mの
仮
設
事
務
所
2
階
「
家
屋
解
体
既
」

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
土
．

B
．
祝
日
を
除
く
）
．

特
別
に
困
鰻
な
事
情
ガ
な
け
れ
ば
、
受
け
付
け
後
3
”

月
力
ら
半
年
く
ら
い
で
兄
理
で
さ
る
見
込
み
で
可
．

市
に
よ
ら
b
、
ご
自
分
で
解
体
朦
云
さ
れ
る
（
さ
れ

た）

鳩
合
の
手
続
き
は
双
の
と
あ
り
で
可
．
だ
だ
し
、

既
に
市
に
よ
る
解
体
去
を
甲
し
込
ま
れ
た
も
の
を
―
―
―

轡
契
約
に
変
更
b
る
こ
と
は
ご
還
慮
く
だ
さ
い
。

●
令

複
f

J

自
分
で
隣
体
瘤
去
さ
れ
る
場
合

(
＝
-
＿
者
契
約
）

や
む
を
得
す
ご
自
分
で
発
注
し
て
解
体
罵
去
を
さ
れ

る
湯
合
に
は
、
達
窃
所
育
者
、
箪
体
賽
老
、
神
戸
市
の

三
者
に
よ
る
契
約
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
ガ
あ
り
な

b
。
こ
の
三
雪
契
約
の
予
約
受
け
付
け
は

4111

（
金
）
で
い
っ
た
ん
終
了
い
た
し
ま
す
。

な
あ
、
三
壱
契
約
の
予
約
受
17fllけ
は
第
？
次
と
し

て
5
月
中
匂
力
ら
再
開
し
ま
b
t
J、
新
単
価
を
適
用
し

ま
可。

一
予
約
万
法
一

区
役
所
前
の
仮
設
事
務
所
？
活
の
「
家
屋
解
体
班
」
で

関
保
●
類
の
交
付
を
受
け
だ
後
、
次
の
と
こ
る
へ
電
話

ま
た
は
B
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

災
害
巽
稟
切
対
策
室
分
至
（
中
央
区
雲
井
通
5
丁

目
サ
ン
バ
ル
の
5
尼）

n
(
3
3
2
)
9
4
4
4
 

午
前
9

時
1

午
後d
時
（土
•
B
を
除
く
）

夏
遍
区
で
は
だ
く
さ
ん
の
廷
吻
ガ
困
喋
・
醗
矢
し
、
こ

れ
ガ
ら
丙
建
を
検
討
さ
れ
て
い
る
万
も
多
い
と
思
い
ま

b
．
達
廷
に
関
可
る
制
限
な
ど
に
つ
い
て
の
あ
問
い
合
わ

せ
は
、
サ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
三
宮
の
神
戸
閑
忍
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
の
北
悶
）
へ
あ
越
し
く
だ
さ
い
。

庄
宅
忌
、
和
iti計

画
局
ガ
移
転
し
て
い
ま
可
。
庄
宅
融
只
に
つ
い
て
の
相

説

・
受
句
窓
0
も
設
宣
さ
れ
て
い
ま
b
．
区
役
所
の
窓
口

で
は
用
途
地
成
な
ど
圏
単
な
平
国
し
力
ご
案
内
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

最
初
ガ
ら
内
門
塁
を
用
つ
て
い
る
建
築
士
、

工
務
も
な
と
に
ご
相
談
さ
れ
る
の
も
よ
い
力
と
思
い
ま

可
。な

あ
、
建
物
を
佳
て
る
湯
合
に
は
、
廷
築
星
滋
法
に
墨

づ
く
廷
築
確
認
甲
拭
な
ど
の
手
底
き
ガ
心
笠
で
可
。

コ
ン

テ
ナ
ハ
ウ
ス
な
ど
隋
易
な
建
物
の
湯
合
も
同
ほ
で
b
.

▼
住
宅
底

p
(
2
7
2
)
5
2
0
3

▼切
市
函
0
(
2
7
2
)
5
2
5
1

―●
 

r具＂

一
予
約
状
況
）

4
月
17曰
現
在
、

12月
15日
ま
で
予
約
ガ
埋
ま
っ
て
い

ま
す
。

●
既
に
f
J

自
分
で
鰯
体
鵬
去
さ
れ
た
場
合

（
二
者
契
約
の
溝
算
）

ご
自
分
で
発
注
し
て
解
体
諏
云
を

i
円

31日
ま
で
に

完
了
さ
れ
た
万
の
費
用
に
つ
い
て
公
費
負
担
分
の
清
謬

を
行
い
ま

b
.
4月
氾
巳
（
金
）
翌
で
に
渭
瓢
手
玩
さ

の
日
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

写
約
方
法
一

双
の
と
こ
ろ
へ
電
話
ま
だ
は
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

災
吝
戻
棄
物
対
策
室
分
室
（
中
央
区
雰
井
迎
5
了

目

サ
ン
バ
ル
の
5
階
）

6
(
2
4
1
)
1
5
8
0
 

午
前
9
時
i
午
後
4
時
（
土

．

eを
除
く
）

弓
約
状
況

l

4
月
17日
現
在
、

8
月
れ
日
界
で
予
約
ガ
埋
ま
っ
て
い

ま
す
。

••••

•......

. 
，
 ．．．． 

•••••
•• 

i
:
 ．．
 
災
●
魔
●
物
の
処
分

~
磁
晨
更
の
坦
含
螂
等
へ
の
讚
入
に
は
無
料~

]
搬
入
亮
ガ
心
要
で
す
。
り
災
証
明
書の
コ
ピー
、

~

i
り
災
呑
．
鱚
体
雙
者
の
団箪
、
り
災
堕
け
を
示
可
~

1

地
図
の
コ
ピ
ー
を
持
つ
て
、
次
の
と
こ
ろ
へ
8
請

i

~
し
て
く
だ
さ
い
。

i

（
申
鰭
・
問
い
合
わ
せ
先
】

~
躙
洟
屈
搬
入
券
窓
口
（
市
役
所
3

号
飽
5

酒
）

i

~
n
(332)9440 

エ
午
前
9
的
＼
午
後
5
時
（
エ
・日
・祝
B
を
除
く
）

i

•..•

••••• 

，
 

•••
• 

,
．
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老
人
保
健
と
印
民
健
環
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は

区
役
所
の
窓
口
で
次
の
と
あ
り
甲
旗
を
受
け
付
け

て
い
ま
p
•
窓
ロ
ガ
非
常
に
混
雑
し
て
い
まb
の

で
、
現
在
医
際
鰻
関
で
受
診
さ
れ
て
い
な
い
万
は

急
ガ
b
に
あ
越
し
く
だ
さ
い
．
工
．

8
．
祝
日
は

休
み
でi
,
.
•

♦
老
人
慄
●
受
鑢
奮
(
1
0饂以
上
の
方
）

「認
定
●
」

の
交
付
を
受
け
て
、
医
療
帳
関
に

保

唇

と

一
緒
に
提
出
す
れ
ば
、
医
療
費
ガ
一
定

朋
問
免
除
さ
れ
E
b．
ま

u、
1
月
17日
以
降
の

診
療
で
既
に
病
院
な
と
の
窓
口
で
区
凛
費
を
支
払

わ
れ
た
場
合
は
、
申
訊
可
れ
ば
喜
査
の
｀

2^
ill"

tJ
受
け
ら
れ
吝
び
。

（
対
象
書
）

本
人
ま
た
は
そ
の
人
の
瞑
可
る
也
帯
の
王
た
る

生
計
雄
持
唇
ガ
、
震
災
に
よ
っ
て
次
の
い
b
れ
ガ

の
要
件
に
該
当
？
る
人

①

家

ガ
全
・
半
凛
、
全

・
半
読
し
た

窟
亡
ま
だ
は
重
罵
な
傷
病
を
負
っ
た

g集
ま
た
乗
務
の
休
廃
止
、
矢
業
な
と
に
よ
り

碁
し
く
収
入
ガ
減
少
し
だ

冤
除
に
な
る
医
憲
賣
】

①
病
院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う

一
印
負
担
金

〇
指
定
老
人
訪
問
●
彊
を
受
け
た
特
の
蔓
本
利
用

料。
＾
院
特
の
病
院
で
の
食
事
額
量
霞

示
一聾
●
耀
専
l

e鑑

〇
老
人
保
健
受
紀
者
証

e要
件
に
該
当
b
る
事
実
を
確
認
で
さ
る
●
頚

（
り
災
証
明
●
な
と
）

④
額
収
●
●
本
人
名
鵡
の
通
帳

（
↓
還
付
の
場

nの

み）一
申
講
窓
0
]

区

督

福

利
諌

福

利

（
区

庁

序

階

⑬

の

窓
0
)

•
I
I民
露
●
慄
隕
加
入
書

「
一
団
負
担
金
零
免
除
証
明
鬱
」
の
交
付
を
受

け
て
医
攣
鶴
関
に
保
険
証
と
一
紹
に
提
出
可
れ

ば
、
底
凛
賣
の
一
郎
負
担
釜
宅
ガ
一
定
期
閻
免
除

医
憲
費
の
特
例
措
置

＼ 

されます。また、9月＂日以降の診損で既

に病院などの窓0て医療費を支払われU場

合は、甲騎可れば害口のうえ還mガ受けれ
ま_,..

一対象琶

震災によって次のいbれかの要件に該当

bる世帯

①家ガ全ふギ環、全・半焼した

留帯主ガ死亡まだは重罵な傷病を負った

習帯王ガ況在集務を廃止または休止して

いる

爵帯王ガ現在矢顧し収入ガない

（め甍●順等l

①謳
怠険証

〇要件に該当可る事実を確認でさる●頸

（り災証明●など）

園収鬱・世帯エ溢磁の過犠（土還付の場

合のみ）

（申講窓ロ一

区役所醤息民農保険竺賢迪2

陪⑫番の窓口）

軍社会保険に加入されている万は、それぞ

れのOO入先にお問い合わせください。

叶 ＇ ・打ニ.ぷ,^で．t，― 事 < ：•名 実施日 受付時閻 I 
•t·i·. ． ，  

1畿6ガ月児霞甑診置 308（火）
（平5年7月1日～318生まれ）

13：的 4:00 
3 ●児●願診量 198（金）

（平成4年1月18~2月158生まれ）

妊蝸霞農移量 2日（火） 9 : ~11:00 

ボリオ生ワクチン殷用
1~4月王百れ 168（火）

13：め～15:OO...................... 
（対象：平成7年1月31日までに生まれ、 5~8月生まれ 17巳（水） （予僑日は設け

1 ・ 2図目を受けていない乳幼児） .... ・・-. . ・・-. ·• てありません）
9~1狙生まれ 188(木）

成人・老人●慶相駁 28（火）・168（火）
（譴・糧・翻・四闊輝） （歯科検診、母科相談は2

9, i廊割陪l定•B臨裕t➔如
Bのみ） 9 : 30-11: 00 
濠鑓康診断は実鹿してお

＇ 各置皿液検責 [--------"·--•-""""""'"" り在せIv。
- ．エイズ・m..（原則）無料

＇・ 胃桟 診（予約制） 118（木） •188(木）·
貴（あ氣以上は無料） お8（木）

9 ：正11:00

:a 
精 神 保 ● 相 駁

年・金謹8 9 ：珈11:00 
(38（水） •5巳（金）を除く）

， 
鴨呆老人霰霰霰室 108().IO 14：①～16: 00 

'，え匂ヘ9， 

飼えなくなっだ犬・甕の引き取り 岱還月・不爾8 9 : 00-11 : 00 
（印鑑ガ砂要） (4日（不）を除く）

患 l11●ガあり序せんのて畢での来nilむご還慮<だ亡ぃ會
賣市外1.1ら転入され、乳fl1J児の予防接糧ガ涵んでいない人は、 神戸市の予防滋遷男（ポ
リオ・三檀混合・麻しん）を交i9します．田子鑓康手帳を符つてm越しください．

膏ポリオ生ウクチンの服用に際しては、明の体濡を潟り、ウクチンを訳む莉後め分1；；
侶も飲食させないでください．

棗合の震災で設災された万は、 胃検診の賣用が照料となりま可．肛細l;J:あ申し込み

の際にお問い合わせください。
稟乳fl1J児鑓稔については、 3・ 6 ・ 9カ用児のみを対家に、6閂力ら月2回（火曜日）

に実肉を予定していま可．詳細1.1:次号にてあ知らせいたしま可．

I● 1● I● 

更
這
区
役
所
で
の
名
褪
相
駁
は
4
月
ガ
ら
次
の
認
日
に
な
っ
て

い
ま
b
（祝
巳
は
休
み
ま

g。

0
法

ぼ

相

駁

火

・

木

〇

地
・
嬬
吻

（登
記
）
相
談
水

0
社
会
保
険
・
年
金
相
談
金

〇
悦

務

相

駁

金

棗
場
所
は
区
庁
含
2
轄
ロ
ピ
ー
西
碍

き
客
臥
正
午
よ
り
。
相
駁
Iit午
後
1
時
1
4時
。
無
科

霜
駆
者
多
数
の
湯
色
、
相
談
に
応
じ
ら
れ
な
い
場
合
ガ
あ
り
ま

可
。
特
に
法
ぼ
相
談
は
相
ぷ
5

考
ガ
名
い
た
め
｀

E
祐
E
と
し
て
先
彗

葱

ま
で
で
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
p
.

崖
幹
線
だ
ん
じ
り
バ
レ
ー
ド
は
本
山
の
春
の
毘
窃
詞
と
な
っ

て
い
ま
可
ガ
、
今
年
は
震
災
の
影
●
も
あ
っ
て
名
地
区
と
も
だ
ん

じ
り
を
出
せ
る
よ
う
な
状
況
で
ば
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
地
元
の
人
た
ち
に
お
祭
り
気
分
を
味
わ
っ
て
い
だ
だ

こ
う
と
、
本
山
逼
合
胄
年
会
ガ
だ
ん
じ
り
鵬
子
を
ご
披
露
す
る
こ

と
こ
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
OOく
だ
さ
い
。

【日
時
ー
5
月
4
9
（
木
・
休
日）

干
後
3
時

i
／
時
半

峯
雨
天
の
湯
合
は
5
巳
に
順
延

（
纏
所
】

J
R
摂
津
本
山
駅
北
0

面
い
合
わ
せ
先
l

問
百
年
会
事
務
問
C
(
4
1
2
)
2
04
9

3
月
中
匂
ガ
ら
次
の
と
こ
ろ
に
災
雹
対
策
広
報
掲
示
板
を
殷

奮
し
て
い
ま
b
.
「東
潤
区
地
震
災
害
対
策
広
報
」
と
「
こ
う
ペ

地
震
災
害
対
策
広
報
」
を
掲
示
し
て
い
ま1
:
,
-

•

▼
J
巳
は
吉
駅
改
孔
前
▼

J
R
庄
き
駅
北
（
駐
輌
場
階
段
讚
）

▼
J
R摂
達
本
山
駅
南
▼
J

R摂
津
本
山
駅
北
ご
阪
神
回
影
訳

巴
阪
神
四
影
駅
北
（
嚢
き
水
の
東
）

9
収
神
住
吉
駅
前
?
阪

神
魚
喜
改
札
前
了
阪
神
魚
崎
駅
北
？
阪
神
彎
木
駅
南
▼
阪
神

胄
不
駅
北
？
阪
碑
深
江
駅
南
（
踏
切
の
東
）
ご
阪
翌
沃
江
駅
北

（
踏
切
の
榮
）

？
阪
急
閲
影
駅
南
▼
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
北
ロ
バ

ス
停
印
Z
御
影
＾
ム
会
宮
印
▼
榮
神
戸
サ
テ
ィ
莉
2
ダ
イ
H
-
l<t

山
店
前

東灘保健所から ）
◆5月の保蛭所行事予定 1問い合わtffil衷潤甜翻t!841-4131

：山だんじり囃

-／F 
t 
1、一‘

ーりました
一

I● 

減
い
づ
れ
の
庭
し
も
、
会
湯
は

nー
プ

こ
う
べ
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
2
陪
ホ
ー

ル
、
無
料
で
b
.

ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
と
落
懇

会
ご
:
4
月
22日
（
エ
）
干
後
1
時
ー
4

時
▼
エ
井
典
子
さ
ん
（
童
謡
の
花
ガ
ご

lll師）
｀
小
林
忠
夫
さ
ん
（
ハ
ー
モ
ニ

カ）
、
桂
配
丸
さ
ん
（
落
語
）

【
気
軽
に
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト

r
一
緒

に
歌
お
う
／
也
界
の叡
J
I►
4

月
2
38

(e)
午
後
3
時
ー
5
時
▼
な
つ
ガ
し

の
ポ
ッ
プ
ス
、
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
し
か
ら

瓢
謡
ま
で
、
い
つ
も
D
bさ
ん
で
い
る

歌
・
親
し
み
の
あ
る
歌
を
ご
一
緒
に
欧

い
ま
し
ょ
う

ース
ト
レ
ス
時
代
の
音
楽
紅
康
法
一

▼

4
月
習
（
金
）
午
後
1
時
ー
？
時
半

▼
庄
麟
陽
子
さ
ん
（
ヴ
P
イ
オ
リ
ン
）
、

森
岡
賢

一
郎
さ
ん
Q
Jア
ノ
）
、
巳
冠
敏

夫
さ
ん
（
お
話
）

宗
ピ
ュ
ラ
ー
・
シ
ャ
ン
ソ
ン
と
つ
ラ

シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト―

}
5
月

9
日
（
火
）
午
後
1
時
半
ー
3
時
▼
山

峰
繁
さ
ん
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
）
、
山

下
有
子
さ
ん
（
シ
ャ
ン
ソ
ン
）
、
横
山
田

紀
子
さ
ん
（
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
フ
ォ
ー
ク

歎
手
）
．
猿
涅
由
利
子
さ
ん
（
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
・
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
）

-．|．― 
ー

書
に
つ
い
て

□）

暦
広
廠
紙
「
東
コ
ミ
コ
ミ
は
3
月
号

4
自
吾
は
東
遷

区
池
舅
火
害
対
璽
腐
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
⑳

nに
発
fj
い
た
し

ま
し
た
ガ
、

5
月
S
は
17巳
に
発
行
の
予
定
で
b
。
で
さ
る
力
ぎ

り
含
届
市
に
努
め
て
あ
り
ま
す
が
、

一
田
地
区
で
は
配
布
漏

れ
ガ
生
じ
る
お
そ
れ
ガ
あ
り
ま
b
o
ご
自
宅
に
占
序
な
い
と
き

は
区
役
所
ま
で
取
り
に
来
ら
れ
る
か
、
区
役
所
ま
ち
づ
く
り
搭

造
ま
で
翌
江
＜

Q
配
市
場
所
を
あ
問
い
合
わ
せ
＄
た
さ
い
。

賣
訂
正
と
あ
わ
び

前
号
で
3
月

1
m硯
在
の
東
灘
区
の
世
帯
数
を
7
7、
3
0

2
と
し
て
い
ま
し
だ
ガ
、
正
し
く
は
7
4、
9
5
4で
し
だ
．

訂
正
の
う
え
、
お
わ
ぴ
甲
し
上
げ
ま
b
.

゜
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東漢

神戸改mぼl嗣m直 平成7~置覺21号 2 （広IIED11鸞廣名A・ 1 隕）

東灘区地震災害対策広報
（広輯こうぺ東灘区版）

品17日雫
1995年（平成7年）

東区（平成7年4月 1日現在）
◆人口： 180.692人 ◆世帯数： 72.763

一三デ==-=〒〒ー1

資
料
・
区
民
広
報
紙

自次

2ベージ

3ページ

4ベージ

家屋解体、生活福祉資金貸付、義援金、高齢者 ・障害者向け仮設

建築閲係の窓口のこ案内、用語、重点復興地域、都市計画道路

保健所行事市・漂議会議員選挙(6月11日）、子とも家庭相談
峯本号1こ渇霰のtli瞑は5月8日現在のもので可。

~
 

所
の
開
設

l)

'

,

．
 

談

団

員

ま

ち

づ

く
つ
事
案
に
関
忍
貶

相

”
"
い
い
札
昇
2
4
B

呻
い
印
叩
記

lit

慇
で
は
六
甲
辺
＊
＊
、

松

百

習

＊、

南

＿

唇

爵

の

仮

設

テ
ン
ト
で
可
。

森

’

;

＊

の

名

地

区

に

つ

い

て

も
問
設
し
て
い
ま
可
。
お
問
い
合
わ
せ
は
＊

印
（
土
地
区
雨
整
理
事
霙
）
は
田
市
計
両
尚
区

画
整
理
課
6
(
3
6
2
)
0
i
g
J
へ°
*
EO

（
市
街
地
再
問
尭
平
索
）
は
都
市
ー引
画
局
再
開

発
6
(
2
1
2
)
5
2
/
4
へ。

東灘に総合住宅相談所□

てお高1面せ芯 4S・・＇ ぺ．・-

・；

4，..;ご・=だ’茫翠I年平庄
ド邸翌年t・ご．ヤ？：i心'l

i P: 

',., ;_., ・・'. •• O:...C 
，：．．．蒻ぐ:•••訟·仁＿戸

ii後；後；塁悶也但且舟且ii困tた 相供の関財の

[唇i『i,§翡畠[g i g ！厨 閉：肩乞昇l'’;
る即曲含 iゑ 屋翡問 i ツ前 し召見屋胃這忽 9
迂 にジ法ツ税 ＾ 築よ

5 

相る眉＇
ま嬬 I- 時 ！習 畠ず宅ビ含 晨急忌

該相駁 ＇ 
ち菜乱 ＾ ヽ゚ 月蘭翌閂胃術昌皆

↓ 談 ↓ ↓ 
づ授僭日 まに関 る厖まをる

閂 ↓
く甘家 線

月水
し 設可名策ち支 cp

1月
り祉 況 の だ 置 る檀‘づ援 ‘

金．木工届認i 臣 北 のさ総

1.K 
鹿

全牟忍塁需と ツ

g n合日貸 5t席
-ま的の 制弓 た 最
紹しな提 度にめ大

隠〗ロニ透tI. i Ii―丁巴□町胃9
． ・1

・次の事項の受付は原則として終了いだし

ましだ。

•り災証明菖の発1う

•り災証明C潟甜訴§

●義援金 （第一次配分）の交付

•神戸市災害見舞金•兵閲累災害援讚金の交93

・神戸市災苔援護只金臣付

●火葬費用の 濤瓢

●宅地・払這の応急措置

峯代表的な頂目を学1ブました。

瓢
送
し

も

口

包
一
時
的
に
迎
難
さ
れ
て
い
る
万

に
は

r
広
報
こ
う
べ
（
月
1
8発
行
）
し

と

r
吏
濱
コ
ミ
n111
c

屑
醤
胄
）
」

l
-
l
 

コ

と
を
来
了
月
ま
で
郵
送
い
た
し
ま
P
.

分
キ
に
次
の
こ
と
翌
茨
し
て
あ
申
し

l
-
l

込
み
く
だ
さ
い
。
r広
報
こ
う
ぺ
送
付
希

翌

の
文
営
と
0
氏
名
0
近
難
先
の
庄

コ
：9
i
i先

の

浸
類

（親
頑
宅
、
民
間
賃
貸
任
宅
、
0
0

県
公
宮
宅
な
と
）
と
入
居
月
巴
0
避
難

前
の
神
戸
市
で
の
に
所
と
電
誌
番
号
宛

て
先
は
、
「
曼
烈
神
戸
市
中
央
区
加
納
印

6
.
5
,
1
お
戸
市
広
姐
課
広
殴
こ
う
べ

送闊
J

.

―函函甲虚〗
>i >g,i’§亙9先g, 0 8 § ? §9 塗 〖
棗戸 ガご~i ;;且忍¢ § ? 
。』 景喜[[ ! i i 

書鍮●暢軍II主伍書養慮講塵
平成ア年8月18日金一，月29日画四匹］
衝鰐 閾／18：①？1:00(原~J•月水金纏） ⑥e込 幻四兵畢景不翫屋鑑定エ協会

圏曼鯛騎／50.ro¥'l（テキカ寸は別途） 〒臨葎戸市中央区麗辺過og1畢8g
圏会 •／渾Pili鑑震量Illセン9ー会•室 田鼻ビル9渾 G聾

神戸IIーバーランド TEL078(232J4511 
圏甲込受付／6月18より F収 078(232)1773

溶§勤遵葦露屯§

巳芍口芦え＿

戸rm—•虹紐涵ら克 •_

保険料の納め忘れは
ありませんな

保綱即と翠書費の支払いなど、Ill霙を支える大切な灼l!11でv.
平成6年エ分の保険只に綱め忘nガある方は至急お近くの金

と創糾ロ綱めくださしヽ 納”●を臼知した凛合などは、房元

けいたし零．

なお、全半虞（煉）の設火を曼けたさ帯尋て戴免の手閾さ＂まだ

の万もすみや力にご祖餃ください．

お問い合わせは、各区役所国民億讀保険係またI.I:;支所襦利係まで

゜

13331 



建
物
を
纏
て
る
場
合
に
は

ー

□
9

ロ

•9

9 

一●

ー••生活福祉資金（災書援11賣金）の負付□二〗

込
石
受
付
由

9

,
 

家
麗
解
体
の
申
し

震
災

eよ
り
幽
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
家
屋

な
あ
‘

=＝
者
契
約
に
よ
る
解
体
隊
云
も
第

ゃ
墨
k
家
度
の
解
広
諏
去
に
つ
い
て
は
、

東

2
次
（
新
単
価
過
用
）
と
し
て

5
月
末
力
ら

潤
区
災
苔
対
策
本
印
・
家
屋
蛸
体

班

で

相

受

付

を

田

開

し

ま

可

。

談
受
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
潟
所
は
榮

【東
遍
区
の
状
況
一
(
5月

8
m現
在
）

瀾
区
役
所
前
の
仮
設
事
務
所
2
陪
で
b
。
5

受
付
件
笠

7
、
9
§
／
件

閂
力
ら
、
市
の
発
注
に
よ
る
解
体
撤
云
は
地

↓
自
衛
隊
に
よ
り
処
理
歪
；

1
5
0件

区
ご
と
の
指
定
工
事
槃
者
を
決
め
て
実
施
し

↓
市
に
よ
り
発
注
斎
；
＇

、
5
6
5件

て
お
り
、
地
区
ご
と
の
対
応
ガ
lSJ能
と
な
り

↓
―-＿
者
契
約

・
ニ
者
契
約
に
よ
り
発
注
済

[

ま
し
た
。

4
、
3
2
9件

5
自
”
白
ガ
ら
生
活
福
祉
費
金
（
災
害

援
護
資
金）

史
付
の
受
け
付
け
ガ
始
ま
ウ

ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
は
4
月
30

巳
ま
で
甲
し
込
み
を
受
け
因
け
て
い
ま
し

だ
裡

p
市
災
害
没
護
只
金
貸
付
制
度
の
対

象
と
な
っ
て
い
だ
世
帯
は
対
象
外
で
刃

お
問
逼
え
の
な
い
を
つ
に
。

【対
象
と
な
る
世
翌

現
在
神
戸
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
て
、

令
◎
の
震
災
に
よ
ウ

せ

宅

は

一
即
損
壊
し
た
ガ
、
家
財
に
は

3
分
の
1
以
上
の
只
害
ガ
な
い
也
翌

畠

に

は

損
害
ガ
な
ガ
っ
た
ガ
｀
家
財

に
頃
害
ガ
あ
り
そ
の
れ
害
ガ
家
財
の

3
ガ

の
1
未
潤
の
世
帯
。

（
次
の
よ
う
な
被
害
に
あ
わ
れ
た
世
帯
は

こ
の
貸
し
付
け
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

↓
①
全
壊

・
全
魚
、
〇
半
喋

・
半
現
、
R

滅
矢
、
象
財
に

3
分
の
1
以
上
の
損
害、

習

帯

主

に

1
ガ
月
以
上
の
負
曝
）

東
所
得
の
制
限
ガ
あ
り
ま
可
。
そ
の
世
帯

に
属
b
る
万
の
所
得
を
合
算
し
だ
額
ガ
次

の
金
額
込
卜
で
な

17れ
ば
貸
付
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

也
帯
人
ロ
ガ
、

1
人
↓
1
8
0万
円、

2
人
↓
2
7
0万
円
、
3
人
↓
3
6
0万

円、

4
人
↓
4
6
0万
円
、

5
人
↓
5
4

0
万
円
、
そ
れ
以
上
は
1
人
増
b
ご
と
に

屑

円

を

ro算
。
ま
だ
｀
年
齢
乃
滋
以
上

の
万
ガ
お
ら
れ
る
湯
0
0
こ
は
1
人
こ
つ
き

務

円

を

加
算
。
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
ガ
お
ら
れ
る

場
合
に
は
1
人
に
つ
き
9
万
円
を
刀
算
。

（注
）
所
得
は
平
成
5
年
収
入
額
力
ら
給

弓
所

芍

除
を
あ
こ
な
っ
た
浚
の
総
所
得

金
と
し
ま

b
°

飯
遁
潜
保
証
人
が
必
翌
で
b
°

【貸
付
金
額
・
用
途
】

1
5
0万
円
以
内
。
用
途
は
貸
円
決
定
後

に
あ
こ
な
う
庄
宅
の
修
理
ま
だ
は
家
財
の

購
入
に
限
り
ま
b°

（賞
付
条
件）

償
還
期
間
は
8
年
以
内
（
う
ち
惑
醤
期
閻

3
年）．

利
率
は
年

3
%
（姐
己
期
閻

8
ほ
照
利

子
）・

（申
込
方
法

只
潤
福
祉
事
務
所
内
の
社
会
福
祉
協
謙
会

で

i
『
以
忌
容
り
ら
配
布
可
る
甲
込
雹
に

必
翌
・
類
を
添
え
て
｀
酌
送
で
あ
申
し
込

み
く
だ
さ
い

(
7月
31日
必
塗
）。

｛問
い
合
わ
せ
匹

神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
・

貸
醤

談

係

0
(
2
4
2
)
9
8
0
0
 

◆
被
災
児
哀
•

生
淀
教
育
助
成
金
と
被
災
児
豆
特
別
教
育

資
金
の
交
勺
に
つ
い
て
も
詳
細
は
未
定
で
刃

畜

症

貫

舞
金
と
要
頃
護
家
庭
激
励
金
の
交
団
に
つ
い

て
は

5
月
下
匂
に
駐
細
を
発
表
で
さ
る
予
定
で
可
。

4
月
24日
に

r
兵

g
類
南
祁
地
震
災
害
義
援
金
舅
果
委

震
災
に
よ
り
住
家
ガ
全
喋
（
焼
）
・
半
裳
（
焼
）
の
波
苔

員
会
」
ガ
ら
合
後
の
義
援
金
の
配
分
等
に
つ
い
て
の
決
定
を
受
け
た
こ
と
に
生
ウ
、
民
問
賃
貸
庄
宅
に
入
居
可
る
潟

喜
ガ
発
表
さ
れ
ま
し
だ
。
そ
の
う
ち
、
区
役
所
で
お
問
合
に
、
家
貫
及
び
敷
金
等
の
一
郎
と
し
て
1
世
吊
当
た
り

ぃoo
c
ビ
ガ
多
い
庄
宅
関
係
の
痘
援
金
（
め
万
円
）
に
つ
④
万
円
を
1
◎
限
り
助
成
b
る。

い
て
そ
の
発
表
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
b
．
た
だ
し
、
こ
の

※
111と
8
の
助
成
孟
虫
凄
し

4
ユ
け
全

A-laで
き
ま
せ
佗

息

係
の
義
還
金
の
交
内
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
※

111も
2
も
所
得
の
制
限
ガ
あ
ウ
ま
可
。

具
体
的
な
受
け
用
問

・
日
関
万
法
な
と
は
未
定
で
す
。

深

3
閂
に
発
表
さ
れ
て
い
だ
r
持
ち
裕
肉
建
助
成
念
点

111門
ち
家
修
縄
助
成

円
）
」
は
取
り
や
め
に
な
り
ま
し
た。

震
災
に
よ
り
全
喋
（
焼
）
・
半
裳
（
現
）
し
た
持
ち
家
（
住

家
に
限
る
）
を
修
繕
し、

そ
の
厖
繕
費
ガ
2
0
0万
円
を

超
え
る
湯
合
に
、
詔
え
る
金
額
に
つ
い
て
1-P
当
た
り

30

万
円
を
限
度
に
助
成
す
る
。

121貫
貸
任
宅
家
貫
辱
助
成

＂
向
け
地
域

111仮
設
住
宅
5
し
込
”

[対
象
者
】

mお
歳
以
上
の
高
飾
者
S
身
は
隔
害
者
手
吸

1
4級、

9憬
所
持
者
、精
神
隣
害
者
は
障
害
年
金

1
.2
級
受
給
者
な
障
菩
の
状
況
に
関
？
る
証
朗
編
あ

交
内
者
〇
慢
性
疾
患
な
ど
避
難
所
生
活
ガ
因
難
な
人

嶽
寮
形
式

(4
.
5璧
ま
た
は
6
筆
）
で
す
。

住
宅
関
係

濠
申
込
“
は
5
月
竹
巳
切
か
ら
福
祉
事
務
所
な
ど
で
配
市

し
ま
b°
受
付
期
濶
は
5
月
お
日
図
ま
で
で
b
(
H
・
日

は
休
み
）
。

棗
あ
屁
い
合
わ
せ
は
市
災
害
対
策
本
郎
仮
設
担
当

交
3
2
2
)
6
1
3
9
.6
1
4
0
へ。

＼ 
ヮ；；．：字：；．？9•S

0(078)681-0202囮

＿
胃

生
紙
使
用
一

l● 
-• 

［問い合わLJ完l
・市による解体⇒榮渭区災害対策本団・

家 策 蝉ff(843)1286

•三者契約→神戸布災苔廃稟物対策室

ff(321)5443 

i：ば閂る日通へ＄

R樗戸目本通運
引騒畳nセ99ー 編•0120·154022

．＂戸．．0120-212081
三 ●ー0120-028818

濃 Ill一0120-395502
匹 鵬 羅騒0120-212041

覺 m 5邁でンター 0(078)851-0771 .. 
o ill引麗センター ロ（O？●）731-5454/0
三 S 引疇でン9- Ol078l231-02021'l 
景疇 ,.,（扇Cンター 0(078)452-1981,. 
鼻 II（ 引題センター 0(078)681 -1811 IO 
8•已wnンでン9- 0(078/975-222, .. 
四戸べ‘Jnンセン9-0(078)581-2255"' 

溢――<1泊2食 （あ一人憬)>--

● 10,000円コース（税・サ込）

● 12,000円コース（税・サ込）

・ご夕た13会l'lil"社．料附でH6L I••がり9•KI39i.,.·
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 

レストラン「マルベ ラ」庫11:oo—PM9 :00 

＂本91が 有栖川」叫11:QO-PM9:3Q 

峯会磁宴会のこ予約も承つております。

鼻
ダ 言------・ • 

a」：三幽峯
物 40名襟 ¥1,120,000（税・サ込）

語 ・追加料金は1名紐につき¥15.000 

［までのセットプランです。

゜

334 



資
料
・
区
民
広
報
紙

先
月
号
で
も
闇
単
に
ご
紹
介
し
ま
し
だ
ガ
、
建
物
を

建
て
る
場
合
に
は
建
築
基
準
法
を
は
じ
め
．
場
所
に
応

じ
て
様
々
な
法
頃
に
よ
る
墨
準
や
規
制
ガ
あ
り
ま
す
。

更
潤
区
で
は
会
回
の
震
災
で
多
く
の
建
吻
ガ
虞
喋
し
た

た
め
、
だ
く
さ
ん
の
区
民
の
万
ガ
建
窃
の
再
建
を
検
討

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
1o-・
区
役
所
の
窓

□
(ま

ち
づ
く
り
搭
追
課
）
に
も
ご
相
談
に
釆
ら
れ
ま
す
な

こ
う
し
だ
軍
頃
に
つ
い
て
あ
否
え
可
る
に
は
巧
門
の
知

屈
ガ
必
翌
で
す
の
で
、
担
当
額
に
口
投
ご
相
駁
い
だ
だ

く
必
要
ガ
あ
り
ま
b°

以
下
に
そ
う
し
た
事
を
開
べ
る
際
の
代
表
的
な
流
れ

を
ご
紹
介
し
ま
す
（
細
ガ
い
点
ま
で
鴻
べ
よ
う
と
b
る

と
も
っ
と
凄
雑
に
な
り
ま
す
）
。
な
あ
、
電
話
で
は
説
明

ガ
難
し
い
こ
と
ガ
多
い
の
で
、
ご
面
国
で
も
そ
れ
ぞ
れ

の
足
当
該
ま
で
直
投
あ
出
向
さ
く
だ
さ
い
。

〇
敷
地
の
用
途
地
虚
（
蘊
ぺ
い
率
．
容
頃
寧
な
ど
）
や
団

屑

画

事
集
区
薮
に
入
っ
て
い
る
ガ
ど
う
力
を
謁
べ
る
。

↓
確
認
由
鵠
受
付
窓

□（サ
ン
バ
ー
ハ

レ

涵

棗
詞）

0
事
稟
区
践
に
入
っ
て
い
る
場
合
は
名
事
実
（
区
頭
整

理
、
再
開
発
、
都
市
射
囲
遥
路
な
と
）
に
応
じ
だ
制
限

を
調
へ
る
。

●
区
画
整
理
事
冥
↓
都
市
計
囲
局
区
画
径
埋
諜

（ハ

ー
バ
ー
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
7
階）

●
再
開
発
事
槃
3
訊
市
駅
両
局
再
開
発
課
・
民
間
再

開
発
課
（
サ
ン
ボ
ー
ホ
_
ル
1
陪
）

2
月
16日
に
顆
行
さ
れ
た
r
神
戸
市
震
災
復
輿

緊
急
整
縄
条
例
」
に
堅
づ
さ

r
璽
災
覆
霞
促
道
地

戚

（榮
潤
区
は
市
街
地
の
大
田
分
）
L

と
r
●
点
震

霙
地
撃

（史
潤
区
で
は
森
雨
地
区
、
深
江
地
区
、

J

R庄
吉
駅
箇
地
区
、
六
甲
地
区
の

H
a
)
}

指
定
さ
れ
て
い
ま
b°
促
送
地
匹
で
は
特
定
の
建

築
行
為
、
国
点
復
輿
地
馘
で
は
尿
則
と
し
て
b
ベ

て
の
迂
築
行
為
に
つ
い
て
建
笈
確
認
申
訊
の
30巳

前
在
で
に
届
け
出
ガ
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し

い
内
容
は
3
月
が
日
発
行

r
震
災
環
費
ま
ち
づ
く

り
ニ
ュ
ー
ス
（
第
4
き）
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
都
市
計
国
遍
路
に
つ
い
て
新
た
に
整
潤

（用
地
費
収
）
に
名
手
b
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

群
し
い
内
容
は
4
月
お
巳
発
行
r
震
災
濃
四
ま
ち

づ
く
り
＝
＿ユ
ー
ス
（第
5
号）
」
を
こ
真
く
だ
さ
い。

第
4
号
、
第
5
号
は
東
潤
区
役
所
で
も
ま
だ
配

布
し
て
い
ま
b
.

面
い
合
わ
せ
先

l

●
区
内
の
墾
点
復
四
地
該

森
南
地
区

（
森
閉
町
1

ー3
丁
目
、

H
u
o岡

1
丁
目
の

―
Eil
〈本
山
第
3
小
字
校
東
側
の

這
路
ガ
ら

m〉)

↓
曰
市
計
囲
閤
榮
団
迅
市
改
透
課
（
森
南
担
当
）

C
(
3
6
2
)
0
/
8
1
 

深
江
地
区

（
本
庄
町
1
ー
3
丁
目
、

深
江
北
町

i、
深
江
本
町
1
1
4丁
白
r
深

江
南
町
1
ー
4
丁
目
）

＆
印
市
計
画
尚
ア
ー
バ
ン
テ
ザ
イ
ン
室

6
(
2
7
2
)
5
2
6
3
 

J
R庄
吉
駅
周
辺
地
区

（
住
吉
榮
町

5
1日

1

,

 
●
災
復
興
ま
ち
つ
く
り
＿
＿
ュ
ー
ス
は

庄

舌

薔

4
丁
自
｀
庄

塁

町

1
丁
目
の
一

郎
〈
シ
ー
ア
北
詞
の
追
路
力
ら
南
〉）

じ
邦
市
計
画
贋
問
苗
隔

発
C
(2
/
2)
5
2
8
0
 

六
甲
地
区

（国
影
啄
町
1
ー
4
丁
自

〈
1
.
3

丁

は

臨

醤

区
を
除
く
〉、
灘
区
〈省
略
〉
）

＆
庄
宅
愚
庄
環
境
整
鵡
諌C

(
?
9
2
)
5
3
2
8
 

●
条
例
こ
号
＜
届
け
出

↓
条
隈
届
出
窓
0

C
(
2
6
1
)
86
4
9

●
記
市
計
画
辺
路
の
整
闘

↓
都
市
計
画
局
用
地
課

6
(
2
7
2
)
5
?
7
0

豪
い
b
れ
も
土
．

8
．
況
は
休
み
で
可
。

阪神・淡路大震災に係る

年金災●復興
住宅資金受付中
~年金福祉事業団の

妥金住宅資途

三
國の年金教青賣多

ほ益認琵芯l
既 兵・票友慶年金襴祉協会

|3"部(9廻．21譴 81爬
〒岱〇神戸市中央区中山手通4丁目3蓄巴目

心＇

戸戸戸i

芦・・・皿呼こ?.I<~:;

—• 

●
都
市
計
画
道
路
↓
記

辟

麗

紐

償

（

サ
ン
ポ

ー
ホ
ー
ル
ー
陪）

0
そ
の
敷
地
で
は
建
築
墨
準
法
上
ど
の
よ
う
な
建
物
ま

で
建
て
ら
れ
る
の
力
を
閲
べ
る
。

↓
庄
宝
蕊
指
導
課
（
サ
ン
1

ハ

六

ル

2
陪
）

峯
任
宅
融
資
の
祖
駁
・
甲
請
窓
口
も
あ
り
ま
b°

＆
圧
宅
閤
庄
宅
環
境
諌
ぬ
資
（
サ
ン
1

ハ

六

し

2
陪）

軍
敷
地
ガ
小
さ
い
な
ど
の
理
由
で
、
お
隣
と
う
し
数
軒

で
ま
と
ま
っ
て
只
〇
建
て
替
え
を
検
討
さ
れ
て
い
る
万

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

用
匿
の
鱗
説

＆
住
宅
問
指
漏
課
・

庄
環
境
整
傭
課

（
サ
ン
ポ
ー
ホ

IIE
い
b
れ
も
エ
・
日
・
祝
は
休
み
で
b
゜

●
嘉
菜
確
認

□
〗
聾©
[
`

ー
ル
2
階）三

□
~
：
出
m
m
m
o
:
1
7
5

日
♦
用
途
地
級

ま
ち
に
雑
多
な
建
物
tf混
在
可
る
こ
と
に
よ
っ
て

憬
々
な
ト
ラ
プ
ル
ガ
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
市
誠
を
区

分
し
て
、
そ
の
範
囲
こ
と
に
、
建
窃
の
用
途
や
大
き
さ
の

屠

（
建
へ
い
率
、
容
填
率
、
斜
綜
制
限
）
な
ど
．
お
互

い
に
守
る
ぺ
さ
最
低
限
の
ル
ー
ル
を
定
め
だ
も
の
で
可
。

♦
鷺
物
の
用
途

用
途
と
は
、
冽
え
ば
エ
湯
、
住
宅
、
商
店
な
ど
廷
物

の
r
使
い
み
ら
」
の
こ
と
を
い
い
ま
b
。
建
て
ら
れ
る

蛯
物
や
建
て
ら
れ
な
い
建
物
tf
‘
用
途
地
立
の
環
類
ご

と
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
P
.

♦
震
べ
い
率

日
・
通
風
・
採
光
な
ど
を
吾
慮
し
て
、
敷
地
内
に

一
定
の
空
地
を
蜃
深
し
よ
う
と
b
る
も
の
で
、
建
窃
の

逗
笈
面
填

（
い
わ
ゆ
る

「建
源
」
）
の
敷
地
面
積
に
対
b

る
割
合
の
こ
と
で
b
。
例
え
ば
、

6
0
mの
建
邸
の
建
吻

を
1
0
0
mの
敷
地
に
建
て
る
場
合
、
蛸
へ
い
臨

laoo

％
に
な
り
ま
P
<oo-;.100〉。

◆
容
積
寧

建
切
の
名
階
の
床
面
県
の
合
射
（
延
べ
床
面
洛
）
の

敷
地
面
頃
に
対
可
る
割
合
の
こ
と
で
b
。
例
え
ば
、

1

陪
ガ
盤

J
2結
tf40E
の
床
面
積
の
廷
切
を
1
0
0

可
の
敷
地
に
建
て
る
場
合
、
容
旧
率
は
1
0
0％
に
な

り
ま
b
〈
(
8＋
さ
）
小

吾
〉。
な
あ
、
前
暑
の
唱

曰
に
応
じ
て
一
定
の
制
限
ガ
あ
り
ま
す
。

◆
斜
線
制
限

日
当
だ
り
な
ど
を
考
え
、
焉
物
を
建
て
る
こ
と
ガ
で

き
る
忘
さ
の
別
限
を
決
め
『
A

も
の
で
b
。
追
路
隣
咆
・

北
側
の
境
界
線
な
と
ガ
ら
の
建
物
の
名
田
分
の
高
さ
の

限
度
を
定
め
て
い
ま
可。

◆
裏
度
地
区

庄
居
系
の
用
途
地
翫
で
は
、
良
好
で
快
送
な
庄
石
境

を
確
保
可
る
た
め
、
特
に
日
照
な
ど
に
配
慮
し
て
｝
臼
北

万
向
の
敷
地
悦
界
鰈
な
ど
ガ
ら
の
建
窃
の
高
さ
の
制
限

を
し
て
い
ま
b
.

［神戸市住宅供結公社l
住宅販売センター

先着順分譲住宅ご案内中．グ

：言臼温961-4788 西神南住宅販売センター
営震時問／10:00-15:30（毎週水曜日定休）

::, 

a) 

孟昂~992-8007

＿
胃

生
紙
使
用
＿

R 
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▼
投

票

8
時

6
月
11日
⑭

午
房
＇
翠
，
午
後

6
時

▼
投
票
所
の
変
更

次
の
区
該
で
は
前
＠
の
選
攀
（
栞
知
登
滋
年
）
と
投

票
所
ガ
変
わ
っ
て
い
ま
b
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い。

（投
票
所
の
変
わ
る
区
域
）

（今
回
の
投
票
所）

.," 

深
江
南
町
1
ー

5
T自
見

附

公
園
仮
設
段
索
所

な
•
c

.

‘

一
中
之

典

萄

仮
設
投
票
所

83中
町

1§
丁
日l

甲
南
町
1
ー
3
丁
目

“
`
 

吾
翌
胃
督
悶

魚

眉

町

1
ー

2
了
自
ぃ

羹

南

町

1
i
5囚

n
_
（魚

農

贋

襲

設

）

魚

麿

町

云
邑
影
児
童
詑

御
影
本
町
1
ー
8
丁
目

御
影
浜
町

※
こ
の
広
報
紙
の
発
行
後
に
も
蕊
史
？
る
湯
合

ガ
あ
り
ま
b
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
所
の
ご
確
認
を

有
噸
者
に
は

r
投
票
の
ご
案
内
」

ハ
ガ
キ
を

住
民
票
の
ぽ
門
に
配
送
し
ま
b
。
あ
な
た
の
投

票
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ハ
ガ
キ
は

震
災
の
影
響
で
届
さ
に
く
い
所
も
あ
り
ま
す
。

11万
キ
ガ
な
く
て
も
没
票
は
で
き
ま
b
の
で
、

投
票
所
を
ご
確
認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

豪
震
災
に
よ
り
元
の
注
所
地
を
離
れ
て
い
る
万

は、

OO麗

で
郵
便
磨
転
送
の
手
続
き
を
な
さ

る
よ
う
お
勧
め
し
ま
b
.

▼
不
在
者
投
票
制
度
の
活
用
を

旅
行
ゃ
羞
な
ど
で
投
票
白
に
投
票
で
き
な

い
万
は
、
不
在
者
投
票
ガ
で
き
ま
す
。

●
期
間

6
月
9
白
画
ー
6
月
10巳
ttl

工
・
巳
も
受
け
付
け
ま
b
.

午
前
8
時
30分
i
午
後
3
時

●
場
所
榮
灘
区
役
所
3
陪
会
緩
室

災
印
送
を
持
つ
て
あ
超
し
く
だ
さ
い。

．
 

◆
東
灘
図
霊
館

（
岡
本
1
丁
目
7
、
6
4
5
2,4
0
01
)
と
筒
松
層
（
谷

g潤
一

郎
旧
邸
、
住
＝
0

史
町
1
丁
目
6
1
5
0
)
ガ
4
月
お
巳
に
再
開
し
ま
し
た
。
用
渇
巳
休
館
。
無
料
。

♦
問
緒
隣
害
通
級
指
導
教室
を
行
い
ま可
。

惰
緒
面
に
不
洒
応
を
起
こ
し
て
い
る3
級
以
上
の
幻

児

．
iJI
．
g字
生
ガ
対
象
。
榮
潤
区

・
灘
区
の
教
至
は
不
山
南
小
学
校
内
。
由
し
込
み
は

5
月
31巳

ま
で
に

U
訪
で
教
室

n
(A
5
2
)
0
0
7
3へ
。
あ
問
い
合
わ
せ
は
教
室
ガ
教
育
委
国
会
指
導
第

2
探

6
(
3
2
2
)
5
7
8
8へ
。

♦
巡
回
年
金
相
駁
を実
施
し
寄b
。

5

月
お
曰
曲
午
後1
時
g
分
i
4

峙
、
ダ
イ
エ
ー
本
山
店
で
。

♦
雰
季
登山
教
室
を
問
恒
し
まb。
お
申
し
込
み
は5
月
叩
日
ガ
ら
芍
話
で
登
山
研
修
所
b
(
8
0

1
)
3
2
6
7へ
。
先
糖
順
。
水
庫
は
休
み
。

♦
鼈
察
官
を
募
集
中
で
可
(
5月
お
巳
図
ま
で
）
。
お
問
い
合
わ
せ
は
史
濶
賢
察
笞
琶
務
係
p
(
8
5

4
)
01
1
0へ。

▼
避
難
し
て
い
る
と
き
は

震
災
に
よ
り
区
外
に
一
時
滞
在
し
て
い
る
万
は
、

元
の
任
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
可
。

楽
不
圧
者
投
票
制
度
も
こ
活
用
く
だ
さ
い
。

｛
問
い
合
わ
せ
先
l

東
灘
区
選
挙
営
理
委
貝
会

p
(
8
4
1
)
4
1
3
1
 

_
 

神
戸
市
議
会
・
兵
庫
県
議
会
議

9

,

 細
戸
の
復
輿
に
と
っ
て
歪
要
な
選
挙
で
可
。
あ
な

だ
の
大
切
な

一
票
を
。

東灘保健所から --j  
●6月の保健所行事予定

猛 行 ● 名 冥 8 受＂飼闇

厚乳幼児鑓・6 ’・ "3董7月く胄児児のみ・朱9震・慮科） 68図・ 20em lJ : 15-14 : 30 (3 9カ対

ii '・ • n月● ● ● ●塵

田立5認苧まn,13日
田成5lf9月王sn℃9日状 13:沃1-1ヽ ：30

3（平成攣年2児月16日霞～3月讀318舵生まn董) 16B薗

妊 蝿 鑓： 康診童 6~ 9: 30-11 : 00 
ツベルつリン反応 慢璽 19B1'1l 

“肛己如霞1刃3下け:記30にをて-こ霙1賣95.. く:しだ3雰0さ＂い：） 
ツ 反割定 •B C G 21B(杓

成岬人・・老裏人鱈一贋祖診談壼）（保電・栄● ．

璽（叡覧濃饗6実ほ診日癒斬図劇し●て・の濯20あ翔り8甜6ま刈8と効ん）。：皿辺型震•B型肝炎⇒百岱 9：紀1: 00 
ー名璽血汲検董,.............................

iエイス・醐い（景則渭浪

冑 賣畑隈 (65鰐PlJ:診ば（予綱”臼11111）) ml!I不竃日 9: 00-11 : 00 

＂神保 鯉 祖紐 e週水・金竃日 9: 30-11: 00 
鹸 謁呆老人家族徴室 7曰 14 : 00~16 : 00 

田えなくな っこ犬・勢(fll51.fの5|e<IMI!mり) !11週月・不111B 9:OO~11:00 

［閤い合わせ先］束濱保撻所tt841-4131

葦印翠場ガありませんので車での釆所はご還慮ください

・市外f1ら圧en．乳幻児の予防灌漫1J斎んでいない，，は．神戸市の予坊濯II努（ポ Jズ・三蟻混S
双しん）を交r9し"'"・田子匹手を片つてあばしくださしし

豪ツペルクツン反応戌口｀ 固定 •BCGの実泥湯所la r兵濯鼠予防氏字協会（凶影本町6•5 - 2)」でマ．
曲瞑所で1a牢歴してありまelv(J)でご荘慮ください（こ5らもmoIIla硲碩匂辺）で、お日での釆温
はご遍慮＜たさい）。

冑筑加）貫火で感災された，，は、 鴫叩切 贋郡1J犀代になり客マ．訂紐laか訊込みび印こ3)問い8ne・
くこさい．

●6月の住民健診
と I!! とこる

6月 18[;1,113: 3か-15:00 六田，，イランドほ殷覺6任宅西闘公園内（口洋町賓1丁§)

6月 79';!<39:30-',1:00 市営北胃木聾2G宅戴細（北胄木2丁目2)
6月 88[;1,113：炉5:00 市営胃木隅庄宅震年（冑不6丁目2)
6月1381:1<1,；ぬ～11:oo I i'!l雪松本庄宅鸞会（胄不5丁目13)
6月14E珈 13:30~15:00 魚鵬霞蛇霞福祉センター（魚騎閾町2丁目9.l
6閂198閲 9:30-11: Oil 本山交通公● （本山南町4丁目4)

•6月22~13 ： 30--15 : 00 穴甲アイランド仮投庄をマリンバ一つ訳北 0年江四34丁目）

0月刀日閲 9: 30-11: 00 空匹区会鑢（庄さ蕊2丁目19)
董 6月祁日困 13: 30-15 : 00 第4エ区仮設住宅 （双江浜町）

•6月298困 13 : 3()~15 :00 遷戸頌匹匹 （籟疇綱匈1丁目2)

（揆董内容） レントゲン検査 、尿・ 1Ill圧・ 1lll.汲検畜 （肝機能 ・コ し ス テ ロ ー ル

等）、建康相駁なと。

※EDの日la;栄養指導!DIこよる講 習会 (00理 実 演 と 試食 ）も実施します。

I

●
 

i● ＿． 
見I菖子とも稟屋饂）

（問い合わ

せ先J

総合児童セ

ンター地威

児童課

C382-1339 

~ファクスで最斬の災害対賣帽纏が<:—
づ全薗どこからでも24疇閏1111り出せますヽ~

·"‘渇·ン9、：昏， 1•1•ヤA•I・.mFAXの受店討をとっておかけください

ぼ漬こうぺIと1こうぺ巴·山●n翼C釦に,o~以●）JI”"りのeや16..t.. 
e...，，晨鰻・日11・・B・:l如邑斬閾）9こ...,..んで配し鬱T．．た．区 ”`.. 
市の閲遍鶉n，，とにも冨いてい鸞冒．

:x..""""·'項こうぺがSかe．ヨ●.,.,,.a:"が5~23B0テ定てT,

相 8

5月17E籾

5月20Bttl

5月23細

5月248困

5月30日切

因峯的闇ほる売憂鴛とも干町1信も～圧午

直上記の相即ヨ以外のヨは、llJllll!兒童1Bて受lフ

邸フてい雰可． o函9•細）

児 畔

向洋

圧之 江

魚”

浜閲 影

由中

電 ，I 
857-7~21 

851-2769 

453-2662 

811-4014 

452-3182 

公
圃
討
編
会

震
災
後
の

璽
ほ
箪

．
 

｛
日
時
）

5
月

日

同

午
後
1
時
i
4
時分

【場
所
）

甲
閉
大
学
8
号
館

8
1
3教
室

丙
容
）
塞
調
講
演
（
翌

0m確
さ
ん
）

公
開
討
繰
（防
災
研
究
家
、
臨
床

心
理
学
専
門
家
｀
榮
潤
の
避
難
所

で
活
躍
さ
れ
た
小
学
校
の
先
生
｀

r
美
し
い
街
岡
本
協
議
会
」
会

日
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
匿
異
・
字

生）

至
底
·
問
い
合
わ
せ
先
】
甲
向
大
学
総
合
研
守
甜
~

n
(
4
31
)
4
3
4
1
 

疇
[

で

市

日ー3

)

戸

い

神

さ
て

月

は

火

5
•
B
Cだ

a
g
畑

[を

に

揖

g

竺
）は彗

細

畔

わ

Mtt
碩

5
m

盟

自

定

月

・

襲

0

6

ようたく じ

吾永沢寺 mmm.,.. .... ” --

花しょうぶ園へ
こ戸ノ宮芸丑組と悉整ふ

10:00 11:JS 

一
下す

＇ 
永沢寺::!i::::'，三ノ宮

14:00 15:1'i 

釦匹ぷ饗昂鬱璽三一

≪昇，置罫．t, ふ！9~＇

一6117@・18@・24@・ 
25R 7/1®•2 ® 

omIiiし込み•お問い合わでは

着神姫バスは合078(231)5561 

区三］三ノ宮より3,000円
●曝貪は名口てこ用●下さい．

ご参加いだだいだ畜織に、 ・

もれなく粗昂をプレゼン~I

It'四1窯砿漕'it廿『・ ”'”””"皇町9T●,.,
”,．うぺ山＂● C●999”””叩--9—· 心の甲火とや...69・を求が m.,＋三仏●●漏 9• 9."q 9..” .. 

c""'．．攣いウ s,.コースIO細•9 .9, ．．"＂..” ’"’, . "'"9.9OO• 9 99U暉 ●●，900 • 9 99●蜘 ’`，900
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東灘

●コミコミとは rコミュニティ ・コミ ュニケーション（地域での伝え合い）」 の愛称です

東灘区地震災害対策広報
（広報こうぺ東灘区版）

e月15日号
1995年 （平成7年）

東灘区 （平成 7年 5月 1日現在）
◆人口： 178.680人 ◆世帯数： 72,170

I 発行：東灘区役所まちづくり推進課 〒658神戸市東灘区住吉東町2丁目3-tB 匹 (078)841-4131 | 
自次

2ベージ 東灘周辺の施設の状況、家屋の解体撤去、義援金

3ベージ ポランティアセンターから、ゴミのマナー、お知らせ

4ベージ 東灘保健所から、東灘診療所から、各種相談
滅本号1こ渇叡び畑は6月6日現在のもので可。

． 

一
愛
称
決
ま
る

夕ン

ロ

：

し

い

い

瀾

在

宅

福

祉

セ

ン
タ
ー
（
庄
吉
宮
IBJ3丁
自
4
)の
愛
称
な
テ
イ
ホ

セ
礼

ー
ム
可
み
よ
し
に
に
決
定
し
ま
し
だ
。

福
-

r
テ
イ
ホ
ー
台
み
よ
し
と
で
は
、
轟
下
匂
ガ
ら
、

宅

巳
箆
包
一
界
助
を
必
要
と
可
含
弱
な
あ
年

在

同
（
お
あ
む
ね
腐
以
上
）
の
万
を
対
象
に
、
入

灘

吾
晨
な
ど
の
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
予
定
で
b°

東

一

こ
利
用
に
つ
い
て
の
あ
問
い
合
わ
せ
は
、
塁
唇

宅
福
祉
セ
ン
タ
ー
（

6
8
4
2
,1
2
9
4
)へ。

． 

令
年
は
唇
ガ
ら
雨
ガ
多
い
で

b
ガ
、
そ
ろ
そ
る
喝
雨
に
入
り
、

本
格
的
な
雨
の
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
ま
究
地
震
に
よ
っ
て
六
甲

山
系
は
随
分
と
地
盤
ガ
開
ん
で

い
ま
b
の
で
、
山
崩
れ
、
地
潟

り
な
ど
の
土
砂
災
害
に
は
例
年

以
上
の
注
意
ガ
必
要
で
可。

現
在
、
国
・
只
・
市
ガ
協
力

し
て
特
に
危
険
な
箇
所
の
防
災

刃
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
ガ、

区
の
皆
椒
に
お
ガ
れ
ま
し
て

も
、
近
く
に
ガ
け
な
と
ガ
あ
る

湯
合
に
は
、

8
ご
る
ガ
ら
注
意

を
払
い
、

豪
雨
ガ
予
録
さ
れ
た

り
、
ガ
け
鴻
れ
の
前
触
れ
に
気

！

ー

く
だ
さ
り

¥
 

ら
避
難
し
て

i

讐
E

と

裔
い
だ
ら
、
だ
め
ら
わ
名

↑

な

＂
訂
じ
"
-

内

に
早
め
の
選
難
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

澤
薙
の
際
に
は
、
71

区

か

．
 

ヽ
'

し

ス
の
元
栓
を
閉
め
｀
笞
気
の
プ

な

り

累

合

の

を

お

忘

稟

な
お
、
ど
う
し
て
も
避
難
で

き
な
い
と
き
は
、

1
陪
よ
り
は

危

2
へ
、
ガ
け
と
は
反
対
詞
の

団
屋
へ
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

阪
神
高
還
道
路
3
号
神
戸

nは
今
回

の
震
災
に
よ
り
深
江
付
近
て
国
喋
b
る

な
ど
大
き
な
撮
儒
を
受
け
ま
し
た
が
、

平
成
8
年
末
の
全
区
閻
復
Iaを
目
指
し

て
現
在
エ
寄
ガ
追
め
ら
れ
て
い
ま
b°

復
IBに
際
し
て
は
元
の
形
を
基
本
と

し、

今
＠
規
只
の
地
震
に
対
し
て
も
余

硲
を
も
っ
て
耐
え
ら
れ
る
鳩
迄
と
し
安

全
な
通
路
と
す
る
、

新
型
遮
音
薩•

ノ

ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
な
と
新
技
術
の
導
入
に

よ
り
薗
環
境
や
景
観
に
配
慮
b
る、

東
潤
区
役
所
・
保
健
所
・
福
祉
蓄

所
の
代
表
電
話
(?
8
4
1
.
4
1
3

1
)は、
震
災
以
来
各
匹
あ
閻
い
合
わ
せ

ガ
殺
到
し
て
い
ま
可
の
で
、
非
常
に
つ

な
ガ
り
に
く
く
な
っ
て
お
り
ま
刃
ご

迷
惑
を
あ
ガ
け
し
ま
可
tJ、
ご
容
赦
を

な
ど
の
万
針
ガ
発
表
さ
れ
て
い
ま
可
。

ま
た
、
阪
神
高
速
神
戸
珠
の
復
IBに

あ
わ
せ
て
、
国
遍
侶
号
ガ
現
在
の
片
鹿

4
翠
線
ガ
ら
顛
双
3
車
線
化
さ
れ
る
こ

と
こ
な
り
ま
し
た
。

3
至
鰈
化
に
よ
り

生
み
出
さ
れ
る
ス
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
緑
化
さ
れ
ま
可
。

ぁ
問
い
合
わ
せ
は
阪
神
忘
速
遁
路
公

団
神
戸
線
復
旧
建
設
郎
で
（紐）
9
8
0

ー
、
建
設
省
兵
虞
菌
遍
工
事
B
務
所
t
1

（孜）
1
6
0
0へ。

お
願
い
い
だ
し
ま
可
。

な
お
、
区
役
所
の
事
務
取
り
扱
い
は

平
巳
の
午
印
8
時
あ
分
ガ
ら
午
後
5
時

15分
ま
で
で
可
（
正
午
ガ
ら
午
後
1
時

ま
で
は
一
団
の
事
秘
以
外
は
昼
休
み
）
．

土
・
日
・
祝
日
は休
み
で
t
:
,
,

•

昆雷神戸竺置43雫の復旧

名 籍 所在鑢 ＇て

窃i影北 I」I字佼 日慮辿手1丁目

四影 小 学校 園影石EIIJ3丁目

回影中字校 御影中ll!J5T自

国影工繋高等字校 御影中町3丁目

御影石等学校 証影石l!!J4丁目

頌朱短期大字 御影山手1丁目

回影公会堂 御影石1!!J4丁目

庄き小学校 庄 東4丁目

友生 翌震 字校 住吉東町4丁目

更 灘 文化会諮 住さ1s5!J2丁目

呉田会聞峯 住吉閉町4丁自

潟ガ森小学校 潟森台 1丁目

赤琢山高等字校 庄舌山手7T自

神大円畠住舌1J1学校 庄吉山手5丁目

碑大付属任き0学校 碑山手5丁目

圧吉中字校 庄山手1丁目

甲南 lj¥字校 庄~1T自

魚 崎 小 字 校 魚 llll4丁目

潤中・高等字佼 魚 jtll!J8丁目

魚崎中学校 魚南町1丁目

水遍・ 携水設鑽の新設、増設、

改迄、鑑遷は公麗集雹でなけ

ればできません。エ剛 さ、も― しーニこーニ号
＂、 よりの公圏集害1こ申し込みま

しよう。

． ． ．． ー ・一・ュ ・・． ... • -- ....—• ． 

名 称 ， 所在瓜

一 年にm
本山莞二小学校西岡本 1丁自

甲四大字1岡本 8丁 目
寧 獄 班 宅，m印岡本 6丁 巨

本 山 南 中 学 校 田 中l!!J4項

本山第一小学校 1本山四3丁目

禅戸嘘科大学本山1頃］4丁目

甲扇女子の・呂号字投森北1QJ5丁目

本山第三小字校本山中町1了目

福池 Jヽヽ 字 佼 本 山 網l!!J4丁自

本山南小字校四且躙り8丁目

束 潤 高芍字校深江浜 l!!J

更 濠 JヽI学校深江北町2丁自

神戸臨船大学『illi!lUI)5丁目

砕戸底珀大学日11景 本U且笞ll!J1-:f自

本庄 I」ヽ字佼1胄 不 4丁 目

本圧中字校霞不 4丁 目

向洋 1Jヽ 字校1函釦6丁目

向洋中 学校向洋q:,2丁巨l
（豪印ば如 a緊急遍饂所）

”羽函 1ラの r広磁こう勺四繹（東頭区）J は防火内鑽-c,,-.区内の危峡纏所匹
図も匹とていますのていピてご贄ください〉

第1期 分 日 民 健 攀 保 険 料 は

6月 30日儘）までに
お納めください。
0座搬督ご利用の方は、27日図が搬誓曰です。

屎険料l.t、過常、所得割額・祖保険09)均専割額・也轡9)平専割額の3つの喪素力ら酎
算されますガ、今月、 納入過知●てあ知らせしている保険臼年額1.t、市順民説額の決

定ガ阪神・淡路大震災に紐う説の濃定甲巴期限の延長専の特明措●により還れている
ため、とウあえマ波只険壱9)〇等割額と也帽9J平疇曹J額のみで計算してい::i:v.
そして、8月（市票民説額の決定後）に、所得罰額を計算し、 保険紐の置定年額を改め

てこ過刃します。（なお、う月の過知と磁 蔓料額ガ変わらない繍 ．い●●●99.....
合はjij度の通刃はありません）。 qiり…e亘
お疇い合わせは、各区役所園民鑢震保険係または支所襴利偶まで 神 戸 市

資
料
・
区
民
広
報
紙

ん
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◆
東
漏
区
の
進
捗
状
況
(
6閂
1
日
現
在
）

市
に
よ
る
固
喋
家
屋
の
解
体
撤
去
は
、
区
役
所
の
窓
口
に
ご
相
談

S
生
。

、,
0

し
震
災
に
よ
り
現
矢
し
た
家
屋
の
諏
云
も
市
で
円
い
ま
b
。
原
則
と
し
て
自

治
会
、
商
店
街
な
ど
の
一
定
の
区
威
ご
と
に
7
用
3
1
Bま
で
に
あ
甲
し
込
み

く
だ
さ
い
。

面
相
談

・
申
し
込
み
先
）

榮
灘
区
役
所
家
屋
解
体
班
〈
区
役
所
前
プ
レ
ハ
プ
2
陪
〉

6
(
g
)
1
2
8
6
 

ー
家
麗
の
籐
体
撤
去

いろいろな施設は'?―〗
コ
ミ
コ
ミ
ガ
イ
ド
で
あ
な
じ
み
の
東
潤
問

辺
の
各
施
設
へ
現
状
や
再
開
の
メ
ド
、
皆
さ

ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
同
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま
可
ガ
、

一
急
つ
い
て
：
・

◆
東
灘
区
民
セ
ン
タ
ー
こ
つ
は
ら
ホ
ー
ル

閉
鎖
中
。
再
開
時
期
は
未
定
で
b
.

●
コ
ー
プ
こ
う
ぺ
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー

6
月
1
日
ガ
ら
講
座
を
開
謁
い
ろ
ん
な
溝

座
に
参
加
し
て
心
豊
ガ
な
生
活
を
取
り
戻
し

て
く
だ
さ
い

◆
灘
図
書
館

4
閂
普
に
再
開
。

6
月
な
ら
お
は
な
し
会

（岳
遇
巳
耀
日
11る

0
0
111る

30)、
児
童
書

、

の
展
示
も
再
開
し
て
い
ま

P
。
な
お
、
こ
の

震
災
で
図
嘗
詑
の
本
を
返
せ
な
く
な
っ
た
万

は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
神
戸
カ
メ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
L
]

4
月
1
巳
か
ら
エ
・
日
の
み
開
諮
。
企
画
展

r
中
小
メ
ー
カ
ー
の
乱
立
」
・
妹
尾
太
郎
写
頁

展
を
開
崖
中
(
6月
30日
ま
で
）
。

7
月
ガ
ら

の
従
来
迅
り
の
開
館
に
向
げ
て
準
燭
中
で
b
.
 

• 
i人

含

松
庵
（
谷
崎
潤

一
郎
18邸）

4
月
習
に
再
開
。
以
前
の
ま
ま
で
b
。
気

軽
に
翌
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

•
•

い
●

●
小
磯
記
念
美
術
館

内
郎
補
修
工
事
ガ
必
要
な
た
め
閉
鎖
中
。
再

開
時
期
未
定
。
収
霰
田
は
無
事
で
し
た
。
こ

安
心
を

.;̀’ 

●
香
雷
美
術
館

•— 

愚

で

蒻

々

余

弓

夕
起
こ
り
ま
す
。

恵

火
後
は
区
ご
と
の
震
男

発

表

に
な
っ
て
い
ま
す
ガ
、
け
っ
こ
う
揺
れ
を
感
じ
た
の
に
、
テ
レ
ビ
の
地
震
速

報
で
の
発
表
ガ
自
分
の
感
じ
と
遠
う
な
と
思
っ
こ
と
も
あ
り
ま
可
。

そ
こ
で
、
神
戸
酒
洋
気
象
怠
却
栓
諜
に
尋
ね
て
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
同
じ

榮
灘
区
内
で
も
場
所
に
よ
っ
て
遅
盤
な
と
の
地
質
ガ
異
な
る
と
揺
れ
に
差
ガ

生
じ
た
り
、
揺
れ
の
感
じ
万
に
は
総
人
差
ガ
あ
る
だ
め
、
感
じ
た
瑶
れ
と
発

表
さ
れ
疋
震
度
に
達
い
ガ
出
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
可
。

ち
な
み
に
、
英
茄
区
内
の
震
度
計
は
魚
崎
北
町
5
丁
目
に
設
謳
さ
れ
て
い

東
灘
の
震
度
計
は
つ
・

恒
の
秋
の
展
示

(
9閂
）
カ

-99°

奮

＆

♦
世
良
美
術
館

3
月
1
日
に
再
開
。
所
蔵
品
分
ラ
ス
絵
な

と
）

を
展
示
中
。
庭
先
に
は
い
ろ
い
る
な
豆

花
ガ
咲
い
て
い
ま
す
。
散
歩
ガ
て
ら
お
寄
り

＜
さ
い
。

♦
白
鵡
美
術
館

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
ガ
落
下
し
、
寄
木
迄
り
の
床

に
穴
を
あ
け
る
な
ど
建
物
は
ガ
な
り
の
被
害

ガ
あ
り
ま
し
だ
ガ
所
麟
品
は
無
寧
。
再
開
時

期
は
未
定
で
b
ガ
、
再
開
に
向
け
て
困
iBに

努
力
し
て
い
ま
b°

♦
繋
立
近
代
美
術
誼

被
害
の
少
な
ガ
つ
だ
榮
館
と
西
詔
を
8
月
も

巳
ガ
ら
開
館
。
全
館
声
扁
は
秋
に
な
る
予
定
。

喜
は
開
諮
あ
同
年
で
可
の
で
、

そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
展
覧
会
を
開
鮨
し
ま
b
°

♦
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館

7
月

g
Dに
再
開
予
定
。
展
示
内
容
は
来
閂

全
で
お
知
ら
せ
し
ま
b°

♦
芦
屋
市
谷
崎
潤
一郎
記
念
館

選
難
所
対
策
の
だ
め
閉
詑
中
。

7
月
お
巳
ガ

ら
再
開
予
定
。
収
蔵
資
料
の
被
害
は
な
し
。

展
示
内
容
は
来
月
号
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
福
寿
酒
心
館

全

。

再

開
時
期
は
未
定
。
以
前
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
も
で
き
る
だ
口
早
く
日
的
し
だ
い
。

含

m酒
磁
資
料
館

半
環
。
再
開
時
期
は
未
定
。
改
修
の
後
再
開

し
ま
可。

♦
菊
正
宗
酒
造
記
念
館
・
参
考
室

記
念
館
は
全
。
参
塁
ぽ
熙
畏
で
し
た
ガ

閉
習
。
声
“
四
油
繭
ば
H
不
定
。
記
念
諮
も
再
建

の
予
定
で
す
ガ
詳
細
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

♦
深
江
生
活
文
化資
料
館

閉
館
中
。
再
開
時
期
は
未
定
。

◆
新
神
戸
大
プ
ー
ル

補
修
に
1
年
か
ガ
る
予
定
な
の
で
、
全
午
の

夏
は
営
業
で
き
ま
せ
ん
。

◆
ハ
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
テ
ニ
ス
ス
つ
エ
ア

コ
ー
ト
に
亀
裂
ガ
入
っ
て
お
り
閉
鎖
中
。

1

年
く
ら
い
は
再
開
で
き
ま
せ
ん
。

◆
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
マ
リ
ン
バ
ー
ク

崩
れ
て
波
打
ち
際
に
な
っ
て
い
ま
可
。
改
修

は
港
湮
施
設
の
後
に
な
り
時
期
は
未
定
。

♦
ア
オ
イ
ア

復
18時
期
は
未
定
。
今
夏
は
プ
ー
ル
の
営
業

は
で
き
ま
せ
ん
。

•••
••••••••••
•••••• 

,
 

◎
次
の
施
設
は
避
難
所
と
し
て
但
坦
｝
。

◆
秦
潤
体
青
館

●
震
立
健
康
セ
ン
タ
ー

◎
次
の
儀
は
仮
設
匡
云
庶
安
J

し
て
饂
坦
｝
。

◆
本
庄
中
央
公
園
野
球
湯
●
魚
綺
浜
野
球
場

●
瀬
戸
公
園
野
球
場

●
深
江
浜
野
球
場

◆
東
部
三
工
区
野
球
場

●
庄
吉
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

●
川
井
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

♦
瀬
戸
公
園
―
プ
ニ
ス
コ
ー
ト
●
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
バ
タ
ー
ガ
ー
テ
ン

◎
次
の
施
設
は
資
材
霞
き
場
と
し
て
使
用

cpo

●
魚
崎
浜
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

． ー・·-• 

．
 

要
磯
讀
家
庭
へ
の
激
励
金
、

重
憾
者
へ
の
鬱
頃
金
・
市
曝
見
舞

金
の
交
付
甲
謂
は
5
月
氾
曰
ガ
ら
郵
送
に
よ
り
受
け
団
け
を
開
始

し
、
6
月

9
日
ま
で
で
原
則
と
し
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ

し
、
こ
の
期
間
内
に
や
む
を
符
す
申
請
で
き
な
ガ
つ
だ
万
に
つ
き

ま
し
て
は
、
当
分
の
間
、
引
き
続
塁
郵
送
で
甲
請
を
受
け
付
け
ま

可
の
で
、
歪
早
め
に
あ
甲
し
込
み
く
だ
さ
い
。
甲
請
用
紙
は
東
灘

区
役
所

・
福
祉
事
務
所
で
配
市
し
て
い
ま
す
。

先
月
号
で
も
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
ガ
、
庄
宅
関
係
の
義
援
金

（
持
ち
家
修
繕
助
成
、

貫
貸
住
宅
家
貫
等
助
成
）
に
つ
い
て
は
配

分
の
万
針
ガ
決
定
し
て
い
る
だ
け
で
、
交
付
は
ま
だ
始
ま
っ
て
ろ

り
ま
せ
ん
。
手
続
き
な
ど
の
詳
細
ガ
決
ま
り
次
第
、
広
殴
い
た
し

ま
b
の
で
歪
翌
ラ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

P°

な
あ
、
教
育
関
係
の
義
凌
金
（被
災
児
璽
・
生
徒
教
育
助
成
金
、被

災
児
重
特
別
教
青
資
金
）
の
交
団
に
つ
い
て
も
詳
細
は
未
定
で
巧

佳
宅
唇
諏
の
疇
麺
金

の
交
付
は
ま
だ
控
H

っ
て
い
ま
せ
ん 雪9:覺 Ill g111セン9- 0(078)851-07111¥l 
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引越のこ用命は
信用を大切にする日過へ•••

I— 
汀 雫蝸璽鞠軍,1主伍奢養慮講塵＂ 平成7年8月18日(ff)-9月29日曲ロコ
祓日 碑 閾／18:00-21:00(原則・月水暉 ） 圏申込先／匹 i●稟m遥鑑定 E協会

醤目 釜 受 講 料／50虹四（テキ定t碑」途） 〒650神戸市中央区1i1i/.l通4丁目2壽85
ヽー一 面 会 ●／神戸市蘊稟痘費センター会●室 田●ビル1渾 G室

神戸／＼ーバーランド TEL078(232)4511 
云ご ltJ申込受付／6月1取 り
庫は

FAX 078(232)1773 

胃g．主鮨苓 ・四廷暉粛症 勤匿id攀＇定士`襄恥奎

g薗
な Ill 共饂滋 穂戻胆経賓薗砂噌途婁撼奪足ンタ・:!-

誕媛/j両兵疇漬奎油直準諏 ．弓．I霙藁至t＿ 

一（ゲストスベースを全面改装いたしましだ）三 匹l＼ガキに呻・氏名・年令・勤務先・
万法

亀紀番号をご記入のうえ
〒650神戸市中央区波止揚町6-1

神戸タワーサイドホテル P係工て
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ゴ
ミ
出
し
の

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

ポランティアセンターから
資
料
・
区
民
広
報
紙

倍
件
辺
．
8
0
1
6件

↓
自
衛
隊
に
よ
り
知
理
済
み

；
1
5
0件

↓
市
に
よ
り
発
注
斎
み

い
2
、
1
3？
件

↓
=
＝
者
契
約
・
ニ
者
契
約
に
よ
り
発
注
斎
み
；

5
、
2
5
1件

口
◆
ハ
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
仮
設
住
宅
で

友
愛
訪
問
活
動
を
始
め
ま
す

5
閂
囚
日
に
向
洋
地
翠
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

更
灘
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
い

だ
疋
い
た
地
互
屋
の
万
を

g心
に
活
動
の

打
ち
合
わ
せ
会
を
開
催
し
ま
し
だ
。

主
婦
｀

学
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
民
生
委
員
な
ど
60

名
以
上
の
万
ガ
出
席
さ
れ
、
日
常
生
活
の

g

で
で
き
る
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
安
否
確
認
や
記
し
相

手
と
い
っ
た
活
動
を
始
め
る
こ
と
ガ
決
ま
り

ま
し
た
。
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
庄
ま
い
で

嘉
を
希
望
さ
れ
る
万
は
榮
潤
区
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

C
(841)6941へ。
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震 地ま

屑9究
ガ あ 震
設る度
纏 と g
さ直プ
れち 1
て［ こタ
い発 Iさ

を塁周
のれ＠
こて線
といで
でま大
す可阪
．．笞

現区
在気
魯ヽ

腐に
で送
はら
8 れ
ガて
所あ
1こり

I 

1•一一—

◆
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か
ら

◎
介
讀

1
1
0壽
シ
ル
バ
ー
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

↓

C
(lal)6008fF（
あ
く
つ
）

月
譴

・
木
蹴
の
午
前
旧
時

1
午
後

4
時、

自
宅
で
お
年
寄
り
の
お
也
話

を
さ
れ
て
い
る
万
の
悩
み
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
克

病
院
や
施
設
、
公

的
サ
ー
ピ
ス
の
情
報
も
た
く
さ
ん
ぁ

り
ま
b
.

◎
ろ
う
襦
会

↓

C
(411)0938乏
綺

痴
呆
性
老
人
と
家
族
を
援
助
可
る

グ
ル
ー
プ
で
b
。
お
年
寄
り
の
話
し

相
手
や
お
年
寄
り
と
一
緒
に
留
守
番

を
し
て
く
だ
さ
る
万
、
痴
呆
症
な
と

に
つ
い
て
字
ん
で
み
た
い
万
の
入
会

を
あ
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
地
域
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

↓

6
（氾）

4
0
2
9

仮
殷
住
宅
に
ふ
れ
あ
い
の
湯
を
と

r
茶
話

ゃ
カ
テ
ン
ト
」
と
名
付
け
だ
移
動
集
会
所
を

設
け
、
区
内
の
仮
設
住
宅
4
カ
所
を
巡
＠
し

て
い
ま
b°
見
知
ら
ぬ
万
ど
う
し
ガ
あ
茶
で

も
飲
み
な
ガ
ら
ご
近
所
勺
き
合
い
を
始
め
ら

れ
る
き
っ
力
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
開
催
Q
之
注
g
6閂
1
9
B（
深
江
浜
）
、

酋
（
庄
吉
公
園
）、

30日
（
瀬
戸
公
閲
）、
7

月

4
日
（
本
庄
中
央
公
園
）、

12日
（
住
吉
公

園
）
と
な
っ
て
い
ま
b
。
あ
わ
せ
て
行
う
庭
し

切
、
ミ
ニ
教
室
な
ど
の
共
箱
も
受
け
勺
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
お
年
寄
り
な
ど
の
外
出
を

援
助
b
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
酎
画
し
て
お
り
、

由
を
運
転
し
て
く
だ
さ
る
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
可
。

◎
憫
報
セ
ン
タ
ー

↓

a
(811)2542 

引
っ
越
し
お
王
伝
い
、
砂
利
ま
き
な
ど
同

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ワ
ル
ー
プ
で
b
。
ス

タ
ッ
フ
と
な
る
区
内
在
庄
・
在
学
の
大
学

生
・
大
学
院
生
を
募
凜
し
て
い
ま
1o-・

震
災
ガ
ら
約
5
ガ
月
ガ
過
ぎ
ま
し
た。

震
の
す
く
後
は
家
の
中
も
街
も
コ
ミ

や
ガ
レ
キ
だ
ら
け
で
、
な
ガ
な
ガ
コ
ミ

出
し
の
マ
ナ
ー
と
こ
ろ
で
は
な
ガ
っ
た

と
思
い
ま
b
ガ
、
合
で
は
街
も
屯
回
に

向
け
て
勤
き
出
し
て
い
ま
可
。
清
潔
で

美
し
い
街
を
早
く
取
り
戻
可
た
め
に
も
、

震
莉
の
と
お
ウ
ゴ
ミ
出
し
の
湯
所
、

i― 
時
閻
、
区
分
な
ど
の
ル
ー
ル

・
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
b
よ
う
お
願
い

し
ま
可
。

な
あ
空
缶
は
現
在
分
別
収
案
ガ
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
保
営
し
て
い
た
だ
＜
ガ
、

荒
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

魯

境

忌
東
灘
写
業
所

6
(841)0
1
6
1
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r茶話やかテント』 の風景
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神戸市道路公社
TEL(078)302・4671 
«-199←•公●訊ポー9アく9ン9ピし99

2
)
•
9
t

は
'
.
n
g
i
g

月
召
き
．

0
3
-1
a

g
耳

9

覆
0

「P
S
$

君
証
が
変
わ
り
ま
す

▼
現
在
の
受
結
者
証
は
7
月
1
巴
ガ
ら
思
ス
な
く
な
り
ま
可
。
新

し
い
受
お
者
証
は
6
月
末
ご
ろ
送
付
し
ま
す
＠
区
役
所
福
利
課

6
(841)4131 

介
護
研
修
入
門
コ
ー
ス

▼
福
祉
機
器
の
墨
墨
的
知
謹
の
習
得
｀
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
介
護
実
習

▼
1
月
匂
日
悩

9
る

30116
ふ
3

▼
し
あ
わ
せ
の
村
た
ん
ぼ

ぼ
の
家

▼
5
0立
田

了
申
し
込
み
は
は
ガ
き
で

r1H
s，
竹
北

区
し
あ
わ
せ
の
村
内
た
ん
ぼ
ぼ
の
家
介
讀
研
修
係
」
へ。

6
月

20

日
ガ
ら
先
糖

20人

R
n
(713)8000

r
人
襦
を
考
え
る
市
民
の
声
』
募
集

▼
阪
神
大
震
災
に
よ
る
被
害

・
避
難
生
活
や
救
護

・
漿
費
活
勤
を

通
じ
て
経
験
し
た
人
間
の

eの
尊
緻
性
、
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
と

つ
な
が
り
、

喜
び
や
悲
し
み
を
中
心
に
人
権
尊
田
の
重
要
性
を
市

民
に
訴
え
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
意
見
や
提
言
を
4
0
0字
詰
め

原
潟
用
紙
に
3
ー
4
校
程
度
で
（
ぽ
所
、
氏
名
、
年
齢
、
霞
話
番
号

を
明
記
）

▼
応
勇
は
「
〒
邸
中
央
区
l
J
J納
町
6
,5
,1
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
」
へ
。

7
閂
14日
固
の
消
印
ま
で
有
効

▼
応
募

者
全
員
に
賞
あ
り

R
6
(322)5795

市
民
柔
遍
教
室

▼
中
笥
以
上
の
人

▼
6
月
”
日
ー
8
月
お
日
の
主
に
土
躍
の

17
{OOカ
ら
中
央
体
再
蕗
で
9
◎

て
3
0
0
0円

▼
甲
し
込

み
は
6
月
17日
3
に
会
費
を
添
え
て
直
接
同
体
潟
鑢
へ
＠
教
育

委
菱
会
体
臼
保
健
課
6
（初）
5
7
9
b

情
緒
藤
害
通
級
指
導
教
室

▼
情
緒
面
に
不
適
応
を
起
こ
し
て
い
る
3
寂
以
上
の
坦
児

・
小
・

中
学
生
ガ
対
象

▼
東
斑
・

灘
区
の
教
室
は
本
山
南
小
学
校
内

▼
甲
し
込
み
は
霞
話
で
教
室
n
(451)0073へ
＠
教
室
ガ
教

百
委
貝
会
指
導
第
2
課

6
(322)5788

五罰笞伍逼7月上旬25戸分譲．I
～団地漑要～

●所在地／神戸市北区鹿の子台南町4丁目

●渭 返一戸逹2F（ツーパイフォーエ法）

●戸 致／25戸

●閻取／4LOK-5LDK十ミニK

●延床面積／116.41ポ～138.03n1

ふ=ぢぶ，式面穂巳屯焦翌紐，岨企苔

●敷地面積／約200n1～約276n1

●霞多販売lilli額帯／5.000万円台5戸

●駐車場／各戸2台
●交通（神戸電鉄r道場南口J駅より徒歩約15分

●入 居バ円成7年10月下旬

ミミ ニ ヌ 99a--J

お問い合わせ" 宮菓樟ff(078)332-0843
（定停日 m言土•B疇·l<Bl

．古

→畔•屯•-

デL 
；慮、天良ほ0

分m加字 ft(078)333-0015

f

J

協
力
に
よ
り
｀
区
内
の
豆
息
煕
し
て
い
た
だ

一

＿

い
て
お
り
ま
す
匡
嘉
数
に
は
隈
り
が
あ
り
ま
す
）
。

“ 

13391 



東灘診憲所から ー）
榮診療所は6月1日ガら診療科自と受咄用間を→田変更していま可。

言
♦7月の保健所行事予定

C印 の 診I;/.:午前と午後、 △印 の診療I;/.:干前のみ

※受in!荊国は、午前は9時～11時め分、午後は 1

時 4時で可。

濠土｛ヨ・祝日の診療は5閂末で終了しました。

［問い合わせ先］

中央市民病院付属栗澱診顎所 ff(411)7012 

＜魚閃中町4丁目魚綺小学校南正門前） • 
0
法
律
相
駁

火

躙

・

木

匹

午

後
1
時
1
午
後
4
時

0
土
地

・
璽
物
（登
記
）
相
談

水
躍

午

後

1
時
i
午
後
4
時

◎
年
金
相
談

第
1
•

第
3

木
編
午
後
1

時
i

午
後
4

時

◎
消
費
生
活
相
談

月

曜

盗
蹴

午
前
田
時
1
午
後
4
時

棗
相
談
場
所
は
区
庁
舎
2
階
で
す
。

豪
正
午
ー
午
後
1
時
は
昼
休
み
で
す
。

※
法
偉
相
談
の
受
け
付
け
は
正
午
ガ
ら
、
完

糎
お
人
ま
で
で
す
。

嶽
金
臨
に
実
施
し
て
い
だ
社
会
保
険
・
年
金

相
談
と
税
務
相
談
は
6
月
で
終
了
し
ま
可
。

h
9
 

7
月
の
東
遍
区
役
所
で
の

各
種
相
駿
（
無
料
）

0
住
宅

・
ま
ち
づ
く
り
一
般
・
融
資

月
躍
＼
土
躍
午
前
印
時
1
午
後
5
時

◎
融
賣
（
庄
宅
金
融
公
暉
）

月

曜

午

前

時

1
午
後
5
時

〇
税
金
（
税
湮
士
）

水
嘔
•
土
麿
午
後

1

時
1

干
後
4

時

◎
法
渾
（
弁
塵
士
）

月
曜
・
木
鼈

干
後
1
時
1
午
後

4
時

0
家
鷹
技
術
（
竃
稟
土
）

月

躍

白

午

後

1
時
1
午
後
4
時

峯
相
談
所
は
区
役
所
の

W
側

(
8這
？
号
課

の
北
琵
の
仮
殷
建
物
）
で
b
°

峯
正
午
1
午
後
1
時
は
昼
休
み
で
す
。

濠
法
律
相
談
は
予
約
ガ
必
要
で
b°

↓

6（郎）
8
6
5
0

浅
庄
宅
金
組
公
四
の
相
談
は
6
月
で
終
了
し

ま
可
。

鵞
ご
と
相
談
所
で
は
民
生
・
児
童
委
墨

が
相
談
貝
と
な
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
日
常
生

活
上
の
こ
相
談
に
の
り
、
助
琶
．
援
助
を
行

っ
て
い
ま
b°
秘
密
は
必
b
守
り
ま
b
。
お

気
軽
に
ご
相
談
を
。

峯
巳
時
はE
月
第1
•

第
3

火
曜
干
後
1

時

分

1
午
後
3
時
め
分

棗
場
所
は
東
灘
区
役
所
分
室
1
階
（
消
防
署

の
南
側
）

斎
あ
問
い
合
わ
せ
は
東
漬
区
対
釜
環
柾
協
騒

会

n（糾）
4
1
3
1内
鰈
狼
へ
。

7
月
の
巡
回
年
金
相
談
（
無
料
）

棗
巳
時
は

6
月

23日
固

午

後

1
時

30分

1
午
後
4
時

※
湯
所
は

n
ー
マ

J

う
ぺ
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
巴

神戸市広鍼印刷切登録 平成7年度聾21号一3（広嶽EO鋤切規格A-1隕）l. 

東
漏
総
合
住
宅
相
藪
所
で
の

各
種
相
懇
熊
料
）

心
配
F
J

と
相
歎
所
（
無
料
）

東灘保健所から
-- --

醤 fj 事~名 実施E] 翌 置li 里g乳幻9兎3纏• 6•• 9諺カ薫月9畔iP”‘•ユ棠夷菫渾鰤9 9 4日 188以1 13 : 15-14 : 30 

1繊 6カ月児饂康診 i!i: ．乎平成紐S缶191且月笙生引まnn.i,125.1部日r/()
13: 30-14: 30 

3（平織成年児4月18健~5月康15B診生工れ董） 218饂

妊婦健攣診董 4E 9.炉 1:00 
ツペルつリン 反応捜嚢 3函・17日旧 占紺箔認ふツ 反如"'・ B C G 5日切・19日
汲 •讚~ 予防擾● 27E印 13. 30--14:珀

成國人科 ・・ 老蔓不人鍵霞'康"'相診紐 （保撻 ・栄霙・ ｛鰤瀾4雰細J鮮堵・1蒙8はEmヽ 晒）
9: 30-11: 00 

名檀血液横董i用男門U霜店霊• 憂璽慶冥診断し•てのあ発り行雰はせん．

胃費用500Pl襖 (65鯛以J:診は（予罵約料問）） 田愚人鵬8 9：炉1:00 

般讀碑保霞相 llll I!!週水•金巴 9:炉 1：、00
1111 霙老人家族敦 室 5日 14: 00-16: 00 
綱えなくなった犬・猫の弓lさ取り 田週月 ・ 木 日 9: (JC曰 1:00 

≪5編 a
濠駐豆場ガありませんので由での来所はご遠慮ください。
鍼かわ 転入さn．乳幻売の予防阪襴ガ云んでいない万は、神戸mの予防擾讀労 （ポ’Jス・三暢遷S・
麻しん）包如しまづ• 田刃m手を用つてお関しくださし、

夏ツベルクリン回斑瑾•閲定、 BCG<!洟蕊細は rm環乎霙字会 （；；；鯰口6-5-2 )4 てヮ．
翌ぷ雰9ばおりぬせ1v1l)でご涵ください（こ立心ml壌はあり客m/v(/)て．祖翠で磁湯

峯令◎の応 で波災された万ば、●如の賣用ガ累料になり雰マ．肛釦ぁ甲し込みの船こび翫ヽ合のビ
くださしし

1丁目2)

と—

釦
（検董内容） レントゲン検査、尿 •Jil1圧 • (1jJ液楼百 （肝機能・コレステロール

喝）、絹康相談など。

◆ 平成 フ年 度狂 犬病 予防 注射 日程

飼い犬ガ生後3ガ用になっだら必可登録と田年1回の狂犬病予防注約を。

登録料3•OOOPl、注 I夷詭B
射済蒙料53:J円江
射料2.5四、合計
6.1CIPJ1Jlil(I要て’.,,....t紀以外に最
寄りの動靱病況で
も注約を受けられ
界可。なあ、神戸
市9淀 獣医
所では登録も函
に行なっていま.,,..

葦平成7年度より
蒙lい犬の翌鉛は生
涅に110となりま
したガ、四況6年
咋籟酒の犬も甲
成7年度の登録ガ
必要です。
容た狂犬9汚祁万注
射la:!ll年受けてく
ださしし

---：） 
［問い合わせ先l束滋保健mn84H131

室

字 Ill(Iii影中呵4丁目） 13：炉 3:40 

6月268
赤 Jli}圃 （住吉山手5T自） 14：00-14: 30 
畏子頌 （岡本 8T自） 14: 50-15: 20 

⑲ 
中 1t頌（本ヰ咽12丁目） 13 : 20-14 : 00 
蜘頌 （深江閾町3T目） 14 : 20-15 : 00 
内洪公● （胃 3丁目） 13：⑳～13: 40 

6月278
魚嶋八暢呻社（魚霞閉町3丁目） 14 : 00-14 : 30 
霞 （仕古閉B!J1丁自） 14：印～15:20 

図
潤罰＝角公● （潤森台3丁目） 13: 20-14 : 00 
弓弦羽神社間（鶴影町鄭家） 14：⑳～15: 10 
野 （西岡本3項） 14: 00-14 : 30 

6月28B 東量文化鑓m]（住吉印 U2丁目） 14:50-15:20 
依 閏影山手公（躙影山手3了目） 13: 20-14 : 00 

石屋II公園 (Ill影琢四2丁目） 14: 20-15: 00 
庄さ台北公鬱 （庄吉台） 13: 20-13: 40 
森北公鬱 （森北町4丁目） 14: 00-14: 40 

6月29日 北冑木頌 （北冑不3丁目） 15:()()-15:40 
困 111井公園 aM81tllll2丁目） 13：炉 4:10 

六アイランド公鬱 （向却切中5丁自 ・ 14:40---15: 00 
小磯記念霙術餡西網）

一● ． 
ー ファクスで量葦の災害対賣情帽が、<—
‘’全直どこからでも24疇閾取り出せますヽ~

●咋，ぽ•ンヽ：蚤I19.I・とi•I•一
来 FAXの受話綽をとっておかけください

＂E..こうべJと「こうぺ艶■火覆n'"rr...（専30m1:1Jl)旧
B..，， 侵9●a•9 霧a.aだの8斬鴫）1こ折9込んで紀石し蒙マ．豪たASn所や
mの 漕慶““とにe●いてい喜..
次号の食乃11,0:..こうぺ”,7閂1e，と●火冒"●圧“”6'1208の予ZでT,

1月15日釈Dコミコミクイズの正鯛は
如四後の心にもかがわらマ｀150辺もの 95
ご応鴫ガぁ匹した（うち匹1.1:98場でし 圃

⑤ 盆芦苔臨菜悶只雰竺 で
ドをお送ウ心し巴しこ．（匹呻）K .. 

人

鰭

5
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胄
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ン
8
m
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竺

↓43 
テ
）

-用-

7

り
）

8

●

採

も
を
名
7
・

゜

門
月

せ
ハ
（

約
EL

専

匂

紐
竺
i
檜

T
で

内

．．
 

誌

＂

正

電

の

蠣

は
名

g
―~こ

整

〗
ぉ
〒

eこ＜みんa心ん•こ＜みんmeん•こくみしn心ん•こくみんがか・こくんん•こくみん2んか•こくゐん心匂屯

と

§年金を受けているみなさまへ い II. I 
＾ 

／ 

i言藍言尋量真：］
！芯認農塁芯＇姦し門 0差しとめされるこ叩｛ 且 興 t

§国民年金についてのお問い合わせは区役所国民年金係 ヒ七ゴ玉 み
！ 
8 

（支所・出彊所）へとうぞ。 てr神戸市 んt ,_,., __.,., •---o -• • • •- t 
•こくみ＾“払J..^‘•こくゐんnAそに•こくゐ＾“”しe「九•こくみ＾“ソvoん•こくみんn^9N•こくみん瓜てた••こくみ＾Aユ・

ヽ

自営集なとの皆様へ

国民年金基金
加入のおすすめ

》s心‘)
5ざ'/

•国民年金第 1 号被保陰者で保険料訥

付の方（震業者年金加入者、（王恵IJll
入名は除きます。）

●自分に合った年金ブランがたてられ

ます。掛金lit.lJ!I入時の潟年齢で決ま

ります。

●納付は口座引き落としです。

三田良心の卵険料は．
ロ民紐金と同じ

く、便が」な口唖飯9で•塁
• お問い合わせ1:

兵庫県国民年金基金
TEL.Dll-Zl1-Z5l5 

1340 I 



東漢

●コ ミコミとは rコミュニティ・コ ミュニケーシ璽ン（鳩械での伝え合い）J の愛輸です

東灘区地●災書対策広輻
（広輯こうぺ東灘 区版）

7月15日雫
1995年 （平成7年）

東灘区 （平成7年 6月 1日現在）
◆人口： 177,431人 ◆世帯数：71.725

I 発行：東灘区役所まちづくり推進課 〒658神戸市東灘区住吉東町2丁目3-28 合 (078)841-4131 | 

自次

巳ページ 区内の仮設、災害復霙住宅、 復興住宅メッセ、トイレ等の修理、精霊送り

3ページ 開館中の施設、ポランティアセンターから、仮設住宅で健診、各種お知らせ

4ページ 東灘保健所から、参議院議員選挙(7月23日）、 空き缶分別収集、 一斉法律相談

濠本号に掲戴の情瑕は7月4日現在のものです。

ド
か
オ
—
フ
ジ
/

5
ノ

l

つ
・

ーィァ甲六苑の同協

◆
六
甲
ラ
イ
ナ
ー

島
内
で
は
既
に
5
自

128
ガ
ら
運
行

丙
開
し
て
い
ま
b
t
J、
魚
崎
駅
ー
六
甲

ァ
イ
ラ
ン
ド
北
口
駅
間
も
7
月
末
に
開

過
可
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
代

替
バ
ス
の
運
行
区
間
は

魚
崎
駅
ー
住
吉
駅
間
に特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
協
同
の

翌
ハ
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
」（
向
洋
町
中
3

丁
目
）
ガ
8
月
上
匂
オ
ー
プ
ン
し
ま

b
。
あ
お
む
ね
65這
E
以
上
で
、
身
体

に
障
害
ガ
あ
る
た
め
常
時
介
讀
を
必

要
と
b
る
お
年
寄
り
に
入
居
し
て
い

た
だ
き
ま
b
。
次
の
サ
ー
ビ
ス
も
行

い
ま
可
。

0
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

J
の
あ
む
ね
あ

載
以
上
の
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
ぁ

年
ガ
あ
ら
れ
る
ご
家
庭
で
、
お

薗
で
き
な
い
時
に

＿
時
的
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い。

0
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
一
虚
弱

で
あ
っ
た
り
宴
た
き
り
の
あ
年
寄
り

に
入
浴
、
食
事
、
レ
ワ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

リ
ハ
ピ
リ
、
生
活
相
談
な
ど
の
サ
ー
ピ

ス
を
提
供
し
ま
b°

利
用
者
票
稟
に
つ

六ライナー●佑II!”

い
て
は
3
ベ
ー
ジ
の
あ
知
ら
せ
瀾
を
」

覧
く
だ
さ
い
。

＿問
い
合
わ
せ
先
）
協
同
の
翌
ハ
甲
ア
イ

ラ
ン
ド

C
（約）
5
0
8
8

さ

・; 

＼ 

1-2露聞分ガ謳閂の宛六甲アイランドで-.,.

＼ .|． 
阪急・阪阪神が全繍圃通I¥

/
 阪急電鉄神戸練ガ6月12日に全練開通しました。これに合わせて新たに岡本

駅に特急雹逗ガ停垣可るようになっています。

まだ｀阪袢逗設ム線も6月26日に全鰈開過しました。これに合わせて平日の

明のラッシユ時には魚綺駅に区間特急ガ停田可るようになっていま可。

い可れも当初予定よりも大幅1こ早く園Bしましだ。関係者のご努力と悶辺主

民の皆様のご協力ありガとうございました。

会
の
交
通

卜z
 

つコN 
〒六

—•町l111!'ii工·

榮
遍
区
内
で
は
国

壊

家

の
解
体
厭
去

も
力
な
り
涯
み
、
空

き
地
ガ
目
立
ち
ま
可
。

榮
灘
は
古
く
ガ
ら
の

住
宅
地
tJ多
く、

敷

地
の
中
に
井
戸
を
あ

持
ち
だ
っ
た
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
う
で
ii'.

万
tJ-
｀
子
供
な
と

ガ
入
り
込
ん
で
落
っ
こ
ち
る
と
大
変
で
b
．
敷
地
に
さ

く
や
庶
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
し
つ
ガ
り
し
だ

ム
が需

を
b
る
な
と
荘
戸
の
十
分
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
b
.

ま
だ
、
こ
れ
ガ
ら
は
雑
豆
tJ生
い
茂
る
季
節
で
b
°

ご
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
草
刈
り
等
に
ご
配

慮
く
だ
さ
い
ま
可
よ
う
贔
い
し
ま
す
。
特
に
山
チ
地

区
で
は
荒
れ
放
題
の
空
き
地
に
は
イ
ノ
シ
シ
ガ
巣
を
つ

く
り
ガ
ね
ま
せ
ん
の
で
、
よ
る
し
く
お
駁
い
し
ま
b
.

もっとしつ力しだフタをI

資
料
・
区
民
広
報
紙

変
更
に
な
り
ま
k,-・

な
お
、．
魚
崎
駅
ー
住
吉
駅
間
の
開
通

（全
練
復
18)は
8
月
下
匂
の
予
定
で
b
.

●
阪
神
高
遼
漕
岸
織

6
g`
魚
籍
浜
と
六
甲
ア
イ
ラ

ン
ド
と
を
結
ぷ
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
大
橋

の
蠣
げ
だ
ガ
約
5
ガ
月
ぷ
り
に
取
り
E

け
ら
れ
ま
し
だ
。

．7
月
1
日
ガ
ら
は
上

下
名
1
翠
隙
ガ
開
通
し
ま
し
た
。
た
だ

し
、
日
曜
、
祝
日
、
夜
閤
以
外
は
通
行

規
制
ガ
あ
り
ま
b
.

な
あ
、

上
下
名
鉦

親

の
全
面
開
通

は
1
0月
の
予
定で
i
:
,
,

•

空き熾の讐遷Iごつ：~\ての

' 

l0
 

問

a]
t1
道

息冒
5

⑧
 息

:i
戸

～． 

喜喜

神

雙
HHi

設
ら

息

誦
馨

神
神
ま

r

、モの

翌

臨書
[』

忍
1

者
委
竺

i

ら

m
a
t
E
8

J

品
iUi
．
指

'-g
 

否
関
捜

jt:
i

臨

や

国

指

碍

邸

E
号
込

匡

烹
去

i

一
経
復
耐

(五心
？

m
苔

息
5

婆 保険料の2割減額申謂を
7月下旬ガら受付

次の●軍を潤たす世111は、均専割瓢と平専鬱麟の2警I
攣額を受けることt.1でeまマので、 申綱してください．
なお、 6割•4割葦麟t.1遍用されている也喜はそれぞれの
薫麟手饒は不聾でヮ．
申讀の受付は、各区役所・支所にて7月下匂から9月下

匈までの予定．
(2割渾麟の墓皐：）
0 也"’の麟海中の所糟ガ下記の金・以下
(6割•4罰澤額対象と帯,a綜く）
お万円＋也＂王を含む諷血書叡X34万円

（ただし、 賣剛世憲王は隙く）
なお、 9樗訳況にlliJ年力ら●しい変化のない世”

減額申請•お問い合わせは、
各区役所国民儘康保 隕係または支所橿利係までり至

“‘たの”"が亥",.

一
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榮
灘
区
内
で
泊
加
建
設
さ
れ
た
一
時
使
用

恩
（
応
急
仮
設
庄
宅
）
は
次
の
と
あ
り
で

b
。
入
居
ガ
閻
も
な
く
始
ま
り
ま
可
ご
近

所
付
き
合
い
を
よ
る
し
く
あ
願
い
し
ま
可
。

●
1
kタ
イ
プ

．
潟
森
北
公
需

（
過
森
台
4
)

．
渦
森
中
公
園
（
潟
森
台
3
)

．
潟
森

(
1
)
（
潟
森
台
1
)

•
中
之
初
ハ
ム
閲
（
思
町
2
)

災書復興住宅（市嘗住宅以濃者募纂中）

市
営
住
宅
を
災
害
復
四
住
宅
と
し
て
提
供

し
ま
b
。
（
こ
の
住
宅
に
は
家
賃
・
保
証
金
の

納
付
ガ
必
要
で
b
。
)

一
募
集
戸
数
一
新
築
3
0
0戸

空
き
家
4
3
8戸

【
申
し
込
み
賣
笹

●
一
般
住
宅

(
6
5
6
-
P
)

次
の
印
ガ
ら
⑭
ま
で
の
要
件
を
？
べ
て
潤

だ

名

帯

且

者

を
含
む
）

眉
・
淡
路
大
震
災
の
当
日
神
戸
市
内
に

唇

し

て

い

だ

羅

2
a合
語

を

有

g
0世
密
ま
だ
は
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
也
洛

賃
己
の
居
住
し
て
い
た
庄
宅
ガ
上
記
震
災

ガ
原
因
で
、
焼
失
ま
だ
は
回
環
し
て
居
庄

で
き
な
く
な
り
、
現
在
庄
宅
こ
困
窮
し
て

い
る
世
帯

凶
り
災
屈
坦
更
」
全
焼
・
半
焼

・
全
壊
・
半

壊
ガ
証
明
で
き
る
世
帯

●
車
い
す
常
用
着
世
帯
向
き
住
宅
(
7戸）

上
紀

mか
ら
は
ま
で
の
要
件
を
b
べ
て
満

た
し
だ
う
え
で
、
箪
い
b
を
自
力
で
常
用
し

て
お
り
、
次
の
い
b
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
世

帯虞
体
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
、
身

体
障
害
習
字
帳
の
交
付
を
受
け
て
あ
り
、

そ
の
瞳
害
ガ
お
あ
む
ね
1
級
力
ら

2
級
で

あ
る
こ
と

窒
胃
璽
帳
の
交
団
屡
け
て
お
り
｀

そ
の
障
害
ガ
恩
給
法
別
表
第
1
号
表
の
2

の
第
？
頃
症
以
上
で
あ
る
こ
と

●
特
別
市
営
住
宅
（
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
）
（

75-e

上
記

mガ
ら
仰
ま
で
の
要
件
を
b
べ
て
満

だ
し
た
う
え
で
、
収
入
墨
辺
の
範
囲
内
（
凛

3
戸

16戸
4
戸

U
戸

I● 

0
と

き

8
月
15巳
的

午
後
4
時
ー
9
時

ご
て
ん

◎
と
こ
ろ
庄
百
呉
田
浜
（
図
の
と
お
り
）

◎
実
施
団
体
呉
田
地
区
協
謙
会

濠
ピ
ン
、
匡
g
な
ど
の
お
供
え
物
は
堡
坦

ガ
困
難
で
b
の
で
、
持
ち
込
ま
な
い
で

く
だ
さ
い
。
駐
E
R
g
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
｝

環
境
恩
莱
務
課

p
（初）
5
2
9
1

-

●
-

·—• 

6
（四）
1
3
0
0

準
帯
で
総
収
入
ガ
約
＿
壬
旦
円
余
以
下
）

で
あ
る
、

2
人
以
上
の
世
帯

【
申
込
方
法

l

区
役

mま
ち
づ
く
り
推
追
課
、

薔
張
所
、
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
配
市
し
て
い
る
所
定
の
申
し

込
み
案
内
●
深
付
ハ
ガ
キ
を
郵
送
で
。
刀
到

首
の
消
印
ま
で
有
効
。

濠
会
回
壽
集
の
住
宅
に
つ
い
て
は
原
則
と
し

て
高
艶
者
や
障
害
者
な
ど
を
優
先
し
て
拍

選
し
ま
b
。
ま
た
、

一
般
住
宅
と
王
い
b

常
用
者
世
帯
向
き
庄
宅
で
は
、
従
来
の
市

営
住
宅
収
入
憂
準
の
範
囲
内
の
世
帯
を
優

先
し
て
抽
選
し
ま
b
。
詳
し
く
は
申
し
込

み
案
内
●
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
先
一

災
害
復
四
住
宅
募
簗
係

トイじや台所の修遷は？□〕
東高片エ ●螂 3ヽl-04S2
漏多田＆繕工稟 州 3ヽ1-20̀̀
区 山 ＊ 窪 公 “'•l261 

足形＊這工 邸I•3喰

纏 叩神戸om9饂エ鸞隕 鯰1-`磁

a 名口誼儡 工 稟所 861・4!MJ 
惰） n中 工 景；所 闘1•20'22

・
瀬
戸
屋
女
篇
（
魚
崎
南
町
2
)
5
0戸

・
庄
吉
川
公
園
（
魚
範
南
町
5
)
1
8
-
P

・
魚
崎
南
典
ム
需
（
魚
崎
南
町
6
)
1
0
-
P

桑
崎
西
囲
公
園
（
魚
綺
西
町
4
)
3
0-P

・
魚
綺
西
町
南
公
園
（
魚
囮
西
町
2
)
4戸

●
地
域
型
タ
イ
プ

（賽
形
式
）

•

北
爾
木
公
園
（
北
冑
木3)

・
磯
島
＾
ム
需
（
深
江
南
町
4
)

匁
戸

況
戸

区
内
の
仮
設
住
宅
（
遍
加

■房
ご

復興住宅
神
戸
市
庄
宅
供
紀
公
社
主
崖
の
「
神
戸
・

復
瞑
住
宅
メ
ッ
セ
」
で
は
戸
建
て
住
宅
の
建

て
習
え
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
果
足
逹
の
再

建
、
隣
近
所
と
の
共
同
建
て
替
え
、
ま
ち
<

る
み
の
再
建
計
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
相

談
に
応
じ
ま
す
。
震
災
後
の
は
君
再
建
で
お

悩
み
の
万
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
午
前
10時
ガ
ら
午
後
6
時
ま
で
。
水

耀
定
休
で
b°

6
(251)9411 

次
の
裡
巳
容
認
の
拝
水

設
偏
修
理
指
定
業
者
へ
依
類

し
て
く
だ
さ
い
。
修
理
費
用

は
出
向
費
、
労
務
費
、
材
料

費
等
ガ
必
要
で
b°

一問
い
合
わ
せ
先
】

裡
巳
炭
洗
化
サ
ー
ピ
ス
向

上
委
員
会

6
(575)0866

神
戸
市
詈
工
事
業
g
g同
組
合

6
（団）

0
9
R
I
'

I•—• 
六
甲
愛
ら
ん
と
誼

?
7
月
1
日
3
ガ
ら
再
開
嵐
マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン
や
精
密
擾
型

で
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
魅力
を
紹
介
し
て
い
まp•

＠
C
（殴）

2
0
9
5

神
戸
カ
メ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム^•A 

呆
下
陽
一
写
真
展
1
長
崎
浪
漫
i
」

▼

8
月
27日
回
ま
で

r中小
メ
ー
カ
ー

?
8立」
.r
~
o
o
康
［
＼
神
大
理
学
郎
宇
宙
練

霰
測
時
の
カ
メ
ラ
磯

認

超

高
丑
至
真
！
」
．
r
特
別
展

l
l
iレ
ン

ズ
の
で
き
る
ま
で
i
」

▼
"
月
お
日
佃
ま
で

▼

一
般
3
0
0円
、

中

§

円

c
6
(
8
5
1
)
§
9
3

芦
塁
市
立
美
術
博
物
館

r
鋭
子
で
楽
し
む
美
術
館
ー
r
き
り
炉
と
具
体
美
術
！
」
棗
井
上

溝
、
竹
中
邦
ガ
王
宰
し
だ
童
詩
雑
誌
r
き
り
ん
L

を
と
お
し
て
、
貝

体
芙
術
の
創
作
の
際
点
と
こ
ど
も
の
発
想
と
の
つ
な
ガ
り
を
探
る
。

ょ
L
u・ヽ
じ

名

令

r
芦
屋
ゆ
か
り
の
作
家
た
ちA棗
吉
原
治
良
の
新
収
廠
作
〶
を
中
心

に
唇
ホ
。

▼

そ

れ

ぞ

れ

9
月
3
日
⑪
ま
で

▼
―
慇

i
H円
大
高
2
0父
田

R
6
0
7
9
7
(
3
8
)
5
4
3
2

芦
屋
市
谷
崎
潤

一
郎
記
念
館

r
谷
崎
潤
一
郎
と
若
き
日
の
ゆ
間
た
ち
L

)

且
月
＞
日
仰
ま
で

▼
一慇
8

6内
大
高

2
り
U
円

＠
6
07
9
7
(
2
3
)
5
8
5
2

区
内
の
学
校
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す

(
7月
1
曰
硯
圧
）

▼
運
勤
場
1
1
魚
崎
小
、
庄
Ho
lJI、
御
影
小
、向
洋
lJI
▼
体
百
諮
1
1
向

洋
tJl

竺
ノ
ー
ル
1
1
本
W
第
一
小
、
本
山
第
三
小
、
住
吉
lJI、
岡
影

小
、
潟
ガ
森
小
、
回
影
北
小
、
魚
晦
中

▼
図
雹
誼
1
1
叩
影
IJI

▼
教

至
1
1
卸
影
JI

竺
ゴ

埓

闊

万

法

は
学
校
に
よ
り
異
な
り
ま
可。

-．1・―

圃
鱚
じ
て
い
ま
す

一
二
次
災
害
に
備
え
て
の
小
冊
子

r
防
災
ハ

ヒ"1上田m
7月27日@8月10日@8月24日念
＠時刻／午後1時～4時迄 ＠場所／当協会事務室

＠無料ですが電話による事前予約が必要です。（定員毎回25名）

社兵庫県不動産鑑定士 協会
神戸市中央区職辺通4丁目2-8田嶋ビル10,蓄 云(078)232-4511 
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資
料

・
区
民
広
報
紙

センターから？

言•匹

♦
友
愛
訪
問
活動

現
在
、
1
0
0
人
余
り
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
万
ガ
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
侶
翌
造
に
あ

任
ま
い
の
あ
年
寄
り
な
ど
を
訪
問
し、

安
否

確

な

ど
の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
交
家
の

g
に
引
き
こ
も
り
ガ
ち
な
一
人
暮
ら
し
の
万

の
お
話
し
担
チ
な
と
と
し
て
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
息
の
な
ガ
い
活
動

ガ
期
待
さ
れ
て
い
ま
b.

秦
濃
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
以
外
の
地
該
で
も
こ
の
よ
う
な
活
動

を
墳
極
的
に
展
開
し
て
い
さ
た
い
と
き
ス
て

お
り
、
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
万
を
勇
集
し

て
い
ま
b
。
お
問
い
合
わ
せ
は
東
灘
福
祉
事

，＇0
（
糾
）
4
1
3
1
へ
。

●
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ

p活
動
を
円
う
に
あ
た
っ
て

の
注
意
事
項
や
血
鯛
え
を
学
ぶ
議
会
と
し
て

入
門
讚
座
を
開
鮨
し
ま
す
。
こ
れ
ガ
ら
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
み

uい
万
も
既
に
始
め

て
い
る
万
も
と
う
ぞ
．

対
象
は
区
内
在
庄
｀
在
学
、
在
勤
の
万
で

b
．
希
望
墨
は
東
量
反
沢
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
寒
で
電
話
tt（
聞
）
6
0
i
t
ガ
フ
ア
ク

ス
(
8
1
1
)
7
9
9
9
カ
ハ
ガ
キ
（
住
0

榮
町
2

,
3
、
お
届
．
唇
・
年
齢
．
覆

先

を

明
）
で
あ
B
し
込
み
く
だ
さ
い
．

0
8
目
え
吊
左
干
後
1
時
め
分
ー
4時

3
2
Wプ
急

動
を
白
う
に
あ
た

2JJ

r棗
遭
区
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
叡

要
と
活
動
ワ
ル
_
プ
の
紹
介
J

●
8
月
蓋
午
1
時
め
分
ー
4
時

r
人
と
の
擾
し
75（震
災
ガ
弓
ス
た
心
へ
の

影
●
）」

r
ら
浚
の
豆
四
こ
6
プ
て
（
ヴ
ル
ー
プ
豹
膿）
」

豪
会
場
は
シ
ー
ア
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
す
。

●
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
カ
ら

o
n
ー
プ
こ
う
べ
庄
亘
ぢ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

iリ
ー
｀
乙
R
動

（
日
日
第

4

土
攣
、
庄
吉
・
摂
津
本
山
・
六
甲
這
・
芦
屋

の
名
駅）
、
話
担
チ
活
動
、
コ
ー
プ
く
ら
し
の

助
け
合
い
の
会
畢
仕
会
閃
な
ど
の
捻

m壱
を

舅
震
し
て
い
寒
b
.
c
a
)
4
7
2
4
、
王

活
文
化
セ
ン
タ
ー

2階

鐘
塵
相
談
・
纏
慶
診
顧

歯
匹
／
）

一
で

’
開
は
医
師
会
や
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

宅
g刀
し
て
、
一
ハ
男
イ
ラ
｀
¢
老
腐

住

it""＂"

設

g扇
地

で

g
g畠
チ

ェ
ッ
ク

（
健
診
）、

医
療
相
駁
、
栄
養
指
導
、
岳
科
指

溝
な
ど
を
冥
厖
し
ま
し
た
。

仮
習
の
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
会
場
に
は
的
3

5
0
人
も
の
万
ガ
釆
ら
れ
、

舘
課
相
談
や
成

人
病
検
診
、
晒
亥
，
啜
診
を
受
け
ら
れ
な
し
た
。

会
場
で
は
健
環
笞
理
の
た
め
の
巴
濡
計
や
新

鮮
な
野
菜
の
無
料
配
市
も
あ
り
ま
し
だ
。

こ
れ
ガ
ら
西
格
整
迫
き
Q
紐

g
．
衛
生

に
関
b
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
工
夫
し
て
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
D
•

（棗
嚢
保
健
所）

・-

--・-----I 、I

八"'Pイランド〇●で

_• 

． 

国
壊
嶺
墨
な
ど
の
解
体
．
塁
醤
有

者
の
万
ガ
市
に
あ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
あ

早
め
に
I

↓
榮
遷
区
役
所
倒
壊
家
屋
処
理
班
（
区
役
所

前
ブ
レ
ハ
プ
2
階
）
0
（
ぬ
）
1
2
§
0

I● 

●み台づくり

0
賣
璽
均
箪
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
つ

，

U
宅
の
ト
イ
レ
・
バ
ス
ル
ー
ム
と
台

所
と
の
段
差
を
解
消
b
る
踏
み
台
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
あ
り
、
あ
年
寄
り
な
ど
に
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
b。
あ
申
し
込
み

に
墨
づ
い
て
節
選
に
よ
り
配
布
し
て
い
ま
b

ガ
、
ご
要
望
ガ
多
く
、
材
臼
費
を
支
援
し
て

く
だ
さ
る
万
を
舅
集
し
て
い
ま
P
.

a
(8
4
3
)
4
0
2
9
、
屠
虫
怪
硲
葦
務
m

l. 9•-

［已時嵐閃扁？竺：
＊糟賣：項UI

…•ビ”"J1.庄 瀾竃罐皐檜●

怜●
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＊檜料貪I
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14.389円
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*Ill汲 nI鱚遍月虞B～金1●B

が 9 閏I午肩匹～1匹仔餞1時～濁

*'''込み／“｀砧で当協会へ訊9込み（ださい．
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郎臥兵庫県総合保健協会‘
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届
は
へ
◎
霰
百
委
員
会
社
会
教
百
課
n
(
3
2
2
i
4

水
泳
敦
室

▼
王
子
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

▼
7
艮
g
]
i凸
E
4
日

の
内
＆
（

E
必
m採
み
）
1
7
8
1
1
8
63
0
▼
小
笹
土

て
6、

5
円

▼
届
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
学
名
｀
者
、
性
別`

@
m泳
げ
る
力
を
記
入
し
7
月
氾
日
ま
で
に
＠
へ
。
抽
選
で
1

0

0
人

R
〒
657
量
区
胃
谷
町
↑
↑
り
0
（
絞
）
0
2
3ヽ

噌

●

協
同
の
苑
六
甲
ア
イ
ラ
｀
ィ
L
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
者
募
婁

▼
遵
1
回
ま
で
送
辺
し
昼
食
を
と
り
、
入
浴
、

心
身
鞭
艇
の
緒
吊

向
上
の
た
め
の

B
K動
’
馴
磯

（＂
讀
体
瀑
・
グ

ー
し
）

を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
b

▼
区
内
在
任
の
あ
あ
む
ね
お
職
以
上
で
身
体

ガ
麿
ま
だ
は
痴
ほ
う
症
の
た
め
に

B
常
生
活
の
一
田
に
支
障
ガ

あ
り
、
自
宅
ガ
ら
送
迎
バ
ス
乗
り
場
ま
で
自
力
ま
た
は
介
助
に
よ

り
屠
で
き
る
人

て
7
0
0
円
（
減
免
籾
直
あ
り
）

◎
員
の
翌
ハ
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
0
（
即
）
5
0
§
0

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
窓

▼
層
害
者
作
稟
所
r
客
つ
ほ
っ
く
り
の
Ill」
（
北
胃
不
1
)
で
過
所

者
の
身
辺
介
助
、
作
震
介
助
を
し
て
く
れ
る
人
を
舅
集
。
木
謳
カ

金
●
の
9

る

3
0
S
⑫
00

▼
向
洋
町
西

4
ハ
甲
ア
イ
ラ
ン
．I
反
設
主
宅
在
庄
の
餃
体
不
自
由

の
女
性

(47
オ
）
宅
で
闇
単
昼
豆
食
こ
ざ
良
を
作
っ
て
く
れ
る
人

を
舅
婁
。
土
竃
の
11
ぶ
3
1
1
3
ぶ
3
R
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議

会
市
民
嘔
祉
人
セ
ン
タ
ー
C
(111)53
0
6

K
O
N
A
Nサ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

て
7
戸
オ
3
0
E仰

15
ぶ
3
1
1
9
ぷ
3

▼
n
ー
プ
里
南
南
駐
畏
霞

辺
豪
約
3
0
の
只
闊
店
や
霙
台
イ
ベ
ン
ト
な
ど
．
地
威
の
復
四
に

向
け
て
姦
し
く
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

岡
本
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
8
月
5
日
t
t
l
.
6
日
⑲
お
ふ
3
1
2
2
{
O
O

▼
メ

mm津
本
山

駅
◎
交
差
点
問
辺

豪
5
8
に
は

t這
竪
一
蘇
謙
の

コ
ン
サ
ー
ト
、
i
n
に
は
ぬ
い
く
る
み
シ
ョ
ー
｀
カ
ン
ト
リ
ー
。

ウ
エ
ス
タ
ン
な
と
。
夜
店
も
い
っ
ば
い
。

五 i宅（二つ’られ38月上旬57戸を分譲．I

～団地躙聾～

●所在地／神戸市兵庫区下沢通1丁目

●構 遺／鉄骨鉄筋コンクリート造（施設部分郎

血コンクリート逗）14F（住宅は3-14F)

●遭屈サ数／61戸

•閲取／2LDK-4LDK

亡二，、•項う 神戸市住宅供給公社
〒..．．＂'員● 胃●胃"●●ン9-99●ピルは

●専有面積／67.01 ni-88. 86n1 

●霞多販売価額轡／3．①0万円台 13戸

●駐● 珊／印台（全体）

●交 通／地下鉄'JIIIII公●J駅より撻歩約1分

●入 居／平成7年10月中旬の予定

ヽ・ニ 疇ヽヽO-9ン

お麟いが》賃(2 言•11n-(078)332-0843 
(,...B ••ロ•e·IIB》

暉；ヰ衣 ff(078)333-0015 

ン
ド
フ
ッ
つ

K
8
E；
は

区

役

所

‘

一

一
ま
ち
づ
く
り
縫
進
課
で
配
⑲
で
す
．

13431 



8
政
を
担
う
わ
だ
し
だ
ち
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切

な
選
挙
で
す
。
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

▼
投
票
8
時

7
月
ぉ

a⑭
午
印
／
時
＼
午
後
6
時

▼
投
票
所
の
変
更

次
の
区
四
で
は
即
回
の
選
挙
（
弔
去
・
泉
会
謙
員

選
挙
）
と
投
票
所
ガ
変
わ
っ
て
い
ま
b
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

（
投
票
所
の
変
わ
る
区
甑
）
（
会
回
の
投
票
所
）

回
影
醤
影

•西
平
野
・
駆
家・石
蕊
上
御
影
会
諮

▼
投
票
所
の
確
認
を

育
権
者
に
は
「
投
票
の
ご
案
内
」

11ガ
キ
を
庄
民

票
の
住
所
に
郵
送
し
ま
す
。
あ
な
た
の
投
票
所
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ハ
ガ
キ
は
転
居
等
に
よ
り

届
き
に
く
い
場
合
ガ
あ
り
ま
b
。
ハ
ガ
キ
ガ
な
く
て

も
投
票
で
き
ま
可
の
で
、
投
票
所
を
ご
確
認
の
う
え

あ
越
し
く
だ
さ
い。

濠
投
票
所
で
は
本
人
確
認
の
た
め
誕
生
日
を
お
尋
ね

し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
不
在
者
投
票
制
度
の
活
用
を

旅
行
や
出
彊
な
と
で
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
万

は
不
在
者
投
票
ガ
で
き
ま
1:1-・

◎
期
間

7
月
22日
3
ま
で

（土

・
日
も
受
け
付
け
ま
b
)

午
前
8
時
⑳
カ
土
午
後
5
時

◎

墨

区
役
所
3
階
会
議
室

濠
印
函
を
持
つ
て
あ
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
区
外
に
選
難
し
て
い
る
と
き
は

震
災
に
よ
り
区
外
に

一
時
滞
在
さ
れ
て
い
る
万
は

も
と
の
庄
所
地
の
区
寒
所
で
投
票
で
き
ま
す
。
不
在

者
投
票
制
度
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
問
い
合
わ
せ
先
）

榮
濃
区
選
挙
管
理
委
員
会
6
（糾
）
4
1
31

朧
賣
遍
拳

r 

‘̀  

,..-<“稟灘保纏所から虹竺

橿
し

し

越

申
ぁ

ぉ

て

は

点
需
~
一

i
8
-

〗
三

[

昌――
I

忘
二
写

Ill.IIい合わせ先l東灘保健所云別1-4131-S I如 -
1 日図 •29曰(:j,? I 13: 15-14: 30 

翌生1第里印杞．§細
平虞6年1月生鸞n:22日次

18日儘9

1 

＼
ノ．

 

13: 30-14: 30 

9:30-11:00 
13: 30-15: 00 

（今月より保量所で夷轟しご口）

13：30-14: 30 

ろ

震
災
後
は

r
空
き
缶
分
別
収

集
L

を
中
止
し
、
み
な
さ
ま
に

大
変
ご
迷
惑
を
お
力
け
し
て
あ

り
ま
b
ガ、

8
月
ガ
ら
実
施
可

柴
な
地
威
よ
り
順
次
両
開
い
だ

し
ま
す
。

こ
み
は
必
b
r恵
翌

み
L

r
荒
ご
み
J
r空
き
缶
A

の
3
種
類

に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集

白
当
日
の
午
前
5
時
ガ
ら
干
前

8
時
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
湯
所

に
出
b
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

9: Cl(曰 1:00 

9: 30-11: 00 
14 : 00-16: 00 

9：炉 1:00 

6
(341)9006 

な
あ
、

畠

ゃ

事

務
所
の
ご

み
、
震
災
に
伴
う
万
レ
キ
・
廃

材
な
ど
は
絶
対
に
ク
IJ
ー
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
刀
を
お
願

い
い
た
し
ま
~·

【
問
い
合
わ
せ
先
】
環
廃
愚
東
灘

寧
莱
所
6
（卸
）0
1
6
1

匿］

． 

弁護士による無料法律相談ば東瀾区役所では巴遺火疇 ・木鵬に行われていますガ、平B

のためご利用しにくい方もいらっしゃることと思います。このだび、 7月16日の日1111こ被

災で一斉法渾相談（無料）ガ実施されますので、東遷区内の相駁会場をご紹介します。

（
問
い
合
わ
せ
・予
約
先
｝

ょ
ゞ
ょ

裡
p法
律
挟
助
セ
ン
タ
ー

9: 30-・11 :oo 

●8月C心涅e健診

:=：：加I=二 :2（ご中6丁目3)

（検董内宮） レントゲン検葦尿・血庄 ・血液検董ぼ機能・コレステロール

等）、健康相談なと。

神戸市広甑D刷物登録 平成7年度第21号-4（広報印刷窃規格A-1類）

|l土
匹 2ヨ

法
喜
簾

百
堕

7
月

習

⑲

午

需

賎

’
午
後
4
時

（
受
け
付
け
は
3
時
ま
で
）

【
濃
所
】

0
東
瀾
区
役
所
分
室
（
消
防
詈
の
南
の
建
物
）

0
町
、
叫
（
御
影
塚
照
ヽ

'5
,1
)

． 
ー ファクスt“印災書印m頂lが ィ ニ
、全どこからでも24疇冑鼈り出せ拿すヽ~

．舟濱•以濯¢i1•Z•以·i9-
※FAXの受話11をとっておかけ<.r.:.さい

＂こ●こうぺJと『こうぺ筍•"9.”戴エ・ハ”"”xa刊6纏（●B·IO.......
B..，●B・鯛寅<0麟●）に”り込んで配帽してい・T・拿た．区筐肩"1ll富賃＇下霞
のe駅．111.,.漕纏曽gど1こ6111."：い攣...

次彎C9N弓..._.....霞工●が7月2'58.11:’’こうペ，，．＂＂ヨの予竃で T.

東 区役所の代表電話(ff841-4131)へはあ

問い合わせガ非常に多く、つなガりにくく

なってあります。ご迷惑をあかけしまマガ

ごをお願いいだしま可。なあ、区邸祈

ばエ・日・磁ヨl訪休みで可（中日の正午力ら

午後1時も一郎の事務以外は昼休みです）。 浸s．市
鱒

ずで
？
＂
戸

て
•
P

神

税

て

し
"

m
鸞

•m 
『

i

か
”

今

羹

響

31;
額

訥

．

伐

罰

す

・
門

の

．．
 

分

と
り

＂
す
な

竺
i

賣

Ill
:
s
(

算

れ

安
ら

ぉ

定

Jll

I
l
l
鯖
•
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リ
ト
リ
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；
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、一

•
こ
の
u
9
J

得
・
の
方
に

~

若
車
霞
註
籍
”
戎
且
て

i

午ムは夢を捨てない」
が 9"虻アカ，，，9―̀Z,,，..“蟻C 9m-ト

ウィノナ・ライダー騒新作／

若草物語
つ0注9..'"' ”'ノービ·ピ99←X9099シ”'ゾ' アン•アームか0ン·

●●;9)アン・アーム2心ン9 90ンピアト9ィ29ー攣匹• -

兵••t....糧......遍
..戸m児■襴 鸞 ● ● 亀 糟 遍
..,."'攣,...傘糟遍

““",.,―•'‘"'／食●1””/om13直弓／心· >ニア(mo上n”町C...,LU• 
7月22日乱
夏体みロードショ— m Tr  

• おかり9/fl...’‘日に、JII年を迅9え•9

iiエ目：’；-； ”'『マムン／EF
： 1: ！： ． 憾懇 •当日は、神戸ジェットシャトル

(K-JET)景船、 111l空内施設・

: ：'1  ::...11111:. 層台費学なとでお楽しみい
たださまY-.（約5-6時問）

1応●賣搭I ►●し込み先：
諷災lt!I軍にお住まいの小・中字主とその家涙 神戸市鯖空旅書胴致撞道本鄭
(1組 4名檀はで） ＂諏＂＂ m中央区漕●9_:I

藝戸声誓攀

K-JETにて

鯰

13441 



東漬

●コミコミとは rコミ ュニティ ・コミ ュニケーショ ン（地域での伝え合い）J の愛称です

東灘区地●災喜対策広報
（広輯こうぺ東灘区版）

B月15日署
1995年 （平成7年）

東区 （平成7年 7月 1日現在）
◆人口： 176.529人 ◆世帯数 ：71,426

樗戸市Z輯印馴掬皇U 平咸7年度嗣21号・5(IZ纏印19物隈格A•I碩）

r'II|1llll 加 ：東灘区役所まちづくり推進課 〒658神戸市東灘区住吉東町2丁目3-28 匹 (078)841-4131 | 

資
料

・
区
民
広
報
紙

云
る
7
閂

6
日
午
前
8
時

i
力
に
榮
演
区

山
麓
田
周
辺
の
危
険
地
ほ
に
避
難
勧
舌
ガ
出

さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
テ
レ
ピ
・
ラ
ジ
オ
で

避
難
勧
告
発
令
の
あ
知
ら
せ
ガ
況
れ
ま
し
た
。

そ
の
直
後
な
ら
区
役
所
等
に
は
自
宅
ガ
対
象

地
戚
に
入
っ
て
い
る
ガ
ど
う
力
な
ど
の
あ
問

い
合
わ
せ
ガ
殺
到
し
、

霞
話
ガ
な
ガ
な
ガ
つ

な
ガ
ら
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
と
こ
る
、
こ
う
し
だ
湯
合
の
危
険

地
減
と
は
6
月
15日
発
行
の

r
広
報
こ
う
べ

臨
時
号
し

で
お
知
ら
せ
し
た
地
域
の
こ
と
で

b
。
臨
時
は
区
役
所
で
も
ま
だ
配
布
し
て

い
ま
b
し
、
も
っ
と
詳
し
い
区
内
の
危
険
図

所
図
も
エ
木
事
務
所
、
消
防
書
、
区
役
所
で

住
宅
関
係
の
麟
援
金

義

金

の
う
ち

r!IEち
家
修
繕
助
成
」
と

r
民
間
貫
貨
住
宅
入
居
助
成
」
の
甲
騎
手
続

き
な
ど
の
詳
細
ガ
よ
う
や
く
決
ま
り
ま
し

た。

去
の
受
付
は
8
月
31日
ま
で

撤体籐るよこー市
固
壊
家
屋
の
解
体
撤
云
（
公
費
負

担
）
は
本
年
度
中
の
作
集
完
了
を
日

環
に
追
め
て
い
ま
b
°
受
付
は
8
閂

31日
（
木
）
で
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
甲
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
万

は
早
急
に
区
役
所
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
だ
だ
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等

の
権
利
関
係
者
但
回
意
な
ど
特
別
な

事
情
ガ
あ
る
湯
合
に
限
り
10月
引
日

を
最
終
期
限
と
し
ま
b
.

市
に
よ
る
家
屋
の
解
応
厭
去
の
甲

し
込
み
の
受
付
は
上
記
の
期
限
を
も

つ
て
b
べ
て
終
了
と
し
ま
可
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

止
"
•

な
あ
、
プ
ロ
ッ
ワ
・
レ
ン
ガ
・
瓦

な
ど
の
ガ
レ
キ
に
つ
い
て
は
0

つ
後
市

ガ

一
定
の
区
威
ご
と
に
諏
云
し
て
い

く
予
定
で
b
。
実
施
時
期
・
万
法
等

は
現
在
検
割
中
で
b
．
群
細
ガ
決
ま

り
ま
し
た
ら
広
報
等
で
あ
知
ら
せ
し

ま
p
•

一問
い
合
わ
せ
包

束
濁
区
国
壊
家
屋

腐

屈

6
（狛）

1
2
8
6

環
境
局
災
害
廃
棄
物
対
策
室

6
(
2
4
1
)
3
§
J
O
 

内
容
は
8
月
巧
巳
発
行
の
r
こ
う
ぺ
地
震

災
害
対
策
広
殴
第
33号
J

で
あ
知
ら
せ
し
ま

す。

一 ． ． 

星息ff当 要i節者 毀t萎し月 やす苫に‘ 者―丹上i 設呈に

gヽ°! 輝暑n眉甲9＄ 手§因月 目iや色嚢っビ

． ． 

—• 

医

竺 叩m--か6のお鱗呼旱
第3期分保険料の納期限は8月31日内です

口座振替こ利用の方は、8月28日囲が振替日です
00 

/ 

選●専で職湯の鑢順傑院の賣格がなくなったら、迄>や
• … •...…••,．．．．竺．！4．野．竺竺．竺．竺□屯．和．． •…．．．．．....... . d云土
お問い合わせII、各区役所0民健康保険係えたII支所福が1係1で 神 戸

一譴

見
る
こ
と
ガ
で
き
ま
可
。
4

つ
後
、
臼
属
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
と
同
様
の
迎
難
勧
舌
ガ
出
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
え
ま
b
の
で
、
危
険
地
威

の
場
所
は
必
b
事
前
に
確
認
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

な
あ
、
災
害
は
エ
砂
災
害
だ
け
と
は
限
り

ま
せ
ん
し
、
こ
の
危
険
地
四
以
外
な
ら
ば
絶

対
に
安
全
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
こ
に
あ
住
ま
い
、
お
勤
め
で
も
近
く
の
送

難
場
所
は
事
前
に
確
認
し
、
状
況
に
応
じ
て

危
険
ガ
も
知
れ
な
い
と
判
断
し
た
ら
早
め
の

．．
 

川
田
じ
＿）

．
 
灘

今
＠
の
震
災
に
よ
っ
て
非
常
時
可
。
同
自
治
会
で
は
7
月
に
地
区

に
は
地
互
で
の
対
応
ガ
と
て
も
大
の

r
災
害
対
策
堅
本
計
画
（
防
災

切
だ
と
い
う
こ
と
ガ
明
ら
ガ
に
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
L

を
作
成
し
、
去
る

り
ま
し
た
。
し
ガ
し
、
あ
ら
ガ
じ

7
月
9
巳
に
は
消
防
暑
や
警
察
詈

め
地
欧
で
の
人
々
の
つ
な
ガ
り
や
の
協
力
を
得
て
防
災
・

避
難
訓
練

取
り
決
め
・
訓
繰
な
ど
ガ
な
け
れ

．
も
実
施
し
ま
し
た
。

ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
な
ガ
皆
極
の
地
域
で
も
検
討
さ
れ
て

な
ガ
的
確
に
は
動
け
ま
せ
ん
。
み
て
は
い
ガ
ガ
で
し
ょ
う
か
。
お

そ
こ
で
ご
紹
介
し
だ
い
の
ガ
深
問
い
合
わ
せ

・
ご
相
談
は
榮
灘
消

江
閉
町
1
工
n自
治
会
の
活
動
で
防
害
へ
。

榮
漬
で
の
復
四
行
事
を
盛
り
上

げ
よ
う
と

r
フ
ァ
イ
ト
東
漬
L

の

の
ぽ
り
を
作
り
ま
し
だ
。
自
治
会

や
商
店
街
で
の
あ
祭
り
な
ど
に
貸

し
出
し
て
い
ま
1o-・
皆
掻
の
地
域

で
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お

問
い
合
わ
せ
は
榮
灘
区
ま
ち
づ
く

り
淮
進
課

C
(8
4
1
)
4
1
3
1へ。

ー
ー
ノ

避
難
勧
告
に
つ
い
て

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

で域地

•こ⇔M山訊•こaM/u•こq,M叫•こ岱瓜仙•こ0心•こ⇔M凶仙•こOM山m”i多珍叙翠娑珈班珈泌i
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貪

で

鼠
後

S
年
に
な
り
ま
b
．
震
災
に

よ
り
儒
つ
い
た
東
漏
の
こ
れ
力
ら
の
復
四
を

考
え
て
い
く
と
さ
、
獣
後
の
焼
け
跡
ガ
ら
の

復
関
と
発
展
の
過
程
を
霰
り
返
つ
て
み
る
こ

と
も
大
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
な

C
OM”
日
・
打
汀

空
き
地
だ
ら
け
で

2‘
わ
し
は
思
わ
b
問

の

こ

る

R

を
思
い
出
し
て
し
も
う
た
ぞ
。
あ
の

頃
一
面
焼
け
野
原
や
っ
た
。
や
っ
と
、
今

ま
で
ガ
ん
ば
っ
て
、
わ
し
ら
の
専
ち
を
つ
く

っ
て
き
た
の
に
な
。
も
っ
た
い
な
い
こ
っ
ち

ゃ
。
ほ
ん
ま
｀
し
み
じ
み
し
て
し
ま
う
C
。

C
)い?
g
n
E
5

バ刀

.,.,.,.
,.,
I•
9•9.,.,.’
~,.,.,. 

〈7
月
に
阪
神
大
水
害
〉
．．． 

m前
で
b
ガ
、
ご
参
弓
ま
で
に

i

人

人

人

人

人

人

人

t

〈
i
月
＂
日

6
月
5
日

、

且

宙

の

よ

笏
大
国
で
榮
翼

i

の
歪
ガ
唇
矢
、
区
内
の
死

9
'、1
§
久
｀

8
9、
5

i
⑳

佃

●

碑

即

塁

竺

i

ゎ

8
7
9
3
5
5
8
3
0
8
3
4
5
5
-

8
2人〉

令
月
只
nに
日
本
ガ
瓢
条
件
降
伏
〉

i

変

1

1

1

.

[
i
日

日

日

日

日

8
日

i

・
戟
災
震
闘
土
地
区
面
整
理
事
雙
ガ
旧
5
カ
町
内
で
始
ま
る

一

り
一
の

1
2
2
1
1
1
1
1
i

●
回
影
8
｀
庄
吉
中
、
魚

g‘
本
庄
中
、
本
山
中
、
神
大
E
震

t

息
、
咎
畠
忍
届
佼
る
勺
塁
塁
g

入
1
2

ii〗
曰
曰

i

•

本
山
自
動
口
遍
転免
苔
試験
所
合
5本
山
交
遇
公糎
）
ガ
開
所
i

●
潤
影
町

、

息

罰

魯
町
ガ
神
戸
市
と
自
｀

榮
濃
区
塁

i

•

1
8
8影町
役
湯
を
稟
遷区
役
所
と
忍

9

昭

昭

昭

昭

昭

昭

匹

・青
固
月
息
届

●
区
内
で
初
の
市
バ
ス
路
鴫
開
通
蔵
疇
躙
影
よ
孟
日
院
口
g
)
i

（且
日
の
ジ
ェー
ン
3嵐
で
大
さ
な
被
害
〉

r
'
．，
i
,

．
，
.，
．
，
．
，
．9
1
•
9
•
9
,9
•
9
.，
．，
．
，
)

●
深
田
池
公
園
ガ
で
色
る

•

神
戸
冠
舶
大
学
網
校
（
控
P高
専
趨
鉛
蓄
ガ
前
身
）

・
屈

威

災

員
事
置
ガ
縫
わ
る

(OO.2ha)

・
庄
戻
ム
謂
ガ
で
き
る

●
獣
災
で
休
館
し
て
い
た
田
影
公
会
堂
ガ
震
18し
控
用
再
開

•

I
l
l
井
公
園
ガ
で
さ
る

●
棗
遍
市
民
病
院
（
現
棗
轟
診
讀
所
）
ガ
鵬
院

●
区
内
の
出
湧
mガ
巽
止
さ
れ
、
区
役
所
ガ
回
影
ガ
ら
信
に
移

る
•

本
山
璽
＝
示
、
因
影
北
小ガ
開
校

●
噌
・
＂

●
友
生
鑽
晨
字
佼
ガ
開
校

・
厨

i終
わ
る

＠
．

oha)

●
東
漏
浜
手
地
区
土
氾
区
画
整
遅
事
業
ガ
辺
ま
る

•

控
盗
ェ
悶
喜
震
●
9
g
g
(

s
督
、

1
5
.
9
E
)

.

.
 Ill土
地
区
壁
舅
事
弓
品
を
る

(
1迫
ヰ
、
い
ha)

・
魚
崎
の
円
益
扇
事
霙
ガ
関
わ
る
月
•
9
h
a
)

.. 
,＂ 

•
息
川
上
流
に
五
助
ダ
ム
ガ
完
成C
径
●
エ
）

・
防

（

長

さ

6
、
5
0
0メ
ー
ト
ル
）
ガ
完
成

●
下
水
遍
工
事
ガ
始
界
る

●
東
国
第
2
H区
（
国
影
浜
町
、
住
吉
浜
匂
）
の
虐
口
開
始
(143

年
88ha)

,'•,. ●
葬

喜

翌

足

開

始

(
1
4
5
g度、

38ha)
出
笛
5

●
天
碑
山
団
地
迄
成
開
始

(146年
度
、

35ha)
↓
回
影
山
チ

●
東

賃

3
士
区
（
魚
畏
沢
町
）
の
哩
口
開
始
(
1心
岳
r116ha)

●
更
漏
小
ガ
開
校

●
ご
み
の
定
日
奴
羹
制
ガ
も
ま
る

04• 

〈
i
日
の
豪
雨

9
月
の
覺
2
室
P
台
巫
で
大
き
な
被
害
〉

•
眉

I
l
l
に
刃
8
ダ
ン
ブ遍
路
を
諄
設
（
週
森
の
土
砂
遭
般
）

●
嗅
遍

i万
璽
に
開
始

•

麿
の

翫
災
墨
匹
事
叢
ガ
終
わ
る(
7
5
.
9
h
a
)

•
8
影
の
翫
災
璽
匹
攀集
ガ
終
わ
る
(
l
o
o
.
1
h
a
)

•

B
m
g

（
第
二
阪
神
日
這
）
ガ
元
成

〈
東
京
ズ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

.9ェ
区
（
深
江
浜
町
）
の
咽
口
開
迦
(145年
店
、
mha)

●
榮
量
恨
翌
岳
翌
畠
騒
理
事
集
ガ
始
吝
る

(83.7ha)

t

・
棗

ン

プ

湯

（
下
水
辺
）
ガ
完
成

●
賽

9
9息
青
事
9
藷
C
る

(40.1ha)

•
甲
笙
晨
整
事
霙
ガ
泊
孜
る

(
1心
年
、

"
P
)

コミコミでは只潤の屋景・風物の
己い写反を探しています。ご虞供
または複写させていただける場色
にはご四欧ださしし

・--・-
9イブの剛口~►

＊検t料貪 4,llUl'l
心む）曲舌 紺 r‘1t)
上 賛珍費1111121.:1211qですが．日からの
鳩肋にnnヽnPが軽減されてい2す．

*l,J象 ・ll/35'1!以上で以／（膚掌鍵康保険
(i.t会t呆険）に加入されている被煤険者
及び岐仕肇 8であるが偶8の9i.

＊中込み／おヨはでコ協公ヽ おか込み（ださい．

逼え全子が'“により！い渇悶1””2せん．
r 、
叫法人兵庫県総合保健協会〒匹＂，，， 111^ ●区本町2T●3●X号

TEL. 078 (652) 0030択

家賃補助付新築賃貸マンション

（特定優良賃貸住宅□） 唸百ユ忠守匹翌？

［一
をご貫ください．

華苦土ご呈茎蘊芯：善1眉晨93号 3月入；

芸号ここ塞1等呈塁誓-：芯’ぶ③包咄思翌患碑 ・g品は穂戸ー百佳良鴨公社e狂四）情報センター云(078)321-3683

9月下旬硲集予定．，
入居は12月～3月の予定

13461 



資
料

・
区
民
広
報
紙

路
ガ
で
き
た
ん
や
。
家
ガ
て
、
も
と
も
と
こ

ん
な
に
ぎ
ょ
う
さ
ん
は
あ
ら
へ
ん
ガ
つ
だ
し
、

も
っ
と
小
さ
ガ
っ
た
。

苔
は
自
動
翠
も
あ
ん
ま
り
な
ガ
つ
だ

＾

ガ
ら
広
い
畠
は
必
要
な
ガ
っ
だ
ん

だ
ね
。曇

そ
う
い
う
こ
っ
ち
ゃ
。
東
灘
の
人
D

＠

力

て

皐

裔

下
や
っ
た
し
な
。

そ
れ
に
し
て
も
昔
の
砂
浜
や
山
の
患
自
り
懐

ガ
し
い
の
う
。
団
地
開
発
や
ら
埋
め
立
て
や

ら
で
サ
ッ
パ
リ
の
う
な
っ
て
し
も
う
た
。

空

気
ガ
て
4ま
り
b
っ
と
う
ま
ガ
っ
だ
気
ガ
す

る
で
。

だ
け
ど
、
う
ち
の
家
だ
っ
て
団
地
の

C
)中にあ
も
、
お
父
さ
ん
は
埋
翌

て
地
の
中
の
エ
湯
に
勤
め
て
い
る
よ
。

，
分
ガ
っ
と
る
わ
い
。
懐
ガ
し
い
て
言

＠
う
と
る
だ
け
や
。
琶
の
ま
ま
や
っ
だ

ら
わ
し
力
て
よ
う
響
ら
さ
ん
し
、
自
動
甲
や

氾
四
3
1

り
な
ガ
っ
た
ら
生
活
も
成
り
立
た
ん
。

そ
や
け
と
、
公
害
は
よ
う
な
い
な
。

壊
れ
だ
榮
灘
を
こ
れ
ガ
ら
つ
く
り
ロ
―

Cし
て
い
く
の
は
あ
父
さ
ん
だ
ち
ゃ
僕

だ
ち
の
仕
事
だ
ね
。
れ
世
紀
に
は
あ
じ
い
ち

芯
は
あ
の
世
も
の
ね
。

な
ん
ち
ゅ
う
こ
と
字
ミ
〇
ん
や
／
．
そ

＠
や
け
ど
、
こ
の
磐
で
こ
ん
な
に
変

わ
っ
た
ん
や
ガ
ら
、
こ
の
先
8
年
で
も
b
い

ぷ
ん
変
わ
る
ん
や
る
な
あ
。
安
全
や
ら
環
境

や
ら
福
祉
や
ら
に
も
よ
う
気
を
つ
こ
う
て
、

前
よ
り
も
っ
と
え
え
ま
ち
に
し
て
く
れ
な
。

期
待
し
と
る
で
。

＾

汀

い

鰭

と

力

を

合

わ

せ

よ
う
邑
う
た
／
さ
b
ガ
わ
し
の
孫

＠
や
。
わ
し
も
ま
だ
ま
だ
忍
磨
ぞ
．

（
な
あ
、
こ
の
企
圏
の
タ
イ
ト
ル
は

r
榮
灘

の
戟
後
凶
ぎ
と
し
ま
し
だ
1
1
8
5ガ
町

村
ガ
神
戸
市
と
合
併
し
て
東
灘
区
と
な
っ
た

の
は
昭
和
笞
ヰ
の
こ
と
な
の
で
、
塁
潤
区
と

し
て
は
今
年
は
誕
生
45同
年
て
可
。
）

'神
戸
市
復
興
計
国
』

が
6
月
初
日

に
で
き
ま
し
た
．
こ
の
計
国
●
は
各
区

役
所
の
ま
ち
づ
く
り
雉
道
課
な
と
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
．
貸
し
出
し
が
必
要

な
方
は
市
立
の
各
図
●
館
へ
と
う
ぞ。

硼 1磁濶1覇毀 1濶1919 19T/1節 燭 ← 9- 197419n 1on1971 -9二 19701螺

i―--l"冒＂■■＂し—i ] § i i i忍？r¥ R品合命 ・-,．．．．と・成；贔．； t^ ・・・・・・・ ＾ ・ !~ii
鰈‘イ＝練ラ I I褐冊＾ ピ の

幹ス閉バ l1、度竺盃卜g嘉屡笞選久直 昌庖罰闊息嚢墨否摺墨〗 i 盃匿 g も 届

i’? i i喜［予紐ヽ謬i!』！！ ；9 ! [ [ i i>[>i9 [ 9, § i ]9 § ! i 
悶T.fへ..t◎ン ド I開閲 ＾ 整 IJI悶g§ :月月贔男，
` 1111の駅固？ 裡イ通 g綸 9届． を IOO詣胃g，う開誓喜悶き度g地翌総

蘭篇怠房 I^合男 さ名
？る 該 男孟g月 技 危 誓 戸J、竺で始校 ぅ 尻1負悶ヽ

品 げ娑ラ
i 岱“百翁房

日 レ眉戸
詔月 I!-!'ii晶『［瓜； 晨周T塁成

芭 心唇崖
百 ？；； セ 尻糾塁 6ん悶

ピ 巽 開 き属 ⑲ツ 閉鰭鼻
淘 出筵 殺肯↓和

屑品 閉 宅品屈正

ヨ•一-：i i ; ?＜ i i i i i >i§言巨忍 ろ 公唇忍〖 1 ツ包 危
塁暑 戸‘｛術ンシ印 1 、らは 1分う it ~ 忍品'i i 
災ガ開工鑓問 i月ilJj
｀六 投 ア 館卜発

恩翌 ．［ 召:
iiき

Iガ
＾ガ

死ラ 曲登
老 ン
1ド

ラ翌 間る

4、ま 至財＾

i贋
缶 ぅ占
成

ッ成

で 4

喜
深年
江度
地 ツ

-9ー・＿．-・-・ー・•• •—··· • ·~ー・ー··· ····-・ー・ー・ー・ー・ー・ー···-·・一ヽ
東の人0の移り変わり②

I ！ 昭即 5年10月 1日 171.125人 i 

i 昭応0年10月1日 183.872人 i 
； 昭矛055年10月 1B 183.284人 ！ 
， 昭訪0年10月 1日 184.734人 ！ ， 
： 平成2年10月 1日 190.354人 i 
l 
• 平成7年 1月 1日 191.716人 ！ 

！ 平成7年 7月 1日 176.529人 ！ 
' ......ー・ー・-·-·-•ー・ー・ー・ー・-·····--・—●..一•-• -•一·• ● • -

雪→湊 J11回!i0120-395502
西部 tiiii0120-212041

曼 昂 ;1ふセン9ー で(078)851-0771"
eヨ 臨 むン9- ff(078l731 ・5454l'J 
三 宮姐セン9-a(078l231-02Q2..i 
慶澤，，~\邑ビン9- ffl078l452・19811'l 
直 911 5lg己ン9ー a(Q78)681 ・1811111 
E零J5ベリnンロン9- a(078l975-222111i 
"SべJn次．:,9-ff(078l581-225511l 

i苫 ；ぢ点と芯．．ざ？．片-へ
も(078)681-0202閥

引越のご用命は

信用を大切にする日通へ•••

夏休みもそろそろ終盤．自由研究

に焦るあなたの強い味万ワぼ伍!

史散歩』は東演区役所まちづくり

推遊課とハローステーションKobe
（三叫 疇 ） に て 絶 賛 発売中I

充実の300円。

9 相 談室開設 の
●名称／年金庄宅震災祖狡室
●相紐日／田8(:t4ヨ、祝曰も開設）
●所四／神戸市中央区江戸町お

リク！レート神戸ビル9F
（三ノ宮、神芦市役所裏）

fi(D78)333-0721 
臨 (0120)86-0ア34（フIJーダイヤル）

， 相談内容
1．融資相談 2．法律相談
3．建築相談 4．税務相談

し 肇出犀蝙応．炭務岨紐は、予的闊とさせていCl!e言'1.

ご案内

叉全住協
仝U．い1と年全 Itて“及．旱彙’"•n賣
＂＂ヤ庫＂＂ ＇公血人の仝U1団体て,.

三）富薔自観光●園『製狩りJ・饉山散簾I¥
よ1）
m 直通l｛ス運行I!（全麿予約嗣）一9月9@・10@・ 15R・ 16@・ 17@・ 23@・ 24R 
閉滋瓜霊冨3

””'1量蔦◎三ノ宮 "..,.トンネル）轡8観光●圏（梨狩り）
” ●●●鼠" " 0119豊9

碑
轡日観光•II→II山 •B目 竺竺ユ→三ノ宮1901 99,...,501 穴攀乞匹● 19窃•m

＂戸ト ンユJI,

(“n9加 5どう加の
西 （ス遍●に入●印量プ五 ぃでn江”'でem.）

が 4,200円・小人2,700円
東昼食lこ名自でこ用患下さい．戴料章は渭賣税込．

m閉濶罰別四塁i,
ポートライナー

JR三ノ宮駅隅側
渇哭沿いに東へ100m
JR高凜下

HII國響扁l
公

134? I 



お知らせ /) 東灘保鑓所から―—ロニ〗
用途地域等に閃する公紐会

●用途地域の決定菜市街化区威及び

市街化邸整区域の整傭、開発又は保全

の万針の変更案を作成可るだめ、公聰

会を9月18Bに兵四県民会館で開鮨

►意見を述べだい人は晦28B~9月 8
Bに所定の甲出害を兵匹県都市住宅団

計画課1こ提出 ►素案は8月288~9
閂1481こ都市計画問射画課なとで閲覧

R柑即忌計画課ft(272)5256

►西W反埓途館（阪神春日野追駅南）

►無料®神戸市民文化振四財団口
(382)1061 

チャリティコンサート

•フランスヘの音楽留学生によるピア
ノと年玄楽 ► 9 弓 8日両 19: oo-
21 : 00 ►コープこうべ生活文化セン
ター ►5匹（救斉募金に寄付' R 
中 さ んで(452)0005

神戸田際港都建設計画累案（地区計園）

の縦覧、憲見霞の提出

●①更団新都り地区蝉丘区露岡

南地区の決定素案、岡本地区・六甲ア

イランド酌市磯能ノーンほ力の変更素

笈 (JI(表現万法の変更のみ）を8月25
日～9月7日Iこ姻祖嘩愚計画課（サ

ンポーホール）で縦覧 ►憲見璽の提

出は 9月14Elま でに同課へ RC
(272)5254 

エムバイヤ・プラス演奏会

●北米随一の金琶五置奏9こ無料招芍

►甲南女子学園芦原講堂 ► 9月27日
切 15：の～ ►往復/VJキ1こ生所、
氏名、年齢、電話番号を記入し吋布 8

榮区森北llll6-2-23 甲南女子大学庶

務課J へ。 9F.122巳必曰。 I田キ1奴
で 2人まで（氏名遍記）。 6歳以下の子

供はご還慮を ⑲ft(431)0391 

●9月の保健所行事予定 ［問い合わせ先］ 棗謂閑紺釈叩1-4131
星 行 ・名 実鰤ヨ 受付時閾

昂乳幻児健康診董（膏児・栄讐・歯科）
(3•6•9頑児のみ対象） 5寧・19日 13 : 15-14 : 30 

i 1載 6カ月児 霞震 診嚢醤蒻ii乱累
3 識 児 霞康 診葦 - | 13: 30--14: 30 

手 （平如匂月1B~8月15日生客れ） 邸ヨ面
碩
ガ妊 婦鱈慶 診董 5日図 9:30~11 :00 

琶、、
心ッベ 1し つ リ ン 反 応 襖 酒 4SIll1・18日回 13:30~15:00 

ノ反判定 • 8 C GI 6細 ・20日 (8月より暉釈類してし函）
波霧 塁予防擾 糧 2B  13:30-14:30 
成人・老人健康相談（保健・栄鶴・
國科・蔓本健贋診葦）

匹 火蝙日
（叡瀾診駆凋醐 8叩）

年函畏董i聘罰定悶認戸•峯-塁i 器琴:,, 9: 30-11 : 00 

胃 隈 • 診 （予約糊）
●眠叩ii(6511J辺こは無料） 年 ・匹日 9: 00-11: 00 般＂ 保 健 相 紐 臼 むK・金118(1父玉涜鰍く） 9： 1:00 

閲 呆老人家族敦 室 6日切 14：の～16:00
閃えなくなった犬・ 猫の!lit!!取り

(E01i1:1必要） 田週月・不竃□ 9：IJ0--,11: 00 

棗駐翠湯t.1ありませんので由での来所はこ遠慮ください。
呵効滋池n. 紐痴浪源咄凱n叫1万1; 、 細向涵譴勇 （和Jオ•三11混8 •
mしん）を交し示石．田子健贋キ嗅を冷つてお蟷しください．

順合の貫災で迩及さnた乃IJ.竃疫誌の賣用ガ氣料になりまマ。肛旧IJぉ田し込みの際にあlllJい合わ口
くださしし

有恵温泉大浴場無料開放

•蝉の節匈こ旅詔組合加盟の旅館大
浴場忍り人・家族1：：鵬翡靱 ► 9月
9日(1J11: 00~14 : 00 ►往回＼ガ
キに代表者庄所・氏名、電話番号、人

数（男女別）、交過手段を記入し 合

651-14北区育碍l!!J828 育馬濡泉観光

総合案内所温泉無料開放保へ。 8
月25日必纏。抽選で2,000人 ・. . ， 
⑲ (904)0708 

（（ <ニニ 広い分野の作品と頑料瞑碑で＠願す

る戟後視覚文化の初の総合展 ►景立近

ふれあい元気デイキャンプ 代美術認 ► 8用15日切～9月24818)
●市内在住の被災した15誡以上のI雌9 月罐休 ►一般1.000円、 大忘700円、 I」 I
障害者の子と親め組で飯ごう炊さんな 中400円 ~(801)1591
と ► 9 月 2 巳出 ► しあわせの村
►往復l＼ガキlこ庄所・氏名・電話番号・ ハナヤ社呉衛展

RiCサマーイプニングカーニバル 年齢・障害内容を記入しB用24日まで1こ ●写翼は美術だ．I「新四写真運動J の代

●恒明の子供みこし／立ードや念踊り、 守 651中央区磁上通3-1-32神戸市障

向紐り、 会士笑魚など。お店もいっ 害者スポーツ協会 へR心(271)5330

ばい ► 8月26日出 15 : 30~22 : 00 
►六甲アイランド・リバーモール問辺 神戸市観光回芸

Rニュースダストff(857)0677 峯前 • 8 用25巳ガら西区・北区でいもほ
夜祭もあります。仮設庄宅の哲さんも り ・なし狩り・ぶとう狩りガ開園 ⑮ 

ご一起1こ ハローダイヤ）い3戸ff(371)8600

神戸漠興住宅展

●耐震性、防火性9こ優れだ庄宅の展示。

被災者の万への総合的な住宅禰殴の提

供 ► 8閂31日困～9用 8 日曲 ►llfl 
戸巴際展示場1号組 ►無料®神戸
匹際交流協会ff(303)0029

榮濱ふれあい盆踊り

●瞭装はこ・自由で。区内のどちら力ら

でもあ越しください ► 8 月25日固

16 : 00--20 : 00 ►本山第11J屯咬校

窪＠東潤区逮合婦人会ft(822)3431
※16: 00カら楽しいあ店、 18:00ガら

盆踊り

スチューデントジャズフェスティバル 戦後文化の訊跡1945-1995
•中高生9こよるビックバンドジャズの ・英術・写只・建築・デザイン・ファ

祭典 ► 8月27巳(Bl 12: 3←-17: 00 ツション・マンガ・テレビC Mなとの幡． 

岬

＇ン検面、 尿・血圧血液検酉ぼ親能 • コレステ0-）し
等）、健環相談なと。

表作ザンデエ！！」 など約90点 ►芦屋

市~r\]1111物館 ► 9月 9 日仕J-11用 5

日(8) 邦副木 ►-it瞼灼、九匹籾円

⑮ 797(38)5432 棗震災により延期1こ
なっていましだ

出品者には記念品 い展示lii:10閂刃～24
日、同会館で ⑲神戸市老人クラプ遥合

会 (341)邸 7

神戸市靡員募集

• 8年 4月 1 日即弔予定の事務・技術殿

白（高校卒）、消防謹貝（忘校卒）、消防

顧員（大学 ・忘田卒～航:m.機関のみ）

の採用試験案内 ・甲込書を区役所まちづ

くり推送課などで配市中 ►受付期問は
8月24日～9閂58（消防（大学・高喜

卒）は118まで） R人事委員会任用課

ff(322)5823 

60緑からのテビュー美術作品展出品募集

●絵画、彫刻、陶芸、●、写真の名邸呵

►四和11年4 月 1 日以前に生まれた人
►申し込みと｛啜殴入は10月16 ・ 1781こ
相楽園会諮（中央区中山手過5)へ ► 

パート者設婦募菜

•中央市民病院i直榮濱診療所で若干名。

雹護想の資格を持つ人0勤務内容等1さ委

細面談 ►申し込みは8用25巳までに巳l

診凛所ff(411)7012へ霞話を． 
広郎こうぺ8月1日分6面中の紀事を以下のように
訂正し よす。

．．災置鑽ポ.,ンティア公演・•胴....
●璽双宴嶋茂公濱’'”’"＂＂ ’"”>」一90月,,a,●990~．9....人.
〇鳥田正憂ひと‘'z..ra"”十鯰」一l"＂”399:00-....人．いずn[、
文化mールで．．し込みは（住償9ヽガ亭）（9人9で記入'I).9..，:m,.)で文
1"←・ル(..99D..央区鴫町••2•2.0999-39951~”り 9Da濱m*”.,.i1L

●ぷどう •“L”‘9N●=豹間ぷど＂菖99聞園中．
♦,.. “'』●●闘●＝＂愈"*A ・子慎と •600円．

璽 litこの叡十年の間1こ会回の年表に
攀げた以外にもたびたび水害に見霙われ
ていま1$.地●も怖ヵったですガ、躙水
害モ塙いものだとつくづく感じました．
もちろん蓄と比ぺると防災工事も随分進
んでいますが油断は禁物で,:,-.これカ

ら台屋の響貴5で•あ気をつけて．

. . ． ..,.,,..,心—.“”z;m-”ヤー

●入●料（全属Ill定鸞）［’”"切い中J ●入●料（全寛膚定犀）＂”"e如19l
鴨鴫15.000円・ 一専／3.500円・ニ疇12.OOO円 S虞/4.l20Pl・A零／3.090円
作・漬出／中野 賣 漬出／石井ふく子
出真／水谷 al11・波乃久配子・安;.lil二ss

鑽●／エグアート・オーバーウェグ
ダンス／ピークー＆レ4チェ”

＂碗心 9如雌 寧心n.ll....<'54犀）口讚 '•—●9パ・ダン"'•91""9ブ•I
＂心軍00量貫に1l1.Cさ”....つてく←-コ王 ヴォーカ9り／フランツ・ワンダース・
雙と費算aSO暉咋即 やと叱→叩恥る プログラム／甕空．愚い鴫． ジェうとー．バラのク
．巳て艤きつくさn、騎心の只疇を”ぷ•トラフ1ばれsm ンゴ，ドンファン． J11の液れのよ沈．
ばシアフCも訊し｀・□J',の...,.. オレ・グアが．ラ・クンバ＂シータ・・
主爛／松竹襟式会社 憧噸／ 神，，麟”tt・ ”̀"咋 主纏／伊●霞稟•11t所

心噸•II!売を..元：五叩咄四却涵D，ゎ圧ゾ以点ル泣霙';:‘f -
: 、:•f:.•,. 算P膚覺ャ＊ヽ•で人・・が汲か矛忍¢h”文‘ 訳・-心叱 ‘”心
・ぶ鴫9"”'ダ／田五北ホデ(..匹 匈ぷ,s)・l' 枷． 心袖
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鮎賣 9lJ 平 ~I ~下 If If 

搾戸市では、中小企鴫の方々の経営を金“面から支直する9Jの9二． 各槙のほ利な員9賣訊度を
骰19ております．この度，融責軍lJ字をさらにSI色下げ．より事1)用しやすくな り＆したので、
是非こ利用下さい．
豪主な融賣綱塵＇の倉利
•長期遍転設偏賣金 慧担保薫傑証人 (500万円以下）．．．．．．．．．．．．．． ．．…………••2Aヨ天5

小 規 慣 (700万円以下） ·…...............,……•••·2.EI% 
経濱 変 動 （印00万円以下） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．2 .1ヨ天5

．畏期遍転資金 一 般 (3000万円以下） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．三2.7 天5
•長期設●資金 一 般 (5000万円以下） ．．．．．．．．．．．． ．．．． ．……•••·2.7%
・短期遍転資金 一年以 内 (1500万円以下） ………．．．．．．．．．．．．．．．．．£ョ．cコ'‘
＊置用保証協会の虞証を付する場合は、年0.5-1.0％償用傑証料が必賽です．
＊各制虞の詳しい内容r工下記までお問い合わせください．

' '一す9?,9 
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東灘

●コミコミとは rコミュニティ・コ ミュニケーシ ョン（螂域での伝え合い）J の畳称です

東灘区地震災害対策広報
（広雑.:.うぺ東灘区版）

9月15日号
1995年 （平成7年）

東区 （平成7年 8月 1日現在）
♦人口： 175, 895人 ◆世帯数 ：71.235

神戸買広鴫印Ill鵞lt1i 干成1年度鋼ll号·•（広鴫印馴饒讚鴨A・1頌）

I 発行：東灘区役所まちづくり推進課 〒658神戸市東灘区住吉東町2丁目3-28 合 (078)841-4131 | 
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果

て
た
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
io-・
再

建
後
の
ご
近
所
勺
き
合
い
の
た
め
に
も
、

ー
で
き
る
だ
け
き
れ
い
に
保
ち
だ
い
も
の

一

で
b
.

榮
濁
区
役
所
で
は
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
と
い
う
名

湿
花
の
湿
を
混
合
し
た
も
の
を
配
っ
て
い
ま
b
。
秋

に
福
を
ま
く
と
、
雨
だ
け
で
四
季
折
々
い
ろ
ん
な
花

＿●
 

ガ
咲
さ
ま
可
。
ご
用
事
で
戻
ら
れ
た
折
に
で
も
雑
草

一[[口罰叫

13r

道
路
の
復
旧
工
事

ご 神声市●罠●●鑽順からのお知らt［ス
t2 -

『Jlfi霧璽會』に
：：：：Ill書くたさい．

国民鯉庫保陵に加入してりる方て、所

KJが不明ながこ「1行n熙会のハカキ』を

お送リしますのて期日まてに必すこ回笞くだ西）。

回笞がなり場合は現在適＂］されて 1Jる震災朽例減免等の
保険科の減免が取り消されますのて、必すこ回笞くださ1)。

馴雌屯14iif紘．翡9晶9ft柑翡判9
お問い合わせは｀各区役所Si民鍵摩凍険係；または支所福利係まで

電`•.,. ••L • )五和m油••e-. 伶0カ 血 咋項
の．そ 呼ぶベ・；砧

”J;“"＂"ロ A”

~甲9-i,
神戸市

『糾1,榊阻；沼'、9
9月20日困から
先慧順で受け付け

戴9月20日午mo時までに来られた人
の更付順1が抽選て決定します

・・・・・・問い合わせ先・・・・・・

一時使用住宅係
(ff392-9860) 

9:00-11:00（土・日鳳祝日を除く）

、一 吋拿ー● l 
蔽火勾にm内Iこ仕んでおウ．次のすべての食件を漏たす也

鴫（ただし，これ零でに＂＂ mか●翼した一＂ 笠円住宅の契
”•力｀渡しを受1ブた人1コ感く）
Ill自ミのC注する住宅か硯虹／こは賣嶋してe註てきな

くなったロ"'
O 帽・”人疇のU：咤なe.= 身を竃口るu：咤99“

ぃnt雫
〇仕咤を漏りたり．鯛入てさないこ愕

l 畳けヤワカ域 l 
►B l~/9用印日m→?2日由.i.'5811!1--2だ珈

10:00--14'00•先皐麟・に宅力Wi<r49次鶴鰻7

►｀＇ ＂＇／こうべ m氏冨は交濃とンター7疇
（中央区ill.J:週3-1-32)

►必lll!●“l/0亭人でめることか”“てさる●0・証•
(ill紐免許E.“讀紺9賣1il，.,と）

O'.)山紅馴霧の石し
"゚“込胃（入唐石仝員の分） R印 冨

l 乙つせん対・辿疇 l 
北区・匹2の””｀およびm外のg；宅モあっ口んし"'"

13491 
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●
備
え
の
●
も
う
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
●

器
荏
醗
紙
写
は
塁
蘭
贔
誓
づ
く
ウ
准
滋
課
で
配市
中
で交

~

[

ポ
イ
ン
ト
●

云
殴
こ
う
べg
花
ぢ
g

土

一
次
災
愕
姐
でb
°
危
陸
園E
図
＾
ゥ
．

~

r
厖
こ
う
べ
9
月
1
日
Wご

↓
台
へ
の
満
え
の
特
稟
ペ
ー
ジ
ガ
あ
り
ま
す
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パ
ン
フ
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ッ
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ハ
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ド
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ク
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召
屡
＿
器
墨
9
呉

一覧

只
唇
麿

9は

一

~
§
岳
ん
で
い
る
と
こ
ろ
ガ

危
険
地
域
ご

．こ＂

一

塁

内
の
一
郎
醤
に
出
て
い
盲
砺
次
の
と
お
り
で
？
。
酋
の
地

一

~

ガ
と
う
名
前
っ
て
確
認
。
（
安唇

の

·

一

こ

箆
号
賛
ま
で
に
ぎ
ぺ
て
解
除
さ
れ

区
の
人
は
と
の
復
へ
と
い

-

-
餞
己
霞
の
地
図
は
安
雙
爾
、
醤
~一"—

ま
し
た
。
こ
れ
迫
器g旧
工
事
完
了
う
堕
疋
は
あ
り
巴
葛
゜

9

~
土
杢
裳
碕
屑
消
誓
で
見
ら
れ
ま

な

~

可
。
）

こ

'

9
9
9
1
1
1

,
‘

こ

し
た
こ
を
腐
明
け
に
合
扇
岡
の

所

西

大
景
屠
男
な
く
な
っ
た
こ
§

場

ぷ

影

荼

．
眉
lJl

屑

中

胃

ェ

固

一

~

`

｀

敷
地
茎
恩
裏
点
し
、

＂

る
も
の
で
P
゜

難

暉

髯

塁

奥

・

曲

塁

畠

麿

lJl
．
友

一

~
早
め
に
誦
埠
や
強
化
。

ュ一葡

思
｀7月
自

」

は

大

穂

公

房

圭

屈

笈

閾

忍

扁

苔

怠

．

9

-

~
e
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
気
ぬ
醤
、
エ
怒

忍

息

晨

囁

し

、

姐

難

勤

．

難

匂

、

一

唇

醤

滋

区

の

屠

池

避

界

霞

嵐

臭

凪

届

lJI

神
大
目

―

蹴

に

房

勧

男

良

苫

れ

ま

し

た

。

息

・

臣

昂

盟

ljl

魯
IJI
．
濶
醤
．

i

~
男

な
く
て
忍
険
を
感
じ
た
ら
、
まb

[

刀

月

日

に

サ

の

プ

＝

避

旦
が
来
れ
ば
、
山

隠

箇

眉

の

息

晋

商

棗

歪

墓

一

小

屡

一

晨

り

羅

勧

男

慧

喜

ヽ

―

x
-岡

§

息

畠

・

本

胤

屈

＿

小

．

一

こ

能
性
も
あ
り
ま
究
テ
レ
ビ
の
テ
ロ
ッ
プ
醤
燕
竺
＾
．
甲
宮
本
涵
•
本樹
3

小
温

—

~
屈
害
で
は
家
族
の
京
男
＿番
心
弓
家
~

一＂
ー

と
一
ュ
ー
ス
で
唇
こ
ガ
嶺
醤
臣

灘

猥

否

原

・

榮

租
高
．

悶
lJl
．

醤

厖

―

~

辰
の
ま
函
薪
ゃ
魯
方
法l
e
i
晨

g

~―

で
は
流
れ
忠
せ
ん
の
で
翌
に
言
で
大
・
醤
傷
大
白

塁
•
本

I
J
I
4
厖
·
向

一

~

裏
各
っ
て
決
め
て
お
く
。

非
百
~

一

．

に
は
り
っ
は
ガ
り
に
く
い
こ
と
を
あ

[
-

―
ご

g＜
だ

g。

-東

悶
忍
・
六
甲
ア
イ
ラ
ン
は
JJl

-

• 

I
 

L

ヽ
I

I
I

I

ヽ
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忘
れ
l
c
J
<
0
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災-ーはいろ合は災害と言え11つい地震1こばガり自が向さがちで可．しガし、神戸

の災害の歴史を振り返つてみると水害が圧倒的に多いのです。

特1こ榮潤なと表六甲は、貨後1こ山を背負い前面rこ洒を望んであり、平

常時は自然に恵まれだ風向明媚な土地ですが、台風や大雨なとの際には、

地質が花底岩四で風化も進んでいるため崩れやすく、念斜面を水が一気

！こ駆け降りるだめ水害が起きやすいという弱点も持つています。

払たちの記愕の範囲内でも昭和13年の阪神大水害を始め、だぴ笠なる

水雹に見冥われています。このだめ、水害を想定した防災事業は田、察、

市1こよって箪点的1こ行われてきましだ。払たちのまちの歴史は水害との

戟いの歴史でもあります。

これガら台風シーズンです。令年は特9こ台昼の当たり年ということで

lさないようですガ、震災によって建物や地盤が傷んでいることも多いで

しようガら、例年以上の注意ガ必要です。

災害9こ禰えるだめには、過去1こどのような災害があったかを知り、自

分の庄む地威の危険性を十分に認識することが必要です。そこで令＠は、

いるいるな災害と対策について閤単にまとめてみました。

浸

水

対

策
一

神
戸
市
の
下
水
五
鹿
器
墨
本
的
に
旬
年

C
1度
の
置
で
降
戻
雨

(
1時
閾
に
49

lIl

□(掘
さ
の
雨
）
こ
対
応
で
喜
返
整

努
[fJ
わ
れ
て
い
ま
b
。
し
力
し
y

E
ャ墜
R

年
の
漫
水
を
受
ワ
て
、
よ
り
迦
い
雨
に
対
応

で
さ
る
を
つ
下
水
湧
院
栄
嵌
修
、
虚
カ
ア

ッ
プ
ガ
迫
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

束
区
南
郎
の
下
水
迫
屯
U
匹
式
と
い
っ

て
罰
水
と
活
水
と
を
同
一
の
下
水
笞
で
流
し

て
い
ま
可
。
中
北
郎
（
分
流
式
）
の
汚
水
は
、

現
在
こ
の
閑
郎
の
下
水
笞
を
通
っ
て
東
灘
処

理
湯
に
流
入
し
、
知
理
さ
れ
て
い
ま
可
。
そ

こ
で
南
郎
の
下
水
壱
に
余
浴
を
内
た
せ
る

だ
の
に
中
乱
の
汚
水
庶
型
酒
衰
処
理
場

ま
で
流
b
た
め
の
大
き
な
下
水
営
を
造
っ
て

い
ま
可
。
ま
た
、
咀
吝
g
に
榮
渕
処
撰
魚
ツ

院
力
を
起
え
る
属
の
下
水
ガ
流
れ
て
き
た
と

糟戸暉の＂＂只・・ Uし慣●は
＼ヽローステーションKobeで

璽加竺pnmものクラつこうぺJなと"'の＂”刑 7がm‘冗
C..戸みやl'f・グッズの震示闊売

｛ 
三宮t?ンタ咽 ， 1 L 

電誌やファクスでもどうぞ・・・

ff(078)322・0220 
FAX(078)322・6189 

裏精鯖関,~午前9.. T饂7..““”の闘9

土
砂
災
害
を
防
く
た
め
｀

B

焦
・
市
ガ

協
力
し
て
砂
防
攀
榮
を
迂
め
て
い
ま
可
。
内

に
胃
年
に
は
阪
神
K
水
宮
を
契
慨
と
し

て
国
眉
の
1

絵
｝
砂
防
登
餘
（
現
六
甲
砂

防
車
翌
開
）
ガ
発
足
し
、
喜

（
鳥

ダ
J
)
楼

葛
に
取
ウ
組
ん
で
い
ま
b°

ll!昂99・狂豪1彙．約12万ポいの土砂をゼa 止＂て•この場 9J .I

市
で
は
、
迪
P
泡
沿
津
の
市
街
地
を
高
潮

に
よ
る
浸
水
ガ
ら
守
る
た
め
に
｀
防
湖
足
の

煤
殿
を
巧
っ
て
い
さ
q°
防
潤
四
ぽ
は
、
昭
和

況
年
9
自
の
甲
錢
丑
台
滋
（
臼
g
と
し
て
ほ

最
大
の
波
苔
）
規
段
の
臼
第
ガ
昭
和
9
年
9

“^名

月
の
至
p
巳
痘
（
神
戸
市
の
中
央
郎
を
遅
過
）

の
コ
ー
ス
を
迎
る
と
い
r2照
8

の
協
合
を
想

定
し
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
可
。

菜
灘
区
内
の
防
苅
礎
は
ほ
と
ん
ど
完
成
し
、

残
る
要
賃
4
H区
に
つ
い
て
芸
早
期
完
成

首
店
し
て
努
力
し
て
い
ま
P
。
こ
の
防
潮

虚
は
神
戸
泡
を
甚
つ
と
き
え
ら
れ
る
津
没
に

対
し
て
も
対
応
で
き
る
も
の
で
可
。
沖
合
の

埋
立
地
の
完
成
に
よ
っ
て
も
沿
淳
郎
笠
文
全

性
は
高
ま
り
ま
し
た
。

雹
刃
頑
唇
も
震
火
こ
よ
り
塁
を
受

け
ま
し
た
が
、
台
際
シ
ー
ズ
ン
に
団
に
合
う

よ
う
急
い
で
経
復
が
迫
め
lnれ
て
い
志
交

員

を
進
め
｀

ま
ち
の
安
全
性
を
高
め
歪
だ
め
に
、

醤
H
事
へ
の

市
民
の
芦
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す。

高潮対策l

ぶ江聞町<T!Iの防；鯖凜

丹波の味覚（黒豆）、
篠山散策と立杭焼ヘ
万巧直通パス遍行．”

（全霧 予 約象

口l0/7®•8®•10®•14②
15®•El ®•2% 

且’'晶＇丑置璽 U
三ノ宮m..mッ ..9レ黒豆狩り（●二●つSI
'"'六”'，"'"..鯖 10:x}ー11̀

AlI杭燒呻匹l•屯ユロ旦血．三ノ宮
u.31)--19 X} 鯰..ロトンュル 19心19む

：翡跨く心そば負

大人3.BOOPl・小人 2.200円一，
G¥ 

9 

JR三ノ宮駅四割
碍槃；Uい1こ只へ100m
JR忍安下l、,」 1 馴l

1350 I 



いろ
⑯死奮R負爆看⑮行方不鴫R全饗紐蠣⑳濃出 ・

R床上浸水R床下浸水蕩道鵡劇攣愈檎渠澳出

穿台風寧螂02靱筵）2547⑤7919
栖雨前線豪雨（飯神大水害）

瑯 1卿 011敏 21露訟螂41ぬ2頌碑712瑯 睾2

ジェーン台風劉Rl喝 135⑲932@39c5870268喰洒R5

台風13号⑰1＠寧 螂84(i;蜘 504⑥241Se

台屋16号 R4R碑 碑 認R183訳 1735⑬1虹螂

幅雨前線豪雨（昭和3~むやK害）

叡睾3蝉 3禽 25珈 1c298⑱ 1欧 螂 暉2

第 2穿台目 R1◎唸汲⑤おc1662◎1291頌詑7R5
台匹0号 叙螂◎1翁 37廻1如 17細 01寧 3割

台殿3・2匹 R2姻 1釦 3⑱ 61姻 72唸 262敏寧1
呻前綜豪雨（昭和2年大水害）

RR国傷35函＋R361⑨37釈 7759(1)2976涎 7⑲37

平成元年9閂秋雨前線蝶中豪雨＠22杖 1303⑬3

神戸を製つた主な配K雹

昭和9年 9月
昭和1碑 7月

台風シーズンに
鑽えて

昭和5年9月
蝉眸91=l
昭和35年8月

昭和36年6月

昭和36年9閂

昭和39年9月
沼和4晦 9月
醗 2年7芦

昭
和
40年
9
月
の
23
．
れ
翌
届
の
隙
の

酪
k
瞬
岡
現
速
は
抄
還
48
.5
メ
ー
L
ル
に

も
遠
し
ま
し
だ
。
昨
年
9
月
の
西
ぢ
巴
塁
に

含
裡
P
で
の
＿癸
隣
問
風
速
は
抄
速
氾
．

9
メ
ー
ト
ル
を
紀
速
し
て
い
ま
可
。

馨

品

届

晨

品

っ

た

注

意

ガ

雇

：

゜

召

隠

屏

認
ん
で
り

ゃ
召
く
な
っ
て
い
る
湯
台
も
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
応
怠
嵐
で
弧
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

も
し
つ
ガ
ウ
と
し
た
押
さ
え
ガ
必
要
で
b
.

閤
囲
の
家
ガ
な
く
な
っ
て
こ
れ
ま
で
と
は
風

当
た
り
ガ
変
わ
っ
て
い
る
湯
合
も
あ
る
で
し

よ
う
。
な
た
、

震
災
後
応
急
的
に
仮
磐
切

ガ
あ
ら
こ
ち
に
達
て
ら
れ
て
い
注
b
ガ
、
皐

槌
は
し
つ
か
ウ
し
て
い
庄
百
ガ
。
軽
い
建
窃

の
場
合
は
特
に
十
分
な
注
意
ガ
必
翌
で
b
.

，
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罰
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7
月
の
阪
神
K
水
害
の
壼
雨
で

は
3
白

閻

の

雨

4
6
1
.
8ミ
リ
に

達
し
ま
し
た
。
昭
和
お
年
6
閂
の
大
水
害
の

豪
で
は
4

日
濶
の
玲
雨璽
ガ
4
7
?

．
1
~

l
l
i
J
に
達
し
、
昭
和
心
＃
す
日

6
白
の
大
水

~

菩
の
景
雨
で
は
わ
b
力
1
日
で
総
雨墾
ガ
3
~

1
9

.
4
ミ
リ
に
達
しま
し
だ
。
い
b
れも
~

k
規
祖
な
床
上
・
床
で
浸
水
を
5
1翌
些
Jし
~

て
い
ま
可
。
そ
の
後
烈
出
品
器芦
で
は
大
~

愚
号
番
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
ガ
、
墨
江
~

で
も
平
成
元
年9月
M
B
に
阪神
間
を襲
つ

~

品
田
霞
で
径
束
灘
で
の
慇
測
で
1

醤
回
~

里
Iリ
も
の
強
さ3
雨
ガ
降
り
、
区
内
で
も
~

＂＂

く
≪

浸
水
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咤
崩
れ
の
被
害
ガ
発
王
し
ま
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互
゜
~

雨
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水
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風
に
備
え
て
一

男
度
に
吹
竪
込
む
と
建
吻
の
危
険
ガ

増
し
ま
b
ガ
ら
、

窓
カ
ラ
ス
に
X
状
に
ピ
―
―

ー
ル
テ
ー
プ
を
強
る
な
ど
の
対
策
ガ
必
要
J

b。

一
郎
の
ほ
踪
殴
d
逹
で
は
台
口
巫
ガ
田
遅
し

9想
さ
れ
る
と
さ
に
は
、
懇

に

範

裔
け
て
否
全
3
ー
プ
を
地
面
の
鉄
蝸
に
引

っ
か
け
て
四
定
忍
必
要
努

g。

a
扇
は
気
象
情
賊
に
よ
り
嘉
に
予
測
で

き
ま
b
゜
〖
蓋
ガ
強
く
な
っ
て
力
ら

、
戸
外

で
家
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浦
強
作
業
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と
こ
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力
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俎
難
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と
b
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あ
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家
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修
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強
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甲
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ヵ
急
田
け
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期
ほ
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余
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見
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行
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し
ょ
う
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に
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木
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エ
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て

下
流
威
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鵠
つ
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癸
変
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b
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珈
炎
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阪
神
大
水

害
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始
の
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昭

和

、

昭

和
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K
水
宮
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つ
に
、
面

閤
罰
線
の
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洞

な
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よ
る

雨
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豪
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ガ
日
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っ
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さ
れ
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と
ガ
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問
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水
b
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可
。
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は

9
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滞
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ン
プ
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束
に
K
溺
の
と
さ
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雨
水
変
淫
め
る
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と
の

で
さ
る
大
さ
な
下
水
笞
を
追
る
予
定
で
b
ガ
、

こ
れ
は
辺
水
李
引
き
込
ん
で
防
火
用
水
に
も

閉
る
と
い
う
コ
ニ
ー
ワ
な
も
の
で
可
。

河
川
改
修
＿

阪
神
大
水
害
を
契
磯
に
本
格
的
昼
刈
Ill改

箆
工
5
ガ
ぬ
ま
り
、
天
上
川
｀
注
吉
111、
石

閉
な
と
の
王
な
河
川
ガ
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
的
年
の
豪
悶
で
は
比
訟
的
小
規
環
な
市

街地
111の
氾
涵
に
つ
い
て
ま
髯
な
腹
匹

と
な
り
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現
在
も
市
や
頭
に
よ
っ
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天
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川
、
高
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な
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改
修
ガ
送
め
ら
れ

て
い
ま
b
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これまでに塁しだ蕊遼は約440畏．j

上りま<°里0111上流に昭和釜に完・・・＂
成した五助遷逗足翌m屹年豪雨の土石

流をせさ止め、その籾束を発閾し界し

だ。震災後も緊急対策として怠這の増

設ガ図られていまb.

その包もエ砂崩れを防くだめの森

杯迄成P山諜エ、蘭りや篇れを防9ヽf9.-‘

＜洞エなと様々蕊亭栗ガ行われてい

まb°

引越のこ＇用命は 尋
信用を大切にする日通へ•••

R日本通遍
樗戸支1/l -u15u40cっ2力2 !I"受勺●`99-030120
賣神戸磁ii0120-212081
三 言閾ii0120-028818
量 Ill臨 0120--395502
西 11B匹 0120-212041

璽 邑弧gセン9-0(078)851--0771" 
e団頭比ン9-t,(078)731-54~ 
三 g 頭ヤン9-C(078)231-0202111 
覺・戸弧釦｀クーロ(078)452-1981.. 
ii Ill ~LI!!センダ— tt(07Bl681-18111'1 
己鼻が ')nンむ,9-C(078>975-22211'l 
＂ 戸べ’JnンC99ー ロ(07B>581-2255r'l

ペ・'”ン浸のこ閾合り

匹 ＂ 』の日囀叉U””"”̂
2! (078)681-09•2ヽ•0,.2~的

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ー
と
め
な
い
で

(
9
月
21
日
1
3
0
日）

逗
路
は
あ
な
だ
の

亘
譴
じ
ゃ
な
い

ー
戸塁番街

5j 

- 1 52戸危霊；三
『守輝藝誓声寧.̂ 2,770万円～4.I団万円（特別加胃を含む） •lt蔓湯/100%•交過／六甲ライナー

rアイランドセンター』釈より徒歩約7分●入居／平成7年12月中句

芯；；品．⑲ぅ神戸市住宅供給公社
〒匹 ",.市中受区三言9IT•で99-9ぅ•91”

”地案内会／渭9月21習～10月1習10:oo-1s:oo
●申込受付I●阪神・淡路大震災り災者優先譲渡対象住宅••••

9月21習～9月23晋。•00-16 :00
●一般分璽住宅•••••……....................... •….... 
9月24習～10月1昔10:oo-1s:oo

”付●所/2番＂H貫会所

●分頸予定11l1/弓f[Z4m居～与？tgg良
●バンフレット頒布t9/1$杓-10/1181さくら戴行本・支店などで

と三二 ”‘9●ーワン

お問い合わせ9』 宮稟~~(0_7_6)332-0843 匹 活と芦 n(07B) 333-001 5 
（定停B:m潤エ•B...呪B)

⑥ 

13511 



国勢調査 震 1こより住民登録地と氏なる所に

ぁ庄まいの万は、庄民登録とは関保な

10円1日は5年1こ一度の日勢飼畜。赤 く実際にあ庄まいのとこるで記入して

ちやれ,1:Jらお年窃て）まで日本1こ庄んで ください。

いる可べての人ガ細百の対象となりま （問い合わせ夕i;)

す。外玉人も対象です。 9月下匂力ら網 天灘区役所総務訳企画網葦係

互門ガ也帯：：：とに調畜票を配布します。 C（841)4131 

． 

民生委員・児童委員 i出霊宝．しく臼心

氏 名` 庄・ 電話奮号 因当迎区

"石'み""箇子a ほ．吉本田B丁目6・12 "811--6457 
住さ本町1丁目14~24番、庄古本叩3丁
目1番3昌(14~29) •4唇

碑ヽ・← '広’̂子こ 1王さ蜘¢了el16+10Z C811-&943 庄き宮町2丁目2・3・8・9・12・15・16・19番

印"田.団●槃9ヽ 向洋町中9丁目1-141-1122 n857・6140 向痒町中1丁目のうちイーストコート頃固

社＃琵弱 向洋凹午目11・501・2602nSSl-2769 既渕砒坊了助う5ウエストコート2•3樹ij

迂 苺手 向洋虹l中6丁自6-614-224 n858-1901 向洋邸ヰる丁目のうちウエストコート6番函

バ.治,道．̀―＇． 魚応北叩3丁邑4-11 C411-8267 魚詞北町3・7T目

［問い合わせ先l 榮潤福祉事務所管理沢~(841)4131

． 

ご老人へ ”老 霰i呑繋車証の交襲

現在あ持ちの敬老優待渠三証の有効

●神戸市老人手当・兵匹票畏寿況金 朗限は 9自30巳です。新しい更由証ヘ

田年、秋の敬老角閻1こ侵刃をあ祝い の交換は 9閂18日力ら29巳まで行いま

して77オ以J:の方を民生・児童委呉ガ 可（土・巳を除く）。 1日乗四正と印饂を

註し、敬老祝金をお浪ししています。用つて東渾区役所2喧0ピーヘ来てく

受け取られていない万は9月18日以降ださい。 18棄翠証をなくされた万は 9

にE口鑑を内つて庄民票のある区役所の 自29日以降1こ身分証明璽と印鑑を持つ

地四福祉諌へ来てください。 て東灘区役所福和」課へ来てください。

雹 (841)4131 如 (841)4131

． 

●10月の住民健診

と e
2日Im13：紀5:
16日Im9: 30-11: 

悶霊謬噂慮 I霜塁品醤界る醤品項4)
)4函 13:30-15: 1r珊令鋼（本山北町6丁el2) 

、1センター（深江和田
況 9ー（叩卿7丁目懸鴎荘函）
113) | 

（検董内苔） レントゲン検査、尿 ・血圧 ・血液検百ぼ機萎・コレステローIレ
等）、健康相談など。

お知らせ
-1・）
 誦見学会補助利用者募集

•地庄民自沿組1111や一定の自的を持

つて活勤している市民で膚成される団

体なとガ市の施設を見字される湯合1こ

洞助金を交付 ► 7年度下半期こ貝字
会を予定している団!aclな9閂18巴旧）カ

ら9月29B命まで［こRへ申し込みを（多

数の場合は抽選） ＠棗灘区役所まち

づくり准珪諌n(841)4131

電記受団もあります

一日図冨諒費

►束潤図鬱既！ ► 10月28日(:t)14:00-

16:00、29曰(8)13:00-15:00、11自4日

l:tl14:00-16:00 ►名日4人（先鵬頓）

►lj 屯咤E4~6年生 ► 10月 1 日力ら

15日まで1こ同館へ申し込みを＠c

(452)4001 

二東遍偲饂所から
●10月の保健所行事予定

猛 行事名

要 乳幼児鍵康診董（胃児・栄●饂科）
(3 ・ 6 ・ 9カ月児のみ対象）

昂1Ill 6 1:J月児鯉康診童

, 3 讀児鑓康診董

磯
（平成4年 16B~9月30日生まれ）

ガ妊 婦譴康診董 3S図
必ヽ9

g 、、
ノベルつリン反応検董 281月）
ノ反判定 •B C G 狂珈

成人・老人鑓康相談（保健・栄襲 ・ 田週火●B
細・蔓本鍵康診董） （O科棧診、隠はみ）

ー 1各糧1lD液検董渭9費i閉虚醤• ,.m四•叫印1よ
I 9:30-11:00 

実してありませ比

胃 襖 診（予約制）
賣用500fll(65織以上は無Ill)

田遵水・木■B
Ill 神屎
洒害敦

痴呆老 人 家

関えなくなった大 •9器訂邸 I 田週閂 ・心日

濠罵王王場11ありませんので国での来所はご恕霰＜ださい。
が市外ガら転入され．乳幻見の予舵i投糧ガ五んでいない万la、神戸市乃乎四＆這券（ポ’J;;,J・三91混3
麻しん）を交19しま'1.田丑mほ犠を内つてお屈しください

心cの葛りで麒さnE万13'、剛繕の劃翫f無9dcgり裏す。 I,'/11l11さ細し心の際1こ漬い合わせ
くださし、

軍酒昏昴£は r六甲アイランドのふni!!lいセンター」（仮殷第5庄宅'l)で実隔し界可．．

【問い合わせ先） 更漬保健所ff841-4131

20李

受匹

13: 15---14'. 30 

，ノ

13: 30-14 : 30 

9：的,: 00 
13: 30......,5: 00 

(3月n滋醐ロしてし屯m

9: 0(戸 1:00 

煕料合向相駆会

●震災復隣！のだめ弁護士、説理士、行政

雲士、社会保陵労務士、匂法冨士、公認

会gt::1:、不配嘩臨定士、エ地家租閲蒼T、

廷菜士ガ大柔合 バ 月30巳①10:00-

16:(l()（受団開始9:30-) ► 神戸市勁

労饂（中央区役所西隣り） ◎兵饂索

匂法塞士会~(341)2755 （予約可能）

字室図画編辺大会作品募集

●区P 日の幻児、 /JI・中字王を対象

に．図il1ll（四つ切り、横描き）、馨道 （半

切匹つ1lJ".))を巧霙 ► 9月26日まで

にRへ ► 優秀作品1古10月1日ガら14
巳まで三宮の花時計ギャラ1.Jーに展示

R榮濶名子とも会遠合会事務問（東滋

福祉事務恒命） C-(841)4131

震災後の高師者とこともたちII 灘区役所の斜向かい ►利用時閻・料金
•大字による出演市民綱座 ► は従印のとあ'? ~ (441)2234 
9月17曰(8)14:00~16：ば来也紀1こ伝える

べさ r忘節社会型震災』 の教9llJIE井両 茶席の床節り

夫さん ►9円24日(8)14:00~16:oor被災 ●凛茶・薄茶 ・ 広閾 •IJ潤 ►香雪美術

児童の心のケアー野外キャンプを辺し 認 ► 9自15日～12用10曰（期閻中無休）
て―.J阿田貴里子さん ►いすれも深江 ►一般沃氾円、大高中め四、小150円 ◎ 

会醗（阪神深江駅畷m) R大阪産業 口（別1)0652

大学産東研究所ft()720<75)3001

コレクション大研究

匹ウォーク ・r知られざる画家だちJ 「名品の魅力J

●六甲アイランド内のコースを歩きまし r紙の上の小宇宙J ri乍品をめくる物直

ょう ► 10月6臼曲13：朗（雨天中止） 勺拡大する芙術」の 5つの視点ガらコレ

►六甲ライナー 六リンパーの駅北碍 クションの魅力を再発見 ►京立近代芙
広潟渠合 ©榮潤慄匠所~(841)4131 し甜遼 ►10用 3 日～11自 5日（月躍休）

►一般700円、大高500円、 中小籾円©

只立虹際センターガ営東中 な(801)1591

●プール、体可ホール、トレーニングル

ーム、ラン＝ングデッキ1:f利用可 ►束

蝙
讐
』
―重
曇
璽
―
皇
亘
量
き
U
・．

 

に

し

一

て

だ

て

私

け

し

の

は

力

零

5
 も

害

に

じ

ー

h
.辺
9

ナ

戴

だ

ガ

た

．

イ

は

し

委

え

P

ラ

て

ご

竺

i
g

甲

し

し

し

六

と

て

て

り

慶

れ

e
切

に

ら

で

区

ズ

ら

5
ガ
ー：g

加

知

i

紐ご
8
i
“

去
涵

匹

匹

年
か

紐

-
5
g
8
咋

膊

よ

関

閾

零

号

10
に

は

聘

、

月

竺
i
g
亡

皿

迎

曰
．
さ
い
い

l
-
l

22
た

手

婁

恵

n

月

し

転

．

を

一
l

l

8
ま

遍

け

IUIn

a芯
g
B

疇
~
u
9
言
●
Z
=
-

＝


も

＿

10
壻

18

福

01

人

）

と

オ

‘,‘ 

3
 ，
 

子

ガ
翌
〗
〖-e

ふ
悶
虚
8

五匹二
、
る

～

神

[

g

は
ふ

、
力

E
g
央

め
に
►

人

三
R

[

[

f

翌市
2
 

鯛

5

戸

税
狂

t

璽

月

B

の

計

（

口

賽直戸

便

＂

市

28
叩

”月

：・・・

穣

10
g
ぃ冥

付

だ

市

一

納

（

の

ギ

塵

は

賣

隈

の
用
た
ル

悦

利

な

ネ

市

二

あ

工

定

Ill

園

饒

．
．
 

【神戸市交遍観光の旅J
「--樟郎● ●企鵬！！

•「“, 1 9 H, 9 • I S • 9 ● •'18 . ......... .......................... 
・天慣32つスーク臼え

90月 9ヽ •99•2•e. 9 1 9 , .2 • 9日 ・・・••••…... . ....9 9,900 .”..肩-..公...と蠅...,鵬”
IO月●•,.,.,09.... ....... . .. ... ... . . ... ..….. ....嶋 '·..。

苫雫雲な~:、SI•”‘ '， "U...- U●の●瓢漬と紐"
II昂9• 9 9 • 9 ● •"日 ・．．．．．．．．． ．．．．． ．．．．． ．．．．．．．．．． ．． ．．．． ..、●00

．；闘●の"'"'..と”鴫鴫めぐ9
90H a e • 9 9月9• 3日..............................'"・"'

`"̀9.9..9ヽJヽ豆●紅●の●●環ロープウェイ
•• ~'1·,,B ······················· ··················• • U,IOO 

ィ'"・,,...m谷の力9..ら.. と大亨nill●鍼

"員•·ZSB -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......... lt,1<0 

一0ミステソーツアー•`＂,..白●9̀ に9.，9 99 0月 ••B ... ..... .. ..... . .... .. ... ...... ........ .”●●● ● 9 9. mo 

0虹●の大讀三干院と比““"` 9イフ
9 9月9• 9 9 • 9 ● • ,. 9 ....... ... ........ ..... 、...... . ..... ...＂゜

~"＂"...，，....単●順り鬱と••‘”""'
9 0 ● 29-2● a・19月90一"a ....................,,しヽ 00

►....咋疇遍蠣C.."．山該遍I I省9創
,.胄mト•29 B • 9 1 "’0ーOB.....................,，嶋、●00

~安苓の小京“”"'と口のえ温攣 19.’"＂"""-"ロ・'‘-""..................................
≪（心〇や96響●拿め'l:'・・・≫>

0四置疇曹讐~いウ（● 99aで皐”...~ . ~..,9 9 
,on~ーコ⑭⑪9, 9•9• 9..,．．99 a,．．．．．…--— 論 92.,.,
1 9月コース OOS・...,..,,...8................ _...,● 
,rn コース 〇aa)9•9•9~99•95

． 
一ヽヽ•Iし990・・・ ¥ll.9OO99 

0 ●先99攣いウと浅霞L暴...天鳳a
9 0月6ー9B • I I月,,_,.日．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．●99.“” 

0 冨’'山霞ノ”"''量•"鼻., "月9・ma............... 
＊疇闊翼重...9こつ●●遍怠・m清の嶋令99::-冨..（9ムさい．
事箪行●”̀こヽが●●隕を含み9す・ •少縛＂人員 90.. 

いつもくらしに青窒をo
街 の 生 活 必 需 館

讚鴫センターは會

＊きく卿しくなって＊鴫□リフ1'
ーレ嘱鴫し：：

生まれ変わりま武

地下鉄妙法寺駅前コープとうぺと45の専門店

10/6奮リニュー7ルオープン

13521 



東灘 零
l
l
[

ョ
[

零
l
i
]

ョ
[

区民広報紙
（広輯こうぺ東瀾区ほ）

10月15日号
1磁亭（平At7零）

I 発行：東灘区碑まちづくり麟課〒658神戸頭灘区住吉東霰丁目3-28岱 (078)B41-4131 | 

撤
去
の
受
付

9

〉

芯
冒

ガ
b
•コ
ン
ク
リ
ー
ト
写
易
セ
ン

チ
角
以
下
の
大
き
さ
に
、
不
切
は

バ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
長
さ
に

m工
し
、
ガ
ラ
ス

は
容
毬
に
入
れ
r
ガ
ラ
ス
」
と
表
示
し
て
、
後

日
指
定
b
る
易
所
に
運
ん
で
い
に
だ
き
ま
b
.

＄
し
込
み
ガ
必
翌
で
b
。
近
所
の
万
ガ
ま
と

ま
っ
て
グ
ル
ー
プ
単
位
て
お
願
い
し
ま
b
．
搬

云
は
一
定
の
区
虞
ご
と
に
突
鹿
日
・
収
渠
場
所

を
決
め
て
行
う
予
定
で
b
の
で
、
ご
協
刀
を
お

顆
い
し
ま
可
。
な
お
、
既
に
罵
云
斎
の
経
費
の

潤
賣
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
享
く
だ
さ
い
U

●
受
付
期
間

10月
柑

8
側
1
10月
引
日
図

（土
•

8
は
除
く
）

（問
い
合
わ
せ

・
甲
し
込
み
包

I鼠

，
S

る

6
0
3
,
1
2
8
6（
直
通
）

東瀑区民ハイキング

►10円22日 llll 9 ・00--15・00 (8・珈こ

J濯訟翫衛詑．屠知9!t) ► 

璽． 1；；祖フPワスで参叫詮員の氏

3 呻碍訳撚細烈認顧8

841-4131 峯グーしらあ砧I

児童館子ども家庭相談

地
相
談
所
か
移
転

？胄
~

い
る
現
地
相
談

森+

所
ガ
、

9
月
6

B
に
移
転
し
ま

し
だ
．
ぢ
話
番
号
は

n
4
3

1
,
6
0り
り
で
b
.

災
＇
ー
！

，
J

生
届
9
疇
貴
皇
員

r・

申
込
は
10月
31日
ま
で
に

神
戸
市
災
害
援
頌
資
金
貨
け
に
つ
い
て
は
、
国
の

制
度
に
星
づ
き
4
月
田
日
で
受
け
付
け
を
締
め
切
り

ま
し
U
ガ
、
国
ガ
ら
の
通
知
に
よ
り
、
前
回
の
貸
し

付
け
を
受
け

b
、
当
面
の
生
活
資
金
ガ
必
要
な
世
帯

に
対
し
て
、
特
例
的
に
＂
月

2
巳
刀
ら
受
け
付
け
を

再
開
し
て
い
ま
1o-・
暑

ガ

経

滋
な
低
所
得
者
向
け

の

告

嶺

祉
資
金
災
言
環
護
資
金
貸
包
つ
い
て
も

受
け
団
け
を
再
開
し
て
い
ま
b°

ど
ち
ら
も
甲
し
込
み
期
唇
闘
吾
翠
可
の

-．ー・

屑
43号
を
広
景
炎
帯
と
？
る
た
め
、

惑

．．

で
、
ご
注
患
く
だ
さ
い
。

被
害
の
内
容
に
酌
じ
て
貨
付
の
樋
類
や
限
度
額
ガ

国
、
景
、
関
係
市
ガ
協
力
し
て
、
沿
道
の

i

信
一3
5
3

一

ー ダ

＊コミコミガ在＊コミコミカ在

コミコミガ守
秋の住吉川クリーン作耽

► 11月121399 ・ 00-10 00 ► G:5111-

鯖蕊細ま5ブくり昆丑採呻1・d81

豪改ほ工酌つの区間にIJ.I1ち入らないでく

ピさい．

と新慇開迅記念展で<J.

企画展r薬用植物画展 2」

►I」帆記令亭網 ►11月1茫濱晦で ►

月“不鑢 ►ー、 大9如．中」ヽ
90  ⑲7•細量1向3巳に再需。

パルピゾンの発見

►醗立近代笑術諮 ►11用11B!H2月？3

8閲 ►月“暉 ►一般．a＂巧． 大冠
加 、中J叩 8zltn1 • 1591 濠ミレ

ー、コローガ尖し口口然と王る

克・．． 祖 U E] 
叫夷 “"-2244 10.El18Bl杓

“l碕 心3•窃？ 1四 248t/l)
不庄 “"-6762 1四 39E
lU霜不 佗2̀ 2n 11月 1El(.,:) 

n：フー、T お1-2769 11月 4EUJ
田中 452-3182 11月 7E
閂滋 857•7421 11月8細

瀾畷1:1 821-1500 11月14E切
汎紺渭’‘ 811dO14 ＂円 15E即

►いごnも10: 00-12. 00 R憾合児星セ

ンター四幻滋mで371i埠泊 奪子ともに

ついての閑みなどに只函祖資tJ否えさ

き司；］声主t£コこコ亡コ亡:.l［
Jこ］四ここ［
..,「→←` 這9.-,「―1「

亡ふ碑
渇t階） ＂甲如， 
ぉ1•碑 m復葬こ向

けての搭談・ 1!!1い合わピを受9佃9字＂・

合同行政相談

►1岬aョ翔13 ： ll-16・oo ►区役所？
階ロピー c区役所ま5づくり涅遣哀で

糾1-431 憲1う 政 への、費望を．

,.,.. 
中国・日本美術の名宝、オリエント絨毯

►臼該蘭111l ►1晒178CI0-1狙1函
►月墓暉 ►一般印四、大石田巧、 中

1J,;-.叩 R咄1細 葦ふ島’讚鈷杞念馬

東瀾区
1平成1年9月1日環C

●人 口 171.n6人
●世膏n 11,D21 
ell! Ill l0.J9" 

r東漏コミコミ』は畠月
II日兄行です．

りP市C"'f●馴nllU
甲虞 9年度 畢21̀  • 9 rに帽r"""彎暢A-III9 

深江生活文化資料館

►10/'l灰玉切ら利属 ►U91ヰ • 8
樹のみ．10;00--17; 00 ►I汲和双江駅同

囚如 ►入 ®453細竃伏
5nとのミニ歴史嶋窃珀でq.

園佳也子講演
～今日よりB月日、より素敲に生きる～

►1函琴13 ： め～15 ; OO ►コープこ
うぺ生活又化セン9-2陪力nール ＂り］

亮1.236fll（当印．339円） ►田し心心

頑滋又1心で◎沼文化でンター

で心1る27J漸予砧も訳ありま11.

ア ー ト バ ワ ー 展

► 11月 1 曰4~19閂5写0 ． 00-18 00 

頑ィランド匹戸四砂ョ：

陪イズ杞Jレ ト噸四~~'
叩門母Jiあり皿：匹西

込i．四紐
暉 噸m遥r 4立螂臣の曲を

BGM匹磁即J魂枯如tそ廊-‘←-
っィンには印念g"Yfストと蜀氏ガ出震．

神戸のみの市

"(l.Eji5a即1:00-17'00 ►弓弦珈
孔僅這副影駅閉榮 RC的1-2$.Xl 葦

骨鱗品ガ中以斬函なともありま~.
1蕊 nらは大翠も

刑務所作集製品展示即売会

►10!'l2年・ 298(8110:ooー15:00 ►押
戸阿園可（北区UよどりltliD?・l) @n  

743•滋刃璽a畷｀ビ、アクセサ’J-．
家ど1るいう．

r共同保育所ひよこの家」パザー

►10/S祝虻細1 .00---14. 00 (!;)天~
月38) ►五尺m介□ （霞澪呵l72

史へ罰31))n) @c45.l-51わ憂合1!11/

防災講演会～11i樺・淡畠大震災に年ぶ～

►11月90日曲13 ：め16 : OO ►コープこ
うべ健保会餡 （任吉只町4了目） 念更翼

漏坊言予防五察保函-0119鸞洟釦,~

陀研究家の阪和貴子さんとラジス匹邸庄三

＆閤行さん

田畑智世枝ビアノリサイタル

►炉碑王14 ．正暉爾女玲響；

原鵠雷 ►入虜黒” ►圧aIIガキに庄
所、氏＆年齢、電記雷9を記入しeへ．10
李 8匹 ．，▽キ9クで2人まで（氏8
如）、6讀以下はご遠漕を ◎印性女子大

霜磁431喝91（央薫如頃かH3)

最ドピュッシー、ショベンはと．

急
百
濃
澤
E

さ
わ
や
か
な
季
鱗
執
で
す
．
屯

は
高
く
覆
み

eっ
て
．
空
｀
中
ぃ

ぶ
ん
さ
れ
い
に
な
り
、
尼
わ
ず
湿
呼

峨
を
し
た
く
な
る
•
Jの
頃
で
す
，
歓

は
行
事
し
鱗
り
“
く
さ
ん
．
へ
分
転

蟻
に
ぜ
ひ
ぉ

111か
け
（
だ
さ
い
．

買
災
竃
れ
と
夏
バ
テ
で
せ
っ
か
く

誡
っ
た
体
重
が
食
鼠
の
飲
で
ま
た
元

通
り
に
な
っ
て
し
拿
い
直
し
た
t

ら

よ
っ
と
撃
し
い
）
．
？
｀
｀

n
,．
し
鯛

H

l
閏
綱
を
辺
え
．
罰
の
サ
イ
ズ
に
戻

っ
て
干
に
駅
り
や
す
く
な
り
ま
し
た

k

ら
i
っ
と
入
ん
し
い
）
．

辻
"
-
J
g
(

•I
t

國

醗書週間にちなんで

©癸漏＠笞腔ff,G2•!001

作家別墨示い1月18ゆ 1月西依

葺ヘン・刀クセンIり）一、ジョン ・II一

＝ンガI,夫妻の駐砂と

砥a喰＇ ►坪戚室叩5OO►

亡乳塁以ごコ釈：
フr如咆ボ這ら臼唸釦への

：雰靡；i呻6字：~5 : 00
►9J学缶り人呑で 一寛クリスマスn-ドを
つくろう．

税金展、臼
► 91月158＇ ・1茫細0:Jll-1j：田 ► 

コープこうベシーズ52栢 ►~によ
翠呪鴻．譴土に且臨懺lR 
巴吊悦務書叩797・31・2131 戴11月11B

~17甲説を訳心3℃9.

ふ1)そで撫料貸し出し

►重災に●っE． 呆乞成人式を迎える凡こ

"碑48~でのStu · Bに1 泊2Bて
►阿蘇眉20人 飾lき螂三ぬ332-
2857 葦年l1を漕奴広スとうぞ．

ro'-1 

蛍棠沢邪図・益藻



市長と市民のふれあいトーク
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特
徴
を
生

-g
g

L.!＇

ー

'
i
l
_
1
1
,會

9,JI,.. 1
i

・
1
,
•
I

?”V
Ill 

~
ガ

し
な
ガ
ら
い
き
た
い
と
思
い
ま
日
。

-ai 

租
必
寄
毀
摺
饂

（
出
席
者
）

~

●
佐
々
木
景
彦
さ
ん

i
i―

避
難
所
を
中
心
に
活
動

i
M
アィ

ー

出
叩
贔
冒

――

き

―

り
ガ
ら
始
ま
り
、
テ
ン
ト
村
会
汲
、
選
騒
所
翌
3

;
注

●
笹
山
幸
俊

合
戸
団
8

.

9
ー

•
I
l
l
目

正
輝
（東
翼
笞
8

この置の震災ではポランティアが大活露し

ました。当初の全国からの大勢の応握を中心

としたポランティアから最近の地元住民中心

のポランティアまで、その内容はさまざまで

すか、これほとの頬模での活動は日本で初め

てのことだったろうと恵います。

9月20日に、これまでD活動の紹艘と合後

の復興べ句け出m秤課題を語り合う場力溌

たれました。

生
活
襴
祉
賣
金
賣
付
の

11、)

♦
貸
付
対
象
者

況
圧
裡
p
巾
内
に
任
民
登
録
、
外
人
登
紺
の
あ
る
世
帯
の
世
帯
主
（
前
回
受

円
分
で
災
付
を
受
け
た
也
吊
及
び
迎
帯
保
証
人
と
な
っ
た
人
は
対
象
外
で
可
）

◆
所
得
要
件

世
帯
に

g
bる
人
の
所
得
（
平
成
6
年
収
入
額
の
結
与
所
得
控

除
後
）
の
合
符
額
ガ
双
の
額
以
下
で
あ
る
こ
と
．

1
人
↓
旧
万
円
、
？
人
↓
冽
万
円
、
3
人
↓
瀬
万
円
、

4
人
i
廂
万
円
．
5

人
9

凶
万
円
、
以
降
は

1
人
増
に
つ
き
毀

n円
111g。
な
お
、
世
弔
員
の
中
に

70唸
以
上
の
人
ガ
い
る
易
合
は
1
人
に
つ
き
氾
万
円
｀
身
体
尼
吝
苔
チ
帳
ま
だ

は

9面
を
持
つ
人
ガ
い
る
湯
合
は

1
人
に
つ
き
刃
万
円
加
”
゜

♦
貸
付
の
対
象
と
な
る
被
害
貨
付
限
度
額

1
5
i
n円
以
内

任
居
ガ
l
t
3隕
限
で
-攻b
財
に
e
｀
ゞ
分
の

1K5為
の
損
害

易
に
揉
害
ガ
な
く
家
財
に
3
分
の
1
未
満
の
災
害

l

斎
任
戻
．
家
の
疫
芭
は
、
そ
の
居
庄
君
ガ
所
育
b
る
物
の
捐
笞
で
あ
る
こ
と
。

●
償
還
期
関

8
年
（
｀
っ
ち
拐
え
日
き
期
閻
3
年）

♦
利
率

年
3
%
（悉
え
置
き
期
問
中
は
熙
利
子
）

＄

込

万

法

各
区
福
祉
椒
務
所
で
配
市
中
の
＄
込
用
紙
と
必
要
召
顕
を
船
送

(10月
31日
必
縁
）

一固
い
合
わ
せ
霞
話
二
32
7
1
,5
3
7
4

活動を通してみた
復興のまちづくりへの展望

行
政
と
の
提
携
の
成
果

3
54

1
 

i 
眉． 内

街灯助成の条件 ＼ 
； 

・-・-
・対象となる街灯・・・{1)．agU)可べてにあてはまるもの

i1酒絡(U直も含む）上にある往i灯（防OO)
字柱のもの、または需庄に賂え付けられているもの

01星ガ40ワット以上（室光灯1mフット以上）
※広さのための出灯、営業用往j口、建物の壁面に付けられた街灯、

神戸市が営理している街灯などは助成の対象となり忠せん。

♦IIIJ成金額(1 塁につき）

11濡気料金、諏代

12)ガさ、担具の新設、更新

〇支庄の新設、更新

年 ．200P3
経只の3分の2眺巧、牢叩．麻氾痣

で
函 の吟の1以内、年間刃．ぼ四

まで

．申込万法

区癖地福祉課地ぼ活動保へ甲騎苔と必委呂類を提出

閲い合わせ元） 地域活動保ff841・4131
棗重災により被害を受けた街灯（民間防犯灯）の復18工事賣に対

する助成制度もあります。だだし、苅 即 埠来ガら神戸励

助成を受けていた街灯に限りまc;.

貸
付
限
度
額

ー
の
条
件
＼
）

災
害
撞
霞
賣
金
賃
寸

9

9

 

◆
貸
付
対
象
者

1
月
竹
日
に
裡
P
弔
内
に
住
所
を
百
し
、
被
害
を
受
け
だ
世
格
の
也
弔
主

(OO

＠
受
習
で
貨
fUを
受
け
た
世
搭
及
ひ
遥
帯
保
証
人
と
は
っ
だ
人
は
対
象
外
で

可
。
た
だ
し
、
前
＠
に
貸
付
限
旦
額
ま
で
傷
り
入
れ
し
て
い
な
い
湯
合
は
限
度

額
ま
で

Boo由
し
込
み
ガ
可
能
で

5

●
所
得
要
件

也
帯
に
属
b
る
人
の
所
得
（
平
成
5
年
収
入
額
の
結
与
所
岱
疫
除
後
）
の
合
臣

額
ガ
次
の
額
未
潟
で
あ
る
こ
と
。

1
人
1
@
n
f
l
l、
2
人
↓
潤
万
円
、

3
人
！
矧
万
円
、

4
人
↓
紬
万
円
、
以
降
は

1
人
増
に
つ
き
初
万
円
IJOn。
た
だ
し
、
庄
居
ガ
深
矢
し
た
且
台
は
1
、
2
7
0

万
円
と
可
る
。

●
貨
付
の
対
象
と
な
る
被
害

営
嘉
主
に
ー
カ
月
以
上
の
負
償
が
あ
る
場
合

局
、
家
財
に
摂
害
な
し

息
に
拍
さ
ガ
な
＜
家
に
3
分
の
1
以
上
の
役
否

2
；
止
旦
円
以
内

厖

が

半

現

・
半
壊

5
0万
円
以
内

任
居
ガ
半
焼
・

半
零
で
取
り
袋
b
場
合

3
5
0万
円
以
内

任
居
ガ
全
視

・
全
環

3
5
0万
円
以
内

世
帯
主
の
負
傷
が
な
い
場
合

任
居
に
漬
害
t
Jな
く
家
財
に
3
分
の
1
以
上
の
損
吝

1
5
0万
円
以
内

任
宅
ガ
半
焼

・
半
環

1
7
0万
円
以
内

任
居
ガ
半
焼
・

半
零
で
取
り
索
す
畠
合

？

5

0万
円
以
内

住
居
ガ
全
説

・
全
喋

？
5

0万
円
以
内

任
居
全
体
ガ
源
失
（
被
害
ガ
あ
お
む
ね
IOO%）

3
:
n士り
円
以
内

濠
息
・
家
財
の
祖
苔
は
、
そ
の
居
住
君
ガ
所
有
可
る
圧
宅
・
家
財
の
閲
宮
で

あ
る
こ
ぢ
惜
家
役
喜
は
｀

店
忌
を
取
り
哀
し
、
引
き
続
き
居
任
で
き
な

く
な
っ
だ
59
合
に
限
る
。

♦
償
遭
期
間

1
0年
（
う5
財
え
ざ
き
期
閻
5

年
）

♦
J
J

率

年
3
%
（
拐
え已
き
期
間
中
は
熙
利
子
）

◆
申
込
万
法

区
役
所
や
市
内
の
さ
く
ら
銀
行
で
配
布
中
の
甲
込
用
紀
と
⑰
要

昂
領
を
酌
送
(10月
3
1
8消
印
有
効
）

藤
い
合
わ
せ
霞
話
）
9
別
'
7
7
0
4
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震災とポランティア 震災と ボ ラ ン テ ィア

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
3
テ
ー
タ

1
月
怨
号
ら
i
n
且
｝
翠
で
Q
塁
笈
曼
艮
紐
期
て
｀
i
§
3
人
の
う
ち
近
駁
以
外
n
`
n
は
久
2
§
J
人
，
関
売
”
ら
ガ
ー
・
3
i
‘
人
井

(

J

 

-
P
 

と

，

』

ラ

望
取
り
、
話
担
主
役
所
の
手
恥
き
代
行
、

．

ン

踏
み
台
作
り
、
砂
利
鐸
き
な
ど
、
行
政

ガ

ゃ

こ

．

り
，

ポー

．
の
る
四

3
 “
 

危
届
号
爵
ガ

n
g上
、
窓

一
鯰

智

田
攣
屑
ぃ
ご

こ
と
は
し
て
き
S
し
た
。

gに
引
き
り

[
i
i

[

5
四

g

る
課
饒
は
引
き
謎
い
で
き
ま
し
た
。
4
角
カ
~t

云
〗
〗

ら
は
仮
設
住
宅
で
移
動
箕
会
所
、
名
付
け
て
ご
の

r
茶
お
ゃ
rJ
テ
ン
ト
」
憂
⑩
を
始
め
て
あ
り
・

益:-

g

．
ぁ
い
し
い
あ
茶
も
お
稟
子
も
用
慧
し
~

て
あ
る
ガ
ら
嚢
ビ
ん
力
と
、
家
ガ
ら
出
て
：
V

い
た
だ
さ
、
人
と
人

i
uけ
る
努
刀
を

i
8
5

翌
翌

i
9
 忌『

し
て
さ
ま
し
だ
。
そ
れ
ガ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
ガ
℃
き
る
ー
つ
の
き
っ
ガ
け
に
な
っ
た
と

恩
い
ま
b
.

ニーia｛
心

旱辺
[[[

き
て
い
る
。
物

~
東

1

は―

b
。
そ
E
3に
け
に
q
ヽ
め
た
ら
自
身
の
お

U

6

年
さ
て

ポ
ラ
ン
テ
芦
の
質
的
同
上
ガ
非
常
に
問
わ
ら
J

n
て
い
る
の
で
は
な
い
ガ
伝
い
ま
す
。
難
ぷ
―

↓
虹

し
い
腐
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

p
.
i
い

R

5
ヮ
舅

H"li鱈
讀
こ
臣

嘉
訓
二
琴

こ辻

息
に
は
り
、
合
で
は
7
、
8
割
ガ
区
民
の

”

山”[

し
た
。
今
回
は
自
治
会
組
誼
ガ
あ
っ
て
良
カ

っ
U
と
罵
切
に
思
い
ま
し
た
。
今
ま
で
活
動

を
し
て
い
た
だ
け
な
ガ
っ
た
万
々
わ
近
隣
の

万
々
に
も
自
と
協
力
し
て
い
だ
だ
い
だ
。

そ
れ
と
、
ふ
n
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
峯
R‘

あ
れ
ガ
や
っ
ば
り
星
嚢
こ
な
っ
て
い
だ
の
で

は
な
い
刀
と
思
い
界
刃
い
る
ん
な
潟
面
で

協
刀
は
制
ガ
と
れ
E
と
思
い
ま
可．

2
次
舅
集
で
穴
甲
ア
イ
ラ
ン
ピ
希
ム
双
設

住
宅
竺
④
に
入
る
こ
と
11で
き
ま
し
だ
。
そ

こ
で
休
黄
ガ
で
き
る
ガ
も
あ
と
思
っ
て
い
E

矢
元
、
非
常
に
多
く
の
一
人
尋
ら
し
の
乃
ガ

入
っ
て
来
ら
れ
疋
。

同
と
ガ
そ
の
安
否
の
罹

認
だ
け
で
も
や
り
だ
い
と
、
い
ち
早
く
区
の

n
会
福
祖
協
曼
H

憂
◎
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

中
珂
さ
ん
ガ
協
刀
し
て
立
ち
上
ガ
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
回
を
臼
｀
つ
こ
ひ
に
六
田
ア
イ

ラ
ン
ド
の
均
ほ
の
万
々
の
協
刀
体
謂
ガ
で
き

＿
ま
し
て
、
現
在
で
は
非
常
に
多
く
の
15ガ
参

llJさ
れ
て
い
界
百
。
わ
こ
し
の
且
当
し
て
い

る
亮
？
任
宅
で
は
亡
く
な
ら
れ
た
万
ガ
出
た

の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
ガ
な
い
よ
う
に
と
い

"tt""託

"cill惰

民
生
委
R
*
0を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に

も
只
中
し
て
仮
設
任
宅
ガ
迂
ち
ま
し
だ
ガ
、

万
で
b
，
次
に
資
金
作
り
で
可
ガ
、
会
の
這

営
は
ス
タ
ッ
フ
の
経
費
見
存
月

7
~
円

一
ほ
ど
奮
で
b
．
お
金
ガ
な
い
と
活
動
ガ
繕

統
し
な
い
の
で
、
ら
も
大
変
芭
労
し
て
い
ま

b
。
霰
後
に
湯

呵

湯
所
ガ
な
い
と
同
も
て

五
且

lJ""5

符

て

b
。
こ
の
団
体
を
n
世
紀
の
高
豹
社

会
の
関
匝
に
十
分
湧
用
で
き
る
団
体
に
百
成

ー
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
b
.

神
戸
復
興
新
聞
を
発
行

き
田
さ
ん
~

褐

セ

ン
タ

I
豪
⑪
la?i

日
1
8刀
ら

1
白
石
せ
ま

で
東
嚢
保
健

所
の
一
角
で

活
動
さ
せ
て
い
こ
だ
さ
ま
し
だ
。

1
0
0以

上
あ
っ
だ
避
扉
所
に
遵
硲
を
取
っ
て
窃
員
と

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
分
配
可
る
と
い
う
こ
と
を

8
心
に
や
つ
て
い
ま
し
だ
．
2
、
3
n
月
ガ

週
さ
る
と
、
ピ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
張
り
な
ど
平

宮
時
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ

召

尻
い
こ
と
を
や
り

舌
し
だ
。
し
力
し
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

神
の
復
闘
に
ど
れ
だ
け
役
立
て
る
の
ガ
と

壁
に
あ
U
り
、

覧

E
朽
果

r
神
戸

g
同
新

聞
J

驀
⑫
の
発
行
を
始
め
て
い
さ
可
。

3
月
ま
で
は
行
政
の
一
角
で
活
動
さ

gし

ぃ
U
だ
い
た
の
で
四
足
パ
イ
プ
ガ
太
ガ
つ
だ
．

あ
れ
以
上
い
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
な
ガ
っ
た

と
思
い
き
b
ガ
、
4
月
1
n
n
ら
男

mを
移

転

b
る
こ
と
に
な
り
｀
少
し
Jll絡
ガ
取
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。

gt-P弔
ガ
唱
え
る
r
ぼ面
J

と
い
う
こ
と
力
ら
も
行
政
と
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
情
慮
交
換
の
湯
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

ガ
ガ
探
題
だ
と
思
い
ま
b
.

友
愛
訪
問
活
動
を
展
開

会
な
ど
で
芭
田
さ
ん
ら
と
一

iっ
て

き
ま
し
た
。

新
だ
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
子
と
も
会
な
ど
9
組

の
ワ
ル
ー
プ
に
お
碩
い
P
る
こ
と
ガ
で
き
ま

し
て
、
や
っ
と
一
人
尋
ら
し
の
万
の
と
こ
る

を
c
n
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
区
合

遣
認
活
動
は
現
在
も
読
け
て
い
ま

p
.
H万

出
け
持
ら
で
b
の
で
も
う
一
っ
こ
界
め
な
活

勤
で
さ
ま
せ
ん
ガ
、
友
愛
訪
問
活
動
崇
⑦

の
中
月
を
一
層
充
実
し
て
い
き
だ
い
と
思
っ

て
い
吝
b°

●

わ
茶
話
や
か
テ
ン
ト
で
住
民
の
輌

中
村
さ
ん

C
晶
〗

~
 

t

』

上
ガ
り
ま
し

だ
．
当
初
ガ
ら
遠
髄
所
は
闊
婦
セ
ン
タ
ー
さ

ん
ガ
受
け
持
ち
｀
一

般
地
戚
て
の
侵
岡
的
な

ニ
ー
ズ
、
こ
れ
は
遥
祉
に
ガ
ガ
わ
る
問
罷
ガ

多
く
あ
る
Ivで
b
け
ど
こ
れ
は
め
の
と
こ

ろ
ガ
受
け
ぷ
ら
と
悽
み
分
17て
き
さ
し
た
。

単
兌
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
時
｀
応
援
可

る
督
の
会
さ
Iv
濠
◎
の
前
欧
墨
陀
も
棗
這

に
あ
り
ま
し
た
。
区
F冶
5
さ
ん
ガ
讚
整
の
湯

を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
閻

の
ト
ラ
プ
ル
も
少
は
く
采
ら
れ
た
の
は
非
常

に
ラ
ッ
キ
ー
で
し
だ
。

?
3
月
の
代
表
的
な
活
動
は
硲
公
み

で
し

u．慌
殷
塁
8
の
還
営
と
ガ
お
塁
8
の

拉
ば
ビ
屋
み
だ
い
な
も
の
も
ウ
り
ま
し
た
。

変
わ
っ
て
き
た
の
は
、
3
月
に
入
っ
て
仮
設

住
宅
の
廷
設
ガ
始
ま
り
、
そ
れ
に
伴
う
ヒ
ャ

リ
ン
グ
で
刃
還
万
ガ
ら
入
后
？
る
万

tジ

い
の
で
、
竺
ち
の
情
砥
の
員
供
を
送
め
界
し

た
。
ヒ
ャ
リ
ン
t
ム
に
よ
り
t
t刀
"
)
上
ガ
っ
て

さ
だ
問
題
点
例
え
ば
買
い
窃
の
手
い
、

細
日
区
畏
~

既
に
ガ
な
り

踏
み
込
ん
だ

話
に
な
り
ま

し
た
ガ
、
合

後
の
活
動
に

つ
い
て
、
震

曰
と
い
う
観
点
も
含
め
て
、
も
う
一
但
ご
発

言
を◆

大
学
を
地
域
に
開
放

佐
々
木
さ
ん

こ
＾
字
を
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
関
放
D
る
と
い
う
こ
と
に
摂
邑
的
に
敗
り

組
ん
で
い
力
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
．

円
政
と
の
タ
イ
ア
ッ
フ
P
、
市
民
と
企
西
し

て
い
く
と
い
う
翌
望
も
踏
ま
え
な
17れ
ば
な

ら
な
い
。
E
F
E
E
K
字
ピ
け
で
は
た
ガ
だ
刀
知

れ
て
い
g
刃

棗
潤
に
は
甲
南
女
子
K
学．

芭
P
渡
科
大
字
、
商
珀
大
字
、
沿
栄
冠
朋
大

竿
エ
篇
等
教
育
桟
閉
づ
多
く
あ
り
な
可
。

こ

れ
ら
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
応
U
罪
は
ガ
ら
、

み
ん
は
で
そ
の
コ
ー
テ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
て
い

く
。
そ
う
い
う
湯
を
ど
こ
ガ
で
設
け
な
い
と

い
け
な
い
。
大
学
ガ
や
れ
る
と
こ
る
は
大
学

も
や
り
ま
P
け
れ
ど
も
｀
行
政
に
も
あ
願
い

し
た
い
。
そ
う
い
う
よ
う
な
多
く
の
情
毎
を

コ
ー
テ
ィ
子
L
卜
し
て
い
く
を
つ
な
も
の
ガ

あ
り
己
し
た
ら
、
よ
り
良
い
協
刀
体
制
ガ
と

れ
令
そ
う
い
う
中
で
ア
ク
シ
デ
ン
ト
ガ
起

こ
っ
た
と
い
う
形
に
な
ら
な
い

U
2ク
シ

テ
ン
ト
ガ
起
こ
っ
て
し
ほ
っ
た
”
』
祠
力
を

や
ろ
う
と
い
う
の
で
は
あ
ま
り
に
も
涅
可
ぎ

ま

b
.

Ill目
区
長

り
従
来
n
ら
大
字
の
呑
5
づ
く
り

丑
硲
会
汲
ゃ
窟
い
っ
だ
形
で
い
る
い
る
と

ご
協
力
を
い

eだ
い
て
い
る
わ
け
で
b
け
れ

ど
も
、
今
云
の
窮
験
を
踏
ま
え
て
、
そ
う
い

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ワ
を
新
だ
こ
迂
の
て
い
き
た

い
と
号
え
て
い
ま
b
.

区
長
の
権
限
を
強
化
し
だ
い
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!I'.⑮大字のごぢづくり遺絡会置•区内の大学．短大、 曰累字佼、 = 釦⑩茶話やカテント—•小鳩隕ぶ議合は＇茶話やカバラ‘ノルJ を実調
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人
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P
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一

市民税・黒民税第2期分の

納期限は、10月31日（火）です。
•ffi&の納9,11こ92． 使91,'0丘贔廿を
こ•99用 (Itさい．

• あなたの市税が、 樗戸a舅の
エネル，，ーでT.

で 神戸市
會

広霞こうべ10月18号の広告について

2面に褐“の兵庫悶福祉生活共同組合婚謁支店の正しい電は書号は

ff (0792)22-1274(代）です．

以ぉゎびして11正いたします．

が
I) 心 Iぼぶ息iる鼠やしみL

んヽ沿閏丘葉三山
（全席 f約制）

一 11月3息•4@· 5,. ·11@·1む・ 1恥•19<1J· 23碑
(19B0咋•酎にてaIaっり(9い直IC""”"」

一 三ノ宮 C置叩” l石●寺gPl週寺→’̀．．p””9'只●mlII ←』• R I¥-Ù 

＂寺 9 日 ．．n鼠●● ）三ノ宮

II:"" インター賢•p"心＆・""i" "＂m 

胃仇帆糧闘閉一大人4,800円

小人2,600円
I●日はa.cこ剛

亘
註；；悶
こ大震こ
あ変尖ニ
り あ 冷 コ

名は屎ミ
うにラ 鵞
ご 8 ン布
ざクテに
い き イつ
ましアさ
し だ の 界
に・旨し

• さて

市 外に謬腐屡靡距届盆贄伝4Zァ[t攣況、P
一塁申⑳，，，ば．o広胃こうべ（霧月18覺行）．..:>II!即碑紙（覇月15日覺行）．〇こテ` ＂a人胴l
地●又冒”鑽広傭（随餞覺行）を覺fiTることにお送叩T.

‘̀＂＂冨 Z冨皿'1- n99墨退澤U隈闘隅霧
疇戸市内に戻られと場au．遭昂をいただe．飴況を中止しま予

♦ 
向レ込み乃法1あて先は、ものビM€る喝にして1!1L9てくビさい•

/¥ガキの員に．'n:;lilこうべ込門^ 望べとIIさ⑦氏名．'Zll!IIたの内外の仕所(Ill便li1号．
bJh...•胄はとU\四'）と）と名話墨雙5選I!元の揮埠（阻埠宅．民懸1'1員に宅•00111
SU宅、餃＆住宅＇"と X：入居ne．⑪菱lllf1(1)I"”りの包侑・竃比冨号をもれなくE入し
ておと9くだごい．

♦ 
•’霜U巳ばるが1ワり、心u憎，，Ill内への16込心していまuんので;:-7承<rょ•さい．

8圧仔R（四・即3).

ニ四，ヽ9こう9^0””319四喰如 I口固睾0ロ; 神 i神
I i | i 

/0, ん

蛍棠沢邪図・益硲



震災 と ポ ラ ン テ ィ ア

’"． r囀戸置璽tl●11月の保健所行事予定 虞い8n田tl費翼佼縫茄呼14-(131-- --

旦 行 ● 名 実 受暉

果幼(児3露-6-讀9診カ蒼月（腎児兌のみ・朱対貴象・Ill）~ ) 匁15函・2IB刈 13: 1臼 4・ 30 

度I， ． ．刀角． ．． 診• 翌傘翌登I已．照年唖i：奎.1A翌 1 13：炉4-：閲 -

3憚虞纏碑~o児用巳霞～11月慶5B診生まn董) 17珊 13.15--14. 30 

妊碍 霞暴 診量 7函 9：泊～11:00 

ポ［忠匹，J;i：い平生幻匂ワ疸月ク31をチ8如まンでてしに殷叶生用 ．.915．. ．.~~~-・148・2・ 月．月・月．・·生王生·~・ ．・客まぼ．・．・ ．・nれれ・． ．・ ． ・ : 7 8:Al • .9．;.．8.．.．-B ..•...... ． 13．的5.00 

・否・・・・穿・・-窃・・笞・・・・溢・・ll"・・・・i:.22Bm 9..函．..... 

藝心科 ・・老墓本人羹疇康診靡~)（譴・輝・
（叡濃姑!ll叡遷填火ぬ8西盛）

ー 名檀皿蔽帳量：：： .. 血エ.. イ..；；.一．・応・“. •.. B .... 闊暉.. F .. 炎.. 4愚.. 細..... ●鷺農冥診嘉断し●てのあ晃り虚ごせ加
9：30-11: 00 

胃賣用杖刈模コ（紀諷以上診は（黒予料筍）濡I) 円（向•埠木●くB） 9：炉 9：1Xl

般 111 碑 Iii! 霞相裟 (田3週日水西・は金除饂く8） 9：炉 1:00 

五 害 敬 室（所外で実悉） 1函 ・158 14:00---96:00 
蜀呆老人蒙 辰 覆 室 1函

閾えaくなった犬”゚・―羅(EllのIi引ガさ雌取り） 円（お遺月・木＜→ → ） B. o:r--11 : 00 

3
5
6
1
 

.. 
次駐国温ifありませんので国での来所はご透慮ください。
“”Mだ北入さn.只幼紹函擾IIIJ恥でい訊1人は、国干励窃暉男 (90Jス・三罹遅S・

Illしん）を如し3'，，•田子紅恒いHって徊しくださしし
＂む）祖ワ＇）チンの阪用に慧して...~が立をll!り、 ワクチンを飲む筍複”が祖も飲食さコaいで
ください．

嵐年直 て翌如 nた人は・ ¥II郎 のd学には，，g ．Pill!IJし△み蕊ビの問い的で
くださし、

≫沿吝絞空5rn的イうン渾ふn孤 It!ンター』（仮設沼5C）で此し界"・

♦1 1月の住民健診

（罰鷹言二
♦地戚医療シンボジウム ～震災とものUの地域医震～

►10Fl28ヨ辺13 : 30---16 : 30、受円開始13:00 ►コープこうべ生活文化センタ
-2階大ホール⑤棗涛区医祗会ft811・2265、見漑保健所C桝1-4131

♦痴呆老人家族教室見学会

►11月 1函14 ： 00-16 :00 ►棗灘石宅細センター（庄吉公唇1戊扉lj)

先 20人 ►甲し込みは®へ R束選保健所ff84H131

►
 

♦飼い犬のしつけ万教室

~拭羨＝11月118(1)10 ： 00-12 : 00、果滋保健所実灰＝11月12818)1O：め～

12: 00、不山交通公塁 ~費用 1.(XX)!コ (28分） ~定員刃組 （犬 1 頭につき
2人まで） ~ はガきlこ庄所、氏名、 雹話番g、犬の摂頑・年鈴・ 性9」・ 体藍 ．

登践苗号を記入し⑰へ (10用278必~) c束還磁飼硲生烈t?841-4131（束沢

区庄吉渠岡？-3-28)

♦Elil民健康保険胃ガん検診
►40配人（平成7年4閂 1 琴在の神戸市由民健寂酪灸旧入吾の万 ► 9月
に送勺しだ申し込み用の往復1.i:ガさで丑し込みを (10月5日の期限以降こ妥iプ11
けていま可） 〇民主閤保険年金課口32-5怨

ヽ

ら運転手ポランティア雰票中I
由旧子福祉豆両の運転をしてくださ

る穴甲アイランドの万を舅巣していま

可。由の大きさは貝用塁なみで、習迎

免で道転でさまマ。活動ょでに甜習

会も企画していま可。...__、
辛

:9仮設任宅で活動中のグループは

ご遥絡を

区内の仮設住宅で活動されているグ

ループについて活動地図を作成したい

と考えていま可．仮細担を活動区域

にされているグループの万はこ迎絡<

ださい。

閲い合わせ・遅絡先）

栄沢区ポラン7ィアセンター

ff841・6941 

釦東灘診療所から~
；蜃内容を一部変更
•.. 
・ 診療日

莉・午後

昌 30

水上消防署が移転

10月168ガらワールド記念ホール

西の駐歪場内（ボートライナー

碑広腐隠§へ罰8分）へ拶伝．

⑲水上消防密n302-0119
※穴甲アイランド1謀環咲打管で

?1. 

そ
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
え
て
い
る
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
必
要
に
な
る
。
と
い
う
よ
う
は
こ
と
を
菩
え

る
と
、
ど
こ
力
で
い
い
サ
ン
フ
ル
を
作
っ
て
広
め

て
い
っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
活
性
化
を
図

＇
つ
て
送
め
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
を
や
ら
な
い
と

-
い
け
な
い
。

-
131れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
活
用

仲
さ
ん

＂
震
災
複
子
供
ガ
非
常
に
少
な
く
な
っ
て

ー
し
な
っ
た
と
い
う
こ
と
ガ
大
き
な
問
践
で
可
。
子

供
の
心
と
ガ
｀
目
の
ケ
ア
と
い
う
こ
と
力
ら
も
、

平
累
の
子
供
の
遥
U
場
の
蛋
保
ガ
ロ
要
で
P
.

双
に
仮
設
庄
宅
の
関
係
で
す
ガ
、
や
は
り
あ
年
寄

り
の
万
の
心
と
ガ
ら
だ
の
茎
ガ
一
番
大
裏
だ
と

思
い
ま
可
。
ラ
ジ
オ
体
操
や
茶

“3や
カ
テ
ン
ト
、

友
愛
訪
問
グ
ル
ー
プ
な
ど
ガ
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
荘
常
に
良
ガ
つ
だ
と
思
い
ま
可
．
ま
た
、
待
望

の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ニ
＂r力
で
き
だ
の
で
、
ビ

い
ぜ
い
利
用
し
て
い
き
た
い
。
め
は
仮
殷
に
采
だ

当

初

ガ

ら

夏
ぞみ
だ
い
は
組
覇
を
作
り
だ
い
と

思
っ
て
い
る
ん
で
b
ガ
、
セ
ン
タ
ー
の
迎
営
塁
頁

会
に
隣
組
的
は
形
で
名
庄
宅
刀
ら
？
、

3
人
の
代

表
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
運
営
し
て
い
こ
う
と
い

う

こ

と

に

な

り

南

一

ク

4

t
 

の

ふ

れ

あ

い

セ

ン

・

ノ

タ
ー
で
は
2
回
の

u

ぁ`

 

I
"
 

委
員
会
を
持
ち
ま

．情

れ

し
た
。
自
律

的

な

痢

’̀ 

性
格
も
出
て
き
な

．ノぅr̀ 
偉

し
て
、
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
b
.

・
瞬
発
力
を
継
続
し
だ
力
に

一
中

g
さ
Iv
．
令
回
の
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
た
＜

一
さ
ltJ
の
人
遠
ガ
動
い
だ
穀
発
刀
を
も
っ
と
怪
続
し

だ
刀
に
し
て
い
け
る
よ
う
に
．
行
政
へ
の
翌
望
ガ

3
つ
あ
り
ま
可
．

1
つ
目
は
囁
殴
の
共
有
化
で
b
．
柏
と
し
て
は

只
百
化
ガ
ら
も
う
一
歩
送
ん
で
企
距
立
案
ま
で
で

さ
る
只
同
体
閉
み
E
い
な
も
の
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
可
ガ
。
そ
の
だ
め
に
は
行
政
の
万
も
で
き

る
こ
と
と
特
に
で
き
な
い
こ
と
を
さ
っ
ち
り
と
雹

っ
て
ほ
し
い
。

本
釆
的
に
行
政
ガ
し
な
い
と
い
け

は
い
こ
と
で
も
、
で
き
て
い
な
い
と
や
っ
ば
り
代

H
撓
笹
と
し
て
仏
だ
5
も
頑
蛋
ら
ざ
る
を
芍
は
い

わ
け
で
3
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
あ
互
い
に
ひ
ざ

を
突
き
8
Dし
て
話
し

0
ス
た
ら
、
も
っ
と
い
い

ま
ち
づ
く
り
ガ
で
き
る
の
で
は
な
い
ガ
と
思
い
ま

可
。2

つ
目
は
窓
0
の
一
本
化
て
b
．
震
災
に
限
ら

篇

民

ガ
ガ
ガ
わ
る
生
活
問
骰
に
つ
い
て
は
た
ら

い
回
し
に
な
ら
は
い
よ
う
な
総
合
窓
0
の
設
嘗
を

せ
U
検
討
し
て
ほ
し
い
。
そ
こ
に
は
権
限
の
あ
る

貫
君
の
記
置
を
お
顧
い
し
だ
い
。

3
つ
目
ガ
用
民
団

aの
円
成
で
刃

震
災
対
応

ガ
ら
生
ま
れ
た
グ
ル
ー
プ
ガ
、
新
た
に
氾
以
の
曝

絨
的
な
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
く
団
体
へ
全
皿

艮
し
よ
う
と
し
て
い
ぼ
可
ガ
、
そ
の
際
に、

関
点

罹

、
人
材
の
日
成
、
蓬
営
円
、
情
報
の
揖
供
と

い
う
大
き
く
は

4
つ
の
問
餞
庶
際
決
し
て
い
く
必

要
ガ
あ
り
忠
＞
。
安
心
の
面
力
ら
は
墨
フ
ン
テ
ィ

ア
保
険
、

員

金

霞
の
面
ガ
ら
は
法
人
格
の
取
得

と
い
っ
だ
閤
姐
も
あ
り
ま
＞
．

仏
た
ち
と
し
て
も
、

市
民
団
は
の
自
成
の
に
め
、
近
畿
？
府
4
費
く
ら

い
を
現
地
の
団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
な
”

ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
し
よ
う
と
思
っ
て
る
ん
で
そ

全
国
に
通
用
す
る
撻
案
を

吉
田
さ
ん

五
現
在、

笞
謂
の
ま
ち
づ
く
り
の
IIー

ド
面
の
万
に
b
ご
く
関
旺
ガ
あ
り
零
百
。
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
い
う
枠
を
い
わ
ゆ
る
遠
祉
一
辺
迅
で
き

ぇ
可
に、

幅
広
く
い
う
ん
は
万
同
性
を
も
つ
て
い

ィ
ア
ー
ロ
テ
ー
タ

云

る
”
っ
た
ニ
ー
ズ
．

i
？
g
g
g
し、

5
月
は
祠
翌
述
殿
、

t
百

g
g伐
：

自

器
良
介
町

C
ポ
ラ
ン
テ

J

る
も
の
だ
と
行
政
の
万
も
見
て
ほ
し
い
ん
で
b
.

＂

碑
巳
2
点

と
し
て
ら
回
の
震
災
で
は
、
法
な
の

i

枠
組
み
な
と
現
行
の
胡
度
に
b
こ
く
き
し
め
ら

n
.

た
と
い
う
面
ガ
あ
る
と
思
っ
ん
で
b
ガ
、
そ
れ
に

i

つ
い
て
行
政
だ
け
で
は
な
く

m民
も
ポ
ラ
ン
テ
ィ

―

ア
も
含
め
て
、
神
戸
で
は
と
い
う
の
で
は
な
く
、
一

-g
的
に
災
害
を
受
け
た
街
で
は
こ
う
い
う
万
法

i

ガ
筋
翌
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
因
案
を
弓
え
て
い

＂

ガ
な
い
と
い
11な
い
。
そ
の
皮
案
の
た
め
の
委
ピ

i

会
み
た
い
な
も
の
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
き
b
.
iー

専8
 

会

拠
点
整
備
を
進
め
だ
い

ゃス

笹
岱
る酋

i

ピ

．

の
＇

火
の
反
合
を

．

E

l,. 

.

.

.
"
t
4
 

踏
ま
え
ま
し
て
、

一

心

~
 

．
 

遷

で

き
る
よ
う
検
糾
し
て
い
さ
た
い
。

福
祉
活

五
“
め

玉
隕

置

謳
閻
〗―
―

勤
の
拠
点
と
し
て
は
lJl笹
投
単
口
で
塁
質
を
涯
め

．
に
を動一

〗

て
い
る
地
笈
福
祉
セ
ン
タ
ー^
北
の
活
用
ガ
国
要
—

で
b
し
、
防
災
の
点
ガ
ら
は
学
校
に
拠
点
的
な
帳

・

能
を
8
Eせ
U
ら
と
も
考
え
て
い
忠
b

.

-

＂
畏

流

皆
さ
ん
の
ご
急
見
ご
虞
冥
は
、
令
極
複
認
の
ま

白

交

＂
の
の

―

g
四

ち
づ
く
り
を
追
め
て
い
く
上
で
大
い
に
参
弓
に
し
＂

一
知

5

だ
い
と
思
い
ま
可
。
ぷ
日
は
あ
り
ガ
と
う
ご
ざ
い
・

ま
し
た
。

一―

}
タ
タ

~

ン
ン

一
セ
セ

＂
い
祉

こ
の

虐江
-

こR
R

．
嶺

豪

」

”
1
 

「＇ 鱈 ml芍金':tM,9儡醤
改言覆興（貫貸）庄宅」とは、兵●属や G立 ｝ 疇込睾内●の配＿布ニニニ2rーてで 百「返，-貴 ．棒．．—. 呵•:'）

神戸市、その他震災で大きな被笞を受けだ 10月318知 11月15日困の鴎繋・市庄宅況在伍宅に困窮してあり、り災証明●苓ガ

関係各市11iJ、住宅・邸市整懺公団、環・市住 供后公社、神戸市名区役所・支所、任宅・畠全燒・全凛・半烹・出疇で、力つ自己の居任

宅供給公社などで蠣成するr災害復闘貫 市整備公団神戸事務所などで配布。 してい垣宅ガ卸霧する石どで任宅として

員圧宅雹理協讚会ガ阪神・淡路大震災の
の鰻舵を失っている・実ガ証明（確認）で

被災者向けに由如る公的貫貸庄宅（祭・ Cてへ·•m聾」が員； Ill ) ー ． さること（仮設庄宅公的貫貸庄宅ヘ一時
的に入店している人も甲し込めます）。その

市営庄宅、公団住宅、公社庄宅、特定優良 10月31BCI0~11月158困(11月15日の消 II!!、は11i1な置項あよUIII璽団地名、家貫S
貫貨庄宅専）のことで、問協議会が舅璽攀 印有効、11角208@)@.I!§）酌送受け何けのどは、10月31日力ら紀市口る由込案内●を

務等を一元的に行います． み。 こ貢ください。

―̀ぶ
~ ~ 

9 鸞住宅＝蠣公社（屯翌年年 7r.、” "渭住宅＝災轡震貴住宅胃即）係(O芝eー1年 i月11ー禽霞‘’
公社住宅など＝景公社(Oえ＄とー咲 30) 、公団住宅当住響公園祷戸婁内阿(0251-4075)＿ §;00-l7: 

・ぃ冨鐸瓢（●”"干宅入霰雰皐璽のお知らせ↑

゜
t災否裟貪（ス貸）庄宅入店も万禦のお刃らピ 1
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8
鶴
裔

四

（

住

吉

州

丁

目

）
の
開
諮
田
問
年
紀

念
と
し
て
麗
設
ガ
迂
め
ら
れ
て
い
だ
新
飽
（
本
認
の
南
藷
）

ガ
完
成
し
、

10月
＂
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
に
。

震
災
に

よ
り
被
害
を
受
け
だ
本
囮
も
修
霞
エ
攀
を
終
え
て
同
時
に

酉
開
し
ま
し
た
。
出
果
上
fJ
つ
に
ば
力
り
の
新
諮
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト

nち
は
し
の
モ
ダ
ン
は
外
餃
で
、

17120世
紀

に
罐
ら
れ
た
ペ
ル
シ
ャ
や
ト
ル
コ
の
じ
ゅ
う
た
ん
＂
釘
点

ガ
常
殷
展
示
さ
れ
る
と
い
う
珍
し
い
内
容
の
美
術
館
で
b
.

庄
吉
川
沿
い
に
新
た
な
名
祈
ガ
嵐
生
し
注
し
た
。

12月
習
ま
で
、
本
館
で
は
国
費
記
念
展
ぶ
ZEEi.B

百

術

象

祐

：
ガ
、

新

餡

で

は

間

罠

雇

牙

リ
エ

ン
ト
霰
良
ガ
開
饉
さ
れ
て
い
き
b
。
入
関
料
は
一
般
8

0
0円
大

石

5
0
0円
、
中
小
2
5
0円
。
月
蟷
休
館

n
R
51
3
0
9
 

慮

震
災
に
よ
っ
て
家
屋
グ
損
傷
し
、
解

・
体

．

9
は
ど
に
伴
っ
て

r`

氷
く
保
管
さ

と
れ
て
き
た
己
い
資
料
の
保
宮
、
処
置
に
困

．
 

c
つ
て
あ
ら
れ
る
こ
家
庭
は
あ
り
ま
せ
ん
な

a
 歴

史
学
会
に
所
属
b
る
君
固
究
名
を
中

II 
心
と
し
て
応
成
さ
れ
た
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ

r歴
史
貝
料
保
全
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
ガ
被
災
し
た
只
料
の
保
全
・
救
出・

安
否
確
認
や
資
料
の
整
理、

IJ
ス
ト
の
作

成
~
処
分
、
保
雪
の
仕
万
な
ど
に
関
可
る

相
に
取
り
組
ん
で
い
ま
可
。
対
象
と
な

る
日
料
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
b
.

1
3
5
?
 

I
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組でください。

更羞警察署ではヮa5夢改追放巨
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・

遍
区
か
ら
発
生
す
る

一
般
庚
棄
物
を
燒
却
処
環
し
て
き
ま

し
た
．
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．
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．
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．
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止
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．
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概
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憂
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⑪
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れ
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。
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潤
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．
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阪神・淡路大震災により襴牲となられた方々の合同遍悼式を行い3す。

｀所／”戸文化ホール（大ホール）
•ZI紐完／iii民のつどい妻n委員会墨●霞 ： S四•5磁

く < |■震災ー用年のコンサートー鎖魂の清ベーI
仲戸市玄内合奏団・神戸i酎滋戸合問団．樗Fアーバンオペ

1月17日悧 10;00~11:00 神戸ポ＿トアイランドホール ラ9・ウスが追悼i宵養全として`レクイエム等々演蔓しとす．
（猷花、記帳は19:00まで） （ワールド記念ホール） •S角／1月 178m19:00-

•鯨／轟戸又化＾ール(q>ホール）
圏お問い合わせ先／市長室櫨m ：ff322-5006・繊務愚庶務震：ff322-5062 ．己瓢屯ゼ先／閲檸Plll潰畢1i18:e3611249
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区 民広報紙
（広輯こうぺ夏濃区版）

12月15日暑
ぽ紅（平成7年）

ー 街ゴ芝玉刃子ト’””ヽ→賽
挿絵原画晨「人間鉱饒J

►IJ債妃念美術Ill ► 1月6a33月3
ElB1 ►月遍休霞 (2月928は開範、 2月

13 ・ 14日は休） ►一般碑．大暴150

円、中小1叩 ◎ ？5曲
葺昭即釦ら新聞に遍絨されこ中m(J)
小訳で1J囁良m"手扮9E陽にlり．r収鳳

作品冦IV,も紅． ！り』蒻直

江鼻隆介写真尉罰市・肖像・形成j

～創る行為と写真喪現の“年～

” 的メラミュージア1..., ► 1 段虻氾
まで ►月霞及ひ祖の翌． 1炉む紐

~1月da 匹 ►一舷皿．中1J1

西 ◎ 1知
・箆醗i!i農 屯役はあロベ四和碑

—碑， e悶暉店 （社屯柾韮で）．

「'96民籾気日家」晨
►如叩蜘囮 ~1'11至 2月18

丑已序芯:
膏年圧磁ふ必術の
田を目的として氾まうシリーズの男？

l!!I目

ふれあいコンサート

≫12月17El8>15：田～17:00 ~.l:.碩影会

II （田影蜀副影心） ~瓢日◎獨影フ

ェニックス・ステーショス洲1・劉1
●杓私四曹慕（モーツア1U卜）、フlIr+濱

異（ドナドナ｀五不の子守歌など）．ネバー

Jl,9"ンス

クリスマスのタペ

東
（平7旱99i8聾

●人 O I乃．Z6人
．筐壽 ● 71．lltl .． l0,-

...，＂' ・薦••ll""
出ム拿℃"rqn....
・9..e 

＂P 町広輻繹馴檜JI•
亨虞 7 年鼠● 91 ぃ • 9 
ぼ漬,..畠輪鼈●^ ・Ill)

►伽応翻人→人舅夏（チ？ベル） M洞

181珈8:320•OO ►悪B R函そ団

賣アコーテイオン、 1ツドベl切刀環、II

レルャコーラスはと。クリスマスキャロル

紐に島喝しょう．

イランドホー9レ（ワールド紀念ホール） ► 

謬は西19：臨,.飼紐謁

如辺血． 雌議還諜匹？•匹

竃区位所でも紀帳を受けfl1けさ口（受け謁

閻10• 00--19: 00)。

ク リ ス マ ス 愛 のぅ羽迄
•,、~’‘

►1年81!118年20 ：邸＇け＄硲ブこ
うべお邸邸ン— 計藷磁釦単8
直匹冨431・5273 ：̀、ヘ

蔓IÌ^ ~Kリコ→占異．キャンド
lレサ—ビス沿tンタ迅ヵ咳）ス戊ント．

クリスマス

光ファンタジーパレード

►1抒泣況証2李6 : 00-.17：正．
19:00-►袢戸IIーバーランド内を◎辺

（スベースシ'P9ーカらス9-卜) R悼

9I＼ー／！ーランド順セン9→9潤恋3
●/＼ーバーランドガたの口にらるフ，，ンタ

スチッワで姿しい'IIJJ)/しード．ショート

バフスーマンスもありま11.

元気出せコンサート

►12和3811)14 : 00-15. lJ ►六田アイ
ランド内7Jネティ，，ン，，7Jデミイ講竺 ► 

出漬予定．頌宋沢期大字IIンドベル心． 甲

飼女子大字コーラス団、甲南大字グ＇ナクラ

プ、歴且到酌記CU保駐屯芯経琶梨悶好会

如細まちづくり窪置晟 0即•4131

曇耐久走レース r穴甲アイランド・ラフラ

ン』む瑾ヨ暉 (10：田---13:00). 

初蓋と琴演賽 ベ
► 1細匹珈00-15福知1Jデミ
灰 A湛汁o四 也 項．o.i辺4) ► 
畔 によ9-さ Zいる人を

=工ぢ悶迄＃ご如
ご蓋富くだざetら'•9『9b●9\

阪神・淡路大震災犠牲奮

神戸市合同遺悼式

► 1月＂函0 :00-11 :oo ►ポートP

六甲アイランド

テ ニ ス ス ク エ ア が 再 開．I

► 2月1函力ら 6面のみで利用そll!l姐

►田込は1洞1e”らあじさいネットで受

rn. ftaffi7・ J556 
蔓(ll1lIll江圏Pで可ので !̀l1で1l)央鳴1；；
ご還慮くごさい．

阪神連続立体交差事彙の

相談所が廃止

►阪袢電践遷訊立体交差畢宴の氾元祖談所
(Ill不5丁目5-7)か平成7年汗a
碑もつて巽止になりま11.~ぬ悶事璽

にるご祖認a◎まで． R郡即匹

函地72-5”゚

市有地（宅地）一般公募売払

►れ区霞n台中町6 了el.霧1ば6T

目、蕊 6Tg、!111区藝1n~275m' ► 

1息？～4.221月円 ≫闊鰻劉運役所工

5つくり窪涯夏内な配m.►甲込は圏返

で 12月2281細 四3百効．細芦

国市整蝿公社tt259螂

年未年ものごみ収隻については3ベージの

広諷をこ頁べくEさい．

年末年治の餃aメモS7ベージをこ翼くだ

さしし

12月29日楡から 1月3日困
まで区役所はお休みです

►戸＂細→フ＼てば沼動曼湯（ロ

以1そ碑）でけつてい裏"•

東灘区役所内の配置が
変わりました．／

► 11月2781]らま5づくり羅涯讀ガ2轄刀
ら3陪．氾口溢祉震・濡扇は2疇の中

でしていまョ．呆庁の際はご注亀くだ

さい． c 呻1-4131

O¥ 

蛍棠沢知図 ．泣硲
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アセス
神戸空港が環悦に及ほす影響のので、東灘区民に

とつて一置如こ掛かるのお匹3り飢空畿騒音口れ2

い力と思いま~. そこで、 縦翼中の ＇神戸空芝竪蝙

・璽及び空港羹遍塁傭事寮尋C撮る属撓影●評面霧

裏かう靡薗分を扱粋してコ8介し＇ヮ ．少し分

かりにくいで可ガ、どういうもD力を知つていただ

くため、 あえて息文のまま掲編し工ぢ•

算戸画直鷹姐繭豆也
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◆1月の保健所行事予定

置 日 ●名 賓 劉

累幼(兒3●•6讀• 9診n嚢月（売冑見のみ・乗対貴象•編）） ね9函B'.:I) • 178,!l 13: 1r-14：田

; 1 ● 6 0月 ． ．． ．．―％~.．四.....．l．~．．....． .&ill．n．•9:i• le:1・ 61•-珈•.刈.. 13:”へ44:x

- 3 ●（平兒5年●1月生●巴n鯰) 董 1紺這 13:15--14:lJ 

ノ` 匠 Ill ●農 じ童
9B渇 9:30-11 :oo 

ッベルつリン反晒慢董 匹
13: :n-"15: 00 

ツ反讀 定 • B C G 24Em 

成饂・・ 老1[人亨鼠•饂賣曲童）(fi111・攣量・
（．綱238:IO疇99劇閲・ ・1l69'/J 紐 l 

，．炉1'.00

—暉曰環董！・堕エイ顎ス9 竪.. 堕疇瀑登筍唖圏 ＂劃鵬寛潅•し●てのる慰り担己せ知

胃賣模 診（予圏約）鱚） (a：レ田れ濃う水は1・ 不91••1だeは麟く） 9．①99 ;OO 
叩即上は薫料

鑽 Ill i. Iii! ● 祖鵬 “”!IIご這し5・8會嵐より） 9：め～11:OO

ヨ 1!I ● 室 （所で霙露：） 1た効
14：炉 6:00 

霞呆 老人嘗膜 績璽 ＂函

IIえなくaった大・璽“の引e幽戴聾り） （だ田だし8•81呻匹り） 9：炉 1:00 

（問い合n咲 1"反鑓所呻•41J1

•Ill茄うmen、 知1勉洩膿暢IJ恥で邸池、 砺匂吟顎●勇 （加）ス ・ミ●総，―
屈しん）を交付し,.5．田子轄梵予艤を冷つて虚しください．

” 勁 諏で叡さ心心．紐靭渭部J訟 に砂ga．匹 g加 しむ鳴£ 虞 屯 う せ
ください．

●碩言霰匹 r六甲フイランド男？ふnあいビン9-」（仮殷亮？任宅刃 Cて実高し3.,.

3
6
4
1
 

体B息舅●巳祠頴所（景量） 内 Jヽ畑
C451-3300 曇蠣人科なと

9：炉 6：田

檸Pill匡謳会愚胄診●所 内科、小細 a：戸 ：40
e341-2313 面遍面面＂．．．『面こ16頑―

胄”欝●暑 1!11 ● 
C333べ119 呵瓜”碍 2-

中央 1t1 民 胄蒙 2雌U剛阜層l
0302-4321 呼瓜”県直匹切—)

“ ,． 嶋難爬麒輝 iii
11'351-1722 . 8 10：炉5:00

•四積鴫郁IJ晨鴻人1囀観0)譴虹暉如躙蜘1に滋肌て
い江可．

・中央吊辰病院の外呆．黛竃迄凛示は11月匁El--1月3日IJ四9で可．

,,.● ・，.．．‘I“'’’ 
"・" •,t: 

籾ティ蛎混
. r ・: 

ボランティアセンターが移転

►畔 ： 区役所庁色 2階地霰福柑牒内
呻 1・邸 1（嚢通）

FAX加1-7999
豪ポランティアをしてみたい人、ポラ

ンティアを求める人、その他ポランテ

ィアに関5るあらゆる相をどうぞ．

また｀ニ務洞助のアルバイトを舅菫

してい客マ。（遵3回、1嗚力ら1函ま

で．叩未社会福湖関係某務経験

名欧迎．委細面談。）

Jii!イス福祉函団を貸し出しま可

底百や隕雹者の外出を支援可るた

め、国ィスに乗ったまな曼ウ絡りガで

さる缶の貸し出しをものなしだ。

►印腱 ； ワゴン国 ？．200cc(彗通免符

で遵転可) ► ,1l」用l'!llll ：区役所を中

心に半径1畑応、一人につさ遇 1◎
程 ►甲込乃法：蕩転免舒U 印力
ん冷のうえポランティアセンター孜

で。 ►駐Jlllli所 ： 向洋紀は呻センタ

＿包浪l（六甲アイランド内）

軍雹転宮や介凛笞ガいない場Sにはポ

ランティア紹介の祖談匹起ていま可．

鬱
も，，●,し

ポランティア募集

魚南町在住、駁体不自庄ゆ女姓（岨

喪）の屁単な昼食と夕食を作ってくだ

さる人を舅冥していま11.
►不•金の11時刀ら13時こるまで。

遵1回．
＠市民濡祉人匂センターft271・5306

◎
 

東区内の
ふれあいセンダー

s,1あいセンターは、

仮設庄宅jこ庄んでいる

人ガ交流を窪めるため

の集会・纏しなとに利

用できる範設℃す。東

翼区内で歪以上 の

仮毛し、用

保ガでき、庄民組鵬で

雪哩 ・運営でさる仮設

庄宅内に竃殷を道めて

います。

現在、＂臨している

ビンター及び建設中 ・

酎璽中のセンターは次

のとありです。

Cllll設しているふれあいセンター

h呟駁n蜀¥-1セカー（正a配 ） 、 ． q貨徊

Ill!江和租いふnあいセンター（景包璽ヽ 工印巧） 041}419 
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12閂28白困江で1こ下記へご辺応ください。

I問いSわせ先1区役所地域福祉雰呻1-4131
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ま<1.◎揖直嬬祉畢控所呻H131
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平成7年10月18硯在

・暉 9和醒啜嗣絞．864世帯 1'S1．睾人
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► 1戌9日Bl13 :00--16: 00 ►民翼区役

励烹3応 ►先m。妥I了！91了IJl5 : 00 

さで． R市晒市民相321-0033

すまい再建相談
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休み）的園J:13：の～16:00. ►毀員区没

屈2成 ］ピー 躯醗訪づくり匹 遺

四1H131

賽詳細はまだ決まつていなC心 で芯1l'1に

ぉ€虚くピさい．

市立自転車駐輪場の

有人有料化の再開

►JR摂連石山・庄己阪急岡ぷ． 阪節田

影・

天111i

転1Il駐守紺:.;,:~}!心枷を販
亮

両 ： ；̀．．． 
mm硲畑 '~―ぃ 今ヽ ー(I， 
攣的ぴ淀用される人"'・ tーの碑 雹理

攀務所で手絨さをしてくださし、なあ、こ

nに訊遁浸珈屈口自転由℃C匹戴

を再開しま百。

鶴影工集高校定時制

電気科3年特別編入生の募集

►石鄭-l上のhl喝気につAて本忍烈こ字

巴5る巌欧のある人。 ►出綸Iる 2月め日火）

争 ►選は3月1だ·面優と作

又· 〇到影エ愛紐敷—-7310

区内の所得税・消費税の

糟定申告相談会場

►神戸認応呻アイランド出蚤所 ぴ粗環l

西1)-2月1曰 3月158臨 ►神戸

市医箇会束翼分鑢〈11t影中町4)-2月168

蜀→月1這 ►エ•日・＂認く•碍蜀

は9：正 17:OOR芦墨悦務言00乃7-39

・2131 
豪申き言の如．区役所四でも受171il

けま5。

〇＼

豫棠沢邪図・益硲
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＊
蠅
璽
●
纂

ー
こ
の
震
災
で
の
旨
保
の

応
験
を
踏
志
え
一

て
、
こ

n
gの
更
迄
に
つ
い
て
の
こ
堤

走】
を
お
苔
せ
く
だ
さ
い

（
締
の
切
り
は
あ

戸`[
T濱
区

蘭

誓

づ

く

り

搭

一

涯
牟
璧
唇
昔
展
町
2
,3
,

-

1
0
0い
程
度
ま
で
で
あ
類

い
し
ま
可
。

一

の
市
立
幼
稚
園
が
変
わ
り
ま
す

区

創
叫
は、い
酎
酎
7
19,

供
達
の
社
会
性
を
蚕
い
、
初
椙
袋
教
目

を
よ
り
充
実
し
に
も
の
と
可
る
だ
の
、

＿灘
稟

一
鷹

贔

で

の

？

乞

保

日

を

実

辱

＿
ら

る
と
と
も
に
｀
一

田
の
幼
稚
惹
を
統
廃

合
し
て
過
iEな
俎
投
の
幼
稚
證
へ
の
伍

ガ

換
を
涯
め
て
い

a
g。

一

腐

に
よ
り
鹿
談
に
被
害
を
受
け
に

本
中
窃
椎
怠
と
本
山
幼
恒
謬
を
深
江
切

g

度
―

年

＇

統

8
し、

4
貸
2
リ
ラ
ス
を

-8
-5け汀註＂日。

5

傷

棺

⑬

も

4
歳
児
2
ワ
ラ
ス
を
新
設

し
ま
可
．
ま
に、

同
回
は
累
災
に
よ
り

固
色
ガ
也
咲
し
た
た
め
現
在
仮
閑
名
で

保
目
を
行
っ
て
い
在

q
ガ
、
3
月
ガ
ら
屈
簗
I
弔
を

泊
lhま
可
。
魚
蔚
幼
措
園
も
4
磁
兒
ー
ク
ラ
ス
を
新

設
し
ま

q
°
呉
田
幼
椎
醤
は
平
成
9
年

3
用
を
も
っ

て
休
◎
の
予
定
で
可
。
任
H
O
'
辺
喜
，任
H
o
5
D
幼
稚
唇

に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
で
刃

な
あ
、
平
成
8
缶
匝
の
需
児
雰
災
を
行
っ
だ
ほ

果
、
合
君
榮
R
区
内
で
は
4

沢
児
•
5

唸
兌
あ
わ

ビ
て
約
400人
ガ
市
立
切
稚
菌
に
入
固
可
る
予
定
で

a. 
＿
問
い
合
わ
せ
先
）

教
育
委
員
会
学
校
振
巽
室

6
3

22
,5
B
2
8
 

裳
災

ほ
か
の
地
方
で

災
害
が
起
こ
っ
た
ら

5̀て,
、．

今フ＠
の
業
災
で
は
全
国
や
氾
外
ガ
ら
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
多
く
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
万
々
に

≫"

大
変
お
出
慈
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
ら
被

災
し
な
ガ
ら
も
回
り
の
人
た
ち
の
世
話
に
走
り

回
っ
だ
任
民
も
た
く
さ
ん
い
さ
し
た
。
こ
れ
だ

1

け
の
規
役
で
様
々
な
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ガ
段

L

り
広
げ
ら
れ
た
の
は
日
本
で
初
め
て
の
こ
と
で

し
た
。
そ
う
い
う
慈
昧
で
は
、
こ
の
体
験
は
葬

常
に
目
重
な
も
の
だ
っ
だ
の
で
3
。

全忌
後
、
抱
の
地
双
で
ど
の
よ
う
な
災
雹
ガ
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
＠
の
よ
う
に
だ
く
さ

ん
の
応
援
ガ
必
竪
と
さ
れ
る
弓
懲
も
き
っ
と
あ

る
で
し
よ
う
。
き
っ
と
多
く
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
緩
け
つ
け
る
で
し
ょ
う
が
、
非
常
OOに
実
際

に
伺
ガ
必
要
と
さ
れ
て
い
る
ガ
を
身
を
も
っ
て

刃
っ
た
柏
た
ち
の
経
験
ガ
刀
を
発
苔
可
る
に
渥

い
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
の
こ
と
ガ
は
分
ガ
り
ま
せ
ん
ガ
、
そ
の

と
き
ま
で
仏
た
ち
は
こ
の
体
験
と
教
割
を
忘
れ

な
い
で
、
後
の
人
た
ち
に
も
語
り
継
い
で
い
カ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
も

活
髄
を

笞
災
柄
に
は
若
い
人
達
ガ
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
躇
し
、r
今
時
の
舌
い
も
ん
も
な
力
な
か

括
て
た
も
ん
や
な
い
」
と
辞
価
ガ
高
ま
り
ま
し

た
。
し
ガ
し
、
街
刃
元
の
雰
囲
気
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
る
中
で
、
ど
う
し
て
も
当
時
の
熱
気
は

薄
れ
が
ち
で
可
。
震
災
ル
ッ
ク
の
人
が
少
な
く

な
り
、

緊
酷
出
刃
涵

U

や
ガ
さ
を
回
）
復
し
て
い
く

の
に
つ
れ
て
、
温
ガ
み
ガ
滋
つ
て
し
ま
う
よ
う

，
 

咄
9
激
減
〗

薗

[
"
1
1
甘
甘

な
訓
禄
を
受
け
、
作
業
を
行
っ
て
い
る

魯

で

見

5
50人
ガ
迫
所
し、

4
つ

ま
や

の
研
に
分
か
れ
て
唇
雙
苔
作
業
に
励

ん
で
い
ま
b
.

且

さ

を

ミ
シ
ン
で
紅
つ
て
い
る

とも
―rダ
ス
タ
ー
問
｀
は
裂
の
シ
3
ッ
ピ
ン

グ
バ
ッ
グ
の
組
み
立
て
を
し
て
い
る

r
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ
グ

g、
ア
ル
ミ

缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
累
め
に
缶
を
つ
ぶ
し
て
棄

吾
へ
渡
し
て
い
る
「
ア
ル
ミ
缶
班
」
は
震
災
前
の
と

あ
り
で
可
ガ
、

r
裕
日
は
C

序
災
以
済
注
又
ガ
無
く
な

っ
た
た
め
、
ク
ッ
キ
ー
を
統
い
て
叛
禿
可
『
(l

r
ク
ッ

キ
IIll」
と
し
て
訊
遥
に
更
る
ふ
う
辺
福
中
で
可
。

悪
災
に
よ
る
建
窃
の
被
害
は
軽
微
で
し
た
ガ
、
平

成
7
年
7
月
末
ま
で
窟
蘊
所
と
な
っ
て
い
だ
た
の
大

変
な
状
況
ガ
玩
き
｀
本
釆
の
活
勤
も
制
限
さ
れ
て
い

ま
し
だ
。
ま
だ
．
震
災
に
よ
ウ
多
く
の
事
業
所
が
留

産
・
休
業
し
て
い
ま
可
ガ
。
も
と
や
ま
唇
も
そ
の
影

昏
を
受
り
作
染
ガ
極
渚
に
預
り
ま
し
た
。
こ
の
だ
め

．
 

作
菜
に
従
墾
9
る
こ
と
に
よ
る
充
実
し
だ
時
間
を
選

こ
可
こ
と
ガ
℃
き
て
い
ま
せ
佗
分
記
弓
る
エ
貸
に

つ
い
て
も
、
も
と
も
と
一
人
あ
だ
り
月
額
数
干
円
埋

度
で
あ
っ
だ
も
の
ガ
さ
ら
に

5
分
の
1
程
度
に
ま
で

澱
汲
し
て
い
ま
可
。

屁
単
な
経
に
芙
（
前
記
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
）

の
依
頓
。
ま
に
は
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
に
ご
協
刀
い
に

だ
け
る
湯
4
0
は
下
記
ま
で
ご
過
足
く
だ
さ
い
。

[roi
い
合
わ
せ
先
ー

も
と
や
ま
愕
（
西
岡
本
4
丁
目
17，ー）

6
A
5
3i
b
o
?
o
 

に
見
え
る
の
は
悲
し
い
こ
と
で
可
。

ま
だ
ま
だ
様
々
な
形
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ガ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
ポ
ラ
ン

日～
 

テ
ィ
ア
の
王
役
は
狛
た
ち
住
民
自
身
で
す
。
身

21

近
な
と
こ
る
で
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
も
う
る
g

日

始
め
て
み
ま
せ
ん
な
自
分
の
生
活
に
支
聞
ガ

15

出
な
い
範
囲
で
良
い
の
で
可
。
気
負
う
こ
と
は

IF
年露

あ
り
ま
せ
位
一
旦
始
め
て
し
ま
え
ば
気
謁
す

J
 

ガ
し
さ
ガ
な
く
な
る
こ
と
も
経
験
済
み
で
可
。

ち
よ
っ
と
し
だ
勇
気
で
い
い
の
で
可
。

闘遍

-

J

ァィ

＊
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
帽
監
は

ポ
ラ
ン
テ
ィ
P
活
勒
の
ご
相
絞
は
榮
嘉

テンラ

区
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
あ
気
怪

に
ど
う
そ
。
コ
ミ
コ
ミ
7
面
の
ビ
ン
タ
ー

ポと尖

ガ
ら
の
お
刃
ら
せ
に
も
こ
江
届
く
だ
さ
い
。

塩
祈
ガ
東
迂
区
役
所
2
階
の
地
威
福
祉

防

課
の
奥
に
移
り
ま
し
だ。

.
0

8
4
1
6
9
4
1

日7
 

F
A
X
8
4
1
7
9
9
9

-
1
 

．

『

月釦

改
め
て
申
し
上
げ
る
霞の

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
か

BJァ

こ
の
震
災
の
経
験
に
よ
り
柏
だ
ち
は
家
の
中
ィ

で
の
危
険
、
非
常
時
の
肋
要

B
な
ど
を
思
い
知

テンラ

り
ま
し
た
。
今
回
ば
ガ
り
は

r
喉
元
過
ぎ
だ
ら

黙
さ
を
忘
れ
る
」
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
思
い

ポ

ま
b
が
、
全
後
と
も
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
と
茎

裔

と災

を
怠
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

防

な
お
｀
災
害
は
地
震
ば
ガ
り
で
は
あ
り
ま
せ

r

ん
。
塁
水
害
、
土
砂
災
害
に
対
可
る
ご
注
意
も

お
忘
れ
な
く
。

一3
6
6
1
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特集震災の教訓
特簗震災の教訓

公

地
震
発
生
後
、
御
影
浜
匈
に
あ
る
L
P

ガ
ス
竪
笞
翌
紋
で
漏
洩
事
改
ガ
発
生
し
、

1

月
8
午
前
6
時
に
避
雛
勧
告
ガ
発
令

さ
れ
ま
し
だ
。
榮
遍
消
防
暑
ガ
出
動
し
、

＇
に
よ
り
し

P
ガ
ス
の
拡
散
防
止
を

f
jい
、
続
い
て
隣
接
タ
ン
ク
ヘ
の
移
送
ガ

完
了
し
た
後
、
勧
告
は
解
除
さ
れ
ま
し
だ
。

関
直
の
紀
果
、
タ
ン
ク
本
体
に
は
強
目

な
星
礎
杭
ガ
施
工
さ
れ
て
い
た
た
め
氾
震

に
よ
る
移
動
・

況
下
は
な
力
っ
た
も
の
の
、

付
属
の
繁
急
遠
断
井
あ
よ
び
配
琶
ガ
地
盤

の
漆
状
化
に
よ

2
予
想
以
上
に
移
動
・
沈

下
し
た
こ
め
、
タ
ン

2
冗
弁
Q
配
雪

2
っ
ン

ジ
団
分
に
わ
b
か
な
隙
関
ガ
で
き
た
こ
と

に
よ
る
漏
洩
で
あ
っ
た
と
判
明
し
ま
し
た。

尋
所
で
は
、
そ
の
後
b
べ
て
の

L
L

ガ
ス
貯
愚
設
闘
の
ガ
ス
を
抜
き
取
り
、
よ

り

一
層
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
日
・

黛
お
よ
U
市
当
丙
の
指
導
を
受
け
て
震
B

ー
因
に
取
り

nか
る
予
定
で
b
.

潟
洩
の
原
因
と
な
っ
だ
醤

mに
つ
い
て

は
、
過
産
雀
の
尋
門
家
か
ら
な
る
調
日
臼

i会
の
提
邑
に
そ
っ
て

・
タ
ン
ク
元
弁
堕
撻
と
タ
ン
ク
蔓
礎
の

一

体
化

・
配
笞
系
の
可
と
う
性
の
盗
化

（た
わ
み

に
強
く
b
る
）

;
‘
、
,
．．
 
"̀人

x
.
F
i、

i
t
i・{‘ゞ
ー

fi'
，

霙
園
圏
園
國
幽
嘗
性

合
◎
の
貫
災
で
は
鉄
遍
な
と
の
公
共
交
通
畿
闘
が
長
期
髯
に
わ
た
っ
て
麻
賣
し
、
通
勤
通
学
を

始
め
日
常
生
活
に
大
き
な
支
雇
が
生
じ
ま
し

u.
'各
餃
灌
と
も
関
保
各
社
の
努
力
に
よ
り
当
初
の

見
込
み
よ
り
も
大
幅
に
早
く
匿
旧
し
ま
し
た
ガ
、
耐
・
性
は

n上
し
て
い
る
の
で
し
よ
う
か
．
遍

路
や
鑽
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
心
配
で
す
が
、
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
ヵ
．
各
円
臼
日
aに
111き

ま
し
だ
。

J
R
西
H
本

田
中
で
は
騒
土
ガ
沈
下

・
陥
没
し、

線
路

ガ
蛇
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
住
吉
駅
で
は
上

下
ホ
ー
ム
ガ
崩
隈
、
祖
影
町
で
は
扇
梨
如
畝
ガ

落
下
し
虞
蜘
・
庄
ガ
破
損
し
忠
し
に
。
高
槃
鬱

に
つ
い
て
は
、
震
災
印
よ
り
帯
鉄
筋
を
増
川
さ

せ
、
固
板
で
眉
を
覆
っ
て
強
化
し
て
い
ま
b
.

阪
急
電
鉄

岡
本
ー
固
影
閏
の
庄
き
川
旧
近
で
土
留
肩
壁

ガ
阻
き
亀
裂
ガ
入
り
ま
し
だ
。
損
開
屈
所
の
経

農
け
で
な
く、

墨
礎
ガ
ら
改
築
し
ま
し
た
。

新
だ
に
歓
骨
ガ
ら
組
み
日
し
エ
ア
モ
ル
タ
ル
を

流
し
込
む
な
ど、

従
来
の
損
壁
と
比
べ
て
面
震

性
は
大
幅
に
回
上
し
て
い
ま
b
.

阪
神
電
鉄

石

川
付
近
の
盛
土
区
閏
が
崩
環
し
だ
た
め
．

廷
2
8
0
m
を
石
槃
髯
で
復
iBし
ま
し
だ。

こ
の
区
同
で
は
忘
梁
員
を
完
成
さ
せ
た
後
露
工

を
除
去
b
る

Itィ
ル
ベ
ン
ト
戸
と
呼
ば
れ

る
エ
法
を
取
っ
だ
た
め
、
盛
土
の
除
去
に
併
行

、•. 
a‘ 

..
 '
ヽ

L
Pガ
不
膏
洩

・
非
屑
発
電
構
の
容
置
ア
ッ
プ
と
髪
震

性
の
強
化

ま
だ
、
地
震
を
教
馴
に

・
◎
閏
ヒ
ッ
ト
の
設
冒
と
◎
収
ポ
ン
プ
の

眉
・
非
常
用
給
水
タ
ン
ク
の
新
設

さ
ら
に
、
地
双
住
因
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
よ
り
云
房
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
、

L
Pガ
ス
の
安
全
佳
轡

に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
説
明
で
き
る

P
Rル
ー
ム
を
設
置
7
る
な
ど
の
計
面
を

農
て
い
ま
b
.

地
震
後
、
現
地
調
盃
で
判
明
し
た
六
甲

山
の
磨
鑽
は
、
畏
ね

4
6
0カ
所
に
の

ほ
り
巴
b
。
ま
だ
、
そ
の
後
の
雨
で
新
た

に
崩
環
し
た
と
こ
る
も
あ
り
、
山
そ
の
も

の
ガ
カ
な
り
嗣
ん
で
い
る
可
舵
性
ガ

9

ら
れ
ま
b
．
昨
年
の
描
雨
痢
に
公
表
し
だ

し
て
訊
道
敷
設
の
エ
畢
ガ
で
き
エ
囮
閤
閤
ガ
短

縮
さ
れ
ま
し
た
。
忘
製
塁
は
従
来
の
も
の
よ
り

も
吊
鉄
筋
を
密
に
記
し
、
さ
ら
に
綱
板
を
き
く

な
と
し
て
耐
震
性
を
強
化
し
て
い
ま
可
。

崩
環
し
だ
石
屋
川
翠
耀
に
つ
い
て
は、

震
災

前
の
巨
邑
畠
琵
式
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
扇

架
も
訊
塁
礎
を
再
b
る
鋼
髯
近
の
高
架
嬌
と

し
て
復
18し
、
渇
策
往
の
中
に
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
充
填
し
、
耐
震
性
を
強
化
し
て
い
ま
b
.

な
お
、

5
座
川
駅
の
新
し
い
ホ
ー
し
、
再
屈

し
だ
石
唇
111ま
躍
と
も
3
月
ま
で
に
は
使
用
を

開
始
b
る
予
定
で
b
.

神
戸
新
交
通
ー

六
甲
ラ
イ
ナ
ー

新
交
迎
緞
路
は
、
ほ
と
ん
ど
ガ
↑
本
庄
に
支

え
ら
れ
た
背
の
高
い
高
製
の
属
簗
で
あ
る
た
め

に
、
大
き
な
揺
れ
に
よ
っ
て
全
鰈
に
わ
た
っ
て

影
・
を
受
け
ま
し
だ
。
特
に
住
己
駅
悶
辺
や
榮

郎
第

2
エ
区
お
よ
U
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
北
詰
め

付
近
la霞
桁
ガ
忽
下
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
で

し
た
。
新
し
く
作
り
琶
え
だ
責
桁
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
観
の
田
分
を
鋼
襲
に
す
る
な
ど
し
て
臼

重
を
経
減
す
る
と
と
も
に
、
ほ
と
ん
ど
の
饗
築

の
桁
合
の
接
続
田
等
を
慇
強
し
て
い
ま
す
。一3

6
?
1

ハ
ー
バ
ー
ハ
イ
ウ
エ
イ

土
砂
災
害
の
危
険
予
想
箇
所
図
を
参
き
に

し
て
、
雨
ガ
続
い
た
と
き
に
は
引
き
続
き

十
分
注
患
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
、

こ
れ
ら
の
崩
嬬
嚢

mの
中
で
二

双
災
害
ガ
予
想
さ
れ
る
緊
急
性
の
あ
る
図

所
に
つ
い
て
は
、
名
機
関
で
対
策
工
事
を

実
施
し
て
い
言
刃

建
設
省
ハ
甲
砂
防
工
事
事
務
所
で
は
、

ー

~
塁
市
箪
内
に
あ
い
て
施
工
ガ

早
く
で
き
る
編
製
枠
の
砂
防
ダ
ム
5
墨、

W
霰
エ
3
カ
所
、
被
災
し
た
厖
設
の
復
B

工
攀
8
カ
所
、
潟
砂
に
な
っ
た
既
存
の
砂

防
ダ
ム
の

910カ
所
の
工
事
に
入
り

ま
し
だ
。
区
内
で
は
潟
ケ
森
配
即
．
馬
ケ

＇
の
鋼
農
遷
エ
、
梢
丙
霞
足
の

9蔓

唇

川

膿
摩
工
事
、

一
唇

流
匿
堤
の
毬
0
エ
ガ
そ
の
円
に
含
ま
れ
て

お
り
、
ら
年
畏
内
に
は
b
べ
て
の
工
事
ガ

完
了
b
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
b
.

兵
底
類
裡
P
土
木
攀
蘭
で
は
西
岡
本

7
エ
日
の
地
芍
べ
り
対
策
工
事
翌

nっ
℃

お
り
、
年
内
に
は
工
事
が
終
C
る
予
定
で

b
.
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
崩
壊
箆

mの
中
で
―
―

準
に
潤
た
な
い
箇
所
で
二
次
災
害
ガ
予
想

さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
防
災
事
業
を
実
厖

し
て
い
巴

1
,
>
•
区
内
で
は
住
吉
山
テ
山
襲

工
事
（
住
吉
恨
9
丁
目
）

ガ
そ
の
中
に

含
ま
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
対
策
工
攀
ガ

完
了
し
て
い
ま
可
。s.＂5

'な
・
'
,•. 
r
9
）ヽ
：`
・

雹
展
の
損
傷
し
た
も
の
ほ
墨
提
輸
を
拡
11て

新
だ
に
抗
を
打
っ
た
り
、
周
囲
の
地
盤
を
固
め

る
改
良
を
行
い
安
定
を
図
り
ま
し
た。

阪
神
高
速
道
路

大
き
な
被
害
を
受
け
だ

3
号
神
戸
線

(2

7
.7
伽
）
は
合
回
規
良
の
地
震
に
余
裕
を
も

っ
て
耐
え
ら
れ
る
を

2
庄
只
の
全
縁
復
旧
歪
目

標
に
I
畢
を
行
っ
て
い
注
b
.

潟
を
支
え
る
畠
細
は
柔
軟
性
や
0
ば
り
を
局

め
る
よ
う
ユ
ン
ク
リ
ー
ト
や
躙
板
で
浦
強
し
、

上
田
に
は
地
震
に
よ
り
桁
移
動
ガ
生
じ
て
も
復

元
刀
で
元
に
戻
る
よ
う
「
免
震
ゴ
し
支
承
」
を

採
用
し
ま
す
。
さ
ら
に
編
桁
を
邊
紀
？
る
こ
と

に
よ
り
落
嬌
を
防
止
し
ま
b
.

損
碍
を
受
け
だ
墨
礎
蝿
迄
は
増
杭
専
に
よ
り

塁
を
行
っ
て
い
ま
刃
コ
ン
ク
リ
ー

i

の
復
18に
つ
い
て
は
摂
壊
程
度
に
よ
り
①
コ
ン

ク
リ
ー
ト
獨
園
ガ
ら
編
製
揖
田
に
否
え
、
内
団

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
元
讀
b
る
こ
と
に
よ
り
塁

患
、
の
負
旧
経
減
と
岱
文
な
血
5
の
員
只
弓

ン
ク
IJー
ト
謁
因
の
塁
邸
へ
の
鋼
坂
器
き
立
て

に
よ
る
浦
強
0
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ク
ラ
ッ
ク
へ

の
樹
詣
注
＾
に
よ
る
補
強
、
な
ど
の
施
工
万
法

に
よ
っ
て
尉
震
性
の
向
上
を
圏
っ
て
い
ま
b
.

ま
だ
、
支
承
や
沼
編
防
止
衰
胃
の
強
化
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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山
―

纏

i-

閲三―-露日（？品） ・ぶむむtはば＇ぶ芯字＇ャ•
←鑽一ー 住宅公111111彎中 ・U亀さ恥~lll14"11議靖置 し雙If”"

, —ニ・ 咋•llf"銭遍場1釈より罵R暉1匹 ．， ＂ 災奮昌認分胃如 l閑旺l臨B食
93. -．？詰＼;;llfltj忠=r;丸士．から 日．：＂r勺匹藍門．

三塁□□三出1冒乙＼岳岳詈芸翌i:ょaauる●
皿閾鴫

1月26日は
文化財防火
テーです。

喜
両は記嘉虹
oo訂詈芦翌大工::1)1災奮優た●量:・匹

● 交 遍1地下鉄「認合凛動公IIIJ駅 より住歩約 8分
● 入 忌 1平 成 8年 8月ごろの予定

亡2§沢笠班豆懸，堕
9 』ニ

●●ヽ 9.beu 言●塁tt(078)33か
し・・>B• 四9

G G¥ 

蛍棠沢邪図 ・益熔



特集震災の教訓

し釦蒻膚ゆ•：孟ご喜
♦2月の保縫所行事予定 諷屯9た冗1 澳量図印口即•4131

ヽ り '8 鶏 3 珈噸

度
乳幼兒鑓康診貢（西・栄養組科） 6細 ・14函

(3・ 6 ・ 9 IJ月兒のみd l ”国・氾函

i . 1 II 6 11月児 霞曼 診酉
臼四癒函n,1諏
磁毎i的函粒函

!13 
手

鼻 売 霞畢 診口・（平成5年2月生まnl 1函
g妊 娼 霞績診ーー百
gッベルクリン反応色亘十一廷贔翌呻
ツ反判定 •8 C GI 700!・ma杓
成人・老人霞痩相ぬ （保健・朱量・
慮科・墨不襲順診董）

胃

ー1一五守“!三：且（嘩;:
険 診（予約闇） 円遇水・不震8

費用500円（柘膚E"甘罵 ） （1日杓を腔く）

載I鴫 檸 保＂ 相 談 巴週水・金冒Ei

厄喜 艘 室ぽ外で） 7 B1<1 ・ 2100l 
関呆老人家辰艘室 7aXl 

flえなくgった犬 •9品寄 需如如 1 ,．炉1 • OO
" 汎nらom．細函蒻ガ恥で咄隣． 痴如費噸翻 （れ）］ ・：：：闇認
汲しん）を丸りしa＂・ U刃ぼ手｀08つての屈しくだこい．

•紅費 ’呻アイランド星？ふm尻屯ン9-J（仮設雰1む守i)にt苅範し<!cir.

13 15~14:30 

13：刃～1d:30

9;n~11:OO 

9：l≫-11 :oo 

9: 30-11 ・ 00 

14：炉 6:00 

1
3
6
8
1
 

2月はネズミの雇給月目です 慧職鳩な心鑓爾まで項 ＜
ださい。 蠅璽カゴの貸し出しもしてい零lJ.

c
 

福祉事務所から 愈
届齢呑の花e福祉の一環として次のような碍虞もおり~~.あ気籾こ烈碕い合

わせ、ご相談ください。
介湿手当

. 6刀月以上寝たきりや、祠laうのあ缶寄りを介設しているバこ閂額10.00'.J円を
碑 しま可．
ショ—トステイ

•あ年寄ウを介襲している人か 病気などにふり家紅での介護ガ困町こなっだと
き、代わりに老人ホーしで短期間あ世話をしま可。 窟たきり・ 和la5cあ年寄り
→ 1日2.120Pl、虚弱のお年寄りー1巳↑，弘0円
ホーしヘル/(-<l)派運

．這たさりなどのあ年寄ウのいる家紅にホーしヘルバーを派遠しま可。家引や介
讚の手伝いをしま可．
露9合わビ•こ相談l 吏濁福祉予務菰ぁんしん可こや力窓口」 口別1-4131

♦市民のつどい・東遷区

竺雰累巧；gケ~y日
◎'市民交流会・榮遭区実行委員会CII 
453逗 I
豪会は仮殷住宅のふnあいセンタ

ーの運営、これ1J傘匁函こ1

となどについて話し合いたいと思い

ますので、匹：：：虹くださしし 1 

--~.. J 

”卯局東遍事業所から

2月から土竃日l喧 四り、廃I
ーを窃切させていただ ＇
さま可．

なあ、大・姪の死体碑こつきましI 
ては、平日は合容でどあり寧菓所で

受けmけま可ガ（受け付け時間8:00
～↑6:30)、土竃日は市の委託霙吾卿

霞定運鵬〇釣1-2526ヘご遷絡くださ
い（受けflllブ時間 ：8:00-12 :oo)。
雹洟局榮翼攀景llifl841釘 61

t’・ 挙打9....:.、-

.^b ホつノアイア募集
：ゞ

只fa作棄所でのボランティア

障害の小規転同 秦 rまっ
．Jくりのロ」（深江網Ill)4)で、沼所百の

身辺介助、1乍棄介助可をしてくれる人

を男娠していま可． ＂51~2皿 g:
lr-16: 3(厄滋合の良い巴時を相認

R弔民福祉人何センターft:/71-5306

こども好きのポランティア

押戸ライフヶア協会は、住民参加型

の石宅福祉肖属下ランティアワループ

で．
震後、田子・父子家庭となったこ

めに子臼・c支環を必要としている誼

ガ急していま可。 夕万ガらの食咋

".'.)なと、こともの面醗みてくださる
人を；；工していま可．
また、お年寄りや簿害者の生活支虔

ポランティアも舅集しています。

ぜひ、あなだのあ力をあ貸しくださ
しI,,

畑 戸ライフヶP協会本Bla854・1346

こうペポランティアシンボ
参加者募集

► 2月13日次)13 : 00-16 : 30 
► 神戸市産果氏費センター3階ホール
内容 rポランティア活動四回のネ

ットワ—クづくウについて』

星潰填演（訊山与転が、手数

疫雫応子さん）

・シンポジつム
2月5日まで1：：神戸田社会福1il釦議会
市民渇祉人”センターa:>71-5306
FAX271-おおへ甲し込んでください。

“ 

芯＇も隠

朽ンティ？裕．ンターから

ピテオライプラリー

ポランティアや介濃に関するピテオ

テープを名擾そろえていま屯 際暉a
ポつンティPセンター内で区賞してい

たださま可ガ、貨し出しできるものも

あります。 あ気軽にこ晒 ください。

・六甲アイランド仮設任字万希訪笞

ポランティア募簗

一人0らしのあ年寄りをお司してく
ださる、六甲アイランド内にお庄まい

の人を舅笑していま5。下記までご退
硲ください。

個い合わせ先l
ポランティアセンターC弘1-6如
（束濁区役所2陪地区福祉課奥〕

あ
・
と

震災ガら1年ガ過ぎようとしていま可。ほほ元遥りの生活に戻られだ万もある一万、

まだまだ大変な生活を続けられている万も我Iのガ実楕です。

頭鴎所はこの1躙、第な行政の雇］として区忌り旨様ガ澤々なご意見を

到プてまいりましだ。こ彰設ゆには他の辱業は全て中止してでもおも蔀むヨブにカ

を泊プというもの翌節ありました。困鯰生活を送ジ1ている中からは、当絞出て

くるこ慧見だと思いま可。

しガし、こんなとき巳からこそ、節足に向lプての神戸、榮灘の万向をはつきりと定

め、君実に一歩一歩前送させていく必要があるのでなないでしょうか。

震の影響は日本全体から見れば一郎の地訟腐配過ぎなかったようで可。被災地

への関しリ謀ヨに8に薄まつていま可。そもそも経舜活翻a同情とは無緑なもので可ガ

ら、 神戸市ガ震俎りの状態を取り戻引鄭3に開一杯で停滞していぢ闘にも、他双致5
は発展を卸プていま可。だれも立ち止まつて待ってはくれないので可．合頑張らなけ

利ご、 神戸市は他酌利に比べて何年間も遅れた招市になってしまいます。

長ば、都和としての男彫f遅れると、それだけ産業、経済活船こも悪影

響が出てきます。まちの活力は仕事、収入ガあっての話で可ガら、そうなってしまつ

ては市民一人一人の生活にも鬱いてさま可。

また、震災によりまちの安全面での弱点も明らガ1こなりましだ。まちの函点を克阪

していくだがこは元どありのまちにつくり匿可のではなく、震災の蜘IIを生かして改

琶可べき点は改善していかなければなりません。 湯合によっては、区画整理や再開発

も必要になってくるでしょう。畝組班ば詞にも、このまちは区画整陛や開発などC

大きく変わってきましだ。これガらもより住み良く安全なまちになるために変わり続

けていガなければなりません。まさに咽打わらなき如でl'l.
昨年10月38には201潤逹目攪とする r第4双神己巾基ふ計画ができましたし、

閤もなく同年を目標と可る項

濃区／区”懇J も決まります。

将 にわだって神戸、東灘ガ

魅刀と活刀あるまち、安応して

暮らせるまちであり卿プられる

ふうに、一人一人ガ考えてみま

・せんガ。

．
が

・
キJ

被災地では新たに耐震性を苦需して鱈

物・厖設ガ再建されつつありま可。 しカ

し、他の地区、他の地万を見渡せばどう

でしょうガ。 震艮7(J)被害を自の当たり

にしだ払だちガら見nI;f.、大地震ガ起こ

れl奴凡こだまりもなさそうな建窃・厖設

ガたくさんありま可．災苔ガ起き、犠牲

者が出てnら 「活ガされなかつだ哺湘

大震災の製恥などとマスコミ四Rり上

げられることになるのでしょうガ。

＊渭』次神戸巾曇阜計・4の概

璽羅カラーバンフレットかでき

ましと区覆所まちづくり儀遍

駅罰沖す。慨｝ご●にな

ってください。

市民税・農民税璽4罵分の 市外に一時的に避難してnる人に

~!~!".~＂？：匹· § 広報紙を無料て郵送します

-”l,叫をいただ＜“①広●こうべ（舞月1日糞行）．◎1!1.
二．＂嗣 (I：さい． していた区の区霞広·艦（鴫月15日覺fj) 、0こうべ嶋·災•”霞

•あなたの市桟n;. ",.a員の

一書三“声二— ・

エネルギーです．
11"檜戸市

祐平成母7取譴年得中裕さにれ士住た心宅人をへと新ぢの 築ば特ま霊例た鼈は益度兵；

●閥い合わせは．罐定••瓢瓢（1%322-5152)へ疇

／ 
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区 民 広 報 紙
（広籠こうぺ東瀾区版）

2月15日暑
I翠年 （平虞8零）

ー 拒ゴ毎5奄刃子ト"‘”“‘”‘
薬用植物画3／収蔵作品展V

►lJ鵠記翠j飽 ► 3日1金4月14
a日 ►月竃休鯨 (3月5, 6日は休範）
►ー、大150Pl， 中JII血 如
お7•58!1)

棗一昨さnら泊厚った小讚の蝙疇を紹介

口る企国冦の3回目（全51:1).

開館25111年記念県晨

►費立近代委術餡 ► 3月2鉦3月刀

aJ ►月慶仔菫 ►―•大
円•ql,J'251Jll 8nro1-1591 
“訥群甜隊の塁訊 8ぶ函逍｀
彫 、エ丑、写只 言．デザインの7811"l
西溝な虚碑予．

・し，． 贔 ，，．9 

Jヽ琳政夫写真風～•あの自＊より l年

｀ 
►記ヵメラャ→”'L ►'--3月248
a ►~~►—認m、 守J呻
◎ 1匹 こ
＂りの 鄭 ばら9の1年匹如 咀碑．

..．．’̀“ 
・マ9

世良美衛館

①ポルトガIレギ9ーとマンドリンのme行
”印4EW12:JO-.と15：刃～ ►一般
3.叩 し字生2.&XJll
0フランス・1ロッつの畢～チェン1四と
づィスラ・タ・ガン1ロンサート

► 3月4日⑲18・の ►3,a 
®2—磁

こぺっこランt'道影スタジオの出損舅設

～手づくりおもちゃの製作～

►gB水竃日 14 : 00-16 : 00 ►浜御影
児童餡（阪神細影駅隅西へ徒嵌沿口引9-
紐 4) ► 1111旧 ®こべっこランドご絞し
1Xn 
璽2/21はパッつl」、"？ぬおUなさ零、 3/
ぬ〇ーカェイ、3/13字影t元9匹

樗の宴 ． 
► 3月2B!113 ： ll---16 :00 ►コープこ
うべ王活文化センター2厖大ホール ►震
,3 R虹鴫心ーナーff822-3431
“神珀覆年•太鼓環団 r編・
臨・鵡ほな 醜 区磁切鰈聞り

ま＂・

. '東灘区

心•軍 1918尋釦
ゞ

・ふ 。口．氾人
紐．．． に．臨... 蔦3日

,"` '」コミ』はm”'臨”行でマ。
縛，．広鱒＂ 馴●鸞饉
學虞 7年鸞●21・・U
1",.舅輪●霧A・191

げんき夏遍グラウンドゴルフ大会

”月1回 3:00- ►石山第→Jヴ汲
►1 .(X炉(1 チーL..6人蝸成） ►中字王
以上河象 ► 2月匁国でこ、はねにグ
ラつンドコルフ大会允望と哨比わえ，チ
ーL..8 ・代表6の• 氏名・電防畠註
訟 して区醗暉蒻9までし凶沢

ください ►20チ-L..（紐遺）．は11さは 1
チーム1a角勁〇区役頭氾痘璽坦讚S
841・4131 _ :ふ-.. ・ 

-T 

3 

御 影 フ ェ こ ッ ク ス 蕩 藷 大 奎
;.,-

”戸：00--16：印ば血
麗(1111翻暉釦） ＂四 影フェ

ニックス・ステーション四 11名泊1債珈）
事笑福亭字光、 旧堂隅鱗、 冥慮亭ca•
のさ沢m出演．

深江寄席

► 2月1沃函3 : 00--- ►深江全笙211!会
議塁（羅江本町3・5・1) ►罵H 償遍
100人） Rフェニッ？ス・ステーション深

江°‘A1如 7匹）
電神戸大字思語伍究含”出濱。

区民・農重座頃蚤ろう．／験爾会』

► 2月如3 ： l>--15 : JO ►コープこ
うべ生活又化センター？尾応—Iし ►輝
料 ►先馨300人、甲込不費 ◎棗翼保鑓所
叩 1-4131
• ’薫松の一王」を上氣

青少年育成講演会'96
～青少年胄成合同研修会～

► ？月27函13 ：的6 : OO ► :J-プこ
うべ生活又化セン9- ►黒料 R忠面祈
地祉霙~31-41:l1
豪峡国と鯨で傷ついE子供の心のケ，，r.::
-:X.1ての緯潰、1!16冑少缶覆影氏

神戸市外国籍大学科目等履修

生（旧聴講生）の募集
►/ll'i 噸·酵 ・鵡 •11111 心靡
蕊 1/29-3/1 ►選唖ヨ 3月11
a e字王課艘砿ff/91-813'.I

神戸婦人大学学生寡集

►で嘔庄Ol61鼠禾沿の女対象（霊

•— 
．．
 

,a
・

マ

-

．

．,
 

p
.
 

属
示
蝙
に
は
外
扇
の
鑽
の
よ
う
な

暮
＇
鮒疼

，』`
“

冷

¢ぶ

(J)との→籾吃＂磁 している人も含む）
＂ 月～翌年3月の不罐日（計匹） ► 
呻 ．由し込み万法嶋はバンフットe
蘭（区締i泣罰） 細吟ん勺喝務
馳国1•71団濯環姐躙韮聟匈
-5179 

震災復異特別相餃所

► 2月21曰 0・00--16: 00（受四15・ 
”まで） ►聾葛区役所分き3陪（た防書
疇 ） ►厭，嶋密紛守 ®”'ii躁
察印務所口33t-0096
●庄宅困巽を中心に庄宅・霞稟 ・塁紀・訥

ft・ぬ金・法律 ，月政などの名町抵につ
いて．匂法は 、井 記．ヰ随紐ir
否の専門霰ガ5え吝'1.

夏濃区民センター（＊覧のみ）再開．I

► 4月？a/]ら ►＂蔚の呻甲慎1.:3
月8日曲9: 00-9：めにビン9-OOガ
電話口貶2-8ll3まで ►大ホールは 4 月
~9月分．一般会風室ほm“月～5月分
を 蜘．濱譴＂邸親が 1!屠沢る
鳴か 悶89:31)万ら癖選學如ン9-
東唇季定例薦座の由し込み如は3月18
庄 3月908l3)9:00-17:aたセンター

窓口n庄蜃はガさで．輝内容は広啜こう
べ3月98号C渇載。

賞設見学会傭幼 平慮絆覆上半闊纂纂

►平8頭砒靡 (4f't-9月） に自
沿会、高人鍍蕊地尉廷迫臼胆や坤

曰区切ら蝙ゑとhるク/Ir-プ・邸m”
安誕心鑢四記対し、 ,u貴".tJ.,
図 2奴琺憚涵田．ぼ瓜 I1ス15
のみ）を暉＇し まマ。 ►蛍訳力邸ぷ（悶
ill) ►1お込閥 ： 2目15f斑3月8B
固鯰口 ►対象 ・ 費件鴫の制罰ガありま",
の'C'UIIは区役所巴らづくり捲造笠口図1・
1ヽJ1まであ問い合わセください．

児童館子ども家庭相談

あ子さ心ついての勁aど、剛改mg
ぬ貴ガあ否えし11.tf.時口Ba児・範とも
午酌1嗚 nら正'F. 8藝ぢ兒直でン9-
氾霰兒量置0371血

児●露名 電記●号 岨駁日

本圧児童記 .:51-67ftl. 2痴函

魚 兒鑑記 磁•淑 2月2381!l

Q洋児蜃闇 857-7421 2月？函

一431-2244 3月4函

田児 奴•3161 3月5日図

庄之江児甕餡 拓1-1169 3月6Bt:I

紐影児憂餡 811・叩¥I 3月8曰

北胃不児童範 4況•92乃 3月12E図

臼硲兒麗！ 821-1gn 3月13E籾

吐勤曲蕊飯傘、細贖珈

邸 5X5で 1付1ブていまヮ．

G 

蛍棠沢図図 ・益磁
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畠
R
．
淡
路
大
震
災
に
よ
り
、
そ

nま
で
自
n]の
思
＝
」
し
て
い

だ
な
老
に
居
庄
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
ま
実
ガ
且
お
ま
だ
la産

巽
で
き
る

（仮
設
圧
0
-
云
妥
U
公
的
賃
貝
任
宅
の

一
特
入
居
吾

は
、
入
居
ガ
罹
認
で
き
れ
ば
圧
明
は
不
要
）

曼

祠

．
仝
一名
ま
た
岳

一
視
・
3

二太
の
り
災
柾
垢
ガ
あ
,Q

葦
今
回
は
一
改
の
人

（
①
IR
の
要
拝
～
当
て
一
こ
ま
る
人
）
も
甲

し
込
の
ま
b
t
J孜
災
君
を
憂
完
し
ま
b
o

蔓
空
き
家
の
目

g-我
否
も
あ

2
・そ
男
案
し
ま
b
.

一
申
し
込
み
万
法
）

ヨ
込
冥
内
冒
こ
つ
い
て
い
る
入
号

n込
璽

J≫
妥
喜
コ
を
＂

滋

の
う

ぇ
邑
送
、

9
角

酋

n
ま
で
の
消
9
苔
．
祠

｛
傘
込
震
内
●
の
配
包

？
月
互
n
g
2
2
6ヨ
＝ま
さ

2
茎
没
所
一
交
莉
｀
出
翌
＿F
‘
-)-W

弓―
M

『

Wg-亘
哀．

g
aス
ウ
ン
ポ
ー
ホ
ー
し
）
、
一2
.ー

-n---]ら公
コ
、
A
ロ

ス

テ

シ

三
ン
く
3
3
o
x
p
．クき

g-F.

i『
．̀こ

h

届
]

J

-

`

．．
 

る

＾
こ
i
6

、
当
云
し

ま

そ

言
―一
笈
苔
刃
只
翌
．i
J
3
.̀-k『
-n

＞
＝
―
て
く
ご
乏
↓

＿
入
屠
予
定
】＇
→
—ll
'
f
,
,

『
月
a
さ
9

-11い
合
わ
せ
先
一

巨

品

后
・^

1

ヨ
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
は
6

翠
9
-3
8
1

冷
定
浸
良
賃
目
-H
-M

ほ
e
四，

1
5
3
3
8

の
ま
ち
づ
く
り

体

い
い
げ
●
鱈
ば
彗
汀

こ
う
と
す
る
庄
民
の
活
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
b
．
マ
ス
コ
ミ
専
で
r
界
ち
づ
く
り
協
議
会
」

と
い
う
言
葉
を
見
ガ
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
只

主
し
だ
．
だ
だ
、
自
治
会
な
ど
と
遺
つ
て
、
ま
だ

な
じ
み
の
鶏
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
よ

民住
ぅヵ．

そ
こ
で
、
今
回
の
持
婁
で
は
在
年
11月
に

神
＿p
市
と
の
間
で
ま
ち
づ
く
り
協
定
を
饒
紀

b
る
に
至
っ
rJ
r
深
江
地
区
ま
ち
づ
く
り
詔

●
き
の
活
動
と
協
定
の
内
容
を
ご
紹
介
し

ま
可
。
霞
災
後
澪
戸
市
と
安
ち
づ
く
り
協
定

を
縄
紀
し
た
の
は
同
協
墨
会
が
最
初
で
す
。

セ
ン
タ
ー
オ
ー
フ
ン

合

g
ぅ
団
奮

g-マ
ン

9
5-n-
9

総

鯰
和
汎
戸
賛
岳
善
こ

3=-.

宅

ス
戸
汀
彗
炉
り
―

T
ル
JI

伍

住

叶
註
昇
恥
＜
は
い
汀
鱈

8
の
囁
P
—口

内
表
費
を
は
じ
の
＆
針
琶
iっ
．t-g
‘

＼
内
否
ガ
明
示
さ
れ
、
じ
っ
く
り
比
絞
屯
ta子
で
き
ま

入

茎
C
．
廷
示
面
頃
701
閑

E
ま
で
き
ま
ざ
ま
i
6

敷
咆
の
広
さ
に
応
い
ご
E
現
只
を
選
べ
ま
h
.

輸
5
。

f
J

ー
目

g召
ォ

ー
プ
ン
し
て
い
合
・

日
毎
プ

ラ
ザ
（
苫
＿？

フ

勺

シ
3
ン
マ
i
卜

2
吾

邸
，
8
2

う

ー

）

で

は

言

迂

屡

目

の

一こ
の
の
乳
校
冥
与

勘
入
遠
切
の
貝
H
弓―
ホ`

荘
外
の
旦

呑

夷

つ
を
一一

1-

産
実
の
沼
介
、
筍
入
-
M
J
0

三
羹

界

参
入
ゑ
．
望
全
臭
の

ょ
だ
の
の
頃
苺
兎
供
あ
ふ
U
夜
莉
ヨ
裕
な
と
を
行
っ
て

い
ま
刃

ひ
一

ネ
目
の
良
H
r

弓

aう
安

き
P
-
c
る
こ
と
i
0

1

り
｀n、

住
宅
を
社
会
貞
本
と
し
て
豊
ガ
ぶ
庄
t

＝
百
を
言

m
で

-
．
竺＿
l
U

い
合
界

2
竜
こ
-
6
、

そ
の
t
4
苓
、
全
苫
も
さ
れ

を
達
妥
シ
ス
テ
ム
ゑ
至

一

ぷ
べ
き
も
の
1

．
多
く
あ
り

ま
b
.
＂f
よ
う
ご
笛
入
i
}
1

U
ぷ
町
合
セ
ン
9
,．
-9-＝

名
歪
ー（＂わ

た
る
＿
，
二
弓
室

＿ぷ
』
を
5
き
ァ
ー
マ
と
し

て
い
ま
b
．
雲
翌

し
｀
つ
1

曰
も
呈
く
涅
費
b
る
手
段

と
し
て
厖
入
竺
宅
—m
だ
い

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

深
江
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
例
に
紹
介
し
ま
す

深
江
地
区
の
概
要

・
面

損

約
1
7
0ヘ
ク
タ
ー
ル

•
一？
数
（言
火
雙
約
9

、

3
0
0
p
｛●
塁
~賓
）
）

棗
震
災
に
よ
り
約
半
数
の
家
歴
ガ
全
半
喋
の

咬
笞
を
受
け、

地
区
の
大
団
分
ガ
量
点
夏
巽

地
ぽ
に
淫
定
さ
れ
て
い
ま
可
。

協
議
会
の
活
動

foJ召
騒
会
ほ
深
江
地
区
の
，
庶
民
的
で
住

み
良
い
街
」
へ
の
改
善
を
墨
至
旦
凛
に
、
平

成
？
U
7ー月
、

深
江
地
区
選
合
自
治
会
を
田

8
と
し
て
紀
成
さ

nま
し
た
。
以
後
、
国
門

晏
H

・
幹
攀
会
を
置
ね
る
と
と
も
に
巳
民
ア

ン
t

、ー
ト
讀
百
も
冥
鹿
し、

ま
5
づ
く
り
の

嘱
想
を
造
の
て
き
ま
し
だ
。

＇ 

ち
て

ま
し

平
成
邑
｀
9
-
I[
g
9を
つ
づ
く
り
条
p
ft
,J

~

墨
づ
く
協
議
会
こ
認
定
さ
れ
、
内
年
為

、
~

ら

喜
＿
扁
長
に

r
を
つ
づ
く
り
提
宴
」
を
行
い

i

悶芦

ま
し
た
。
そ
の
翌
茎
で
は
①
地
区
の
特
性
と

~

こw
.
 

問
題
点
を
把
遅
し
こ
上
で
の
ま
ら
づ
く
り
の

~

じ
し

•
?y-W. 

環
題
、
0
ま
ち
づ
く
り
の
蔓
ぷ
万
計
と
王
た

-
は

5
更

b

i〗盃

る
諷
想
、
0
ら
後
の
涯
の
万
、
取
り
組
み
万

5

三

[[[[

こ
の
撮
想
に
琶
t
い
て
誓
づ
く
り
を
追

i

迄

る

め
て
い
く
上
で
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の
ガ

~
る

の
b

．

b
と
雰

r

ま
ち
づ
く
り
協
定
」
で
~
·
!
!
l
l
.
!
!
l
l

会
で
頴

~

送
ら
に

損
ガ
詈
ね
合
、

震
災
包
喜
に
内

容
ガ
~
悶

g

―

ウ

て
ゞ

決
ま
つ
て
い
ま
し
＿心
ガ
、
雲
災
に
よ
り
締
紀

,

v
~
り

[

E

嬰

ゥ

S
ぇ
5

ガ
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
に
。

．

し
ガ
し
五

U
す
角
に
は
協
定
の
還
宮
要

~
乞
g

恩

g暑
ガ

整
い
、
召
定
に
墨
づ
く
書

[

襲
弓
を
担
当
b
き
を
つ
づ
く
り

3
i
i鼠

賣

苔

為

言

さ

れ

ま

し
だ
。
こ
う
し
て

る

遥

至
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円

？

へ

9
9完
了
し
、
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府
6
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5
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1も稟 住民主体のまちづくり 特 集 任涙主体のまちづくり

現
石
、
褐
伍
会
は
霞
災
餃
次
々
と
酎
画
さ

nる
建
築
物
の
協
定
に
里
づ
く
言
紐
、
調
笞

と
復
舜
後
の
ま
ち
づ
く
り
謁
想
に
取
り
組
ん

で
い
ま
b
.

こ
れ
ら
の
活
勘
に
は
市
役
所
、
区
庖
mも

支
・
協
刀
し
て
い
ま
b
.

協
定
は
仝
窃
条
か
ら
な
っ
て
い
ま
b
ガ
、

王
な
頂
目
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
b
.

0
地
区
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
鑽

・
深
江
駅
問
辺
地
区

…
庶
民
的
で
活
気
の
あ
る
便
利
な
街

.em心
呈
沿
辺
地
区

・
・
・
明
る
＜
安
全
で
活
刀
の
あ
る
街

・
一
般
住
宅
市
街
地
地
区

．．．
 
紡
か
で
恣
ち
患
い
た
任
み
良
い
街

C的
利
用
の
万
It

地
区
至
体
に
つ
い
て
は
阪
禅
間
の
交
過
至

便
な
立
地
条
件
を
生
ガ
し
だ
住
宅
池
王
体
の

十祁～
利
用
を
促
進
可
る
も
の
と
口
置
づ
け
だ

上
で
、
①
深
江
駅
周
辺
は
生
活
野
心
ゾ
ー
ン
、

名
夏
＆
苔
及
び
国
道

9
0の
沿
週
は
幹
隷

五
距
た
王
，、
ノ
ー
ン
、

0
臨
河
団
は
複
合
機
能
．

ゾ
ー
ン
、
＠
ご
れ
以
外
の
地
区
は
住
宅
池
ソ

ー
ン
と
屡
刀
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
桔

誌

じ

た
認
属
の
万
同
を
定
め
て
い
ま
b
.

〇
置
纂
物
の
用
途
の
開
限

地
区
内
で
は
風
俗
営
彙
C
ハ
チ
ン
コ
、
ゲ
ー

し
セ
ン
タ
＇古
）
、
塁
俗
関
遣
営
簑
（
モ
ー
テ

ル
等
）
、
カ
ラ
オ
ケ
ポ
ッ
ク
ス
等
の
用
途
の
Iii

稟
物
を
新
だ
に
建
設
で
き
ま
せ
ん
。

〇
壁
閲
尋
の
位
置
の
割
限

地
区
内
の
都
市
計
固
葦
路
会
F
――du凩
、

►
9

璽

g

鳴

御

影

緻
）
に
面
す
る
敷
地
で
は
、
建
棗
物

の
1
偕
題
ガ
の
饂
、
柱
、
円
、
庶
名
を
新
だ

に
船
置
5
る
場
合
は
、

臼
区
の
瀑
界
碗
よ
り

ー
メ
ー
ト
ル
以
上
後
退
さ
せ
な
け

nば
な
り

ま
せ
ん
。

o
fll、
糧
等
の
構
造
の
制
限

晨
に
面
b
る
塀
は
生
け
垣
ま
に
は
透
視

r
震
災
後
、
B
履
会
で
は
地
区
の
復
闘
計
画
案
を
作

る
こ
と
P
住
宅
再
饂
の
否
毛
伝
い
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
可
。
既
に
15、
6
回
の
再
建
相
談
会
を
開

話
し
ま
し
C
。
紐
資
に
つ
い
て
の
お
易
ね
ガ
多
い
よ

う
で
P
。
し
ガ
し
、
住
宅
泊
廷
の
王
役
に
な
る
人
に

5
は
、
庄
宅
ガ
全
半
霰
で
他
所
の
岡
や
仮
殷
住
宅
に

門
ガ
れ
て
い
る
湯
0
0
ガ
多
く
、
こ
う
し
に
協
訊
会
の

活
動
ガ
な
力
は
ガ
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
ら
滋
、
そ
う
い

0
美
し
い
街
悶
本
協
瓢
会

（約
7
0
0世
褐
）

き

3
つ
合
い
と
蘭
の
あ
る
ま
ち
・
岡
ぞ
を
息
し
て
、
地
区

内
南
北
員
の
再
開
発
な
ど
11ー
ド
面
の
整
図
に
関
b
る
検
討
と
と

重

も
に
、
地

元

大

翌

醤

魯

贋

動

記

ぼ
硲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

0
.？
リ
ー
ン
岳
戟
な
と
ソ
フ
ト
面
で
の
活
懃
盈
藷
し
て
い
ま
可
。

協
議
会
の
発
足
は
昭
和
9
年
と
己
く
、
昭
租
引
年
に
は
ま
ち
づ
く

り
条
例
に
里
づ
く
協
議
会
に
箆
定
さ
れ
て
い
ま
b
．
昭
和
絞
年
に
ま

り
＜

ち
づ
く
り
提
案
、
陪
烈
料
に
ま
ら
づ
く
り
協
定
闘
紀
、
更
翌
径

に
地
区
計
面
決
定
、
田
成
？
年
に
景
観
形
成
地
戚
指
定
と
ま
ち
づ
く

り
の
羹
を
固
め
て
い
ま
す
。

づち
0
森
南
町

・

盃

cp町
ま
ち
づ
く
り
協

雙
g

ま

胃

後

息

嘉

に

よ

る

負

§

'

見

の

た

め

の

ま
5
づ
く
り
を
措
溢
し

r
や
さ
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
町
」
を
再
生

0

.

b
る
こ
と
§
的
と
し
て
魯
さ
れ
ま
し
：
＇
を
め
ぐ
っ

で

て
市
と
の
話
し
合
い
ガ
紐
い
て
い
ま
P
.

C
魚
綺
池
区
ま
ち
づ
く
り
準
鯛
協
謙
会

震

後

、
地
区
の
歴
史
と
文
化
を
継
承
し
な
ガ
ら
の
創
迄
的
な
覆

区蜻

g自
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設

g祠
g
点

髯
し

ぷ

g.

葦
こ
れ
ら
以
外
に
も
い
く
つ
ガ
の
地
区
で
語
店
街
の
再
建
や
再
開
発

旧
彙
ガ
這
ん
で
い
ま
j
o
,

•

他
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協
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の
内
容

まちづくり

►

国
菖
“
t

遍

可
能
な
フ
ェ
ン
ス
と
し
、

祖
栽
を
併
設
し
な

~

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〇
荷
さ
ば
き
尋
駐
畢
用
地
の
設
冒

＂

延
べ
面
唇
十
平
万
メ
ー
ト
ル
以
上
の
事
業

~

誓
は
丙
さ
ば
き
窃
駐
単
用
地
を
殷
け
な
け

~

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お、
千
平
万
メ
ー
ト

~

ル
潟
で
も
羅
保
b
る
よ
う
努
刀
し
な
け
れ

~

ば
な
り
ま
せ
ん
。
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膏
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う
人
だ
ち
に
も
混
絡
を
取
っ
て
活
動
を
追
め
て
い
く

の
ガ
課
悶
の
0
と
つ
で
3
。
ま
5
づ
く
り
協
定
の
内

容
に
つ
い
て
同
刃
b
る
だ
ぬ
説
朗
会
を
開
い
だ
り
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

g取
も
滋
硼
中
で
b
．
気
栢
ら
良

く
で
心
し
て
専
ら
せ
る
面
を
｀
住
民
11ら
提
案
し
に

協
定
に
よ
り
つ
く
っ
て
い
き
た
い
、
そ
の
お
毛
伝
い

を
玩
け
だ
い
と
思
って
い
ま
t
o
-
•,

深
江
地
区
の
纏
全
召
苓
后
ご
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
王
体
は
伍
民
で
あ
り
、
行
政
は
サ
ポ
ー
ト

役
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
b
.
o
々
の
家
屋
の
建
て
替
え
に

つ
れ
て
呑
ち
ガ
変
わ
る
の
で
｀
街
並
み
の
変
化
は
穏
や
ガ

で
b
ガ
、
そ
の
分
、
自
指
b
ま
ち
の
実
現
こ
は
良
い
年
月

と
庄
民
の
互
々
の
根
気
強
い
努
刀
ガ
必
要
で
b
.

ま
た
、
榮
漏
山
手
地
区
（
国
影
、
任
き
の
山
手
函
設
譴

辺
）
で
は
土
地
区
酉
整
理
事
箋
ガ
韮
め
ら
れ
て
い
ま
b
し
、

森
南
地
区
で
も
土
地
区
面
整
煙
事
業
の
話
し
合
い
ガ
行
わ

れ
て
い
さ
b
。
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ガ
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星
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指
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さ
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困
開
発
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区
函

政行

青
の
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嘉
定
さ
れ
て
い
な
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、
い
わ
ゆ
月
日
地

地
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ま
ち
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く
り
ガ
裏
題
に
な
っ
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ま
b
．
制

度
的
に
は
行
政
力
ら
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支
援
ガ
斃
し
い
た
め
、
自
力
再
建

．
 

ガ
中
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と
な
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た
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b
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だ
だ
、
魚
範
や
住
吉
で
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巧

民
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も
に
よ
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ポ
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ァ
畜
ガ
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さ
れ
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百
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と
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助
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胤昂瞬裔鯰り雪：款喜
●3月の保霞所行畢予定 鵬 I的叩更翼匹翻呻1・4131

畠 行 ・ 名 寛証3 劉渾虞

閉
乳幼児霞景診量（紐・栄讐・岬 ） 5函・ 13E籾

(3・6・911円児のみ灯象） 19曰刃27Blll 13: 15--14: 30 

昂1i16 n月 児霞震診量
ば醗 旺傘訓128渇..................... ， ~,i-i細＿誕切

手
3 繍 児 轄讚診嚢

鴫 （平成5年3月釦 ） ぽ 細

”Ii! 蜻霞 順 診亘 5函
§ ッベルワ ＇）ン反 応穫畜 堕

ツ 反窮定 •B C GI 6函

臥 • も人麟微 （鑓 ・ 繁● ．
墨 ・塁本籠慶診亘）

Ill週火●B
（喜藝lil580Jn)

lーIaII血遷揆董！
:O棗m碇•8翌如細・範剛獨i鰍汲行は........................... 
：エイス・懇畠4暉1)細 震 しておりませIt,.

胃 浸 診 （予印利) !II這水・木冒8
費用500円(65鑽以上は罵） （20Bmを除く）

順Illl 鴻 a 健祖駁
s週 ・金■B
Q を慇く）

五言敦室 面 で） 6回
罰 ほう 老人蒙辰鑽至 68困

関えなくなった犬 ・獨の引き取り
(aJ菖ガ心更） 巴週月・不璽B

._に辺嗚＂めり庄 I?んので頑ての来寧 ご遠慮くビさい．
•弔9nら転入さn． 乳幼兒の予防濯暑ガ沼"'"''ない人に1,3 . 惇戸市の予切接糟男（ポJ>I・三胃呈S・
nしん）を交19し11-'1.!B.:;.IN!手嘔を内つてお嬬しくEさい．
・石実鑽””涸つィランド置？d“？あいャ・ク— , ({lj灼？F納） にて雲虜しき可．

13：釦 4:30 

13: 15-14: 30 

g:31)~11:OO 

13：30~15: 00 

g：的 1:00 

9：炉 1:00 

9：JJ-11: 00 

1<: OIH6: 00 

g:00-11:00 

13?2
一

．r乳幼児震豆 変更のあ知らせ

甲成8年4月1臼以降は、次のとお

りに変更となりま可。

●現在の r乳幻児 (3 ガ閂• 6か月

9カ月児） 腱年は、 41J月児全日

を刃象としだ "7J閂晒健診」に変

更とらり、保健所で実廂しま可．

（平成 7~12月 1 曰以隧に生まれだ

お子さんガ対象）

• 9乃月児虹診/J.、神戸市ガ委託しだ

医 雙 での実涎に変更となりま可．

（で成7ff6月 1曰以阻に王まれだ

ぁ子さんガ対象）

峯なお、上の2点につき印しては対象

老 回に保健所万ら遅刃します。

●別途、 6ガ用児に対してほ、 覇乳食

ゃ日兒に関可る「可＜可く赤らゃん

セミナつ を輝で繋暉5る予定

で可．
●現在の田子霞濃手についている乳

児 西受診労l;J;陀えません。新

受診労la:対象百1こ£1,llJ送付いだしま

可．

• r 4ガ月児鐙診J 実靡にともない、

深江会脳での出張相談Iぶ休Itいたし
gq•O 

蔓あ閾遍えのないようにお願いいだし

ま可．

c束澗R虹 1-4131

一日手話講習会

► 3月10E記~3 : 30-16 ・ 30 ►コー
プこうべ生活又化センター4陪 ►無
旧甲込不 要 ◎天清福祉事務所で初1
。̂ 131
畜手記サークIVヘラワレスj、手記の

会 r踊ウ似の活さんと閾単は日究の

・手あを字Uま可．

i音訳ポランティア募集

音訳ポランティア rぐる一ぶ遠台」

ガメンバーを舅黒 4月より遵1回火

遍8(J)午前屯こ、全10回の講座を予定。
終了後1aメンバーとして、自宅でのテ

ープ緑gぁよひ国立神戸視刀障害セン
ター （西区玉淫Iii))での対面朗読苓の

活動を｛ぅぅ．

濠事閉説砂途（甲し込み要）

► 2月27曰0 :00--12: 00 ►碍人
会館 （中央区M ) ►あ問い合わせ、

あ甲し込みは市民澄柑人材センター。

271細へg

歳末たすけあい募金ii動に

こ協力ありがとうこ‘ざいました。

平成7年 躁末た可11あい舅金運動
にあ苔せいだだいた368万円1;;.、1狙来

までに区内の交通遺児家窪、社会福祉
匹 、8Jあいセンター、地薮福祉セ

ンター、地域型仮設庄宅、 友愛訪商プ

ループ、お食サーピスワループ等にあ
熔りしぼしだ．匹如みなさまの温刀
いこ支援、こ協刀に対し厚くお碑し

上げま可。

学童保育クラプ員募集

神戸市内の小字氏1~3年生で、下

記の条件を為たしていれ1呻し込み1:J
できまヮ。

C洒頃ガ阻いている家庭、またはこれ

に滋じる家庭 ②昼閻こ保震百ガいな

い家（保 者に滋じる人ガいれば対

象外） OOカで釆越所や身のまわりの

.::.c:t1できる児童

►期 問 4月 1 日乃ら 1 缶閲（自
～エ這日の阪製浚7]ら午裕5時ま

で）。祝祭日．年末庄始は休み。

►甲込万法 3月18年 3目16B.ll
1こ酒浪弔望可る児頭認へ。現在つラ

プaの人知況”C由し込んでくださ
し1.

►震艇児豆館
北閂不／魚 ／圧／．涵森台／浜

影／固影北字童保育コーナー（岡影

北1Jヽ学校内匹•細）／本庄／匹｝

洋／本IU榮
►上記児童認のほn、 地戚で自王的こ

運営している字童保百所もありま可．

問い合わRさは、西投下紀字重栢え肖所へ。

: --•9-2 -2 -22i 413 
なろ；庄己山手8-5-4;854

・ 1

を心こ；深江ltll!l2-9・6! 431・ 

束遍区社会福祉協騒会

非常警輯ペルの段置

榮遷区では2月15日かう2月来諏
で虚 、細住宅（地匹 IJ.院く）に

9E巧書盛べ1以D取1g工写を突師しま可．
このべ）ua、火災や煎急弓緊急時にポ

タンを押してig近の人に知らせる装置
で、ああむ(.)2慄9こ1甜設璽予定です。

工零1こ際して、ご迷感をあガ19し孜可

ガこ協7Jくださいま平ようあ願し四し
上げま可．
c榮灘消防雹予防酉察保叩 3-0119

阪神・淡格大震災で転居され

た方の郵便物の転送

震災で転居され、駆便局に転居届を

出している嶋8、鄭便物を新しい任所
に届けていま.,-.この転送取扱い期閻
は1'.f:となってい匹ので、庄もなく

転送期間ガ終了する万ガいま可．
引き続き鮒昼窃の転送を希望される

場合は、改のて近くの配罷忘に転店君
を出してください。さらに1甲叩 造
算 ガ延長されま万。なお、この取ウ
汲しUさ震災1こ伴う転思以外の湯合も四
媒でコ。
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こ紹介した深江地区では、家 の再建・修復l;Jもち

ろん、 細 し曰阪神高還の御む心 追43§c3逗屈

化など、まら1:J大さく動いていまご。同地区のまち

づくり協遍会は震災なと思いもょらない時期”ら活

動を始めていた訳でマガ、 新たな牒渥への対匹で役

国の皆さんも大変なようです。雰ちづくりにl;J庄民

一人一人・企莫一社一社の協刀ガ不可欠で可。より

・良いまらを疑き上げていくために、 旨禄のこ理解と

ご11!7Jをあ願いし志可．

まちづくウには鑢物やi:!路の毬釦と並んで近鱗の

人 も歪要です。にもかがたぶ 応後は家

鄭 甑 、紐 の鰈 、 硯の再建なとを訳つて

芦ドラプルガ咆mしているようで可． いさという

ときにはむ所の他人、というのも富火の蜘 ti())一つ

で可。相手の身にもなって、 その嘔利を尊望しての

あ
・
と
•
か

き

「持ち家の再建に30万円の義援金が支給される」との

新1111品市がありましたが．まだ最終的に決定したもの

ではありません。決定しましたら、巾岱時期や方法を

含めて詳しい内容を広報紙などでお知らせしますので．

もうしばら〈お持ち〈ださい。

げてくださしし閃に最近IJ.隣迎でのヨ磁臨宅やマ

ンション廷設などをめぐつてのき情ガ区役所でも咆

えていま可。いすれは起こる変化1J前侶しで起きて

いるので可1J．震災によりilゆ 変化ガー如こOO還さ

れたことへの抵抗感は大さいようで可。ただ、将来

的こはご自分のエ地にも子供や孫ガ、ぽたはエ地を

譲られだ人1Jそういう蜻切を登てるq度性もあるの

でヴ。震火で家を再建 ・入手しなければならなくな

った人たちの匹 へのご配慮朽お鑓いしま'1.

ところで、まちづくな環琴、年の田 国1::.IJ.

市民、企業、行政相互の名頓と協刀ガ聾要で可．倉

災後、行政に刃可る手廠しい批判ガ憬々な分野であ

りましだ•行政の対即こもいろいる不手際ガあった

ことも攀実四し、こ匹JIコ頁露Jr.:珀プ止のなけれ

ばなりませんガ、それにしても一万的な肛沼リにふウ

門奴への不匡感を舅らせた市民も多いのではないガ

とIじ長です。

市役所も11棗の多くも波災していま可ガ、 押戸の

釈らを少しでも良＜したいと頑歪つていま可。市民

嘘 帳のできるだけのこ理解とご協刀をあ騒いいた

します”
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住宅の早闊復興に全力をあげています
~II匹“と市が•筐言•仕宅は I鴨戸市・火置賣ぽ宅．． 讐・3か鰐＂■Jにより．
s..軍•でに1 万＼千ゴ・lllfT.予定で9.
入量.,.●ai..ワしビし9..IC..ことでおIIらaし鷺,.
とお． 次匹の尖書•員匹の•a. s-enこうに．．予定でT.

♦問い合わt!は ．住宅躙●哩輝(1!272-5207)

- ーよよ9
保霞料の1災特例漏免の曼け付けについて
0●災により庄家の全半濃・全半餓を受けだ世帯専を対象

に実轟しておりまm保険料の●災特例減免の申請受付

については、3月末で終了しま可ので、吝だ手続きをされ

ていない万は至急お願いしま可．

0また、現在上記濠免の遍用を受けておられる世帯で、所

得黒会等のご◎害のない世帯は、保険料の減免ガ取り消

されることになりますので至急ご遣絡ください．

お閏い合わせは…区役所（支所）の国民鍵庫繹険係まで

“ 
ん
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日本美術と中国陶磁、

オリエント伍返

►e"的組 ► 6月 981B);J'で ►用論
涵 ►一般m．大局叩」やJを知
c 1廿籾 1
驀本範で3遅包、凪記、 仏日、太JJは
どの日本受術と北沃～、一 を

砺しし新寓03勺I,シャ` 日m．コー
1].,.スの碩罷を展示..

ら9わん しい＊（

茶道具の葦・茶貌と茶杓

►活雷英暉 ►7月 7Bl!llまで ►会剛

゜ ►ー・大· Jヽ匹
円 ◎ 1如

悶鵠絃 祓、鎚哉酋蘊、志症
叫哉． 郎木、叫紅liE仔

の と 70点を展示．

安井讐太郎晨

►匹代庚llilfl ► 4月6aか-5月19
函 ►月戴体ilB ►―餃1 ．如、 大a
7叩、中」叩 ~-1591

“五近お這 を9滅さ匹如＇四
む彰薔内氾点とテツワン・下駐的双ば曰艮

示。

村上三郎展

►芦屋吊ll.

一► 4月68
研 5月12
Em ►月
竃 ►

―‘ 
大・
中」、黒

年 797・38叙 'il&
筆本年1月118に 急 し匹mm 饂 の

叩 メン／1-．り上ヨ政Dl!/W.平面、ス

プジェの作品と伝説的バフォーマンス r紙
源ウ』 C磁 と紀紐写R。

w
 

ふれあい植木市

”印JBino・ 00-15 ・ oo ►!蹟区役
所百ie次の11i1丑弓室と同じ

｀躊孤人に勺⇒の譴己

園芸教室

►上紀ふれ訊岨不II!で ►呻・
干慢81回効柑a ►99JR．証
3.IXXPJ 心知人 ►0し込み1よ亀お
⑳ へ 躯 餅 地巖猷檄 霞霞i麟 9

1l49 4139 
蔓コン””ーデンの伊9な

rオズの魔；却吏い」

► 3月24881聴 aゥ． 3蜘 a山ブイ

？”ーデン、3且31Blll・ 4月6釦•7
ョャナルガーテン ►13 " 00-、 16
炉 248l"iJJnノードのみ．而因禾定） ► 
皿a~1ーバーランド鳶Sインフォメー

ショ‘』心 籾 3氾9
豪＂ズの 魔法使いをIIーバーランド瓜にア
レンジしC戻しいストリートミコージ刀II,.

公濱新c1;;ミニバレード切り巴9.

ヨガ美療体操1日体験

► 3月函0：田～11 ，め ►夏翼応9
認 ►黒n ►定皿A ►甲し込みは電
話又Iaa授cへR汲肩伍目鶯口奴 0”79
豪曼填生一人一人にあった動さで、手＂に
でさる観鰻法で"<1.

フェニックス・コンサート

in青木 ~ , 
”印181凛鴻14 ; m、 問買14:” ►
日不又Itセン9-3雇ホール OO碑日木駅

感胆5分） ＂印Rフェニックス

ステーション胄不C411̂87め

憂…噌芸血症…OOに
ふる幽町 が h 太骰濱虞や設さ

と一絡に款うシン7アブ` コーナー“とも

フォークダンスの会

► 3月1憬珈4・ 00-16: 00 ►.t御影会
開 （翫影印臼蛇） R御尼フェニッ？

スステーションC811•お41
竃111しカン巳励 g史に合わビてダンスを
岳しみましょう／

東灘区
（平8年2月IB墳釦

●人口 156，睾人
•ttt 書 鱈 62.S<I 

●層 ” 氾

へ殿遍lコミコミ」は
田目15巳兵4ラで,:r.

"rilia:貴 9911檎 II“
• • 1 年虞 ● 91 号 •19
“”“PII籍覆●A・lllJ

観桜会 ～震災復員一年～

► A月68田u：00-16:00 ►岡本閉
咽）四 ►入翡93 艇細訪づ
くり罷這鱈呻H131
•甲駄学臼ラフ ・ マンドリンギタ
→ラ万の虞員、 邸認ど• }g•II

•
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且＂ロ・孔國

古奥クラリネットと

フォルテピアノの響き

►世良箕術屈 ► 4月7日印3．め～、

16 : 00- ►3．如 e匹繹
邊再計岱ガUU白共登33の●さをどうぞ．

すまい再建相談

►m謡蜘·伽1e・oo ►艮瀾区額
”紅正一 碗 師柔らづくり限迂膠口

別1ぺ131
＂健冥エによる祖紐。 4国渾 も知靭予
定で3．ど ‘ 

• 9 

土地・竃物祖談が終了

►晃1 ・詠111C区役俵て行っていと匂法霞
r・エ感函匿↓による埠・醜 幽

は3月68で終了し己I.,こ e.t杞トfII"如
竃法ぽ 祖 （火11113.00-16 : 00)Iii 4月
磯も天罷I.,注5.

行方不明相餃所

”月2号向9: 00-17 00 ► 
凡雹 証1llセンター（中央区反〇過2-1・ 
18`磁王子凶璽過1伽） 親霰籾
重1•氾I． 央属冒察嘗年--0110
町う万不明にはつている人の人相・厭技な
と手ガガりになる宮口、●さ手紙なとぁn
ばlS稔 ．謁密U守ら虚i:r.

通所送迎カーポランティア募集

►18開閲荒まつわくり鳴（罰
閉illldT目）で、作秦麻か）フトiりさキャ
フを使って過所君の送迎をしてくださる乃

►月五B l118 ：①  送16:ll-
►遺1~20 ＠次の畔と日じ

入浴介護ポランティア講習会

► 3FJ229遵18 ：①氾： IX) ►つといの
き （寧匹匹1•J9) い爵3 ◎ti 
民畠祉人何センター〇？7t•3お

賣移動入浴口こよる入サービス€行って
いるポランティ？ク1t,--アK08邸、nぁ

いの主によ磁き会で，，．

区民健康講座

► 4月1年3 : :≫-15：田 ►只轟氏安
合111 ► 甲込不費 〇汲翼保饂所〇割1·

4131 
葦函によるm棗づくりのCむ以負潤で'1,

仮設住宅の写すり」やr踏み包の

殷は3月末で終了

►Ii且住宅にお住まいの初●以上の人拿
たは身体編詈奮手帳を持つ人をt1象に、

仮設住宅への写すり』 ＇露み白バ専の拉
置を行っていますが、申絹をしていない
人は至急手騒さを行って下さい 會高齢
雹.,.書向け仮紋住宅改繹担当係口371
畑

G 
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西神南ニュータウン

神爾(6)国
住宅金恥公厘融資付

I嗜日』
●所在地神戸市西区井吹台東町3T目
●構 這1一戸JI1 F（ブレ1ヽブ）

●覆距彫52戸

●日 覆14LOK~6LDK+ミニK

ネな:.,,@神戸市住宅供給公社
9,.,．．．．灸C三拿 9fIE9-7999ル1"

．瞑醜rI16.82i~144,99ボ 吋

.'撓祖N約180m～約229ni ・・
●交 過1地下紋「西神ifijiq下蔓社歩約6分
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御
影
公
会
堂
が
再
開
）

震
災
に
よ
り

休

諮

し

て

い

た

閂

1
曰
ガ
ら
受
け
円
け
ま
す

圃
影
公
会
堂
を
4
月
1
日
ガ
｀

n

(？
刀
月
先
の
同
じ
日
の
使
用

再
開
し
ま
可
。
由
し
込
み
も
4

分
ま
で
）
・
だ
だ
し
、
1
陸
の
ホ

,、 ，，t'

阪神石屋川駅
----—ーガ

ti 
雲
災
に
よ
り
大
き
な
設
さ
を
受
け

だ
阪
渾
A
]歴
川
訳
ガ
僕
IBエ
忠
を
終

え
、
川
の
更
親
に
新
し
い
訳
き
で
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
目
の
不
自
由
な

人
の
だ
め
の
誘
導
チ
ャ
イ
し
や
点
字

案
内
吸
を
設
苗
し
、
逗
固
子
対
応
ト

ィ
レ
、
待
合
室
も
用
慈
し
て
い
ま

p
•

全
袋
し
に
石
屋
111単
窟
も

3
月
2
0
8

の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
＾
と
の
せ
て
本
格
的

な
筵
用
を
始
め
ま
b
.

打
酎
点
呑
沿

し

9

,

n目い路 ー 一
!ぃまでまの出

8 3 も E
4 の国・

み噂さ 東部篤3エ区への道路 ）
9 D 畠悶 • ----
1晃て悶恨 大 範ま出 I云

ー ご胡笞 橋 揖 可 入区 復 3
I..ピ

i :t月屈麿翁翁 0 9 盆•月？
木をう山 橋 謁 次籍沼同
局あ複純 ッ - の浜のガ
渠 顧 18lo の のと 111Jた ら
団いエな 北 南 おツめ魚
工 し 手 と 1う 行 りへ ‘閲
木さをのきさ 史 大

>5•ii Ii ii爪t

宮— q だ l
c周°め 1レ

!お'贋乱偉
1 n火は理

？ ＇せ遍少 に

2 先日し日
Bーは先特

1 固休 1こtJ
彩箆なガ
公でりガ
会可まる

゜—• 
＂のッ六ーン足．ジ
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r
ン

0

マ

ル
チ
メ
テ
イ
P
ル
ー
ム
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
し
な

と
ガ
あ
り
、

P
バ
レ
ル
、
口
珠
、
ク
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー

ズ
弓
の
フ
＂
ッ
シ

mン
閲
遅
珪
芙
従
串
者
に
対
し
て

佑
報
提
供
、
情
報
発
区
や
〈
よ
旦
開
発
指
導
、
経
営
相

談
、
人
り
百
成
弓
の
支
援
笑
務
を
行
い
否
可
。
（
一
設

の
万
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
）

同
じ
く
1

ハ
甲

P
ィ
ラ
ン
ド
に
建
設
中
の
神
戸
フ
？

ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
の
完
成
餃

（
平
成
9
年
吾
予
定
〉

は

岡

美

術

へ

麿

し

ま

b
.

一問
い
合

わ
せ
包

神
戸
フ
P

ッ
シ
ョ
ン

産
菜
国
罪

支
援
セ
ン

タ
ー

6
8
5
?
 

,
8
0
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◆
応
亀
置
旧

本

の

蘭

鹿

設

の

覆
18に
は
切
震
翌
B
の

1
月
犯

e
g己手
し
ま
し
だ
。
ま

b
、

水

一

し

た

地

:

窟

恩

腐

層

の

水

を

阪

き
、

旧

漏
水
蘭
の
止
水
工
事
を
f
jい
ま
し
弓
水
没

復の通

し

だ

賤
眉

屡

燦

し
て
使
え
る
も
の
と
交
換

外
ニ

ガ
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
し
だ
。

汚
水
の
況
入

1
一

営
は
完
全
に
破
損
し
て
あ
り
、
納
震
性
の
高
い

、.，．．
 ,
．
人

稟

匂

裟

営

に
貧
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
雨
急
覆

18エ

mガ
完
了
し
て
、
通
常
の
迅
理
帳
房

◎

特
戸

し
だ
の
は
責
1
8で
し
に
．

巧 n蕩誓

」|．ー
,＂ 

設
‘. 

施

‘、ご
，
 

道

．和
.̂q
 

水
，油震

災
の
体
験
の
中
で
も
水
洗
ト
イ
レ
ガ
良
期

一

に

nに
つ
て
使
え
な
い
合
い
う
こ
と
は
、

Ill市

生
活
に
な
じ
ん
だ
柏
に
ち
に
と
っ
て
人
閻
の
尊

鰍
に
も
ガ
tJ
わ
る
予
感
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ill市
で
は
水
洗

ト
イ
レ
の
使
用
に
は
水
這
と
下
双
送
と
ガ
欠
力

五
日

""a層

の

復

—

●
襖
書
の
状
況

渠
濃
灼
煙
醤
は
埋
立
地
で
あ
る
榮
団
第
―
―

-I

一

区
に
立
地
し
、
式
狽
ふ
硲
ざ
分

nれ
て
い
ま

周
の
底
に
況
殿
し
に
汚
泥
は
3
月
”
臼
T
J

,
 
..
 

•̂
9 

ら
ボ
ン
プ
で
吸
い
上
げ
て
浚
深
し、

反
殷
悦
水

一

俄
で
説
水
し
だ
後
、
史
団
ス
ラ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

で
競
処
分
し
ま
し
だ
。

祁
対
で
の
況
殷
処
理
は
d
月
刃
日
に
終
了
し

ま
し
に
ガ
、

lll月
の
浚
深
．
汚
泥
の
説
水
作
農

に
は
8
白
派
日
ま
で
刀
ガ
り
、
阪
爺
め
切
り
の

微
云
完
了
は
9
月

7
巳
で
し
だ
．

b
。
5
2
L
k
H撼
ば
E
8江
y
R
い
に
あ
る
だ
め
Y

地

盤
の
没
状
化
に
と
も
な
｀
つ
角
万
況
勤
に
よ
り
盪

淳
ガ
横
沼
り
し
、
迅
拇
面
巖
、
費
糎
不
飽
な
ど

●

9
い

の
基
礎
訊
ガ
破
霞
さ
れ
、
汚
水
処
理
用
の
幾
翫

設
勤
も
隠
れ
ま
し
た
。
浸
＾
し
た
氾
水
に
よ
り

地
王
国
召
俗
し
だ
の
で
、
電
気
設
闘
に

も
大
き
な
被
害
ガ
出
ま
し
だ
。
神
戸
市
ガ
運
転

し
て
い
る

1
つ
の
処
理
場
の
う
ち
、
処
理
機
能

ガ
完
全
に
停
止
b
る
ほ
ど
の
大
さ
な
被
害
を
受

け
に
の
は
東
澱
処
理
湯
だ
け
で
し
た
。

,
3"-

◆
畠
旧

堕
擬
ガ
破
環
さ
れ
だ
処
理
厖
設
（
本
喝
の
エ

ア
レ
ー
シ

mン
タ
ン
ワ
、
懇
終
沈
殴
池
）、

営
珪

ぷ
屈
、
汚
泥
説
水
喪
棧
な
ど
は

9
．
新
設
び

る
必
要
ガ
あ
り
、

5
月
ガ
ら
順
次
IIJIに
取
り

夏
漏
処
墨
讀
の
覆
113口
置

扉
設
8

111
18
.

II

嗣
書

q
を
雹
露
し
て

r

ボ
ッ
つ
ス
IJ
ル
バ
ー

ト
冑

0
さ

t
c
i
:甕

J

．
況
幻
奮

撮

E
沈
閣
れ

に
a
IO

み

A

g
冨
潤
置
慶

aJnInに
よ
る
乱

”Cで
濾

e”
ぷ

国

し
C
と
の

n冨
モ
奮
え
て
軒
氷
江
ヒ

Illu

§
 

一
み
這
の

r
p
レ
ー
シ

mン
タ
ン
っ
．

Ill迅
北

辺
ね
そ
宮
袖
を
．
は
裟
圧
の

g
r忍

を
費
え
て
甚

裔
硬
や
3

鱈母の＂貶
l
J
q卜
を
雌

§
魯

う

に

め

分
富
覺
d系
仇
の
鑽
伝
．
亀
気
泣

漏
を
lllfa

．
 

不
~
水
氾
願

§

L
併
C
て
J

よ
ネ
のI
I

マモ
越
し
鯖
乃

工
屈
鰻
官

i
厄
腐
tic

も
m傾
川
g
fヽ
崚

説
水
餓
窯

し
U
E
e
.
m
8
€
羹
ス
て
説
I
tの
4
ぷ
C
水

云
祖
廂
設
6
.1
氾
円
む
L
け
杖

既

m幽
X

で
慮
其

胃

包
自
屠

f夏
扇
情

兒

電

気

ヌ

｀

“iR釘
坦

白
に
電
設

m
n
Illu
農
の
置
t
鳩
憎
し
て
嚢
U

5-

．
 

ぞ

t
 

~
し
『
9
r

｝
 

し
晨
「

"
E/
~孔
r
i

-lE
ぷ

字
'f5:
-

場

東
暴
理処

百
一

L - -
朧鴫さnた・・苓圃のエ8

` • ー・・t….. --、-..-...'糞．． 坦 し
---～｀̀̀ ”111嘩噂の被冨状況

♦
肇
急
槽
●

処
頚
湯
ガ
被
害
を
受
け
て
い
て
も
下
水
は
況

れ
て
き
界
b°

汚
水
を
そ
の
ま
ま
氾
に
流
し
て

し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、

震
災

a後.
9
.
 

か
ら
隣
接
b
る
幅
翌
ー
ト
ル
の
夏
刃
を
111矢

姻
と
汚
濁
防
止
辰
で
約
辺
メ
ー
ト
ル
に
わ
に
つ

て
締
め
切
っ
て
、

一
ll 

そ
こ
で
況
殿
処

理
し
、
水
國
保

全
を
図
り
ま
し

g-

だ
。
謂
へ
の

汚
水
緋
出
に
際

し
て
は
比
訟
的

督
の
少
な
か

っ

品

舵

ン

四

プ
を
転
用
し
、

塩
素
剤
で
消
雹

し
ま
し
だ
。

3

目

”

ら

は

面

運
刃
に

Mf面

忍
を
投
入
し
、

尉

裔

殿

を

速
め
ま
し
だ
。

ガ
B
っ
て
い
ま
b
．
ま
だ
、

111月
い
の
誕
洋

の
音
ェ
厄
慶
で
可
。
こ
う
し
た
本
格
復

iBの
完
了
は
平
成
薯
呑
頃
の
孟
で
b
.
本

鳴
の
処
理
厖
設
を
再
佳
し
て
い
る
問
の
兄
理
能

刀
の
不
足
を
浦
う
た
め
、
分
場
の
処
理
設
闘
の

＇
羹
し
て
い
ま
可
。

災
害
骨
攀

合
＠
の
震
災
に
よ
る
芭
P
市
の
下
水
刃
歴
改

.̂＇‘ 

の
被
災
額
（
災
害
復
18謬
藁
費
）
は
笞
渠
も
含

め
て
閲
阻
円
に
上
り
注
b
。
そ
の
う
5
榮
遍
処

翌
場
の
被
災
額
ガ
煎
備
円
で
、
全
体
の
計
％
を

占
め
て
い
る
こ
と
ガ
ら
も
、
四
処
理
場
の
被
害

ガ
い
力
に
大
き
ガ
っ
E
ガ
ガ
分
ガ
り
ま
b°

震
費
用
は
ど
の
よ
う
に
ま
tJな
わ
れ
る
の

で
し
ょ
う
な
災
客
夏
B
の
場
合
は
通
常
の
建

設
喜
笑
よ
り
も
国
力
ら
の
補
剪
玉
靡
く
な
り

g。
蘭
の
嬰
を
し
て
は
、

9
割
近
く
ガ

田
霜
浦
助
金
で
、
残
り
の
1
割
く
ら
い
を
国
tJ

ら
の
地
万
交

隠

交

醤

旨

后

の

負

担

で

雰

a
i
5。

こ
の
だ
め
、
下
水
喜

貫
に
与
ス
る
影
響
は
ご
く
わ
b
ガ
と
な
る
見

喜
]
] 懲い●裏で水没しましだ
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●
死
亡
攀
紐
異
常
多
兌
I
.

•

昌
に
者
が
祓
蓄

1に
あ
う
鴫
会
が
増
え
て
い
ま

3
'
.

●
子
伝
，
高
莉
名
君
を
＄
臼

nら
呑
ろ
う
I
.

『
東
襴

e2"小
事
"
-

ぽ五a・コ函涵5ぷi--ら如^
！目民年金保霞料は、4月1日までに ：

: 
＂ 平咸7年慶（平慮7年6月～平成8年5月分）の

§ きちんと納めましょう。 名
i 保霞料に鯖め忘れはありませんか？

iーんく：璽竺．］三二
んふ
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蔓
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―-1-＿全
．ギ．一．序口園そ
t
h『
臣
饂

巴
成
1
年
分
愁
人
写
業
者
の
消
門
説
の
甲

inと
納
説
1
A月
1
日
回
ま
で

i:il 行 ・ 名 虹田

昂
1ml 4/]月児健康診直（自児・宋●息科） 2瞑・1“
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・ ツ反判定 •B C G 
田 親 覆 室（予約憩） 5 a  
臥・老人罰剛微（蹟・鸞••
細・墨祖国匹） 日週火●8

g剛醜暉ド••● ●●一
;i:,棗加•B翌応即

藝診、藝科祖監

Iイス・輝 4（醗）畔
.......．．．．．．．．｛は28、168e l 

鰭蒻●紺う（揖濡・先覧0人） 9 3 "函
爾 畏 診（予印憩）

賃用曲 (65籟以上は薫紅）

載}ナー教戻窒:”gふ
蜀ほう老 人 家族霰室
●能 訊鳳艘 室(O込）

関え8くなった犬・蜀の引き取り
（印鑑ガ幼雙

受

13:~14: 30 

19已臼 13: 15-14: 30 

楓
9：紀 1:_oo
13：30-15: 00 

13: 10--⑮ O 

5週水・木 a

暉況金霞8
3却 ・17日

謳
臼週月・木日
(19~<) 

9 ：如 ,: 00 

9 ：炉 9：00

_9 : 30-11 : 00 

14 : 00-16: 00 

13：炉 5：OO-

8 :00-11 :oo 

一
3
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［問い合わせ先l東灘保健所で糾1-4131

-- - - ・ •- --
と き ところ

4月,B'll9：ll-11. 00 函 虹岡住宅箋会所

4月8翠 9.30-13: l) 更螂 贔

“~9函3 ； め～15 .00 市宮深江雨莞？匹隻会所

4月15日⑪9:n~99,00ぷ陀でン9-
4月9函 13:30---15、00深江細

“司17函 3:l>---15'00 碑夏戯如ンター

4月98函 3:n~15OO 魚宮深江霰筋任宅聾会所
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芦
屋
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宮
6
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7
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7
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3
1
,
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1
3
1

（検且内容） レントゲン検酋、尿．IIDl'E．血汲

暉（肝親底•コレステロール弓）、健康相談など。

衆
議
院
議
員

選
挙
の

し
く
み
①

比例代表
選 挙

●役栗用紙に

は、政党名を

記入しま可。

•全11(J)選
挙区 C穴砂

ク）ことに1う
ゎn、各政党

の得票数に応

じて損員を選

Uま可。兵昂

魚は近畿プロ
ックに含まれ、

謙員定数33人
を選びま可．

閲蜘せ先

榮 区選学雪

理委員会

叩 1-4131

． 

●平成8年度狂犬病予防婁合注射

爵い犬ガ生後3tJ用になったら必び

登録して、 田年1＠の狂犬病予防注射

を突プでくださしし

宴 8 ● 所 鱒 ●

B 吝 公 唇 13か 14:OO

4月28因影W手公霧 13'炉 d:OO
oo 榮漬又it会 14'勾～15OO

6径ill公霜 14．20-15:00 
字仕公 塁l13:20-13:40 
中 B北公園 13'刃～14:OO

4月3B
屈潔山9J9公蒻 14'の～14'3〕

り
円附公 塁l＂刃～ 15:00
長子公珊 14：5(}--15:20 
内浜 公 雲l13.n1340 
過g三角公墨 n・①~14:OO 

“ヨ4日 fie:l氾公 ば ＂の～ 14:x仔｝
名笠羽袖lI的 14.沿 15:10
illl訳公 轡 t4:50-t5:20 
庄さ台托公霧 13：炉3：4()
Ill ti 公塁 13・刃～14:10
森北 公 嶋 14'00-14:瓜

“'l58 
六アイランド固
公環！

［月匹忠信品I 1が40-15・00

西胃木公鬱 15：c--15：伯
•平直7韓の登勤易る犬四1匹 （注l!I田
？．叩．注釣n景nS)、登讀C屯い大JJ
上記念額以9にS識rn.o:"初 色研．1a
録でd費上3比淋コ量書りの動必“えLb注
討を灼天ぅn享可． aぁ．庫"ill-
鄭 fm、棗猷繹 恥りつか99.

”成7唸より．畠状の譜匹准に丑と
“り琴し.etJ.II犬病芦配S如 t<
ださい．

公費解体の期限廷長手絞き［品門烹l
留環家屋等の公費1こよる解体撤云の完了期限Ia、当初平

成8年3月末の予定でしたガ、次の条件を全て迅可湯合

に限り、阻碑長の手続きをしま可．

1延長条件）

零駆霞去の願池手続きを行っていること

〇者の協議ガととののないなどの吝観的にやむを得

ない埋田ガあること

〇平成腿ヨ？月来までに解体撤云エ男が完了可能こ歪苓と

該当すむ精者は、必す3叩嘩まで1こ r延長飢を

細し、輿忍を窓1てくださしし畔阻までに手続きを行わ

ないときは、4月凶埓への延長はできませんので、ご注意

ください。

1手続き纏所）

・三者契約分

災害廃棄物対策空(C241-1594三宮サンバLKLレ7陸）
●区役所の込分

阻駆躙困員（函 -1お6区役所浪）

J1(災筈廃嚢窃迅理承認券（処分地へのガレキの照9蹟ひ拐）

の発行は、 3月29B悔｝をもって全て終了しま可。ご注意
ください。

園定賣塵璽税台・の纏貫罵●は、
4月38（水）～22BG)です。

＊市悦の納付には、便尋りな口陛蜃苔を

ご利用ください．

•あなたの市税が 神戸復員の
エネルギーです． ,r檜戸市

母
5

汚
水
琶
本
笞
（
幹
線
）
は
地
下

深
く
に
埋
ま
っ
て
い
る
の
で
、
箆

刀
に
影
●
を
及
ほ
可
よ
う
な
被
笞

は

直

娑

ガ

っ

た

の

で

b
ガ
、

役
琶

（
枝
鰈
）
に
つ
い
て
は
琶
ガ

蔽
壊
さ
れ
た
り
、
継
ぎ
手
ガ
外
れ

た
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ガ
破
損
し
だ

も
の
ガ
多
数
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
、

破
損
田
分
ガ
ら
土
砂
が
入
っ
て
記

ま
っ
だ
と
こ
ろ
も
多
数
あ
り
ま
し

た
。汚

水
を
流
b
の
に
支
障
ガ
あ
る
、

辺
路
陥
没
の
恐
れ
ガ
あ
る
な
ど
緊

急
を
雙
b
る
と
こ
る
に
つ
い
て
の

応
急
復
日
は
概
ね
肝
年
5
月
未
で

完
了
し
て
あ
り
｀
現
石
本
格
覆
日

を
進
め
て
い
ま
p
•
完
了
は
平
成

8
年
”
月
頃

Q
文
疋
で
可
。

&＂-
名
家
庭
内
に
殷
冒
さ
れ
て
い
る
掠
水
設
銅

（
ト
イ
レ
な
ど
ガ
ら
宅
地
内
の
汚
水
ま

b
ま

で
）
は
浅
く
埋
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
建
物

と
一

体
で
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
ガ
ら
、
地
震

の
揺
れ
や
地
盤
の
破
壊
で
大
き
な
被
雹
竺
安
け

ま
し
だ
。

本
来
、
搭
水
殷
偏
は

g人
で
琶
理
可
る
も
の

で
可
ガ
、
震
災
後
市
役
所
に
は
相
談
や
修
理
秦

者
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
が
殺
到
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
市
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
民
関
の

工
畢
業
者
の
団
体
で
あ
る
裡
p
巾
琶
工
事
彙
協

悶
組
合
に
窓
口
を
殷
冒
し
、
朧
員
も
応
援
に
出

勤
し
、

24詩
間
体
制
で
対
応
し
ま
し
た
。
ま
だ
、

邑
P
の
摂
続
ま
b
と
取
目
の
総
点
棧
を
詞

約
”
万
力
所
に
わ
た
っ
て
実
施
し
き
し
た
。

損
舅
し
だ
援
水
殷
朧
の
覆
包
か
ガ
る
市
民

の

島

の

経

g999る
だ
め
緯
水

設

f
l
i
I
!

り
ま
す
。
こ
の
靱
度
に
つ
い
て
は
下
水
量
思
攀

,

0
2
4
1
§
f
7ま
で
あ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

摯
管
嬌
渠

可IB 復の道水下集特

榮瀾兄珪湯の隕には利用でさる最刃万だ吝たまあ
ぁ りました。翠環湯磁邸町もし叡ガ即9つだ

としたらとうしていました1]、と函されることガ
• ありまマガ想像もできません碑してい在した。

現在、氾理場の函裏社の強化はもとより、 一文
と 碑場に万-r.J-{J)ことガあった際に四環湯と迪

烹して 碩 が き 琴 うに．碩“砂ネットワ―． つ化という温，営も検討さ11ていな可．

l 
下水遍IJ醸缶猷噸醗駆り r縁（緬9）の

ヵ、 下の7J内ち」螂咋で5。畑虹も災和 8の
だの道路を掘っての工事ガ当分続きま百。哲様のこ
理とこ協7)をお願しいたしま?J.

・ なあ、 冨火当特大変お世話になった汲設トイレを
キ がつて『阪神大配廷トイレ1亡 ・カ 神Pffil11県
.... 局・ポランティP鳴曲aパ朗 ：a経涵PR)と

いう本ガ出ていま可．：：：一続ください。

栗
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ラ
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ジ
セ
ン
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（
穴

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
）
は
市
内
の
名
下

水
S
祖
湯
か
ら
の
説
水
さ
れ
だ
汚

泥
を
焼
却
可
る
た
め
の
施
設
で
b°

掠
ガ
ス
の
冷
却
用
水
等
に
対
岸
の

東
量
灼
理
場
ガ
ら
供
給
さ

nる
下

水

処

嬰

を

醤
E

し
て
い
ま
b
.

し
力
し
、
榮
膏
迅
理
場
の
被
災
に

よ
り
冷
却
用
水
の
供
紀
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
、
運
転
を
停
止
し
ま

し
だ
。
↓
ぶ
号
●
を
ほK
討
の
結
乗
、

嬰
を
利
用
可
る
こ
と
に
な
り
、

設
罷
工
裏
を
冥
施

．ヽ一，
 

ジ
一

昌
謬スセ

し
て

2
月
14日
に
仮
の
鞭
距
ガ
複

ゼ
ま
し
だ
ガ
、
沼
水
に
ふ
0
厖
設

の
損
傷
を
抑
え
る
だ
め
洗
浄
が
頻

緊
に
必
要
で
｀
能
力
は
半
分
以
下
に

落
ち
ま
し
た
。
榮
灘
匁
湮
場
の
運

転
再
開
に
伴
い
、
6
月

1
日
ガ
ら

は
五
格
還
転
に
復
帰
し
て
い
ま
可
。

|；ぢぶ霊凜岱醐て配布していますV I 
霞匹•■ rnこうべ」は月11111)真けで· •月1Bl3·戸万内の日＂ョヽ｛緯
戸•11B·星鰻•8重●B・員売のa●●1 に折り込んでいます．
置た．Ii!位置万・出匹． llill鸞霞璽 Ill!筐昂1e.2霞),I¥〇ーステー

シ●ンK心．蔦顎l下勧翡．讀寵セン9-．四！セン9-．
09市匠センター．＂芦ハーバー ランド筐合インフ言メーション9.....c
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♦問い合わせは．神戸市広II霞(ff322-5013)へ．
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